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発刊にあたって
学校法人稲置学園

理事長　稲置　慎也

新型コロナウイルス蔓延は、短大生のあなた達にとって未曾

有の体験であったと思います。

特に、短大生というたった2年間しかない大学生活におい

て、新型コロナウイルスによって奪われた、本来あったはずの

楽しく洋々とした経験は、どれほどあったか計り知れないもの

と推察いたします。また、大学生活に限らず、今までの日常が

普通であることがどれだけ有難いことなのか身をもって感じる

ことができたことでしょう。

しかし、それはあなた達にとって悲観すべきことばかりでは

なかったのかもしれません。新型コロナウイルス蔓延で遠隔授

業になり、それまでの対面授業とは違った、未来にグッと近い

授業形態の体験や、iPad を利用することで社会人になったよ

うな感覚を味わうこともできたのではないでしょうか。古来よ

り、「災い転じて福となす」「人間万事塞翁が馬」「禍福は糾え

る縄の如し（かふくはあざなえるなわのごとし）」といった諺が

あります。人生の幸・不幸は予測し難く、幸運も喜ぶばかりで

なく、不幸も悲しむばかりではない、といった先人達の多くの

経験から生まれた諺です。

物事を良い方向に考えることも人生には大切であると思いま

す。物事が思ったように進まない時でも、焦らず少し立ち止ま

るくらいの心の余裕が大切です。

皆さんの『Sei-Tan コロナ白書』の感想文を楽しみに読ませ

ていただきます。

2022年8月
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刊行にあたって
金沢星稜大学女子短期大学部

学長　大久保英哲

2020年4月2日、入学式で、私は新入生155人を迎え、次

のように述べた。

新型コロナウイルス感染者は、先月には、世界で30万人

を超え、1万人を超える方々が亡くなられています。日本

国内の状況も決して予断を許しません。そのような中で、

感染予防に最大限の注意を払いながら、皆さんの入学式を

執り行い、晴れの門出を言祝ぎたいという我々の思いがこ

の稲置講堂での入学式になりました。来賓や保護者の方々

のご臨席はかないませんが、皆さんの新たな生活や学びの

スタートが、ご家族はもちろんのこと、社会から見守られ、

支えられ、期待され、また祈られているのだということに

想いをいたしていただきたいと思います。

それにしても、新型コロナウイルスの流行は、世界の経

済や人々の交流に大きな影響を及ぼしています。ついこの

間まで信じられていた「地球は一つ」、「グローバルな世界」

という姿は、あっという間に国境や人々の往来を閉ざし、

一時的であるにせよ、鎖国状態に戻ってしまったようにさ

え見えます。世界の歴史は、国家や地域が統一や統合に向

かう求心力が働く時代と、分離・独立、多様性が尊重され

る遠心力が強く作用する時代が螺旋状に交互に現れると申

しますが、イギリスの EU離脱、アメリカの孤立主義、そ

してコロナ対策にみられる自国主義は、遠心力が世界を支

配する時代に入ったことを告げるものかもしれません。

それから2年後の2022年3月17日の卒業式である。

この2年間、皆さんは入学式から、本日の卒業式に至る

まで、新型コロナの感染拡大に悩まされ続けた、まことに

気の毒な学年でした。入学直後から遠隔授業になり、後期

は対面授業に戻しましたが、マスク、体温測定、ソーシャ

ルディスタンス、ステイホーム、イベント中止、海外研修
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中止、自粛生活などなど、アルバイトも含めて、さぞや大

変困難な2年間だったことでしょう。

私たち教職員が心配したのは、星短の皆さんの学業継続

や就職・進路にどんな影響が出るのかということでした。

皆さんは、「夢を力に、2年で4年を超える」、「明日輝く女

性になる」をスローガンに、これまで努力を積み重ねてこ

られました。その夢と努力がかなえられない事態になるこ

とを恐れたのです。

しかし、その心配は結果的に杞憂に終わりました。今年

度皆さんが達成されたその成果は、名目就職率95.5％、国

家・地方公務員合格者延べ24名、大学編入者8名でした。

これは入学定員150名規模の女子短大としては驚異的な

数字です。うれしい限りです。

新型コロナウィルスの襲来を受け、翻弄された私たちの姿

は、やがて後代には、まるで、アルベール・カミユ（1947）の

『ペスト』のように描かれるのかもしれない。

私は教育史研究に連なる学徒の一人として、本学がコロナ危

機に対して、成功や失敗・反省も含めて、どうふるまい、立ち

向かったのか、その軌跡の一端を学生一人ひとりの生活実感ま

で含めて主体的に記録にとどめておきたいと考えた。

冒頭に述べたように、金沢星稜大学女子短期大学部2020年

度入学生は、まさにコロナの影響を色濃く受けざるを得なかっ

た2年間の中で学生生活を送り、卒業していった学年である。

その学生たちの声や記録は、本短大はもちろん、本学園、ある

いは日本の大学・短大教育史にとってもコロナ禍に翻弄されつ

つもけなげに立ち向かった学生、教員・職員などの貴重な資料

となるかもしれない。

また、2020年度以後のコロナ感染症対策は、短大のみなら

ず金沢星稜大学危機管理本部が打ち出した施策である。短大は

それを基本的に踏襲したに過ぎない。その点では政府・文部科

学省、石川県の通達や指示を参考にしながら、金沢星稜大学が

とった全学的な対応の記録にもなっている。

ただ『Sei-Tanコロナ白書』と銘打ったものの、教員・職員、

保護者、教育関係者、学食、コンビニ関係者など、学生生活を

支えてくださっている多くの方々の声は収録されていない。あ

くまでも学内の危機管理と対応の記録、そして学生たちの感想

を主としたコロナ・アーカイブの記録である。それでもこれは

率直な学生たちの声として貴重な資料になろう。

2022年10月に迎える「稲置学園　学園創立90周年事業」

に際し、「短大部独自企画」として本書の刊行を企画した所以で

ある。

なお、副題の「当惑と奮闘の900日」は、危機管理本部が発

足した2020年2月から、本書刊行予定（2022年10月）ま

でのおおよその日数である。コロナ禍は現在も収まっていない

が、その対応策は事実上大幅に緩和されている。それだけに本

書に収録された対面授業から遠隔授業への全面移行、各種の行

動制限などはやはり歴史的な事実として記録されるべきであろ

う。

その評価は後の歴史家に委ねたい。

2022年8月
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　1．新型コロナウイルスとは

2019 年 12 月、中国湖北省武漢でウイルス

による感染症が観測された。2020 年 1 月 14

日、WHO（世界保健機関）は中国当局から情報

提供を受けた上で、「中国で発生している原因

不明の肺炎から、新型のコロナウイルスが検出

された」と明らかにした。

新型コロナウイルスは 1 月 21 日にはアメ

リカ、1 月 25 日にはフランスで感染が確認

されるなど欧米へも広がり、1 月 31 日には

WHO が「国際的に懸念される公衆衛生上の

緊急事態」と宣言する。新型コロナウイルス

は、“coronavirus disease 2019”（2019 年

に発生した新型コロナウイルス感染症）として

「COVID-19」の正式名称が付けられ、2020年

3月11日にはWHOがパンデミック（地理的に

広い範囲の世界的流行）を認定した。

■全世界で5億人が感染
COVID-19（以下、新型コロナウイルス）と

は、病原体 SARS-CoV-2 が原因で起こる感染

症である。ジョンズ・ホプキンス大学のまと

めによると、世界の感染者数は 2022 年 4 月

13 日時点で 5 億人を越えたとされる。同年 6

月 15 日で感染者が最も多い国はアメリカで約

8563万人、次いでインド約4323万人、ブラ

ジル約3149万人、フランス約2891万人、ド

イツ約 2691 万人と続く。死者の数は、世界

全体で 630 万人を越える。日本の感染者数は

2022年5月1日までに、全人口の約6.2%に

あたる約786万人が報告されている。

感染源は、中国の武漢が有力である。WHOは

調査チームを2021年1月に武漢へ派遣し、翌

月の2月3日より中国科学院武漢ウイルス研究

所を調査した。研究所はウイルスの発生が疑わ

れる武漢の海鮮市場から車で 30 分ほどの場所

に位置し、「研究所からウイルスが流出したの

ではないか」とアメリカなどから疑惑の目を向

けられていた。2 月 7 日に調査を終えたチーム

は、同年 3 月 31 日に「武漢研究所からの流出

は極めて低い」と結論づけている。しかし中国

から詳細な情報を得られたのか不明で、調査結

1. COVID-19概要
人類史上、類を見ないほどのパンデミック（世界的大流行）を引き起こした新型コロナウイルス。人々

の健康と安全を脅かし、社会経済活動を大きく制限したことで、人々の生活は本質的に変化していった。

COVID-19の概要を記録しておく。

2022年6月15日時点の世界の感染者数・死者数（累計／多い順）
� ※米ジョンズ・ホプキンス大学の発表をもとに作成

国名・地域名 感染者 死者

1 アメリカ 85,632,808 1,011,543 

2 インド 43,236,695 524,777 

3 ブラジル 31,497,038 668,180 

4 フランス 28,917,263 145,478 

5 ドイツ 26,915,085 139,914 

6 イギリス 22,410,583 179,274 

7 韓国 18,239,056 24,390 

8 ロシア 18,111,240 372,392 

9 イタリア 17,664,043 167,432 

10 トルコ 15,078,186 98,976 

11 スペイン 12,478,994 107,108 

12 ベトナム 10,732,429 43,083 

13 アルゼンチン 9,276,618 128,973 

14 日本 9,047,604 30,909 

15 オランダ 8,107,857 22,336 

16 オーストラリア 7,660,750 9,089 

17 イラン 7,233,880 141,352 

18 コロンビア 6,117,847 139,894 

19 インドネシア 6,056,017 156,604 

20 ポーランド 6,010,090 116,371 
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果の信憑性には疑問が残る。

■症状と重症化
新型コロナウイルスに感染すると、平均5～6日間、長くて

2 週間程度で症状が現れる。主な症状には、発熱・咳・息苦し

さ・体のだるさ・悪寒・筋肉痛・頭痛・喉の痛み・鼻水・鼻詰

まり・味覚障害・嗅覚障害などがある。軽症の場合は経過観察

のみで自然治癒し、さらに本人が感染していることに気付かな

い無症状のまま治癒しているケースもある。

重症化すると、肺炎・酸素不足・心臓病など深刻な問題を引

き起こし、最悪、死に至る。重症化の割合は年齢により異な

り、高齢者は高く若年者は低い傾向が見られる。若年層であっ

ても、慢性閉塞性肺疾患（COPD）・慢性腎臓病・糖尿病・高血

圧・ 心血管疾患・肥満・喫煙など基礎疾患等があると重症化

リスクは高まる。

発生当初に比べるとウイルスの変異やワクチン接種によ

り、重症化の割合は低下傾向にある。厚生労働省が作成した

2022 年 1 月〜 2 月の感染者 119,109 人を対象としたデータ

では、重症化の割合は 50 歳代以下で 0.03%、60 歳代以上で

2.49%。また死亡した人の割合は50歳代以下で0.01%、60

歳代以上で1.99%となっている。

完治した後も、後遺症に悩まされるケースが見られる。症状

としては、倦怠感・呼吸困難・咳・記憶障害・睡眠障害・全身

の痛み・味覚障害・聴覚障害・脱毛などがある。

■感染経路と予防策
ウイルスの主な感染経路は、飛沫感染と接触感染の2種類で

ある。飛沫感染は、感染者の唾からの感染を指す。唾液にはウ

イルスが多く含まれており、咳・くしゃみ・発声・呼吸などで

唾が水滴の飛沫となって飛散し感染する。そのため飛沫感染の

防止には、マスクの着用が有効となる。

接触感染は、エレベーターのボタンやドアノブなど人の手の

触れる場所にウイルスが付着し、手にウイルスの付いた状態で

目・口・鼻に触れて感染する。接触感染は、手洗いやアルコー

ルによる手や指の消毒が感染防止につながる。

これら感染のうち、約半数は症状の出ない無症状感染者から

と推測される。そのため感染防止には明確に症状の出ている人

だけでなく、健康に見える人への検査が必要である。感染して

いるかどうかの検査には、PCR 検査、抗原検

査、抗体検査などがある。PCR検査と抗原検査

は「現在、感染しているかどうか」を調べ、抗

体検査は「過去、感染していたかどうか」を調

べる。検査方法は、PCR検査と抗原検査とが唾

液もしくは鼻腔咽頭ぬぐいから、抗体検査は採

血を行う。

無症状者からの感染を踏まえ、公共の場所で

のマスク着用が予防には重要である。マスクは

種類によって効果が異なり、N95やKN95など

保護マスクが最も高い。帰宅時に手を洗うこと

も、接触感染を防ぐために有効である。手洗い

の効果的なやり方は、石鹸やハンドソープを用

い、手首・爪・指などを 20 秒以上かけてこす

り洗いする。手洗いの代わりに、濃度 70% 以

上のエタノールでの消毒も効果がある。飛沫感

染の予防から同居している人以外のすべての人と、2 メートル

以上の間隔（社会的距離）をあけるのが望ましい。

■異例のスピードで開発されたワクチン
予防には、ワクチン接種に効果が期待できる。新型コロナウ

イルスが確認されてから、アメリカをはじめ各国でワクチンの

開発が進められた。世界で初めてワクチン接種が開始されたの

は 2020 年 12 月 8 日からのイギリスで、アメリカ製薬大手の

ファイザーとドイツのビオンテックが開発したワクチンを用い

た。同月 14 日にはアメリカ各地でも、医療従事者への接種が

開始されている。

これら新型コロナウイルスのワクチンは、発生から1年未満

で開発・承認・接種された。従来のワクチン開発に比べると、

異例のスピードである。開発されたワクチンは、mRNA（メッ

センジャーRNA）ワクチンと呼ばれる。このワクチンはウイル

ス表面のタンパク質の遺伝情報（スパイクタンパク質）を持つ

mRNAを人工的に作り、人間の体内に入れることで抗体を作る

という、これまでにないタイプのものである。

新型コロナウイルスの予防に効果があるとされ、オミクロン

株発生前のデータでは接種から一定期間の予防効果が約 70 〜

90%と報告されている。一度だけでなく複数回の接種（ブース

ターショット）により、重症・入院・死亡の可能性を低減でき

るとされる。

日本国内で使用されるワクチンは 2022 年 5 月 1 日時点で、

ファイザー社・武田 / モデルナ社・アストラゼネカ社の 3 社。

国内で初めてワクチンが接種されたのは 2021 年 2 月 17 日

で、医療従事者を中心にスタートした。同年4月12日からは、

高齢者向けの接種が開始されている。また 2021 年 12 月 1 日

からは 3 回目が、2022 年 5 月 25 日からは 4 回目の接種がス

タートしている。

日本をはじめ多くの国が欧米製ワクチンを採用しているのに

対し、ロシアと中国は自国産のワクチンを開発・接種してい

る。また北朝鮮は新型コロナウイルス発生から一貫して、アメ

リカ・韓国・COVAX（ワクチンの公平な配分を目指す国際的

な枠組み）などからのワクチン提供を拒否している。2022 年

4 月から新型コロナウイルスの感染拡大が始まり、北朝鮮の国

営メディアによると同年 5 月に 250 万人近くにまで感染者が

増えているという。
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1．COVID-19概要

G20 など先進国が複数回のワクチン接種を完了する中、ア

フリカなどの一部の国や地域では 1 回目さえ完了していない。

「国や地域間でワクチン格差があるとウイルスは収まらない」

とし、WHO は先進国から途上国へのワクチン分配を呼びかけ

ている。

■変異株の出現
ウイルスは増殖と感染を繰り返し、徐々に変異していく。新

型コロナウイルスも例外でなく、いくつかの変異株が確認され

ている。主な変異株としては、2020 年 9 月にイギリスで発生

したアルファ株（B.1.1.7系統）、2020年5月に南アフリカで

発生したベータ株（B.1.351 系統）、2020年11月にブラジル

で発生したガンマ株（P.1 系統）、2020 年 10 月にインドで発

生したデルタ株（B.1.617.2系統）、2020年10月にインドで

発生したカッパ株（B.1.617.1系統）、2021年11月に南アフ

リカで発生したオミクロン株（B.1.1.529系統）などがある。

特にデルタ株は従来の約 2 倍と感染力が高く、日本では

2021年7〜8月にかけての感染者急増の一因となった。その

教訓からオミクロン株が発生した際、日本政府は即座にすべて

の国と地域の外国人新規入国を原則停止した。その後の感染者

数の減少を受け、2022 年 6 月 10 日からは観光目的の入国者

の制限を解除している。

■対策に追われた企業と学校
新型コロナウイルスの発生は、企業の働き方の変化を強制的

に促した。ステイホームを余儀なくされた際には、メールや

メッセージアプリの活用、ZOOMなどビデオ通話を使ったミー

ティングなど遠隔でのコミュニケーションが促進した。

ステイホームでの仕事は通勤時のラッシュを避けられるなど

良い面がありつつ、一人で閉じこもって働くため孤独を感じや

すく、精神的な不調を訴える人も多数見られた。またオフィス

で顔を合わせる機会が減ったことで、「チームワークが取れな

い」「雑談によるコミュニケーションが取れず、新しいアイデ

アが生まれにくい」「若手社員は成長を実感できない」といっ

たマイナス面も指摘されている。

教育機関も、新型コロナウイルス発生により対策に追われ

た。マスクの着用や手洗い、教室内の換気など基本的な感染対

策はもとより、タブレットを使っての遠隔授業などICT（情報通

信技術）を活用した学習が実施された。ICT活用

は通信環境に依存するため、家庭によって学習

機会に差が生まれる。そのため各家庭へポケッ

ト Wi-Fi の支給や光回線の設置補助など、学習

サポートを行う自治体の動きも見られた。

こうして 2019 年に発生した新型コロナウ

イルスは、2022 年現在にいたるまで世界中に

大きな影響を及ぼしている。人の移動が制限さ

れ経済活動に大きな支障をきたしつつも、遠隔

でのコミュニケーション促進のため IT の環境

整備が急速に進みもした。

ネット環境が整備されデジタルツールが行き

わたった現代社会では、真意不明の情報が膨大

に生まれ高速で行き交っている。その結果、マ

スクやトイレットペーパーの買い占め、感染者

に対する差別など混乱をもたらした。国や自治

体など公共機関には、これまで以上に正確な情報をわかりやす

く敏速に発信する取り組みが求められる。

■給付金・助成金・補助金
感染者数が日に日に増加する中、日本政府は2020年4月7

日に緊急事態宣言を布告した。その結果、一時的に感染者数は

低減したものの、懸念されたのが経済活動である。「国民へ何か

しらの支援が必要だ」と声が高まり、4月20日には国民一人当

たり 10 万円を支給する特別定額給付金が閣議決定された。さ

らに中小企業・個人事業主へは、持続化給付金の申請を 5 月 1

日より開始。2021年〜2022年のまん延防止等重点措置で時

短営業などを行った飲食店へは、各自治体が事業規模に応じた

協力金を支給した。

また、感染拡大により事業活動の縮小を余儀なくされた事業

者に対して、2020年4月1日から雇用調整助成金の特例措置

が講じられた。雇用環境が急変する中、休業や教育訓練、出向

等により従業員の雇用維持を図った場合に休業手当等の全部ま

たは一部を助成し、失業率の急上昇を食い止めた。

こうして事業者への支援は見られたものの、アルバイト先が

休業するなど経済活動が制限されたのは学生も同じである。政

府から学生への支援が十分といえない状況をみて、金沢星稜大

学女子短期大学部では本学生へ向け独自財源を用いての給付を

決定した（第2章参照）。
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　2．2020年の日本の状況と対策

以上が、新型コロナウイルスの概要である。ここから国内に

おける状況の推移、政府の対策などを時系列で見ていく。

日本で初めて新型コロナウイルスの感染者が報告されたの

は、2020年1月15日だった。感染者は中国の武漢に滞在して

いた 30 代の中国籍男性で、武漢滞在中の 1 月 3 日に発熱し帰

国後に感染が判明した。2月13日には神奈川県の80代の女性

が、新型コロナウイルスの重症化に伴う国内初の死亡患者とし

て報告された。

日本で初めてクラスター（小規模な集団感染）が観測された

のは、2020年1月18日だった。都内の屋台船で個人タクシー

の組合支部の新年会が開催され、参加した約100人のうち発熱

などウイルス感染の症状のあるものが多数報告された。2 月に

は大阪の2つのライブハウスからも、クラスターが発生してい

る。2 月 3 日に横浜港に入港したクルーズ船のダイヤモンド・

プリンセス号では、すでに下船していた香港在住 80 代の男性

からウイルスが検出され、船内でのクラスターが確認された。

乗客約2600人・乗組員約1000人のうち、最終的な感染者数

は712人、死亡者は14人を数えた。

これらクラスターの発生を受け、専門家会議では感染に共通

する条件を「換気の悪い密閉空間・多くの人が密集・近距離で

の会話や発話（密接）」と定め、三密（密閉・密集・密接）の条

件の揃う場所や場面を避けるよう国民へ呼びかけた。

■初の緊急事態宣言が布告
三密を避けるため、予定されていたイベントの多くが中止に

追い込まれた。夏の全国高校野球が戦後初めて中止になったほ

か、2020 年 7 月に開催を予定していた第 32 回オリンピック

競技大会（2020/ 東京）および 東京 2020 パラリンピック競

技大会（以下、東京オリンピック）も 3 月 24 日の安倍晋三首

相とIOCバッハ会長との電話会談により「2021年へ延期」と

発表された。

全国への感染拡大の懸念から、4 月 7 日、政府は初となる緊

急事態宣言を発出した。対象は、東京・神奈川・埼玉・千葉・

大阪・兵庫・福岡の7都府県（後に全国へ拡大）。緊急事態宣言

とは、新型コロナウイルス対策の特別措置法に基づく措置とし

て、2020年3月13日に成立した布告である。

宣言対象の都道府県知事は、住民に対し生活維

持に必要な場合を除いた外出の自粛など、感染

防止のための協力を要請できる。

緊急事態宣言と似た措置に、まん延防止等重

点措置がある。こちらは新型コロナウイルス対

策の改正特別措置法として、2021年2月3日

に設けられた布告である。緊急事態宣言が医療

ひっ迫状況の重点のレベル分類のレベル3相当

が目安になるのに対し、まん延防止等重点措置

はレベル2〜3相当の場合に適用できる。緊急

事態宣言が都道府県単位への布告に対し、まん

延防止等重点措置は地域に対し適用できる。ま

ん延防止等重点措置が適用された地域は、都道

府県知事の判断で飲食店に対し営業時間の短縮

や酒類提供の停止などを要請できる。

緊急事態宣言により 2020 年 4 月上旬には 1 日 700 人超を

記録していた新規感染者数は、5月7日には100人を切るまで

に減少した。感染者の減少を受け、初の緊急事態宣言は5月25

日に全国で解除された。

■批判を受けた「Go Toトラベル」
緊急事態宣言による外出自粛や海外からの観光客の激減によ

り、観光業は大きなダメージを受けた。政府は観光需要の喚起

策として、「Go To トラベル」を 7 月 22 日からスタートした。

この政策は、旅行代金の割引や観光施設・土産物店などで使え

るクーポンを発行するというもの。この政策により県をまたい

での人の移動が活発になるため、「感染拡大につながるのでは」

と懸念されてのスタートとなった。

11月18日に1日の新規感染者数がこれまでで最多の2201

人を数えると、日本医師会の中川俊男会長は「経過や感染者が

増えたタイミングなどを考えると、（Go To トラベルは感染拡

大に）間違いなく十分に関与している」と指摘した。
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1．COVID-19概要

　3．2021年の日本の状況と対策

2020 年秋から気温低下とともに、感染者数は増加してい

く。感染力がそれまでより約 1.32 倍高いとされるイギリスで

発生した変異株（アルファ株）の広がりも、感染拡大の一因と

なった。

その状況を踏まえ、政府は年明け早々1月7日に2回目とな

る緊急事態宣言を出した。対象は、東京・埼玉・千葉・神奈川

の 1 都 3 県。2 回目の緊急事態宣言は、対象都道府県の拡大と

期間の延長を繰り返したのち、3月21日まで続いた。

春先からは、アルファ株だけでなくインドで発生した変異株

（デルタ株）が世界で猛威を振るい始める。変異株への警戒感と

感染者数の増加傾向を踏まえ、4 月 25 日には 3 回目の緊急事

態宣言が出された。

東京オリンピック開催を間近に控えたこと、また従来の約 2

倍の感染力を持つデルタ株の広がりが重なり、政府は 6 月 20

日で3度目の緊急事態宣言を終了したのち、7月12日から4度

目となる緊急事態宣言を出した。そうして変異株による感染者

の急増で不安の高まる中、1 年間延期された東京オリンピック

が7月23日から開幕した。

■1年延期された東京オリンピックが開幕
1 年間延期された東京オリンピックは、開催

数カ月前にもトラブルに見舞われている。医療

責任者を務める予定の医師の多数から、感染者

拡大による業務多忙を理由に辞退が相次いだ。

また聖火ランナーを予定していた著名人の何人

かは、コロナ禍での開催に疑問を投げかける意

味で辞退を申し出た。開催数日前には、公益財

団法人東京オリンピック・パラリンピック競技

大会組織委員会の入るビルや東京オリンピッ

ク・パラリンピック選手村周辺に「開催反対」

のデモ行進があった。

7 月 9 日には東京・神奈川・埼玉・千葉、翌

日の 10 日には北海道のすべての会場で観客を

入れずに競技することが決定する。1 年間の延

期と無観客での開催は、ともに近代五輪におい

て史上初である。

■止まらない感染拡大が一転、急減へ
オリンピック開催中も1日の感染者数は、収

まるどころか増加の一途をたどった。医療体制

のひっ迫を防ぐため菅義偉首相は、重症患者お

よび重症化リスクの高い人以外は、自宅療養を

基本とする考えを示した。こうした政府の方針

の結果、8 月 12 日には東京都内の自宅療養者

の数が1カ月前の11.3倍に急増。8月13日に

は、国内の1日の新規感染者数が初めて2万人

を突破した。

1 日の新規感染者数の増加は全国で 2 万

5000 人にまで到達するが、8 月下旬になると

一転し減少していく。9 月 6 日には東京で 7 月

19 日以来、1000 人を下回る 968 人を記録し

た。感染者数の急拡大後の急減少について政府分科会の尾身茂

会長は、繁華街への出入りの減少・ワクチン接種の拡大・気温

や雨など天候の影響などを要因としてあげている。

感染者数の減少を受けて、9 月 30 日には緊急事態宣言と石

川を含む8県へのまん延防止等重点措置が解除された。実に半

年ぶりに、宣言と重点措置とがどの地域にも出されていない状

況となった。

国内では休日に余暇を楽しんだり繁華街で会食を開いたりと

平穏な日々が訪れたものの、収束への期待感を挫くように変異

株が世界的に流行を始める。南アフリカで発生したオミクロン

株がヨーロッパを中心に広がり、日本でも11月30日に初の感

染者が報告された。同日中に岸田首相は緊急避難的な予防措置

として、全世界対象に外国人の新規入国の禁止を決定した。外

国人の入国はその後、段階的に緩められ、2022年6月10日か

らは外国人観光客の受け入れを2年ぶりに解除するにいたる。

国内の感染者数（1日ごと）

厚生労働省ホームページ　新型コロナウイルス感染症についてオープンデータより作成
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　4．2022年前半の日本の状況と対策

外国人の入国を禁止したものの、オミクロン株をはじめとし

た新型コロナウイルスの感染拡大は気温の低下とともに再度増

加していく。2022年1月22日には、これまでで最多となる1

日の新規感染者数5万4576人を数えた。じつに最初の緊急事

態宣言下の約78倍である。

感染拡大を受けて政府は、1月9日から沖縄、山口、広島の3

県（その後、首都圏や東海、石川など合わせて15都県を追加）

へまん延防止等重点措置を適用した。その後、3 回目のワクチ

ン接種が全国で進められたこともあり、3 月には感染者数の上

昇が頭打ちとなる。3月21日には、およそ2カ月半ぶりにすべ

てのまん延防止等重点措置が解除された。

2022 年 5 月は、3 年ぶりに行動制限のない大型連休となっ

た。都道府県をまたいで移動する人の数は、2021 年から 3 割

の増加。新型コロナウイルス感染拡大前と比較すると、76%に

まで回復した。

新型コロナウイルスの発生から2年以上が経った。

マスク着用義務などの規制を全廃したイギリスをはじめ、新

型コロナウイルスとの共生を目指し、世界的に行動制限が緩和

される一方、「ゼロコロナ」政策を堅持する中国は、厳しい外出

制限や大規模検査による徹底した封じ込めを継続するなど、各

国の対処方針の差は非常に大きい。現時点では、どちらが「最

適解」なのかは分からない。

日本では、ニューノーマルと呼ばれる新しい生活習慣や感染

予防の普及、ワクチン接種の行きわたりにより、1 日の新規感

染者数は減少傾向にあったが、7 月にはいわゆる「第 7 波」に

見舞われ感染者数が激増、過去最多を連日のように更新した。

それでも行動制限は行われず、感染抑制と社会経済活動の両立

を目指して、社会全体が少しずつ平常化してきているが、新型

コロナウイルスのまん延が収束に向かうのか、予断を許さない

状況は依然として続いている。

� （2022年8月20日時点）

日本国内ワクチン接種全人口に占める割合

厚生労働省や首相官邸の情報より作成
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　1．危機管理体制の構築

新型コロナウイルス感染症防止のため、2020年2月5日付

けで金沢星稜大学内に危機管理委員会対策本部を設置した。

前日までの雨がやみ、晴天に恵まれた 2020 年 3 月 12 日、

キャンパス内の稲置講堂で 2019 年度の学位記授与式が行わ

れた。感染症拡大防止の観点から、式は規模を縮小して行われ、

学内放送にて学長式辞や卒業生代表による答辞が一斉放送され

た。その後、各教室にてゼミナール担当の教員から学位記が授

与された。

1.1 危機管理委員会対策本部2つの方針

危機管理委員会対策本部では、2019年度の卒業式後、「大学

4年次生、短期大学部2年次生を修業年限内で卒業させる」「在

学生を「コロナ世代」と呼ばれるような世代にさせない」とい

う2つの方針を掲げた。

こうして迎えた 2020 年度の入学式は、2020 年 4 月 2 日、

本学稲置講堂において行われた。入学式は過去7年間、石川県

立音楽堂で行っていたが、この年は、保護者の立ち入りを禁じ

た上で学内にて実施した。座席の間隔を十分保ち、在学生代表

による歓迎の言葉、新入生代表の宣誓も書面にて送られるな

ど、式典内容を大きく縮小して挙行された。この年から、大久

保英哲先生が本学第10代学長に就任し、新入生154名に式辞

を述べた。

建学の精神や教育方針などはもとより、新型コロナウイルス

感染症に対する想い（決意も戸惑いも）が込め

られている。長文となるが全文を掲載する。

1.2 2020年度入学式式辞

本学キャンパスのある御所町の桜も、まさに

満開。みごとに咲き誇り、本日、金沢星稜大学

女子短期大学部に入学された皆さんを祝うかの

ようです。本日ここに、教職員とともに、皆さ

んの入学式を執り行うことができますことを、

心より喜びたいと思います。これまでの皆さん

のご努力に敬意を表しますとともに、皆さんを

支えてこられましたご家族や関係者のみなさま

にお祝いを申し上げます。

さて、皆様ご承知の通り、世界は大きな危機

と変動の時期を迎えております。新型コロナウ

イルス感染者は、先月には、世界で 30 万人を

超え、1 万人を超える方々が亡くなられています。日本国内の

状況も決して予断を許しません。そのような中で、感染予防に

最大限の注意を払いながら、皆さんの入学式を執り行い、晴れ

の門出を言祝ぎたいという我々の思いがこの稲置講堂での入学

式になりました。来賓や保護者の方々のご臨席はかないません

が、皆さんの新たな生活や学びのスタートが、ご家族はもちろ

んのこと、社会から見守られ、支えられ、期待され、また祈ら

れているのだということに想いをいたしていただきたいと思い

ます。

それにしても、新型コロナウイルスの流行は、世界の経済や

人々の交流に大きな影響を及ぼしています。ついこの間まで信

じられていた「地球は一つ」、「グローバルな世界」という姿は、

あっという間に国境や人々の往来を閉ざし、一時的であるにせ

よ、鎖国状態に戻ってしまったようにさえ見えます。世界の歴

史は、国家や地域が統一や統合に向かう求心力が働く時代と、

分離・独立、多様性が尊重される遠心力が強く作用する時代が

螺旋状に交互に現れると申しますが、イギリスのEU離脱、アメ

リカの孤立主義、そしてコロナ対策にみられる自国主義は、遠

心力が世界を支配する時代に入ったことを告げるものかもしれ

ません。これは誠に憂慮すべき事態です。なぜなら資源の乏し

い日本が、将来にわたって生きていくには、世界との協調が不

可欠だからです。また、2050年、今から30年後、つまり皆さ

んがおよそ 50 歳、皆さんの子ども世代が大学の入学式を迎え

るころ、日本の人口は9000万人に減少しているそうです。つ

2. 当惑と奮闘　危機管理とその対応記録

金沢星稜大学及び女子短期大学部では、新型コロナウイルス感染症に対して、学生、教職員の安全を考慮

しつつも授業をはじめとする教育活動全般を継続できるよう、様々な対策を立案し実行してきた。職員や

教員あるいは学生が手探りの中で工夫を凝らし、学びの継続を目指した。

2019年度卒業式　玄関でアルコール消毒
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まり、昭和 10 年代の水準に逆戻りするということです。GDP

（国内総生産）も減少し、日本が相対的に貧しくなることは言

うまでもありません。そのような、明るいだけではない、むし

ろ困難な時代を迎えるからこそ、私は皆さんを信頼し、期待を

託したいと思います。日本が持つ最大の資源ないし財産は人間

です。嘘をつかず、誠実で、勤勉、威張らず、相手をリスペク

トできる日本人の姿は、アフガニスタンで長年人道支援活動に

携わり、2019年12月4日、銃撃で亡くなられた日本人医師、

中村哲さんを思い浮かべることができるでしょう。また 2011

年、東日本大震災の大災害に遭遇しながらも、助け合い、譲り

合いながら、懸命に立ち上がろうとする東北の人々の姿は、世

界中に驚きと感動を巻き起こしました。そうした人間の存在こ

そ、日本の文化と教育の最大の成果だと思います。一人ひとり

の人間を大事にし、育てることこそが日本の生きる道だと思い

ます。

では、本学では皆さんにどのような教育を施そうとするので

しょうか。一言でいえば「誠実にして社会に役立つ人間の育成」

です。

「誠実」というのは、自分の夢や理想に向かい、それを実現

するために、日々、目の前のことがらを一つ一つきちんと、手

を抜かずにこなし続ける力を持った粘り強い人のことを言い

ます。皆さんの中には、昨年甲子園で活躍した星稜高校ナイ

ン、奥川恭伸投手（東京ヤクルトスワローズ）や山瀬慎之助捕

手（読売ジャイアンツ）たちと同学年の方が多いことと思いま

す。私も夢中になって応援しました。準優勝という輝かしい成

果は、監督・コーチといった先生方の指導のたまものではあり

ますが、何よりも「日本一になるんだ」という選手一人ひとり

の強い思いがあって、「誠実に」努力した結果でありましょう。

そして「準」という少しばかり涙味の混じった歓びは、彼らを

いっそう謙虚に未来の夢にかきたててくれるのではないでしょ

うか。皆さん、あなたの夢は何でしょう。「星短」は創立40年

余り、これまで7000名を超える卒業生が、夢をかなえ、社会で

輝く女性となって活躍しています。あなたもその夢をかなえ、

輝く女性になりましょう。そのためには、まず「2 年で 4 年を

超えるんだ」と、一人ひとりが強い思いを持つことです。そし

て「社会に役立つ人間」というのは、あなた方が自分の夢を実

現するとともに、それが自分のためだけではなく、誰かが喜ん

でくれたり、幸せになったり、社会が少しでも

良くなるような活動や行為に結び付けなさい、

ということです。折に触れて、建学の精神を思

い起こしてください。「2年で4年を超える」星

短のカレッジライフは、当然、密度の濃い時間

を過ごすことになります。日々のことがらを一

つ一つ、きちんと手を抜かずにこなし続けるに

は、楽しいことも、辛いこともあるかもしれま

せん。でも一人ではありません。生涯にわたっ

て付き合える友もできることでしょう。また星

短が大学や大学院と同じキャンパスにあるとい

う強みもぜひ生かしてください。図書館や総合

情報センター、キャリアセンター、スポーツ施

設、講義室、クラブ、サークル活動、大学行事

なども共有することができます。先生方も学生

も、経済、人間、人文といった様々な専門分野

を持ち、さらに、留学生、そして皆さん、とバ

ラエティに富んでいます。若い時に多様な考え方や人間に触れ

ることは一生の宝物になります。

結びに、皆さんが、金沢御所町の自然豊かなキャンパス環境

で、多様な文化や考え方をもつ仲間と交流し、充実した教育プ

ログラムと先生方の指導のもと、夢をかなえる様々な力を身に

つけ、社会に役立つ人材となることを祈念して、私の式辞とい

たします。 ご入学誠におめでとうございます。星短にようこそ。

（令和2年4月2日）

2020年度入学式
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2．当惑と奮闘

　2．2020年度前期

当初は感染対策を実施しながら全面的に対面授業を 4 月 9 日

より実施していく予定であったが、学生及び教職員の不安感の

大きさなど諸事情を鑑みて授業開始を 5 月 7 日に延期し、休校

期間中の行動等に関する注意喚起を行った。同時に4月13日か

ら5月6日までの本学校舎への学生等の立ち入りを制限した。

前期授業は 5 月 7 日から開始したが、6 月 3 日まで、学内へ

の立ち入りの原則禁止を継続し、遠隔授業を実施した。パソコ

ンや遠隔対応の通信手段を用意することができず、事前の申請

手続きで許可を受けた学生のみ、所定の範囲で本学の情報演習

室を利用できるものとした。さらに遠隔授業の実施に向けて、

全学生を対象に情報環境の整備支援金（学生1人あたり3万円）

の支給を行った。

図書館は、文献複写・現物取り寄せのみの対応とした。諸手

続きをおこなうために登校の必要があると認めた場合は、別途

案内を行って対応した。

2.1 遠隔授業の導入と体制の整備

■授業の基本骨格の決定
2020 年度の前期は、原則として学修管理システム（LMS）

であるdotCampus（本学の授業支援システム）を利用し、オン

ライン会議システムZoomなどを補助的に組み合わせた遠隔授

業を行った。

対面授業でなくては実施が不可能な科目については、別途、

申請の上相談とした。非開講、夏季の集中講義や後期への時間

変更等を教員に依頼した場合もあった。学事スケジュールに

ついては前期を14週、第1Qと第2Qを各7週の期間で運用し

た。遠隔授業は、教育効果を確保し、円滑な授業実施を行うた

めに、予定されていた時間割通りでの実施とした。

前期（1Q、2Q）では学事暦上の授業日程が14回分の授業を

行うこととしたが、これは授業計画を15回から14回に縮小す

るという趣旨ではなく、15回分の授業計画を作成したうえで、

文科省通知「令和2年度における大学等の授業の開始等につい

て」の趣旨を踏まえ、必要な学修時間を事前事後学習やレポー

ト課題などにより確保するように担当教員に求

めた。

■遠隔授業に至るまでの準備
4 月 13 日からの 2 週目は、専任教員の遠隔

授業準備のために dotCampus の利用方法につ

いての講習を Zoom を活用して実施した。ま

た、遠隔授業での出欠確認方法について資料に

基づき説明を行い、先生方への理解、協力を求

めた。

4 月 20 日からの 3 週目では非常勤講師に対

する dotCampus の利用方法についての講習を

実施した。最初に本学の遠隔授業実施に向けた

ガイドラインを説明した上で、講習会を3回実

施した。遠隔授業実施中のトラブル等に対応す

るため、Garoon（本学が使用するグループウ

エア）内のスペースにて教員同士の情報共有の

場を設け、情報支援課からの専門的助言などのサポート対応も

行った。

情報環境等のアンケート調査を学生に実施した結果、この時

点でのパソコン保有率が約 6 割であり、スマホを含めても ICT

機器を用いて遠隔授業を受けられるという学生の割合は9割程

度であった。誰一人取り残すことのないように、学内の情報演

習室パソコンを遠隔授業受講に利用できる手続きを準備した。

4 月 27 日からの 4 週目では学生対象の演習を実施した。経

済学部、人間科学部、人文学部、大学院、女子短期大学部、科

目等履修生を含めて、およそ3000名対象での大規模な演習を

実施した。dotCampus の運用負荷の実地テストとして、各学

科や学部等に分け、負荷を少しずつ増大してのテストを実施し

た。ほぼ100%に近い学生がこの演習授業に参加しており、ア

ンケートなどへの回答、模擬レポートのシステムへの提出、電

子ファイルでの配付資料のダウンロードや閲覧など、遠隔授業

で必要と思われる主な機能の理解を促すことができた。また、

dotCampusを介してZoomを利用する科目があるため、Zoom

利用の基本操作についてもあわせて説明を行った。

■遠隔授業の実施体制
①シラバスの修正

対面授業から遠隔授業への移行にあたり、4 月 21 日までに

各教員がシラバス（授業計画・成績評価等）を修正した。4 月

24 日には、遠隔授業内容に変更したシラバスを一斉に公開を

した。

②遠隔授業のガイドライン作成

遠隔授業の成績評価終了後には、実施チェックシートを用い

て、各科目の遠隔授業実施状況及び成果を確認した。

③遠隔授業に対する事務局側の体制

遠隔授業開始にあたり、本学の授業支援システム（dotCampus）

を中心に実施するよう各教員に徹底して案内を促した。

dotCampus での資料提供は、ワード・エクセル・パワーポ

イントでの提供とし、1ファイル 30MB 以下での添付とした。

dotCampus 内で動画素材を組み合わせる場合は、個人情報保護

学生の姿が消えた講義室
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の観点からPrivate YouTube等での動画・音声配信サービスの併

用活用を推奨した。

オンライン会議システム（Zoom）を組み合わせて使用できる

よう本学としてライセンス契約を行い、希望教員へ周知した。

通信容量過多によるサーバーダウンを想定して、ダウン時の対

応フローを作成し、緊急に備えた。

6 月 よ り、 全 学 生 へ Microsoft 社 の ク ラ ウ ド サ ー ビ ス

「Office365AI」の提供が開始され、学生の在学期間中は無料で

利用可能となった。

■教育の環境整備等に関する各種対応
危機管理委員会対策本部では、授業開始を5月7日からに延期

し、4 月11日から5月7日までの期間で教育の環境整備等にか

かる以下のような対応を行った。

①教室等の環境整備

自宅等の通信環境が不十分なためやむを得ず学内にて遠隔授

業を受講する学生に対し、通信環境調査を実施した上で、大教

室にコンセント108個を増設した。また、大会議室や学生ホー

ル等も開放することで通信環境が不十分な学生に対する環境の

確保に努めた。

②学生にかかる各種調整等

学事スケジュールの変更に伴い、履修登録期間が修正となっ

たことに加え、以下のような対応を行った。技能審査による単

位認定申請やシティカレッジ申込の締切日を変更し、提出方法

を窓口提出からメール提出へと変更して受け付けた。教科書販

売期間を後ろ倒しし、販売方法をウェブ上でのみ受付け、すべ

ての納品は配送で行うこととした。また、例年、一定金額未満

の注文の場合は配送手数料を学生負担としていたが、全額を本

学負担とした。

③専任教員にかかる各種対応等

本学の授業支援システム「dotCampus」を中心とする遠隔授

業の実施方法についてガイドライン等を作成し、全教員に体験

できる場を dotCampus 内に用意した。また、遠隔授業への授

業方法変更にあたり、シラバス（授業計画・成績評価等）につ

いて修正した。

④非常勤講師にかかる各種対応等

非常勤講師には、感染予防対策を徹底し、情報演習室にて

dotCampusの活用方法についての講習会を3回設けた。また、

遠隔授業実施に必要な資料準備等についてガイドラインを作成

して開始まで案内を繰り返した。

■システムの整備
①サーバーシステム処理能力向上の実施

コロナ禍以前、dotCampus（本学の授業支援システム）は

対面授業の補完であったため、運用負荷は少なく、1 台のサー

バーでCampusPlan（本学の学務管理システム）とdotCampus

の 2 システムを運用することができた。しかし、5 月末に緊急

措置としてコロナ禍対応として全講義・全学生を対象に遠隔授

業を本格実施することとなったため、高い負荷への対応措置が

必要となり、新規サーバーを増設し、サーバーを2系統に分離

し、負荷の軽減を図ることとした。

その措置により、年度内は無事に授業を終えたが、今後の継

続的な活用増に備えて、2 月に再度のサーバー処理能力の向上

を実施した。

②可搬式遠隔授業配信セット整備

既存の dotCampus による遠隔授業体制では、非常勤講師の

通信環境や実施能力に差が出たり、授業実施に支障をきたした

りする恐れがあるため、非常勤講師を含めた遠隔授業に不慣れ

な教員に対応できるよう学内に可搬式の遠隔授業設備を5式整

えた（台車に、PC・モニター・スピーカーを搭載し、各教室へ

移動可能とした）。

また、Private YouTube 等での動画・音声での充実した配信

を行うために書画カメラを各教室に配備した。

③映像教材配信システムの整備

動画型授業コンテンツの拡充のために、補助金を活用して

新たに映像教材配信システムを整備した。具体的な活用は、

2021年度以降に展開していくこととした。

2.2 学生支援と感染防止対策

■全学生への3万円支給
新型コロナウイルス感染症拡大予防のための、遠隔授業実施

に向けて、本学に在籍する全学生を対象に、遠隔授業受講のた

めの情報環境の整備支援金（学生1人あたり3万円）を支給す

ることとし99%の学生に振込を完了した。

■施設管理・消毒
①入館者管理

学内で感染者が発生した場合には、入館履歴をたどる必要が

生じる可能性があることから、学生及び学外者については入館

時に記録をつけることとした。6月上旬に警備員の配置がなされ

るまでの間、建物入口での検温担当は事務職員が交替で務めた。

入学試験シーズンには出願者等、学生以外の来訪者が増え、

入館記録をつける際に混雑が生じたことから、入館記録を個票

にするなど、密を避ける工夫を行った。

②サーモグラフィー設置と入館制限

A 館・C 館・G 館の入り口にサーモグラフィーを設置した

ことにより、入館時のスムーズな検温が可能となった。なお、

37.5℃以上の熱がある学生については、一度、屋外で休憩・リ

ラックスさせたのち、再度手動で検温し入館させた。それでも

熱がある学生は速やかに帰宅させ自宅待機とした。

③学生の居場所確保

学内のテーブルの利用について、対面を禁止し、スクール形

式での利用とした。学内の座席を減らしたことから、中庭に大

型テントを設置することで屋外での居場所を増やした。

後期から対面授業と遠隔授業が並行して実施されることに伴

い、学内の居場所を増やすことを検討した。前期スクール形式

としていた学生ホール等のテーブルや学食のテーブルなど、学

内のテーブルすべてに飛沫予防のパーティション（クリアボー

ド）を設置し、対面でのテーブル利用を可能とした。これによ

り学内のテーブルは複数人での利用が可能となった。

④消毒対策

各館入口及び各階フロアにアルコール消毒液を設置した。新

型コロナウイルスの接触及び飛沫感染防止の観点から、トイレ

内のハンドドライヤーの利用を不可とした。また、冷水機で直

接水を飲むことを避け、各自が準備した水筒等に、冷水機から

水を汲み使用するように指示した。

各教室にアルコール消毒液、マイク消毒スプレーを設置し
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た。教室によっては空気清浄機を新たに設置した。また、教員

にはフェイスシールドを配付するとともに、希望者には個人で

使用可能な有線マイクを貸与した。

■その他施設関連
喫煙所について前期期間中は学生の利用を禁止していたが、

後期より同時に2名までの利用を認めた。

これまで体調不良者は速やかに帰宅するよう指導していた

が、保護者等の迎え待ち等でどうしても待機が必要な学生が発

生する。ケガ等を処置する部屋と体調不良者の部屋は完全に振

り分ける必要があるため、第2保健室を設置した。

学食については、飛沫対策として各テーブルにパーティショ

ンを設置し、席数を減らし間隔を空けての利用とした。食前食

後のマスクの着用や食事中の会話を制限し、食事終了後は速や

かに退出するよう指示した。

新入生にコンビニエンスストアの電子マネーの利用を促し、

コンビニエンスストアでの現金払いを少しでもなくし、少しで

も密をさけるよう誘導した。

上下2階分までのエレベータの利用は避けて、階段を利用す

るよう促し、同時に利用する人数上限を4名までとし密を避け

るよう指示した。

①教室等の環境整備

一部の遠隔授業（履修者 100 名以上）以外の対面授業再開

に向け、学内に滞留する学生数についてヒートマップ等による

シミュレーションを繰り返し、前期同様、自宅等の通信環境が

不十分な学生のための大教室を確保しつつ、対面授業用各教室

の収容定員を 6 割程度として着席不可の席に×印の紙を貼り、

感染防止するための学生間の距離を保った配置確保を行った。

さらに、校舎入口にサーモグラフィカメラを設置し、各教室前

の廊下に手指消毒液を置き、各教室の教壇マイクには消毒スプ

レーを常備するなど、感染症予防対策を講じた。

②学生にかかる各種調整等

一部の科目において遠隔授業（履修者100名以上）を継続す

るにあたり、履修修正日（履修タームⅤ期）を前倒しし、早期

に履修者数を確定させて授業方法の再調整を図った。それに伴

い、学事スケジュールを変更し学生に周知した。また、自宅等

での通信環境調査を改めて実施した上で、学内での遠隔授業受

講場所を大教室以外にも大会議室や学生ホール

奥ミーティングスペースなど、学生の密集を防

ぐために広めの空間を最大限提供した。さらに

学生からの質問を取りまとめ、本学ホームペー

ジに「遠隔授業実施に関するFAQ」を掲載して

随時情報を更新した。

③専任教員にかかる各種対応等

遠隔授業実施担当教員には、改めて後期用ガ

イドラインを作成し案内した上で、シラバス

（授業計画・成績評価等）について修正依頼を

した。

④非常勤講師にかかる各種対応等

後期から開始される遠隔授業担当の非常勤

講師には、dotCampus の活用方法について前

期で使用したガイドライン等の資料を配付し、

メール等による質疑応答の場を設けた。

2.3 進路支援

■各種サービスの非対面等への切替等
模擬面接・添削・就活相談、進路ガイダンス、就活相談、学

内合同説明会などをWebex、YouTube、メール等を用いて実施

した。SPI 模擬試験は試験問題を学生の自宅に郵送し、各自で

解答後に郵送にて返送してもらうことで実施した。

また、各種の対面行事も予約制とし、Webexの利用か対面か

を選択できるようにした。対面式で実施する場合、1 回の参加

人数を制限した。

■書類提供サービス
証明書発行申請を対面式から郵送での申請に変更した。学内

で販売していた大学指定履歴書・封筒をメールで申請受付し郵

送した。従来有料だった各種証明書・大学指定履歴書・封筒の

学生負担金を無料とした。

■行事
夏季休暇に予定していた、ほし☆たびウラジオストク、ほし

☆たび北海道、MOONSHOT abroad!!（フィリピン・セブ島）

の中止を決定した。また短期大学部1年次対象のキャリア合宿

を中止した。

2.4 学内組織

■教員・職員の勤務体制
緊急事態宣言発令期間中は、公共交通機関で通勤する職員

は、原則、在宅勤務とした。やむを得ず出勤する場合も、時差

出勤を活用することとした。

さらに、各部局の実情に応じて、出勤者を通常の半数程度に

抑えることを目標にし、在宅勤務や時差出勤、休日も含めて勤

務を割り振るなどの取組を活用し、可能な限り、同時に職場に

出勤する職員の人数を制限することとした。なお、オンライン

の活用に当たっては，情報セキュリティ対策にも留意するよう

指示した。

C館玄関での検温の様子



20

①教員

教員については、遠隔授業に移行した期間においては、勤務

場所を大学の研究室のほか、必要に応じて、学外において授業

の準備・研究ができる「学外研修」を申請することで、通常と

同様の勤務時間により、大学を離れた自宅等の場所での遠隔授

業や研究を行う在宅勤務を実施した。

②事務職員

事務職員については、事務局各課の実情に応じて、人との接

触を低減させるための学内での業務遂行場所の分散や、出勤者

を通常の2/3から半数程度に抑え、同時に勤務する事務職員の

人数を制限する自宅待機の措置を行った。

■学内会議
教授会、協議会、常任部会、意見交換会などほぼすべてオン

ライン会議を導入した。当初、これらの会議のオンラインシス

テムとしてはCisco社のWebexを導入したが、その後Zoomを

導入した。事務職員も教員と共に使い方を学び、学内外のオン

ライン会議に即時対応した。
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2．当惑と奮闘

　3．2020年度後期

3.1 対面授業と遠隔授業の併用

後期の授業方針について、受講人数が100人以上の授業を遠

隔授業とし、その他は全面的に対面授業とすることを案内し実

施した。学生の履修科目修正により、受講人数が 100 人を下

回った場合であっても、当初の予定どおり遠隔授業を行った。

なお、受講人数が履修科目修正により100人以上になった場合

は、科目ごとに個別対応した。受講人数が100人未満の科目で

あっても、授業の特性上から遠隔授業の実施が必要な場合は、

その旨を学部長・教養教育部長に届け出てもらい、承認の上で

遠隔授業を実施した。

コロナ禍の状況が続いている中、対面授業型の効果を可能な

限り損なうことなく安全な教育を提供するため、高品質な映

像を活用した教育コンテンツの整備を行うことを目的として、

2020 年度後期に補助金を活用して映像教材配信システムを導

入した。

3.2 感染者の発生と対応

新型コロナウイルス感染者が出た場合の授業等の対応や、教

職員に向けての年末年始における新型コロナウイルス感染症対

策、在学生に向けての冬季休業期間の行動を含めた感染拡大防

止に向けてのお願いなどは、随時、本学ホームページや学生及

び教職員宛のメール配信による情報発信に努めた。

12月30日に、短期大学部の学生1名が新型コロナウイルス

に感染していることが確認された。保健所の調査により、当該

学生は冬季休業期間中の発症と判明したため、学内の二次感染

の恐れはなく、施設等の消毒の必要は生じなかった。また、濃

厚接触者となった学生6名については、陰性の検査結果である

ことが確認され、自宅待機及び健康観察を行ってもらった。そ

の際に、学内外に周知案内した内容は次のとおりである。

（案内の内容）

「金沢星稜大学女子短期大学部における

� 新型コロナウイルス感染者発生について」

学校法人稲置学園・金沢星稜大学女子短期大学部

12 月 30 日（水曜日）、短期大学部の学生 1 名が、新型コロ

ナウイルスに感染していることを確認したことをお知らせいた

します。

保健所の調査では、当該学生は冬季休業期間中に発症したた

め、学内感染の恐れはなく、施設等の消毒の必要ないとのこと

です。また、保健所の調査で判明した濃厚接触者である本学学

生6名については、検査の結果陰性であることが確認されてお

りますが、念のため、自宅待機及び健康観察を行っております。

感染が判明した学生及び関係者の人権への配慮と個人情報保

護のため、所属・行動歴等は公表いたしません。ご理解をお願

いいたします。

今後も、本学園では、対策本部が中心となって、石川県等と

協力しながら感染症防止に努め、学園及び周辺地域において安

心した日常を過ごせるよう最善の努力をしてまいります。

国内全体において感染が拡大していることから、本学におけ

る新型コロナウイルス感染症を防止し、学生及び教職員の健康

と安全を守るため、1 月 16 日から 2 月 3 日までの間、学生の

キャンパスへの立ち入りを禁止し、すべての授業及び期末試験

は遠隔やレポート等に切り替えて実施することとした。また、

ゼミ・フィールド活動、クラブ・サークル活動等の課外活動は

禁止とした。各学部、部署等の学内行事はオンライン対応を除

いて禁止し、図書館は文献複写、貸出・返却のみ対応した。公

私問わず国内移動は原則禁止した。

また、新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた学生・教職

員についての2月4日～2月28日までの対応、3月1日から4

月8日までの対応については行動制限を緩和して対応した。

3.3 流星祭

流星祭実行委員を中心に感染予防を検討し、本学学生のみの

参加、またライブ中継も同時に行い、来訪者の分散を図るなど、

全員が感染に十分注意しながら、土日の2日間の開催にこぎ着

けた。マスクの着用や各自の手洗い・手指消毒やマイク利用時

のこまめな消毒など最善の対策が無事の実施につながった。

3.4 海外研修

■学生の海外派遣（国際交流センター主催海外研修等）
全世界での感染拡大となったため、世界各国で国境封鎖や都

市のロックダウン、航空機の減便などが行われた。世界各国の

協定大学もキャンパス封鎖、オンラインによる授業配信を中心

に行うなど、これまで例を見ない措置をとっている。2020 年

度はコロナウイルス感染拡大の影響で、海外研修及び海外留学

での海外派遣実績は0人となった。

本学においても、大学危機管理委員会の判断により、2019

年度春季、2020 年度夏季・春季の本学主催の海外研修等は中

止とし、学生や教職員の海外渡航を禁止した。

語学研修については、いくつかの協定大学がオンライン語学

研修プログラムを提供してくれたため、オンラインによる語学

研修に切り替えてプログラム提供を行った。これに伴い、海外

研修等に係る助成金規程も一部修正を行った。

■外国人留学生の受け入れ
2019 年度後期から滞在していた短期留学生について、

2020 年度前期開始直前に、協定大学スタッフ及び本人の意思

確認を行ったうえで希望者を帰国させることとなった。

短期日本語・日本文化プログラムについては、当面外国人留

学生の受け入れは難しいことが予想されたため、中止とした。

2020 年度後期についても、海外からの外国人留学生の日本

への入国が制限（査証発給の停止、外国人の入国一時中断等）

されていたため、インドネシアのビヌス大学からの留学生1名

のみとなった。また、日本への渡航ができないインドネシアの

アトマジャヤ大学の学生で、オンラインでの日本語プログラム

受講を希望する学生1名に対して、日本語プログラム初級Ⅰを

開講し、日本語の授業をオンラインで提供した。
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■海外留学広報関連活動の実施

新型コロナウイルス感染拡大の影響から、学生たちの大学

キャンパスへの立ち入りが制限されたため、通常対面で行って

いる報告会をオンラインに切り替えて実施した。

■Zoomを利用した新たな試みの国際交流行事
Zoom を利用した国際交流行事業として、以下の事業に新た

に取り組んだ。

本学主催の協定校とのオンライン交流を複数回実施した（イ

ンドネシア・ビヌス大学、カナダ・ナイアガラカレッジ、ハン

ガリー・コドラニヤーノシュ大学）。世界各国で活躍する人を

講師として迎え、世界各国のコロナの現状を知ってもらい、コ

ロナ禍で「いまできること」について学生に考えてもらうきっ

かけとなることを目的として、IEC（International Exchange 

Center：国際交流課）主催によるオンラインセミナーを複数回

実施した。学生サークルの Seiryo Ambassadors 主催でオンラ

インクリスマストークを実施した。

なお、2017 年度採択課題　留学生就職促進プログラム（東

洋大学・島根大学）の一環として、2017 年度より実施してい

る石川県でのインターンシップ企画を2021年2月にZoomを

利用し実施した。東洋大学の留学生 9 名が参加し、2 日間の日

程で、本学の本康教授による金沢学の講義、株式会社アウルの

灘村氏による留学生の就職に関する講義、本学卒業の留学生に

よる経験とアドバイス、人文学部4年次による就活経験談と交

流という内容を実施した。

3.5 入学者選抜

2021年度入学者選抜の実施にあたっては、令和2年6月19

日「大学入学者選抜方法の改善に関する協議」決定による「令

和3年度大学入学者選抜に係る新型コロナウイルス感染症に対

応した試験実施のガイドライン」に基づき、受験者及び運営側

の教職員全ての関係者の感染予防に配慮した環境を整備した。

また不測の事態に備え、一般入試については1日程分の予備

問題（英語、国語、数学、記述英語）を作成した。

■入学者選抜における事前対策
入学者選抜における事前対策としては、以下の項目に対して

対処を行った。

①試験室の確保、②試験室の座席間の距離の確保、③マスク、

速乾性アルコール製剤の準備、④試験監督者等の体調管理等、

⑤医師、看護師等の配置、⑥別室の確保、⑦試験室の机、椅子

の消毒、⑧面接試験、実技試験の実施、⑨試験場への入場方法

の検討、⑩トイレの使用、⑪試験終了時の試験室からの退出方

法の検討、⑫保護者控室の設置、⑬試験監督者等に対する感染

対策の要請、⑭感染防止対策としての準備物・設置物。

■入学者選抜当日の対策
当日の対策としては、以下の項目に対して対処を行った。①

マスク着用の義務付け、②試験室ごとの手指消毒の実施、③発

熱・咳等の症状のある受験生への対応、④体調不良を訴えた試

験監督者等への対応、⑤換気の実施⑥昼食時の対応、⑦試験場

入場前の対応、⑧試験終了時の周知。

■入学者選抜後の対策

選抜後の対策としては、以下の項目について対処を行った。

①試験監督者等の健康観察、②試験室の机、いすの消毒。

■受験生への要請
受験生には、以下の項目についての協力を求めた。①医療機

関での受診、②受験できない者、③受験の取りやめ、④試験当

日における対応、⑤試験当日の服装、昼食、⑥ワクチンの接種、

⑦「新しい生活様式」等の実践。

3.6 学位記授与式

保護者の式場内への立ち入りは禁じたが、YouTube による

リアルタイム配信映像を別教室等で見ることができるようにし

た。入学式同様、祝辞等は式次第に掲載するなど、内容を短縮

した上で実施した。2019 年度同様、保護者会経費により卒業

証明書を全員に、成績証明書を希望者に無償発行することで、

学位記授与式当日の混雑を避けることができた。

また、保護者会で作成したアルコール消毒スプレーを来訪の

卒業生・保護者に配布し、都度の消毒を促した。

卒業生 168 名一人ひとりがそれぞれの夢や目標に向かって

走り抜いた2年間。途中、誰しもが予期せぬ苦難に見舞われた

中でも、「2年で4年を超える」をモットーに逆境に立ち向かい、

努力を積み重ね、学位記授与式を迎えた。

■2020年度学位記授与式式辞（抜粋）
短期大学士の課程を終えられ、晴れて「学位記」授与式に臨

まれた168人の皆さん、金沢星稜大学女子短期大学部を代表し

て、心からお祝い申し上げます。併せて、これまで皆様の学業

生活を支えてくださった、ご家族をはじめ、多くの方々のご支

援に対し、深い敬意と感謝を申し上げます。

この一年間、我々人類は新型コロナの世界的な感染に曝され

ました。3月8日時点で、世界では1億2000万人が感染、250

万人が亡くなりました。国内でも累計感染者数44万人、亡くな

られた方も8000人を超えています。世界中が同時多発の戦争

に巻き込まれた状態です。星短でも 12 月 30 日、学生 1 名が、

新型コロナウイルスに感染していることが確認されましたが、

さいわい軽度で、また冬休み中のこともあって、感染拡大等も

ありませんでした。3 月に入って、石川県内でも医療従事者へ

のワクチン接種が始まり、感染も減少傾向にあるように見えま

すが、まだまだ予断を許しません。

こうした状況下で、来賓の方々にはご遠慮いただきました

が、保護者の方々のご列席をいただいて、皆さんの卒業式が挙

行できることを、心から喜びたいと思います。

思い返せば、新型コロナ禍によって、われわれの生活様式は

激変いたしました。手洗い、うがい、マスク、体温測定、ソー

シャルディスタンス、ステイホーム、リモートワーク、緊急事

態宣言、イベント中止や、自粛生活などなどです。関西空港の

12月国際線旅客便は前年比98％減、小松空港は国際線が運航

できない状態が1年以上続いています。これに象徴されるよう

に、産業界は社会的、経済的にも大きな打撃を受け、雇用状況

も深刻なままです。

こうした社会情勢を考えた時、私たちが一番心配したのは、



23

2．当惑と奮闘

星短の皆さんの学業継続や就職・進路にどんな影響が出るのか

ということでした。星短も前期は遠隔授業にせざるを得ません

でしたし、課外活動行事や就職活動も様々な制約が生じたこと

と思います。皆さんは、「夢を力に、2年で4年を超える」、「明

日輝く女性（ひと）になる」をスローガンに、これまで努力を

積み重ねてこられました。その夢と努力がかなえられない可能

性を心配したのです。

しかし、その心配は結果的に杞憂に終わりました。今年度皆

さんが達成されたその成果は、実質就職率91％、国家・地方公

務員合格者延べ13名、金沢星稜大学をはじめ他大学も含めた

大学編入・専門学校進学者計7名でした。これは入学定員150

名規模の女子短大としては驚異的な数字です。うれしい限りで

す。皆さんの努力を讃え、敬意を表します。

最後に、ここに卒業の日を迎えられた皆さんが、より良い社

会の担い手として、健康で幸せな、希望に満ちた未来を築かれ

ることを心より祈念して、お祝いの言葉とします。本日は誠に

おめでとうございます。� （令和3年3月18日）

前後左右の座席をあけて着席
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　4．2021年度

2021年度の大学・短大部全体のコロナ対応は、2020年度

後期とほぼ同様であった。そこで、変化のあった行事（入学式・

流星祭・学位記授与式）を取り上げる。

4.1 入学式

2020年度は学内の稲置講堂で行った入学式であったが、

2021年度は、2019年以前のように石川県立音楽堂を会場と

した。2021年4月3日に行われた入学式では、新入生133名

を迎えた。昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染拡大の状

況を踏まえ、式典内容を縮小して行われた。

■2021年度入学式式辞
金沢の桜も満開。見事に咲き誇り、金沢星稜大学女子短期大

学部に入学された皆さんを祝うかのようです。保護者の皆様、

教職員とともに、皆さんの入学式を執り行うことができますこ

とを、心より喜びたいと思います。これまでの皆さんのご努力

に敬意を表しますとともに、皆さんを支えてこられましたご家

族や関係者のみなさまにお祝いを申し上げます。

さて、皆様ご承知の通り、新型コロナによって、世界は大き

な危機と変動の時期を迎えております。WHOによりますと、世

界の新型コロナウイルス累計感染者は、3月18日時点で、1億

2000万人を超え、280万人を超える方々が亡くなられていま

す。3月 21日で東京など首都圏の緊急事態宣言は解除されま

したが、感染状況は決して予断を許しません。

そうした中で感染予防に最大限の注意と対応をこころがけつ

つ、私たち星短は、皆さんの2年間の大学生活を豊かで実り多

いものにすべく、総力を挙げて皆さんとともに歩んでまいりま

す。ただし、主役は皆さん一人ひとり、われわれ教員、職員は

叱咤激励するサポート役です。この音楽堂での入学式もその第

一歩です。

本日、まず皆さんに覚えていただきたいことがあります。星

短生のスローガンです。「夢を力に、2年で4年を超える。明日

輝く女性（ひと）になる！」

みなさん夢を持ちましょう。本学は経営実務

科の女子短大です。将来、あなたは北陸地域の

産業やビジネスの世界で、どんな仕事について

働いてみたいと思いますか。まずその夢を描い

てみましょう。企業の事務職として働きたいと

考えている方。もちろん大丈夫です。そのため

には、簿記や税務会計能力はもちろん、その土

台には例えば美しい日本語を話す、きちんとし

た文書を作成するなど、基本的な教養と皆から

慕われる人柄・人格が必要です。本学には、簿

記会計、税務会計はもちろんのこと、元アナウ

ンサーの先生がおられて、やさしくも厳しく指

導します。

また英語で、海外からのお客様に日本の文化

を紹介する、見積・請求・納品書なども英語で

対応できる、国際的なビジネスをやってみたい

と考える方もいると思います。これもOKです。

本学にはネイティブの先生も、国際会議の通訳や、元国際線の

フライトアテンダントなど、実務にたけた先生がおられて、国

際水準の女性ビジネス・パーソンを育てます。

また、現代のビジネスにはIT技能の習得が不可欠。パソコン

やタブレットを活用して、文書作成や予算・決算書作成もでき

るようにいたしましょう。本学には、日本はもとより海外でも

教育に携わってきた先生がおられて指導してくださいます。日

本はIT教育分野で、アジア諸国に5年ほど後れを取っているの

だそうです。台湾や韓国など海外先進地の実態に触れながら、

国際的な水準のIT技能を身につけましょう。

一方で忘れてはならないのが、石川県のみならず北陸地域の

過疎過密の問題です。なぜ若者が故郷を離れるのか、帰りた

くても帰れないのかというと、仕事がないからです。なけれ

ば、新しく作りましょう。星短の卒業生で、大学時代サークル

活動で知り合って結婚し、能登半島の漁師さんに嫁いだ女性が

います。子どもも生まれて幸せに暮らしているそうですが、夫

がとってきた魚やカニを、星短で培った経営実務のノウハウを

使って加工販売し、地域に新しい風を吹き込んで、評判になっ

ているそうです。これも一つの夢の実現です。

また自分でパン屋さんをやってみたい、地元を豊かにするた

めに、特産品を使った新しい商品を開発して、販売してみたい。

そういう人もいらっしゃると思います。星短には自らも地元野

菜の小坂レンコンを使ったチョコレート・クッキーを試作する

など、起業（ベンチャー）を後押しする経営学の先生もおられ

ます。

公務員志望の方には、充実したキャリア・ディベロップメン

ト・プログラム（CDP）がありますし、皆さんの進路全体は進

路支援課が強力にバックアップします。

このようにして、昨年度（3月31日段階）の実質就職率なん

と93.5％、北陸の短大ではトップレベルだと思います。4年制

大学でも難関とされる難関企業にも星短生はぐいぐい食い込ん

でいます。

同じように、昨年度、国家公務員・地方公務員にも延べ13

名が合格いたしました。また2年間一生懸命勉強しているう

通常開催に戻った入学式
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ち、もう少し勉強してみたい、家族も応援しているということ

で、金沢星稜大学や他大学、専門学校へも計7名が進学してい

ます。

このように見てみますと、社会の星短教育への期待には大き

なものがあることがわかります。星短は4年制大学に比べて、

レベルが低いわけではなく、2年間で大学教育を完結させる高

等教育機関なので、選択と集中、あれもこれもではなく、しっ

かりとターゲットを絞って集中的に勉強するところに特色があ

るのです。私たち教職員は自信と誇りをもって、誠実にその使

命を果たしたいと思います。

ですから、「夢を力に、2年で4年を超える」というのは「2

倍勉強しましょう」ということでもあるのです。そのため、や

や忙しい2年間になりますが、その分、充実度も2倍です。中

には「のんびりした4年より、充実した2年のほうが良い」と、

あえて星短を選んでくださる方もいます。短大2年を終えて、有

利な就職を選ぶもよし、さらにプラス2年間の意識で大学に進

むというのも新しい学び方も、賢い選択ではないかと思います。

また星短は女子大というところに特色があります。私たち

は、皆さんに人間としてどう生きるかを語りますが、型には

まった女性の生き方を教えるわけではありません。女性として

どう生きるかは、皆さんのお母さんやおばあさん、先生方など

大人の女性をよく見て、最終的に皆さん自身が決めることなの

です。

日本の社会では、男女平等とはいいながら、往々にしてリー

ダーシップは男性に任せてしまいがちです。しかし、星短では

女子大ゆえに皆さん自身がとることになります。それによって

得られる経験や自信、またフォロアーシップも着実に身につけ

ることができます。ジェンダーにとらわれない、女性の特性や

品格ある振舞、ブライダル講座、ビューティー講座なども、そ

の道のプロを招いて徹底して磨き上げます。男女共同参画社会

の実現には、このような輝く女性の果たす役割がいっそう重要

になります。

一方、皆さんの中には、男子共学に親しんできて、女子だけ

の環境に慣れることができるか不安と感じる人がいるかもしれ

ません。しかし全然心配要りません。同じキャンパスには2千

人ほどの男子がおりますので、決して寂しいことはないでしょ

う。昨年天皇杯全国大会に出場した金沢星稜大学サッカー部の

マネージャーは星短の女子学生でした。大勢の

男子部員たちを見事に取り仕切っておりまし

た。

皆さんまず夢を持ちましょう。そこから始め

ましょう。「2年で4年を超える」星短のカレッ

ジライフは当然密度が濃くなります。日々の事

柄を一つひとつ、きちんと手を抜かずにこなし

続けるには、楽しいことも、辛いこともあるか

もしれません。でも一人ではありません。生涯

にわたって付き合える友もできることでしょ

う。

また、星短が金沢星稜大学や大学院と同じ

キャンパスにあるという強みもぜひ生かしてく

ださい。図書館や情報関連センター、進路支

援サポート、スポーツ施設、講義室、クラブ・

サークル活動、大学行事なども共有することが

できます。先生方も学生も、経済、人間、人文

といった様々な専門分野を持ち、さらに、留学生、そして皆さ

ん、とバラエティーに富んでいます。若い時に多様な考え方や

人間に触れることは一生の宝物になります。

結びに、皆さんが、金沢御所町の自然豊かなキャンパス環境

で、多様な文化や考え方をもつ仲間と交流し、充実した教育プ

ログラムと先生方の指導のもと、夢をかなえる様々な力を身に

つけ、2年後に輝く女性になることを祈念して、お祝いの言葉

にかえます。� （令和3年4月3日）

4.2 流星祭

「第20回流星祭」という節目の年ということで、Mr.シャチ

ホコさん・ななみななさんのモノマネライブが学生限定対象で

開催された。またHighway StarやCRASHによるダンスライブ

を始め、ファッションショーなどオンラインでも視聴できる工

夫をした。屋台・模擬店では、短大からは学友会、星短オープ

ンキャンパス、手塚ゼミの出店があった。徹底した消毒作業な

どの感染対策をとり、規模を縮小しながらも、無事に開催する

ことができた。

4.3 学位記授与式

最も新型コロナウイルスに翻弄された2020年度に入学し

た学生は、2022年3月17日に学位記授与式を迎えた。新型コ

ロナウイルスとともに歩んだ2年間は、さまざまな制限があっ

たことは事実である。しかし、多くのことが思い通りにはいか

ない状況の中でも、卒業生145名の一人ひとりが目標に向かっ

て歩み続けてきた。晴れやかな表情の卒業生に対して、大久保

学長からは以下の祝辞が述べられた。

■2021年度学位記授与式式辞
本日、短期大学士の課程を終えられ、晴れて「学位記」授与

式に臨まれた145名の皆さん、金沢星稜大学女子短期大学部を

代表して、心からお祝い申し上げます。併せて、これまで皆様

の学業生活を支えてくださった、ご家族をはじめ、多くの方々

のご支援に対し、深い敬意と心からの感謝を申し上げます。

活気づいた模擬店
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皆さんの入学時点での仲間は155人でした。病気や家庭の都

合、進路変更など、さまざまな事情でこの日を迎えられなかっ

た方もおられます。人間には、いろいろなできごとがあります

から、生きていくことはやはり大変なことなのです。皆さんは

幸いなことにそれを切り抜けてこられたのです。

2月 24日以来、私の心は晴れません。ロシアがウクライナ

に軍事侵攻して、戦争を始めたからです。つい先日まで平和に

暮らしていた300万人もの人々が、妻や子どもを隣国へ避難さ

せ、夫が戦いのために残るという、まことに悲惨な場面を、21

世紀の今日、この年齢になって見ることになろうなとは思って

もいませんでした。

幸い、日本は平和で、同じようなことがすぐ起きるとは考え

にくいのですが、しかし平和というのは自然から与えられる当

たり前の恩恵ではないのだと改めて思わされたことでした。

本日、皆さんが卒業式を迎えられるのは、社会が平和であり、

皆さんご自身の努力はもちろんですが、それにはご家族をはじ

め、多くの方々のご支援があって可能だったことに改めて気づ

かされます。どうかそのことの意味を謙虚に受け止めて、今日、

家に帰られたら、ご両親やご家族にきちんと卒業の報告をし、

お礼と感謝の言葉を述べてください。

さて、この2年間、皆さんは入学式から、本日の卒業式に至

るまで、新型コロナの感染拡大に悩まされ続けた、まことに気

の毒な学年でした。入学直後から遠隔授業になり、後期は対面

授業に戻しましたが、マスク、体温測定、ソーシャルディスタ

ンス、ステイホーム、イベント中止、海外研修中止、自粛生活

などなど、アルバイトも含めて、さぞや大変困難な2年間だっ

たことでしょう。

私たち教職員が心配したのは、星短の皆さんの学業継続や就

職・進路にどんな影響が出るのかということでした。皆さん

は、「夢を力に、2年で4年を超える」、「明日輝く女性になる」

をスローガンに、これまで努力を積み重ねてこられました。そ

の夢と努力がかなえられない事態になることを恐れたのです。

しかし、その心配は結果的に杞憂に終わりました。今年度皆

さんが達成されたその成果は、名目就職率95.5 ％、国家・地

方公務員合格者延べ24名、大学編入者8名でした。これは入

学定員150名規模の女子短大としては驚異的な数字です。うれ

しい限りです。

星短生の活躍は、金沢市のあすなろ文学賞入

賞、JA金沢さんとのコラボレーションによる打

木カボチャや小坂レンコンの商品開発と販売の

様子などが、テレビや新聞などでもとり上げら

れ、地域の人々に夢とエネルギーを与えてくれ

ました。皆さんの努力を讃え、敬意を表します。

星短の教育の特徴を私はこう考えています。

星短は4年制大学と比べて、2年間しかないの

で、必要な分を精選し、ギューッと凝縮して教

える「選択と集中」の高等教育なのです。少し忙

しかったかもしれませんが、その分充実してい

るため、あっという間だったのではないでしょ

うか。そして私は短大の良さは、2年間である

ために、勉強をしすぎていない点にあると考え

ています。

私の知っている剣道の老先生がおられます。

かつて日本チャンピオンにもなったこの先生、

今でも稽古の時間はきっちり2時間です。ある学生がこれでは

足りないと思い、自主練で稽古前に1時間ほど汗をかき、道場

に出かけると、猛烈に叱られたそうです。「出がらしのお茶みた

いな状態で稽古に来るんじゃない！それじゃ新しいことを覚え

られない！」

皆さんも同じです。これから世の中に出て、新しいことをど

んどん吸収していくのです。必要なことは身に付いており、そ

れでいて、草臥れていない。若くて元気なのです。それが星短

生の魅力なのだと自信を持ってください。

皆さんは、本日星短という港を離れ、それぞれの道に向かっ

て旅立ちます。新しい船出です。卒業は英語でgraduation（グ

ラデュエーション） とか commencement（コメンスメント）と

いいます。 graduationは、grade（グレード、ランク）が一段

上がること、commencement は「始まり」を意味します。卒

業は終わりなのではなく、始まり、新しい船出なのですね。

皆さんが船出すると、長い航海の間には、嵐や台風にぶつか

るかもしれません。これまで長い間、私たち日本人は、例えば北

に進路を定めたら、目標に向かって一直線。ともかくがむしゃ

らに突き進むことがよいと考え、またそのように教わってきた

ように思います。しかし、フランスのドゥルーズという哲学者

は、世界にはもっと多様で柔軟な生き方が必要なのだと説きま

した。目の前に嵐や台風が迫っているなら、その時に一直線だ

などと言わず、さっさと避けなさい。逃げなさい。命があれば、

どれだけ回り道をして時間がかかろうと、いつかは目的地に到

達することができるのだと言います。

若い頃には、その考え方は逃げ腰で、あまり潔くないように

思えたのですが、今は社会の多様性を維持していくには、そち

らのほうが、はるかに合理的で、勇気が要ることなのかもしれ

ないと考えています。大事なことは、「生きて幸せになること」

です。人間は幸せになるために生きるのです。ぜひ、このこと

を覚えていてください。

そして、皆さんが目指す目的地は、「誠実にして社会に役立つ

人間」です。「誠実」というのは、これまで皆さんがやってこら

れた、自分の夢や理想に向かい、それを実現するために、日々、

目の前のことがらを一つ一つきちんと、手を抜かずにこなし続

ける力を持った粘り強い人のことを言います。そして「社会に

役立つ人間」というのは、あなた方が自分の夢を実現するとと

笑顔で語り合う2021年度卒業生
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もに、それが自分のためだけではなく、誰かが喜んでくれたり、

幸せになったり、社会が少しでも良くなるような活動や行為に

結び付けなさい、ということです。折に触れて、この建学の精

神を思い起こしてください。

そして「卒業」が終わりを意味しないのと同じく、うれしい

につけ、悲しいにつけ、折に触れて星短を訪れてください。星

短はあなたの母校として、いつでも帰ってくることのできる特

別な場所ですし、星短もまた、皆さんと一緒によりよい社会に

向けた駆動力であり続けたいと願っています。

最後に、ここに卒業の日を迎えられた皆さんが、より良い社

会の担い手として、健康で幸せな、希望に満ちた未来を築かれ

ることを心より祈念して、お祝いの言葉とします。本日は誠に

おめでとうございます。� （令和4年3月17日）

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

本章は、「金沢星稜大学における令和2（2020）年度新型コ

ロナウイルス感染症への対応報告書」に基づき作成しました。

また、金沢星稜大学女子短期大学部ホームページを参考にしま

した。関係各位に心より感謝申し上げます。
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私はコロナ禍の一年間で努力する力

と時間を有効活用する力を身につ

け、自らの成長に繋げることができまし

た。前期は遠隔授業になったため、友人

ができないまま短大生活を始めることに

なりました。遠隔授業開始当初は、パソ

コンに触れることにもあまり慣れていな

いことや、周囲の学習状況が分からない

ことから、不安と焦りの毎日でした。私

は学力が周りに劣っていると感じていた

ため、さらに周囲と差ができてしまって

はいけないという気持ちから予習復習を

毎日行いました。その結果、周囲に遅れ

ることなく前期の授業を終えることがで

きました。また、普段なら2時間ほどか

かる通学時間が遠隔授業の影響でなくな

りました。私はコロナウイルスの影響で

できた時間を有効活用しようと思い、勉

強とアルバイトの両立を目標にしまし

た。平日は授業を受け、5時間アルバイ

トを行い、帰宅後予習復習をするという

ことを毎日続けました。私は今まで勉強

が苦手でやろうという気持ちになっても

諦めてしまう癖がありました。しかし、

勉強をする時間が限られていることで

「勉強をやらなければ」という気持ちに

なり、毎日欠かさず勉強に励むことがで

きました。その結果、よい成績を取るこ

とができ、またいくつかの資格を取得す

ることができました。私はこの前期の経

験からこつこつと努力する力と時間を有

効活用する力を身につけることができ、

後期にも活かすことができました。後期

は対面授業だったため友人ができまし

た。コミュニケーションをとれる喜び、

授業や就職活動の情報交換ができる喜び

を味わいました。友人が良い刺激にもな

り、資格勉強や就職活動に対してのモチ

ベーションが上がりました。また前期同

様、勉強とアルバイトの両立も行いまし

た。目標達成することができたと思いま

す。新型コロナウイルスの影響で様々な

ことが自粛され入学前に思い描いていた

ような生活を行うことができませんでし

た。しかし私にとってコロナ禍の一年間

は自分の成長につながる有意義な一年間

になりました。

私はこの一年間、毎日不安を抱えな

がら生活していました。入学する

前はどんな学生生活を送れるのだろうと

胸を膨らませていました。しかし入学し

てからは遠隔授業となって同級生とあま

り関われなかったり、外出自粛で友達と

遊ぶこともできず、何も楽しむことがで

きなくなっていました。先日銀行に行く

と、偶然星短の卒業生である方に受付を

していただきました。その方は星短の二

年間が本当に楽しかったと仰っていて、

今の私とは全く違う学生生活を送ったの

だろうと羨ましく思いました。しかし、

今からでも学生生活を楽しむのは遅くは

ないのではないかとも思えました。そこ

で、新しい環境で人と交流するためにア

ルバイトを始めました。知らない人と関

わる経験ができるのだと久しぶりに心が

躍りました。今の時期からは就職活動に

よってこれまで以上に学生生活を楽しむ

ことができないかもしれません。しかし

私は、この一年間を何とか耐えてきまし

た。これから卒業までの一年間は、就職

活動も頑張りながら学生生活を楽しんで

みようと思います。

コロナ禍の一年を振り返ってみて、

今までにはない新しい生活スタイ

ルが見つかったと思いました。就職活動

や大学生活も1年生の時では想像もして

いなかったものとなりました。学業で

は、家にパソコンすらなく購入をすると

ころからでした。初めてのオンライン授

業も最初はわからないので探り探りで

行っていました。徐々に慣れてはいきま

したが、友人に会えないのはとても寂し

かったです。アルバイトはほとんど変わ

らずあったのですが、イートインではな

く、テイクアウトが主になりお客さんが

来るという有り難さが特に1年間でわか

りました。家族との時間は、親が医療従

事者ということもあり、いつもと変わり

はしませんでした。就職活動でも、オン

ラインでの面接があったり、就職活動も

中断することが多くて苦戦しました。例

年だと夏には終わっている人がほとんど

だけど、冬までしている人がいたりと、

全てが例年より遅かったと思いました。

1年間、オンラインでの物事が多かった

り、周りとのコミュニケーションをとる

機会が減って、残念でしたが、新しい経

験として今後活かせる機会があればと思

いました。

コロナという、残酷なウイルスによ

り社会が悲劇に襲われ、命を落と

された方、またその家族、そしてコロナ
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3. 学生たちの想い 
� 2020・21年度在学生339人の記憶
“寝て起きて画面を眺めるだけ”“友人の笑顔がボタンひとつで消える悲しさ”“何もできない不安と焦り”を

感じながらも、“学ぶことの意味”や“自分で考えて、動く”ことの大切さ、“当たり前の毎日がかけがえの

ないもの ”だと気づいた学生たち。誰も経験したことのない時代を生きた一人ひとりの心情や葛藤、気づ

きや決意をここにアーカイブする。
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にかかってしまい体力的にも精神的にも

しんどい方など、人の数だけ悩みも多く

存在すると思います。コロナにかからな

いように、マスクをつけて出歩く事は当

たり前で、不要不急を要する呼びかけが

かかっていました。そんな中で、いかに

今という時間をどのように大切にするか

というのを考えました。正直、最初は友

達と気楽に遊んだり、旅行に行ったりし

たかったので、現実と理想が違い過ぎ

て、しんどい時期がありました。でも、

このままでは駄目だと思い、何かしらや

ろうと思いました。そこで始めたのは、

今までやっていなかった絵を描くことや

おすすめしてもらっていたけど観ていな

かったアニメや漫画を観ることです。ま

ず、絵を何も考えず描く事によって、ス

トレス発散になりました。そして、アニ

メや漫画を観ると、内容のほとんどが逆

境の中でも自分の夢に向かって努力を惜

しまずに頑張っていました。それを観

て、私も頑張らないといけないと思いま

した。恥ずかしながら、私にはまだ夢は

ないのですが、何かに夢中になって、努

力してそれが少しずつ出来るようにな

り、そういう事を少しでも増やしてい

き、自分のスキルアップを目指していこ

うと思いました。そして、自分の夢とい

うものを見つけていこうと思いました。

私は、コロナというものを言い訳に使わ

ず、乗り越え、素晴らしい自分に出会え

るように、今やるべき事をやり、自分を

変えていこうと思っています。

新型コロナウイルスが生活に中にあ

るのが当たり前となってしまっ

た。春は、楽しみにしていた短大生活の

スタートだったが、前期からオンライン

授業となり非常に残念だった。仲の良い

友人がつくれない、授業ではわからない

ことをすぐに質問・相談できないという

環境で、初めはなかなか慣れることがで

きず悩むことも多かった。しかし、zoom

で初めて話す人とコミュニケーションを

とることで、オンライン授業でも楽しさ

を感じることができたり、自宅での学習

ということで、普段より集中して授業を

聞いて理解しよう

と努力できた。資

格を取るために、

高校が同じ友人と

連絡を取り合い励

まし合って勉強を

し、合格したとき

は達成感を感じる

ことができ、嬉し

かった。オンライ

ン授業になってし

まったことは残念だったが、集中力や計

画性を更に身につけることができたので

はないかと考えている。後期からは対面

授業が始まったが、二年生に向けての就

職ガイダンスや説明会、講座などを通し

て就職活動が目前に控えていると実感し

た。先輩や先生方、企業の方、テレビで

のニュースの話を聞くことで、コロナ禍

での就職活動の大変さを知り、正直いま

は不安でいっぱいである。しかし、今は

友人と相談しあったり刺激を与えあって

いる。今後、本格的にスタートする就職

活動の際も、自ら行動すること、挑戦す

ることの大切さや周りと支え合って、自

分が望むところに就職できるよう自分に

厳しく頑張りたいと考えている。友人や

家族と遊びに出かけたり旅行に行ったり

できない時代となってしまった。気分転

換やストレス発散のために楽しいことを

たくさんしたいという気持ちがあるが、

今は我慢をしてとにかくはやくコロナが

収束してほしい。社会に出ていく中で、

自分の行動に責任を持つことや、状況を

理解して判断することが大切だと思うの

で、今その能力を養い立派な大人になれ

るようにしたい。二年生では、支えてく

れている人や周りの環境に感謝して1日

1日を大切にして、コロナ禍での就職活

動を頑張っていく。

2 020年 3月頃から、新型コロナ

ウイルス感染者が日本でも確認さ

れるようになりました。初めは、未知

だった新型コロナウイルスは、東京都か

ら石川県へと渡ってきて、また、拡大が

大きくなるにつれて、危機感はありなが

らもとても現実味のあるものになってい

きました。そのような状況の中、2020

年3月、私は、金沢星稜大学女子短期大

学部へ入学しました。入学してすぐに、

学校生活はオンライン授業で受けるのみ

でした。また、私は飲食店のアルバイト

をしていた為、アルバイトさえもお客さ

んが少ないのであまりシフトを組んでも

らえませんでした。自粛期間は、時間が

あるにもかかわらず、何もできないよう

な日々が続きました。そんな生活が続

き、学校は後期に入りました。後期から

は、学校で対面授業が行えるようになり

ました。友達もでき、大学生活がやっと

できた感じがしました。しかし、後期の

終盤に差し掛かった頃、大学側で新型コ

ロナウイルスの感染者が出てしまいまし

た。そして、学校がまた立ち入り禁止と

なり、残りの授業やテストさえも、オン

ラインで受けるという事になりました。

新型コロナウイルスと生活していくこと

は、私たちの中で当たり前になってしま

いました。そのせいで、まともな短大生

活を知ることはなく、アルバイト先にも

大きく影響してきています。いつまで続

くかわからない、終わりがあるのかもわ

からないこの生活に、これからも向き

合っていかなければならないのです。

就職活動が思っているよりうまく行

かなかった。会社説明会、面接と

対面のものもあったものの、オンライン

の方が多く、環境を作るのが大変だっ

た。また対面であってもマスクの着用や

時間を区切っての個人面接だったため、

上手く伝えられているか不安だった。オ
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3．学生たちの想い

ンライン面接では、どうしても画面の向

こうであるため何を言っているのかわか

らない時もあったし面接官の顔があまり

見えないこともあったので正直不安でし

かなかった。だけどこの時期に対面で

行ってくれた企業には感謝しかないし、

対面がどれだけ自分の気持ちを伝えやす

いのか実感した。オンライン説明会にな

るとどうしても画面越しなため、家で受

けているとどうしてもどこか怠けてしま

うところがあるので集中するのが大変

だった。それに比べて対面は1人1回は

必ず質問しなくてはいけない空気感があ

るところが多く、気を引き締めながら聞

けたのでやはり対面の方がいいなと感じ

た。やはり自分の気持ちを伝えるのは対

面の方がいいなと思った。

2 020年はコロナウイルスの影響

で、前期の授業が全て遠隔授業に

なりました。私はパソコンが苦手だった

ので、最初はとても戸惑いました。初め

ての短大の授業なのにオンラインになっ

てしまい不安でした。ですが、先生方が

丁寧に学びスタートアップの使い方や授

業の受け方を教えてくれました。社会人

になったときにはパソコンは当たり前に

使えないといけません。私は前期の授業

を通してパソコンをスムーズに使えるよ

うになりました。コロナ禍では家で過ご

す時間がとても多くなり、自分の時間が

とても増えました。アルバイトも学校も

なく、自分のやりたいことをすることが

できました。とても有意義な時間を過ご

すことができました。コロナウイルスは

とても危険でたくさんの人を傷つけたも

のです。私たち一人一人は感染しないこ

と、もし感染してしまった場合は広めな

いことに注意して生活する必要があると

思います。

2 020年はコロナウイルスが流行

し、今まで日常的にできたことが

突然制限され、これまでの生活が一変し

ました。この一年で特に印象深い出来事

は就職活動です。右も左も分からない

中、コロナ禍で始まった就職活動は非常

に困難でした。企業説明会はコロナウイ

ルス対策を行った上で開催され、面接は

オンラインで実施する企業が多かったで

す。オンラインでの面接は、直接会えて

いない分、自身の思いや表情が伝わりに

くいため通常よりハキハキ話し、笑顔を

絶やさないよう意識して臨みました。オ

ンラインの面接は初めての上、緊張し上

手くできなかったことがあり、その後何

度も練習を繰り返し、面接対策を行いま

した。これまでと一切異なる環境での就

職活動は分からない点だらけで大変でし

たが、他の学生にも負けないほどの多く

の知識や経験を就職ガイダンスやメンタ

イコ合宿などを通して得ることができま

した。就職活動の基礎から履歴書の書き

方、面接対策など幅広く学び、身につけ

られた点は星短ならではだと強く実感し

ています。経験のない就職活動となり、

難しく上手くいかないことが何度もあり

ましたが、友人や職員方と励まし合い乗

り越えることができ、非常に印象に残る

就職活動となりました。

2 021年を振り返ってみて一番濃

い思い出は、初めてのアルバイト

です。もともとはコミュニケーション能

力を高めることと何もする事がない時間

でお小遣い稼ぎをしようという思いで始

めましたが、続けるうちに出来ることが

増えていったりお客様に感謝されたりす

ることがとても嬉しくて、アルバイトに

行くことがとても楽しいと思う事ができ

ました。レジの仕事や品物の補充、パン

の中身の具材を作ったりなど様々なこと

をすることはとても大変で、失敗するこ

ともありますが、新しいことに挑戦して

みてとても良かったと思いました。接客

のアルバイトをしたおかげで、あまり得

意ではなかった初対面の方とのコミュニ

ケーションや目上の方への接し方を学ぶ

ことも出来ました。まだ約3か月しかア

ルバイトをしていませんが、もっと色々

なことが出来るようになれたらと思って

います。残りの短大生活でも体験したこ

とのない事がたくさんあると思います

が、いろんな体験をして自分自身を成長

させたいと思いました。

私は、今回コロナ禍というなかで就

職活動を行いました。今まで頑

張って練習してきた面接での笑顔がマス

クをしての面接という形となり、マスク

越しでも笑顔を伝えることができるのか

とても不安でした。ただでさえ緊張で顔

がこわばってしまうのに、マスクでさら

に見えなくなり、目だけで表情を伝えな

くてはならなくなりました。しかし、そ

こでうまく伝えることができれば周りと

の差をつけることができると思い、マス

ク越しでも笑顔が伝わるように精一杯頑

張りました。無事、内定も頂き就職活動

を終えることができて良かったです。ま

た、コロナ禍となり当たり前のことが当

たり前にできなくなり、今までの当たり

前がどれほど大切でありがたかったを知

ることができました。友人と会うことも

旅行に行くこともできない時期があり、

社会人になる前の最後にたくさん遊ぼう

と考えていたことがコロナでなくなって

しまうことがありました。しかし、急に

コロナが終わるということはないと思う

ので、これからもウィズコロナとして向

き合っていきたいと思います。

私はこの一年を振り返って、本当に

大変な一年だったと考える。ま

ず、入学してすぐに学校閉鎖や緊急事態

宣言など今まで経験したことがない出来

事が続いた。二年間しかない短大時代

に、まさか半年もコロナウイルスに持っ

ていかれてしまうとは考えてもいなかっ

た。授業もオンラインという新しいやり

方で、出会ったこともない同級生と画面

を通してのやり取りに違和感を感じた。

もし、コロナウイルスがなかったら大学

へ通い、友達を作るために対人コミュニ

ケーションをとったり、部活やサーク

ル、行事などもたくさん参加ができる考

えると何故、このような時代に入学をし

てしまったのかと本当に考える。高校の

卒業式に大きな影響がなくて良かったと

考えるが、貴重な短大生活が半分無く

なってしまったと大変残念に思える。し
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かし、そんな中だからこそ自主的に学ぶ

大切さを知った。今までは、教室に行っ

て当たり前のように授業を受けていた

が、自宅ということで、自分から学ばな

ければいけないことを知った。これから

も自主的に動けるようになりたいと思っ

た。

短大入学と同時にコロナウイルスが

流行し、入学当初はしっかり学校

に行けるのかと不安がたくさんありまし

た。授業が遠隔授業となり学校へ行く機

会がなくなり、学校の様子やどんな人が

いるか分からない状態で正直学校に入学

したのかと実感できない日々を過ごして

いました。遠隔授業が初めてのことだっ

たので初めはどうすればいいのか分から

ず苦戦しました。ですが回数をこなして

いくうちに慣れていくことができまし

た。また、友達作りができるか不安でし

たが遠隔でのグループワークで仲良くな

ることが出来たため、学校に行けた際に

は仲良く話すことができたので良かった

です。コロナウイルスを通して不便なこ

ともたくさんありましたが、たくさんの

ことを学ぶことができました。後期から

は学校に通うことができ、やっと短大生

になれたと実感することができました。

新しい友達もたくさん増えたことがとて

も嬉しかったです。

2 020年新型コロナウイルスに

よってリモートなどの仕事形態か

講義形態の変化が大きかったと思いま

す。それにより私生活にも色々な変化が

ありました。コロナ禍で無理に会社へ出

向くことなく業務や講義を行うことが可

能であるということを知ることができま

した。それによりこれからの会社経営や

インターネットを使用した講義等に変化

が現れると思います。また、自分が関係

するところだと2020年の挑戦の一つ

として一人旅や旅行に行きたいと考えて

いたのでとても残念です。都市圏へ行く

こともできなくなり行動範囲が狭くなり

ました。その中でどう人生経験を積んで

いくかが大切になってくると思いまし

た。これを機に日本全体・世界全体がコ

ロナに対応してきたため変わりつつある

ものに自分も対応していかなければなり

ません。しかし人には向き不向きあり、

苦手なことにどう接していくのか、使え

るようにするのかが大事になっていきま

す。なによりシンプルなものを提供して

いくべきだと考えました。

コロナ禍の一年を振り返って、学業

の面ではオンライン授業になった

ことで自宅で授業を受けられるというメ

リットはあるものの、分からない時にす

ぐ聞くということや友達との相談ができ

ないため、1人で受講しているという感

じがしました。また、zoomで行うため人

数制限があり、履修したい授業の抽選に

外れてしまったため、前期の受講数が少

なくなって後期がとても大変だったとい

う印象でした。オンラインのためレポー

ト提出や課題が出ることが多かったので

すが、私はアラームをかけて授業に遅れ

ないようにすることと、期限を守ること

を常に意識して取り組みました。その結

果、単位が取れて目指していた評価をい

ただけたのでよかったです。就職活動の

面で大変だったのは、マスクでの面接で

す。緊急事態宣言が出ていたために学校

での面接練習は強制ではなかったのです

が、本番の雰囲気など掴めるのか不安

だったので進んで練習に行くようにしま

した。練習を積んでいたのですが、本番

の面接ではマスクで顔が見えないため、

見える部分だけで表情を伝えることと声

のトーンを意識しました。前例のないコ

ロナ禍での就職活動だったのですが、売

上減少という世の中で採用してもらえる

のかという焦りはありましたが無事終え

られたのでホッとしました。これから先

の未来は分からないですが、在校生にも

どんな状況下でも負けずに頑張ってほし

いと思います。

コロナ禍は高校生でも経験していた

が、短大生活で高校時代と大きく

違ったのは、授業がオンラインで行われ

たことだ。オンデマンドやzoom機能を

利用して授業が進められたが、初めは少

し戸惑いを感じる部分もあった。zoom

を利用するのが初めてで操作方法やオン

ライン上での意見交流など難しさを感じ

たが、これからの社会で必要になってい

くスキルだと思われるので良い経験で

あったのではないかと思う。また、アル

バイトを通しても新型コロナウイルスの

怖さを感じた。感染状況が悪化し、感染

者が増加すると蔓延防止措置が取られ営

業時間の短縮や酒類提供の制限が取られ

た。アルバイト先のお客が減少すること

もそうだが、収入が大きく減少すること

も痛く感じる部分であった。だが、この

問題に関しては特定の誰が悪いという矛

先がないため、多くの人が同じ気持ちを

持っているのだろうという事を思った。

新型コロナウイルスがはびこって

いる現状が続いて早1年、去年の

2月から私たちの生活は劇的に変化しま

した。授業が対面授業ではなく、オンラ

インを使った授業になったり、生活の時

間が逆転したりと様々な変化がありまし

た。このまま授業を受けても自分の身に

学びとしてつながるのか不安ばかりでし

た。結果的に不安のまま、この1年を過

ごしました。一時的に、対面授業にな

り、「こんなに人が多い授業なのに対面

にしても大丈夫なのかな…。」と友達と

もしゃべっていました。しかし、不安は

学校の授業だけではなくアルバイトにも

影響を及ぼしていました。シフトの数が

明らかに減っていたり、結婚式場なのに

ビール注ぎはなかったり、各テーブルの

座るところにすべてフェイスシールドが

あったり…。学園創立90周年という記

念すべき年はもう少し晴れやかになると

いいなと思っています。

今年1年の短大生活を振り返り、考

えてみれば、コロナで生活が激変

し自分の中で成長できたと思います。ま

ず、高校時代のとき部活動をしていて出

来なかったアルバイトを短大生になり初

めて行ったことです。今、焼肉屋のアル

バイトをしています。感染拡大を防ぎア
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3．学生たちの想い

クリル板など、アルコール除菌を徹底し

ている飲食店は本当にすごいと思いまし

た。そして次に、コロナ禍で星稜女子短

大に入学し、素敵な友達に出会えたこと

です。初対面で表情が見えずらくて友達

は出来るのかという不安がとてもありま

した。ですが今は、とても楽しい学生ラ

イフを送れていると実感できます。2年

生に上がることで今後益々、就職活動へ

力を入れなければなりません。企業が倒

産している中、本当に就職が出来るのか

という不安でいっぱいです。ですが、進

路支援課の先生方と話していく中で、安

心することができました。目標に向かっ

て頑張りたいと思います。私がコロナ禍

で1番学んだ大切なことは、「他者の存

在」です。普通に喋って遊んで、当たり

前だと思っていた日常がコロナ禍でがら

りと変わり、遠隔授業になりました。会

いたいときに会いに行くということが当

たり前ではないと実感しました。今ある

生活を大切に他者へ向ける気持ちも優し

い気持ちで接していかなければならない

と思いました。

コロナ禍の1年を振り返って、私は

去年とあまり変わっていないと思

いました。去年の今頃は、来年はもう少

し収まっているかなと考えていたのです

が、全然収まる気配がなく、新種のコロ

ナウイルスまで出て来ていて、いつ収ま

るのかと不安な気持ちでいっぱいです。

短大生活1年目は、約半分がリモートで

の授業となり、わからない点や不安が多

くありましたが、なんとか1年を乗り切

れてよかったです。この1年で、zoom

の使い方はとても成長できたと思いま

す。また、新種の株が流行り始めている

ので、2年生で対面の授業になるかわか

らない雰囲気ですが最後の1年なので対

面でできたら嬉しいです。いつ自分がか

かってもおかしくない状況なので、感染

対策は引き続き徹底して行っていきたい

と思います。対面になったりリモートに

なったりと、授業は慌ただしかったです

が、先生方がわかりやすいようにパワー

ポイントを作成してくれたおかげで、授

業は遅れることなく参加できたのでよ

かったです。

コロナウイルスが流行した1年間で

たくさんの出来事がありました。

就職活動が上手くいかなかったり、アル

バイト先が休業になり働けなかったり、

学生最後の長期休みが楽しめなかったり

と泣きたくなりました。ですが、これは

私だけではなく世界中の人に言えること

です。私の周りではコロナに感染した人

はいませんが世界中のどこかでコロナに

感染して亡くなった人がいます。そして

その家族、友人などは想像できないくら

い悲しい思いをしていると思います。そ

んなコロナウイルスと戦っているのは医

療従事者の方で、テレビやsnsを見てい

ると医療従事者の悲痛の叫びをよく目に

します。私はコロナから患者さんを救っ

てあげることはできないけど、不要不急

の外出やマスク、アルコールなどの感染

予防対策をすることで少しでもコロナ

にかからないように気を付けています。

2021年もコロナウイルスが消えること

はないと思われますが、コロナウイルス

との付き合い方を考えて生活していきた

いと思います。

コロナ禍の一年を振り返って、悔し

い気持ちがある反面、学んだこ

とや、自分のために時間を使うことが

出来た一年でした。入学式を終えてか

らすぐオンラインでの授業になってし

まったため、入学式の日に仲良くなった

友達とも会えなくなってしまい、コミュ

ニケーションが取れずに、まだ入学した

ばかりだったの

で、何が失敗で何

が正しいかが分か

らず、困ってしま

う部分もありまし

た。しかし、今の

時代 SNSなどで

連絡を取り合うこ

とが出来るので、

しっかりと連絡を

取り合って乗り越

えることが出来ました。私はこのコロナ

禍で、オンラインになったことは自分の

中でもプラスだったなと思います。それ

はなぜかと言うと、オンラインの授業が

終わった後に、復習や予習をする癖がつ

いたからです。対面になって、いざ授業

を学校で受けると、その授業で頭がいっ

ぱいになり、予習や復習を怠っている自

分がいました。後々考えてみると、オン

ライン授業は自分にとってとてもプラス

だったなと思います。また、オンライン

授業は家で受けるので、勉強以外でも自

分の時間を作ることができ、私はコロナ

禍の中でもしっかりと充実して過ごすこ

とが出来ました。悪いこともあれば、良

いこともありましたが、私はこの一年将

来に向けて、自分を見つめ直すことが出

来たので、良い一年になった思います。

コロナ禍の中での就職活動が一番大

変だった。本格的に就職活動が始

まる3月に、ほとんど全ての合同説明会

が中止となり、自分の知らない企業を知

るチャンスがなくなり、とても心配に

なったが、企業が小規模で行った説明会

に積極的に参加した。人事の方が自分に

向けて説明をしてくださったり、質問の

しやすい雰囲気だったりと小規模だから

こそ周りの就活生を良い意味で意識せず

にリラックスして参加できた。また、授

業が遠隔になり、学校に行くこと自体が

難しくなったため、普段なら対面ででき

ていた進路支援課への就職活動相談も電

話で行った。何も相談できないより電話

で話を聞いてもらえるだけでも心がとて

も軽くなった。学業の面では、対面授業
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と遠隔授業ではあまり変わらないと感じ

た授業がいくつかあった。自宅で受講す

るためいつもより起床時間が遅くなった

り、周りの景色が一日中変化しないため

やる気が起きなかったり、体や気持ちが

コロナ禍になる前よりも重くなった。し

かし私は通学に1時間以上かかるため、

移動時間の短縮や空いた時間にアルバイ

トを入れることができ、時間の使い方が

以前よりも充実したと感じる。

自分自身の生活を振り返り、今まで

過ごしてきたどの年より、時間が

早く過ぎていったと感じました。星短に

入学し、前期はオンラインでの授業だっ

たため、思い描いていた学校生活とは

違って不安になることもありましたが、

時間通りに授業を受けることや提出物を

出すことで、自分は星短生なんだという

外との繋がりを自覚することができまし

た。前期は友人に会えず、外出も控えて

いたため一人の時間が多かったですが、

後期での対面授業を通して、参加できる

ことへの喜びや、人との会話の大切さを

実感しました。新しい環境で、初めて話

す星短生と次第に仲良くなっていけたこ

とが嬉しかったです。また、家で過ごす

時間が増えたことで、家事を積極的に行

う力がつきました。家族に頼っていた部

分だったので、自分のできることが増

えたことはひとつの成長だと思います。

2020年のコロナ禍で、最初は不便なこ

とばかり目に付いていましたが、今自分

でできることは何かを意識できた年でも

あったので、無駄な時間は無いのだと感

じました。

私はコロナがはやってしまったこと

から、不要不急の外出は控えた

り、人混みがひどいところにはいかない

ようにしました。また、コロナで Stay 

Homeと言われることが多くなったこと

により、家で自分のしたいことを探して

外出は控えめにしていました。授業は対

面授業と思っていたのに遠隔授業と知

り、前期の初めの方はzoomやパソコン

を全然使ったことがないことから対応に

戸惑いました。しかし、わからないとき

は友達や家族に聞き、遠隔授業に対応し

ていき、zoomの授業では早めに zoom

に入ることや、サイトへは早目につない

でおくなど、遠隔授業の対策をしまし

た。そのほかにも家にいることが増えた

ため、親の手伝いをし負担を減らすよう

に心がけていました。さらに、友達とは

電話で話すなどして自粛するからこそで

きることを探し取り組んでいました。今

もまだコロナの変型も出てきているの

で、今後も家でできることを探し過ごし

ていきたいと感じました。

新型コロナウイルスの流行は、私た

ちの生活に良くも悪くも大きな影

響をもたらした。入学式を迎え、晴れて

新生活を迎えたと思いきや、すぐに自粛

生活が始まったのだ。入学した心地のし

ないまま、授業はオンラインで行われる

ことになった。何もかもが初めての中、

人と顔を合わせずに進む授業が大半で、

初めの方はとても不安が大きかった。し

かし、ネット上での活動を通して新たに

得られたこともある。それは、相手側を

意識して表現をする力だ。面と向かった

時に感じ取れる表情や態度は、文章情報

だけでは伝わりにくい。それを言葉だけ

でどう表現すれば伝わるのか、どんな言

葉で伝えるべきか、試行錯誤したのだ。

その結果、相手の立場に立って物事を考

えるクセをつけることができた。コロナ

禍で、人と人との距離は遠くなった。だ

が、それによって置かれた新たな場所で

は、その場所でしかできない経験をする

ことができるのだ。マイナスな状況にみ

えても、そこには自分にとってプラスが

あるかも知れない。どんな状況でも前向

きに自分を追い求められる人間になりた

い。

私は、短大生になり1年を振り返っ

てみると特に記憶に残っているこ

とはない。それは、コロナウイルスの中

で、ほとんど学校にいけず、前期で取れ

る予定の資格試験も中止だったり、学校

行事や友達との交流もなかったりしたか

らだと感じる。そのため、正直なんのた

めに短大に入ったのかも分からない時も

あった。まともな学びもできず、何も得

ることができないことからすべてから諦

めようと思っていた。先生も初めてのこ

とで、精一杯私たちのために頑張ってく

れているのは知っていたし、しっかり

オンライン授業に向き合ってはいたけど

やはり限度があり、就活のことも考える

と、どう考えても経験が豊富な大学生に

は敵わないと思う自分がいて、どんどん

自信はなくなっていた。後期になり、何

も強みがない自分を変えようと資格試験

をたくさん受け、ガイダンスも受講し、

ちょっとずつ自信はついてきたけれど、

あっという間の3月で全然時間が足りな

いと感じる。しかし、やらなければ何も

始まらないから、コロナウイルスの中で

も頑張ってきたことを信じて、やってい

こうと思うことが今の率直な感想だ。

短大生としての1年目の今年はコロ

ナ禍の中での今までとは違った1

年でした。コロナウイルスの影響により

前期はほとんど学校に行くことが出来ま

せんでした。また、授業もオンライン授

業となり、自分の思っていた「短大生」

とは大きく違った生活でした。学校の行

事も十分にできず友達を作ることもまま

ならないまま、後期の対面授業が始まり

ました。しかし、対面になったことで

グループディスカッションなどを通して

徐々に友達も作ることが出来ました。そ

うして、後期は充実した学校生活を送れ

たように感じます。オンライン授業の間

は家での時間を多く持つことが出来たの

で、その時間を有効活用し学校の課題や

授業の勉強の他にも、自主学習として資

格取得に向けた学習に取り組むことが出

来ました。このようにして、今まで経験

しなかった学生生活の中で自分で時間を

有効に使い成長につなげることが出来た

と思います。今回の経験で得た力を今後

にも活かして、より自分を成長させたい

と思いました。
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3．学生たちの想い

2 021年の一年間はとても充実し

た生活を送ることが出来ました。

入学したときは友人が出来るか不安でし

たが、趣味や好きなことをきっかけに自

ら話しかけていき、沢山の友人が出来ま

した。とても嬉しかったです。また、ア

ルバイトでは二つしていて楽しくアルバ

イトが出来たと思います。楽しくない時

やコロナの感染拡大で出勤できない時が

ありましたが、それでもくじけず将来の

仕事に就くために二つのアルバイトで

色々なことを学ぶことができたのではな

いかと思います。五月から六月の一か月

間はキャンパス立ち入り禁止で自宅で遠

隔授業をしました。遠隔期間に入ること

を知った時、コロナの感染拡大が酷く自

宅から出られずアルバイトにも行けずつ

まらないのですが、早起きして通学をし

なくてもよくzoomを通して友人ができ

たり私にとっては楽な生活だと感じまし

た。しかし、せっかく仲良くなれた友人

とずっと会うことができなくとても悲し

かったです。夏休みには自動車学校に通

い始めたりインターンシップに参加した

りなど色々なことをやりました。後期か

らは対面授業になり、友人と会えて毎日

過ごすことができて嬉しかったです。9

月から短大生向けの企業オンライン説明

会や合同説明会、MOONSHOT講座な

ど沢山の就職ガイダンスが始まり、就職

活動に少しずつ近づいてきたと思いまし

た。2021年を振り返って充実した生活

を送ることができ、コミュニケーション

能力が向上して、人間関係を良く築くこ

とができました。私自身成長した一年だ

と思いました。

短大に進学し、コロナ禍の影響では

じめて遠隔授業というものを経験

した。進学したばかりで、慣れていない

環境と重なりストレスに感じることも

あった。ZOOM内でコミュニケーショ

ンをとるということが難しく、スムーズ

に話し合いが進まず、授業に支障が出て

しまうことも何度かあった。アルバイト

では、お店の営業時間の短縮やお店を開

けない日が続き、以前と同じように働く

ことが難しかった。友人と遊ぶ時も、縛

りがあるようでもどかしい気持ちになる

ことが多くあった。人混みを避け、公園

や家で遊ぶなど、小さい頃を思い出すよ

うな遊びをして楽しんでいた。授業がリ

モートになった期間は、家にいる時間が

増えたことで、掃除や洗濯などの家事を

するようになった。思うように動けない

ことも多かったが、その中で工夫して楽

しめるようなことを考えたりしながら生

活することができた。コロナが終息し、

のびのびと生活する日になることを楽し

みにこれからも頑張りたい。

短大に入学する前の自分の想像して

いた学校生活とは全く違う形で短

大生活がスタートしました。初めて一か

ら自分で決めた時間割もコロナウイルス

で授業が全てリモートになったことで変

わり、新しい友達を作ることも難しかっ

たです。入学した後たまたましゃべって

いた子が同じクラスだと分かり、授業や

学校のことについて LINE などを使って

連絡しあうことしかできませんでした。

LINE で連絡をしあっていても直接話を

したことはほとんどなくどんな子かもわ

かっていませんで

した。しかしその

ようなことが前期

にあったからこそ

後期になり他の人

とかかわることが

増えると、新しい

友達が増えていく

のが嬉しかったで

す。よく連絡をし

あっていた子とも

毎日会うようになり今では学校生活の中

で一緒にいることが一番多い友達になり

ました。コロナウイルスは私たちが想像

していた生活と全く違う生活に変えてし

まった原因ですが、友達など親しい人が

いることがどれだけ大切かを教えてくれ

ました。みんなが同じ状況の中で不安に

感じていてもよく話せる友達がいること

でその不安も和らぎます。コロナウイル

スは私に友達の大切さを教えてくれまし

た。

コロナが世間に広まった当初、私

は受験を終え、卒業を控える高

校3年生でした。友人と卒業旅行につい

て計画を立て、飛行機も予約していまし

た。ですが、コロナウイルスの感染拡大

により行かないという決断をせざるを得

ませんでした。アイドルのコンサートも

中止になってしまい、このために受験勉

強頑張って来たのに、と悔しい気持ちで

いっぱいでした。ですが、私も私の周り

の人もみんな同じ状況だったので、仕方

ないことだったと思います。学校にも通

えず、自分たちの学校生活や友達ができ

るのか、就活についてなどの沢山の不安

を抱きながら、慣れないオンライン授業

に取り組みました。自粛期間で家での時

間が増え、家族との時間や趣味に没頭す

る時間が増えました。退屈な時間でした

が、今思えばめったにないいい時間だっ

たと思います。大変なことも沢山ありま

したが、新しいことに挑戦したり、周り

の人の大切さを改めて気がついた一年で

した。これからも沢山の不安があります

が、今できることを精一杯頑張りたいで

す。

新型コロナウイルス感染者が日本で

初めて確認されたのは、2020年

1月 20日、神奈川県の30代男性でし

た。それから徐々に日本中に広まり、私

が住む石川県にまで感染者が拡大しまし

た。初めにコロナウイルスの影響を受け

たのは、学校生活でした。当時私は高校

生でした。高校2年の2月から3年の5

月まで休校となり、6月から学校が再開
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しましたが夏休みが一週間ほどになった

り、学校行事が短縮・中止・延期になっ

たりしました。そして、卒業式は卒業生

と先生方、在校生の代表1名だけで、保

護者も1人の卒業生に対し2人までと決

められていました。この一年はコロナが

ほとんど落ち着いていましたが、大学で

数名感染者が出たため、オンライン授業

となりました。楽しみにしていた短大生

活が、コロナ禍によって友達に会えなく

なり、仕方のないことですががとても残

念でした。そして今、私が学業以外で一

番頑張っているアルバイトにも、コロナ

の影響がありました。私は、飲食店のア

ルバイトをしています。コロナ前から

ずっと続けていたので、お客様の一日の

来店数が徐々に減少していくのを感じま

した。お客様が少なくなっていくので、

スタッフの人数も減っていき、希望のシ

フトを出しても通らないことがありまし

た。アルコール販売の中止や、パンサー

ビスがセルフサービスになったため、多

くのお客様が残念だとおっしゃっていま

した。また、アルコール消毒の徹底、手袋

の着用などのお願いを入店時に説明をし

ています。アルコールは今は販売してい

ますが、オミクロン株が現在流行りつつ

あるので、またいつアルコール販売が中

止になってもおかしくはない状況です。

早くこのコロナ禍が終わり、パンサービ

スでお客様のテーブルに焼き立てパンを

持って行った時のお客様の笑顔や「あり

がとう」「おいしいよ」と言う声を聞け

るといいなと思います。

2 020年を振り返って、私は当たり

前が当たり前でなくなり行動を制

限しないと行けない場面が増えたことで

もどかしい思いを沢山しました。高校の

卒業旅行は全て中止、卒業式や入学式も

簡略化、学校にも行けず全て遠隔授業、

旅行やライブにも行けない。コロナは私

から楽しみを全て奪っていきました。今

までは楽しみがあるから頑張ろうと思っ

てモチベーションを保っていたことが多

かったため、楽しみがなくなるというこ

とによりモチベーションをキープするこ

とがとても大変でした。また、感染者が

減ってきたから少し外出したいと思った

矢先にクラスターにより感染者が増加す

るということも少なくなく、毎日家で講

義を受けるといった決まったことをし続

けることが今までになく苦痛に感じるこ

ともありました。友達にも会えない、学

校にも行けない。今まで当たり前にでき

ていたことが簡単には出来なくなったこ

とで今までできていたことが当たり前で

はなかったのだと初めて気付かされまし

た。コロナ禍での法事の際、お坊さんか

ら感染症などは約3年が目安という話を

聞きました。あと2年ほどあると思うと

まだまだ長い道のりで、人生で一番楽し

い時期の行動が制限されてしまうと考え

ると本当に悔しく思います。しかし、そ

の先でもできることもあるしコロナが流

行ったことでリモート化も進み新しい方

法が沢山生み出されました。自分も自分

の周りの人も安心して過ごせるよう自分

の行動に責任をもって今はもどかしい思

いでも長い人生のあと2年だと思って頑

張っていきたいと思います。

コロナ禍の学校生活を振り返って、

入学してから学校生活に慣れない

まま、またコロナが広がってしまい、遠

隔授業になったのが少し不安がありまし

た。しかし、新しくできた友達や先生方

などのサポートがあり、ここまで何事も

なく生活できています。また、短大生活

は高校生活と違い、自分で全ての物事を

進めていかなければいけないので、計画

性が大切になってくると実感しました。

私は、元々高校の時にテストなどで勉強

の計画をして、その計画を実行すること

が苦手でした。しかし、短大ではその計

画性が求められています。日々試行錯誤

しながら、計画を立ててレポートや課題

など期日に遅れないよう頑張っていま

す。計画通りに進めることができなくて

も、自分なりに時間を見つけて期日に間

に合うよう頑張ることができたと思いま

す。また、短大に入ってからは、勉強と

アルバイトの両立が大変だと感じること

が多いです。授業でのレポート、課題の

締め切りに余裕があると思っていて気づ

いた頃にはもう締め切りが迫っていて、

アルバイトがあり、出し遅れることもあ

りました。自分自身で情報を管理するこ

とも大切であり、アルバイトとの両立も

大切であると気付くことができました。

コロナ禍の中、私の就職活動はとて

もしんどく辛いものだった。リ

モートでの面接のため、自分の思いや表

情を相手に伝えることができなかった。

想像をしている以上に「しんどい」「も

う逃げたい」という気持ちが日に日に膨

らんでいたと、今は思う。その中でも、面

接後に自分自身の面接はどうだったか、

よかったところと悪かったところを何度

も振り返った。周りの友人が内定をも

らったと聞くと、自分だけ取り残された

気持ちになる時もたくさんあった。しか

し、そんな時こそ自分自身を見失うこと

なく本当に自分がしたい仕事、その仕事

で何ができるのかを考え、どのような働

き方をしたいのかを深く考える機会にも

なった。このことからうまくいかなった

ことを振り返り、改善点を自覚し、次の

機会に繋げれば、前より少し自信をもっ

て行動できることを学んだ。また、より

深く自分の人生を後悔しないためにどう

行動して、どう生きていけばいいかとい

うことも考えるようになった。コロナ禍

だからこそ、家にいる時間の中で、自分

自身を見つめ直す機会が増えた。このこ

とはいいことだと思っている。春から社

会人となり、これからさまざまなことに

立ち向かう、自分や友人たち、頑張れ！

頑張ろう！

授業が対面ではなく遠隔ということ

で、パソコン操作に自信のなかっ

た私はちゃんと授業を受けられるのか不

安でいっぱいでした。しかし、先生方の

丁寧な指導により、特に問題もなくこな

すことができました。さらに、前期の間

にMOS（Excel）の資格を取得したこと

は、大きな自信に繋がりました。パソコ

ン操作の苦手な私が、家で1人でコツコ

ツと勉強し、この資格を取得できたとい
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3．学生たちの想い

う事実に達成感を得ました。学校に行け

ないことは辛くて、大変で、悔しかった

けれど、この経験によりたくさん成長で

きた気がします。できなかった行事がた

くさんあります。でも、この機会だから

こそできたこともあります。パソコンと

向き合わなければならない時間が増えた

ことで、操作に自信を持てるようになり

ました。対面授業ではここまで自信を持

てなかったかもしれません。そう思え

ば、嫌だなと思っていた遠隔授業も無駄

では無かったと思えます。まだまだこれ

からも予想していないことが起きるかも

しれませんが、臨機応変に対応し、更な

る成長を目指したいです。

コロナ禍の1年を振り返って、私は

コロナ禍になる前より成長したと

思います。私は、オープンキャンパス

サークルに入っており、夏休みにはオー

プンキャンパスのスタッフとして参加

し、たくさんの学生さんと関わってきま

した。私が星短に入りたいと思い、オー

プンキャンパスに参加した時にはもうオ

ンラインのzoomでの参加になっていま

した。オンラインのzoomでは、ネット

の事情やコンピュータの事情により、上

手くスムーズにはいかなかったり、途中

で止まってしまうなどトラブルもあり、

やはりオンラインということもあり分か

らないことが多くありました。そのた

め、私はこの学校に入り、オープンキャ

ンパスサークルがあると知った時、この

サークルに入ってたくさんの学生さんと

関わり、分かりやすい説明を心がけ、こ

の学校に入りたいと心から思ってもらえ

るようにしたいと思いました。実際、私

たちの時はコロナ対策やワクチンも進ん

でおり、オンラインでのオープンキャン

パスは最初の何度かだけでした。しか

し、対面は去年していなかったので先輩

も初めてだったので初めの頃は難しく、

分からないことだらけでしたが、先輩も

初めてだからとより気合いを入れ、工夫

し、分からない所や困っている時には

助けてくださり、とても助けられまし

た。そのお陰で、私はほとんどのオープ

ンキャンパスの回

に参加したのです

が、全部が大成功

という形に終わる

ことができまし

た。初めての体験

だったので少し緊

張していました

が、周りの友達の

支えや先輩、先生

のアドバイスや支

えもあり成功させることが出来たという

ことに、すごく達成感を感じることがで

きました。学生生活、実際には短大なの

で2年しかなく、すぐ過ぎてしまうと思

いますが、2年だからこそ1日1日を大

切にして過ごしていきたいと思います。

オープンキャンパスでの経験もアルバイ

トやこれからの就活、将来でも活かせる

と思うのでこの経験を忘れずに思い出で

終わらないようにしようと思いました。

コロナ禍を振り返って、とても大変

な時期だったなと思いました。前

期は授業が全部遠隔で行われて友達にも

なかなか会えず、みんなで授業も受けら

れなくて少し寂しい気持ちが大きかった

です。アルバイトは居酒屋とかの飲食店

は休業したり、時短になったりと大変な

年だったと思います。私自身は結構大丈

夫な方のアルバイトだったのであまり支

障はなかったなと思います。学生最後の

1年だったので、旅行にも行きたかった

し、何をしようかと色々考えていた事も

全部出来なくて学生最後の1年はもっと

遊びに行きたかったと感じました。私の

息抜きは旅行とかライブに行く事だった

ので、それがもう全面的に無理になって

悲しかったです。完全にはコロナはなく

ならないし、いつまたライブが出来るか

もわからなくて、楽しみにしていた人と

かはもちろんのこと、アーティスト側も

悲しいだろうなと思いました。2020年

は何事も制限される年で、何をするにも

大変だったと思います。学業も、アルバ

イトも、友人と遊ぶのも全部思いっきり

出来なかったので、もちろん楽しいこと

もあったけれど、もっと自由に楽しみた

かったと感じた年でした。

貴重な最後の学生生活1年間が、コ

ロナによって制限されてしまった

ことがすごく悔しかったです。学校には

行かず家でのオンライン授業が始まっ

て、ついだらけてしまうことが増えまし

た。家を出ることができるのはアルバイ

トと必要最低限の買い物くらいで、毎日

つまらないなと感じていました。そし

て、1番大変だったのは就活です。行っ

て初めてわかることばかりなのにオンラ

インが増え、内定もなく時間だけが経っ

て焦る気持ちばかりでした。内定は現在

頂けましたが、もっと普通の生活ができ

ているときに就活ができれば今より満足

できていたかなと感じます。ですが、逆

に家にいる時間が増えてよかったことも

あります。映画をたくさん見たり、家事

が好きになったり、趣味が増えたりしま

した。友達と会えなくて寂しい思いもし

ましたが、たまには電話をすると、それ

はそれで新鮮で楽しかったです。改めて

周りの環境のありがたみを感じました。

この一年、こうなることは予想もしてい

なかったですが、どうにか卒業をするこ

とができて安心しました。

私にとってこの一年は、忘れること

のない一年となりました。短大生

活が始まる前に、新型コロナウイルスの

影響により、外出を控え家で過ごすこと

が当たり前になりました。初めは、外に

出て遊びに行きたい、学校に行きたい、

なぜこんなにも我慢をしなければいけな
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いんだろうと毎日考えていました。しか

し、家で1日を過ごしていると、1日が

長く感じ、時間の大切さを実感しまし

た。学校、アルバイト、外に出かける、

これらのことが当たり前の時は、あっと

いう間に1日が終わり、時間が足りない

とまで思っていましたが、時間がある

と、この時間は決して無駄にしたくない

という思いから、新しく何か始めようと

いう志向に変わりました。1日の時間は

決まっているため、1日にやることリス

トを作成し、できたらチェックをつける

ということを毎日し、時間を有効に使い

ました。そこで私は、短大生活で取得し

たかった資格の勉強に励みました。新し

く知ることが多く苦戦しましたが、時間

があったため、自信がつくまで何度も何

度も繰り返しました。自粛期間に3つの

資格の勉強をし、自粛空けに一発で合格

ができました。新しく挑戦したことが、

達成できた時は嬉しかったですし、コロ

ナ禍で時間があるからこそ、できたこと

でもあると感じます。コロナ禍で、想像

していた短大生活を送れず、悔やむこと

もありましたが、今だからこそできるこ

とがあり、今しか感じることができない

こともあり、私にとっては、なくてはな

らない一年となりました。今後もコロナ

禍は続くと思いますが、決してマイナス

には考えず、前向きに物事を考えていき

たいです。

私は短大に入学し、友達をたくさん

作り、サークルでは中学生の時

に所属していたバドミントンサークル

に入り、先輩とも仲良くなり充実した短

大生活を送り、私生活ではアルバイト

を始め、友達と遊びに行き、美味しいも

のを食べたりして楽しもうと考えていま

した。しかし、コロナウイルスの影響で

緊急事態宣言が出たことによって授業が

全て遠隔になりました。ほとんどの学生

は自宅で授業を受けますが、私はネット

ワーク環境が悪かったので、学校に来て

授業を受けていました。電車通学だった

ので金沢駅で乗り換えますが、ほとんど

人がいませんでした。昼時の電車に乗る

と、一車両に二人だけしか乗らなかった

こともありました。人生初の遠隔授業は

不安でいっぱいでした。名前は知ってい

ても顔は全く知らない先生の授業を受

け、レポート提出はこの方法で良かった

のかなどと考えていました。遠隔授業で

最も辛かったことは、パソコンの画面を

見続けたことです。こんなことを言って

いたら将来仕事にならないと思う人がい

ると思いますが、私にとってはとても辛

かったです。遠隔授業は先生が作った

Word や PowerPoint の文章を読み取る

必要がありますが、私は読むことが不得

意なのでまず、文章を読むことがしんど

かったです。次に私にとっては学校のパ

ソコンの画面が明るすぎることです。明

るさ調整なら自分で出来ると思っている

人がいますが、学校のパソコンは設定が

固定されているので明るさ調整が出来ま

せんでした。音量なら調整できました。

最初に考えていたことは全てコロナウイ

ルスで潰されました。ただ、悪いことだ

けではありませんでした。途中、自宅で

遠隔授業を受けることが出来たのでその

分の交通費が浮いたこと。家にいたので

映画やアニメを見る時間が増えたこと。

お菓子作りをしたこと。家にいる時間を

大切にすることが出来ました。

コロナが流行り始めた頃、正直ここ

まで日常の当たり前が当たり前で

無くなるとは思っても見ませんでした。

私が一番心配だったことは、コロナ禍の

中での就活でした。先輩方がしてきた就

活とは一変し、違う形での会社訪問や面

接の日々、心配事が重なり、毎日が嫌に

なりつつありまし

た。そんな時支え

になったのは、学

生支援課の先生方

や同じ状況にある

友達でした。自分

一人ではない、ど

んな小さなことで

も支えてくれる人

がいることを、い

つも思い出させて

くれました。コロナウイルスの流行で、

これまでの常識が常識でなくなることは

ありましたが、普段気づかないようなこ

とに気づき、感謝できた年でもありまし

た。コロナ感染の悲しいニュースばかり

ですが、誰かのせいにするのではなく、

一人一人ができることを、私自身ができ

ることを、今、精一杯頑張りたいです。

コロナウイルスの流行により、こ

の1年で世界中のほとんどの人の

生活が一変した。授業のリモート化によ

り、友人に会える機会が減った。感染し

ないために人混みを避け、家にいる時間

が長くなった。お金を稼ごうとしてもア

ルバイト先の飲食店にはお客さんが1人

も来ず、予定時間より早く帰宅すること

も多かった。2年生になった私のメイン

である就職活動にも大きく影響した。運

よく私の志望していた企業はリモートで

の面接を実施してくれた。コロナウイル

スが以前よりも終息に向かい始めた頃、

対面で面接する場を設けてくれた。友達

と就職活動の話や他愛のない話を面と向

かってすることができず、とても悲し

かった。そのような状況の中で、私の友

人は電話で面接練習を手伝ってくれた。

顔を合わせることはできなくてもできる

ことはあった。コロナウイルスにより、

私達の生活は変わり、ネガティブな考え

をしてしまうこともあったけれど、家で

の時間が増えたことによって新しい趣味

もできた。漫画や映画、掃除や料理など

好きなものがたくさん増えた。一日も早

くコロナウイルスが終息し、マスクを外

した日常を取り戻せるまで、今はまだ気
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を抜かずに生活していきたい。

入学する前は、新型コロナウイルス

の感染拡大で学校に行けない日々

が続くのではないかととても不安だっ

た。私は富山県から星短へ入学した。そ

のため、知っている子がおらず周りに馴

染めないのではないかと思っていた。オ

ンライン授業だと学校にも行けないので

友達が出来ない日々が続くのではないか

と不安だった。だが、4月は対面で授業

を行うことができ、楽しい学校生活を送

ることができた。感染対策を徹底しなが

ら、対面授業を実施してくださった先生

方にはとても感謝の気持ちでいっぱい

だ。短大へ入学して、新たな環境でたく

さんの人と出会うことが出来た。クラス

の皆はもちろん、サークルで他学年との

交流や、プレゼミナールで新たな仲間と

出会った。私にとって、この1年はたく

さんの人と出会い、充実したとても濃い

日々を送ることができた。資格取得にも

積極的に取り組み、学問においても新た

な知識を習得することができた。この経

験から星短へ入学して本当によかったと

思えた。

入学式は無事対面で行われ、非常に

安心したことを憶えています。慣

れない生活に少しずつ慣れ始め、通うこ

とが楽しくなってきた頃にコロナ感染者

が急増し、全ての授業を遠隔で行うとい

う連絡をうけ、不安ばかりが大きく膨ら

みました。しかし、先生方の手厚い支援

や、友人の協力により、遠隔授業期間は

遠隔授業期間として楽しく過ごすことが

出来ました。コロナで全員マスク着用と

なり、顔がはっきり見えない部分がコ

ミュニケーションのとりづらさに影響を

及ぼしましたが、そこを乗り越えたこと

で、コミュニケーション力がさらについ

たと実感しています。また、コロナが授

業内容にどのような影響を及ぼすのか、

しっかりと学べるのか、と不安でした

が、先生方が可能な範囲で最高の授業を

つくってくださったおかげで、沢山のこ

とを学ぶことができています。就活面に

関して、インターンシップや合同企業説

明会などをオンライン開催でする所が多

く、対面で参加したい私はショックでし

たが、情報収集をしっかり行い、対面で

開催されるものに参加することが出来ま

した。コロナのおかげで得た力もあるの

で、ポジティブに物事を捉え、自分自身

をさらに成長させていきたいです。

私はコロナ禍の1年を振り返り、挑

戦する1年であったと考える。コ

ロナ禍以前は周りの状況がよく見えたた

め、周りに合わせて行動したり、周りを

見て自分がすべきことを考えたりしてい

た。しかし、コロナ禍でリモートでの生

活になり、周りとのコミュニケーション

が減ったことで、自分で判断しなければ

ならないことが増えた。友人に確認する

こともあったが、まず自分の意思を決め

てから聞くことが多かったため、コロナ

禍以前よりも自己判断をするようになっ

た。そして、短大生活において私は様々

なことに挑戦したいと考えていたことも

あり、イベントに参加したり、それまで

したことがないことに興味を持つように

なったりした。それまでは興味があって

も不安や恐怖で消極的になったり、友人

に誘われなければ参加しなかったりとな

かなか挑戦しなかったが、短大では友人

が参加しなかったとしても自分が興味あ

るものには挑戦するようになった。そ

れによって、失敗することも増えたが、

様々な学びや経験を得ることができ、自

分を見直す機会にもなった。この1年で

得たことは今後の生活においても活かし

ていきたい。

私は今年初めて親元を離れ、一人暮

らしを始めました。高校時代まで

は家の家事を手伝うこともほとんどなく

一人暮らしを始めることになったので不

安が募る一方でした。ですが、自分で調

べてみたり友人や親に話を聞くことで解

決しました。解決するまでにも失敗があ

りましたが自分なりの方法を見つけるこ

とができました。また、今までは常に家

に誰かがいる状態だったので心細い思い

をしていましたが、友達の家に遊びに

行ったり新しい趣味を見つけることで解

消し有意義な時間を作れるようになりま

した。コロナウイルスがなければ沢山旅

行に行きたいと思っていましたが出来な

くて残念に感じました。ですが、そのよ

うな中でも違う楽しみ方を見つけたりコ

ロナウイルスが終わったあとのことを考

えることを楽しみに生活しています。そ

して、就活という人生においての大きな

転機を無駄にすることのないように今後

の短大生活をしていきたいと思います。

星短では入学初日に同級生と顔を合

わせただけで、親しい友達もでき

ないまま遠隔授業となりました。分から

ないけれど誰にも確認できない、他の人

がどれだけの速さで勉学を進めているの

かが分からないという状況で、不安や焦

りといった負の感情しかありませんでし

た。今思えば、こんな社会の状態で就職

はできるのか、就活が始まるまでに自分

は何か得ることができるのかという将来

に関する悩みがずっと家にこもっている

中で膨らんでいたのだと思います。アル

バイトもシフトが減り続けたためダブル

バイトに変更したりと、新型コロナの影

響で生活が大きく変わりました。新型コ

ロナで悪影響を被ったことは事実です

が、一人で学習する、一人で考えるとい

う機会が多かったおかげか、自主的に行

動することが多くなったように思いま

す。MOSの試験を各自で受験するよう

にと授業で伝えられた時、周りの状態が

分からなかったが遅れを取るくらいなら

早すぎるくらいに行動してしまった方

が良いだろうと考え、指定されていた

Excel、Word、PowerPointの3つを夏休

み中に受験しました。このように新型コ

ロナの影響で悔しい思いや我慢をするこ

との多い一年ではありましたが、同時に

普通に過ごしていてはなかなか身に着け

ることができなかったと考えられる力を

身につけられました。これからも悲観的

にならずコロナ禍ではあったが得るもの

は十分にあったと思えるように日々を過

ごしていきたいと思いました。
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私は短期大学部だったので大学生活

が2年しかありませんでした。な

のにコロナウイルスで1年生の半分以上

自宅学習でした。学校行事やイベントと

行事を、入学する前から楽しみにしてい

たので中止や延期になり非常に残念でし

た。リモート学習だったので友人ができ

るかすごく不安でした。学校が再開して

からは対面で授業を行ったのですが、多

くの学生が居るので少し不安でした。休

日も外出をすると気づかないうちに感染

してしまい、学校でクラスターが発生し

ないかすごく心配でした。学校生活だけ

でなく日常生活もコロナウイルスを意識

して、不要不急の外出をしないように徹

底してきました。私が思い描いていた学

校生活ではなかったのですが、貴重な経

験が出来てよかったと思います。就活で

は今まで企業説明会などは対面で行い直

接話を聞くことができたのに、感染リス

クを減らすためにWebが殆どになりま

した。合同説明会や面接ではマスクを着

用しているため、表情が分かりにくく大

変でした。この中でも頑張っていきたい

と思います。

私は、このコロナ禍の一年を振り返

ると、出来なかったことが多かっ

た分、学ぶことが沢山ありました。友達

と普通に会うことができなくなったり、

人と話すことも少なくなり、一人で過ご

す時間が増え悲しくなることが多かった

です。しかし、一人の時間が増えたこと

により自分自身を見つめなおす機会が

増え、どんな自分になりたいのか、ま

た、嫌いな自分の部分とどう向き合えば

いいのか考えることが多くなり、自分と

向き合ったことにより、自己肯定力が高

くなった気がします。そして、自分自身

の心の成長だけでなく、人と会って話す

ことがどれだけ大切かを学ぶこともでき

ました。リモート授業では相手との会話

はカメラ越しで、相手と目を合わせるた

めにはカメラの黒いレンズを見なくては

ならないことがとても苦痛でした。そし

て、会話が終わった後に、ボタンを押し

たらすぐに目の前から人がいなくなるの

が悲しかったです。リモート授業や友達

と会えなくなった日々から、コロナ禍に

なる前にもっとしっかりと向き合って話

していればよかったと感じています。こ

の1年で、できなくて悔しい気持ちに

なったこともありましたが、悔しい＝自

分なんてと思わず、悔しい＝悔しいけど

仕方ない次にいこうと感じられるように

なりました。この状況がいつまで続くか

分かりませんが、前を向いて進んでいき

たいです。

新型コロナウイルスの影響で、前期

の授業のほとんどをリモートで行

うこととなりました。先生、学生共に慣

れない環境の中で、各々が試行錯誤しな

がらも助け合い、前期が終わる頃には随

分と操作にも雰囲気にも慣れていたと思

います。私が遠隔授業を受ける上で最

も困ったことはあらゆる動作に「慣れ

る」事でした。インフルエンザなどの流

行病とは違い、今の生活は前例のない事

です。緊急事態宣言によって外出すら憚

られる日々、マスクの着用はもはや義務

と化し誰もが神経質になりました。今で

こそ少しは緩和されつつありますが、未

だ前のように過ごすことは困難です。私

は、もう元の生活が戻ってくることは無

いのだと思っています。息苦しい生活だ

とは思いつつ、元の生活に戻るよりかは

変わってしまった今の生活に慣れること

を考えた方がきっと合理的なのでしょ

う。それでも私は、何事もなく穏便に過

ごせていた頃を夢見るのです。いつか再

び以前のように過ごせることを、マスク

を外して外の空気を吸えることを、願う

のです。

今年の一年は私にとって良くもあり

悪くもある一年でした。良い面と

しては、料理や運動などの健康を重視し

た趣味を増やすことができました。コロ

ナ禍のような家で過ごす環境がなければ

始めなかったことが多くあったので、コ

ロナ禍でも自分のできることを増やせた

ので良かったと思います。悪い面として

は、例年であればできていたことができ

なかったことや、想定していなかった就

活になったことです。一つ目の例年であ

ればできていたことができなかったこと

については、旅行やカラオケなどです。

私は今年友人と旅行に行く計画を立てて

いましたが、コロナ禍のため断念しまし

た。また、二つ目の就活においては、こ

れまで学んできたような対面の面接では

なく、練習をしてこなかったオンライン

面接が主な面接となり、慣れていない中

の就活になり、苦労しました。それらの

ようなことがあり、私にとっての今年の

一年はいい面もあり悪い面もある一年で

した。また、次にこのような環境になっ

た場合も新しいことを始めて気分転換を

していきたいと思います。

この1年、コロナ禍でありながらも

非常に充実していたと感じていま

す。私は、この短大生活で多くの友人に

恵まれました。多くの規制が行われた中

でも、短大で出会った友人たちのおかげ

で毎日楽しい時間を過ごすことができま

した。一時は休校という形になりました

が、その間も友人たちと協力し合ったこ

とで、慣れない環境にも対応することが

できました。また、何よりも、笑顔で短

大生活を送らせてくれた学校には感謝の

気持ちでいっぱいです。学校が催してく

れた様々な行事は、私の学校生活を彩る

素敵な思い出になりました。中でも、流

星祭は私にとって一生忘れられない大切

な思い出です。後夜祭に出させていただ

いたという経験は、私自身の自信育成に

繋がりました。来年は、就職活動という

大きな岐路があります。その際、辛い思

いをすることもあるかと思いますが、友

人たちと支え合い懸命に努力していこう

と思います。そして、来年1年も笑顔で

締めくくりたいです。

新型コロナウイルスが流行し、生活

の制限がかかり、思うように日常

を過ごせないのはとても精神的に苦痛で

した。今までの日常がどれだけ幸せで

恵まれていたかと思うほどです。3月に

卒業をする私は、2年生になって学校に
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行ったのは後期のみです。少ないと感じ

るか多いと感じるかは人それぞれだと思

いますが、私はもっと学校に行きたかっ

たと思っています。なぜなら、私にとっ

て最後の学生生活だったからです。後期

に対面授業が再開される事になり、再び

みんなと会えると思った時の喜びは今で

も覚えています。コロナが流行しだした

時、私はすぐに収まるだろうと思ってい

ました。流行っているのは一部であっ

て、毎日流れてくるニュースを聞き流し

ていました。日に日に感染者が増え、重

症者が増え、命が亡くなり、ただ事では

無いと思った時には緊急事態宣言が出さ

れ、家からは出られず、リモート授業に

なり、アルバイト先も休業、時短営業と

なりました。マスクは必須になり、手洗

い、うがい、アルコール消毒、検温など、

コロナが流行したことにより、必ずしな

げればいけない事が増え、皆がそれに敏

感になり、神経質になったと思います。1

年前はマスクをせず外出するのが当たり

前でした。今では、マスクをせずに外出

する事ができません。マスクをしていな

い事に罪悪感を感じるほどです。就職活

動では、流行しだした時期が最も活動す

るはずの時期でした。志望していた企業

からは、面接の中止、延期、次の面接に

ついては決まり次第連絡するなどメール

が届きました。急に将来に対しての不安

が大きくなり、このまま就職できないの

ではないだろうか、と沢山考えました。6

月に縁があり内定を頂くことができまし

たが、それまでには多くの企業を調べ、

連絡を取り、緊急事態宣言でも気は抜け

ませんでした。友達と連絡を取っていて

も就職活動については話す事ができませ

んでした。聞くことも答える事も相手が

どのような状況か分からないので、周り

に内定を頂いた事は言えませんでした。

こんなに難しい状況の中でも最後まで努

力する事は今後の自分に繋がると感じま

した。2年生にあがった時は、友達と沢

山遊んで、卒業旅行の計画などをして、

最後の学生生活を思いっきり楽しむ予定

でした。何一つ出来ないことがとても悔

しいです。悔しいと思えるのも、大切な

友達に出会えたからだと思います。星短

に通って多くのものを学びました。自分

に足りないものを見つける事ができ、こ

の2年間で大きく変わる事ができたと感

じています。前向きに捉える事が出来て

いるのも、学んだことを活かせる場所に

就職し、そこで更に自分を変えられると

期待しているからです。コロナ禍であっ

てもできる事はいくらでもあります。そ

の可能性を自分で潰してはならないとコ

ロナが流行してから思いました。少しで

も早く前の日常が戻ると嬉しいです。

この1年は、思い描いていたものと

はかけ離れたものになりました。

慣れないオンライン授業では、苦労した

面が多く、また、家から出ることが出来

ない虚しさもありました。知り合いが1

人もいない状況で、友達もまともに作れ

ない、部活動もできない。どうしようも

ない不安が多くありました。しかし、後

期で対面授業が始まり、仲良くなりたい

子に積極的に話しかけにいき、友達にな

れたときは嬉しかったです。部活動も再

開でき、ライブに参加できたときは、感

動しました。こうして、対面で授業を受

けられたり、部活動が出来ることは、決

して当たり前のことではないのだと、わ

かりました。このまま、対面で授業が受

けられるかなと思っていたところ、急に

決まったオンラインでの授業。あともう

少しで、後期の授業が終わるというタイ

ミングで、非常に残念に思いました。そ

れでも、数か月間での対面授業は、充実

した時間を過ごすことができました。対

面授業が受けられるような環境を作って

くださった方々に、感謝しています。あ

りがとうございました。

コロナによってこの一年は大きく変

わってしまった。短大に入ったら

やろうとおもっていたことが全てできな

くなってしまった。前期の授業は全て遠

隔になり後期対面になったかと思えば人

との距離感は遠く満足に授業は受けられ

なかったと思う。私が心配だったことは

短大で友達が作れるか、資格が取れる

か、就活は大丈夫か。遠隔授業やSNSを

通してなんとなく友達を作ることはでき

たがやはり顔を合わせていない分寂しい

気持ちがあった。そのため私はサークル

に入った。そのおかげで四大の友人や、

先輩とも仲良くなることができた。資格

の勉強はとても難しいものだった。前期

でしっかり知識が定着しない分、後期で

の授業は中途半端になってしまった。そ

のためどうすればいいか考え短期間集中

型で勉強に力を入れた。お陰で資格を取

ることができた。今就職活動がメインに

なってきているが、学校でのガイダンス

や企業説明会などに参加。またSPIの勉

強や面接練習などをしている。これらの

ようにコロナによって影響されたことも

多くあるがそれを自分なりにどうしたら

解決できるか考えることが大切だと思

う。コロナが当たり前になってきたこの

時代の中でコロナと共に自分たちが成長

しなければいけないと考える。

2 020年度を振り返って、2020年

度は、新型コロナウイルスの発

生により、本学も多大な影響を受け、オ

ンライン授業などの措置を取ることを余

儀なくされました。しかしながら、私は

そこから学ぶことも多く、有意義な一年

にできたと考えております。まず例とし

て、オンラインであっても話し合いも可

能であるし、対面の講義と変わらず、学

びを深めることができるということを学

びました。ある先生は、「対面授業であ

るからこその偶然の出会いによって、新

しい学びを得ることができる。しかし、

その機会が奪われてしまった。」とおっ

しゃっていました。しかし私は、オンラ

イン授業を受講する中で、グループワー

クや、全体での意見交換などから、そう

ではないのではないかと感じるようにな

りました。たとえ顔は見えずとも、たく

さんの人と話合う機会を設けていただい

たおかげで、交流を深めつつ、意見も深

められたと感じたし、オンライン講義と

対面講義の優劣はそこでは決まらないの

ではないかという考えに至り、またこの

ような考えを持つに至りました。次に、
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授業で使用した資料や、講義の映像など

を見返すことができるため、普段よりも

復習の難易度が下がり、成績を上げるこ

とが可能になったと感じました。その他

にも、平時であれば可能であったボラン

ティア活動への参加や、クラブ活動など

への参加を自粛しなければならないとい

うことで、これまでの社会貢献や、地域

貢献の方法についてもっと深く考えてい

かなければならないのではないかと考え

させられる一年でした。さらに、コロナ

禍で貧困にあえぐ若者の増加など、平時

から言われていた若者層の貧困化問題な

どがコロナウイルスの影響によって深刻

化しているということで、このことにつ

いても同世代の私は他人事ではないと考

えさせられました。このように学生生活

のみならず、私生活を通しても、学びや

考えさせられることの多い一年だったと

いうふうに思いました。

私は一年振り返って大変だった分、

少しでも周りを明るくさせようと

就職活動期間や家族といる時間、アルバ

イト時間も笑顔で人と関わることを心が

けて過ごしていました。こうしたことで

今思い返してみると、以前より“何事も

前向きに頑張ろう”という気持ちが高

まったのです。そしてなによりも嬉し

かったのは、私の笑顔により笑顔になる

人が増えたことです。普段と変わらずに

アルバイトでお客様に接客をしていた時

に、ある高齢のお客様が私に“あなたの

笑顔素敵ね。ありがとう、また来ます。” 

と言ったのです。その時に、今まで頑

張ってきたことが一人のお客様によって

認められたように感じ、マスクで表情が

分かりにくい今だからこそもっと大きく

笑顔を届けようと思いました。現在では

アルバイト先の人にも笑顔の大切さを伝

え、仲間と力を合わせて多くのお客様の

対応に日々励んでいます。コロナ禍の一

年で気づかされたこと、学んだことを新

社会人になってからも変わらずに継続し

ていこうと思います。この現状が落ち着

くのには時間がかかりますが、こんな時

だからこそ一人ひとりの発言や行動に責

任を持っていかなければならないと強く

思います。

私は、県外から金沢星稜大学女子短

期大学部の経営実務科に入学しま

した。私の地元は、金沢市からだと新幹

線や電車を乗り継いでも片道3時間、車

でも片道3時間半かかってしまいます。

コロナ禍の中ということもあって、私の

周りの子は地元に帰っている中、私は地

元に帰れず、自分は精神的に弱い部分が

あり、対面授業の時でも体調不良でなか

なか大学にも通えない状況の中、ゴール

デンウィーク後と夏休み前の1ヶ月のリ

モート授業があり、人見知りな性格も相

まって友達も上手く出来ず、自分の中で

は少し辛い部分が多かった前期でした。

しかし、リモート授業自体は私の性格に

合っていて、朝の支度や公共交通機関を

使っての登校やほぼ初対面の人と直接グ

ループワークをしなければいけないとい

うストレスが軽減され、心身共に安定し

て授業を受けられたというメリットもあ

りました。メリットもデメリットもしっ

かりとあったコロナ禍の短大生活ではあ

りましたが、友達との交流もちゃんと

あったのでそこそこ充実した生活を送れ

たと思います。

2 020年、新型コロナウイルスが流

行し、世の中は当たり前のことを

当たり前にできなくなりました。このよ

うなことになるとは誰もが想像していま

せんでした。そんな中、私が一番印象に

残っていることは友人です。毎日当たり

前のように会っていた友達と、普通に会

うことができなくなりました。そして、

家族とも必要最低限の用事以外は家から

出ず、過ごしていました。アウトドアの

私にとってはとても辛く、早く外で遊び

たいという気持ちがとても強かったで

す。外食できること、ショッピングでき

ること、友達に会うことが本当に当たり

前ではないのだと気づく一年になりまし

た。しかし、そのような中でも自分が成

長できることはあると思いました。最初

は、スマホばかり触ってだらだらした生

活を毎日繰り返していました。でも、こ

れから社会人になるにあたって、ずっと

このままの生活ではダメだと思い、本屋

に行き、小説や参考になりそうな本をた

くさん買いました。そうすることで色々

な知識をつけることができ、自分自身少

しは成長できたかなと感じています。ま

だまだこのような生活が続くと思います

が、そのような中でも自分を成長させれ

ることはたくさんあるので、自分で探し

て一つずつクリアしていきたいです。そ

して、当たり前に感謝できるような人間

になりたいと思います。

私はこの1年を振り返って、自分と

向かい合う時間が沢山あったと感

じます。親が仕事へ行き、家に一人でい

る時に自分はこれからどうして行くべき

のか、今何をするべきなのかをよく考え

ていました。今までの学生生活は部活が

忙しく、自分をゆっくりと考え直す時間

がありませんでした。そのため、時間の

流れがとても早く、いつの間にか高校を

卒業していたという感覚が強かったで

す。しかし、嫌でも家にいる時間が増え

たこの1年は自分がしなければならない

ことをしっかり考え直すことができまし

た。今までの自分、そしてのこれからの

自分を考えることで勉強や生活面におけ

る目標を立てることが出来ました。私の

勉強に対する目標は、2年で4年を超え

るというスローガンを達成するために授

業を通して資格取得に励むことであった

ため、そこに力を入れました。その結果、

今の時点で資格は7つ取得することがで

きました。家にいた時の焦りも重なって

より勉強に力を入れることができたと感

じております。世の中の不穏な雰囲気に

流されず、自分がどうそれを活かしてい

くのかが大切であると感じました。

コロナの影響で、学校に行けなくな

りオンラインでの授業がありまし

た。コロナ禍で、できることが制限され

てしまい、県外に行ったり、遊びに行っ

たりと短大に入ってしたかったことがで

きない事がありました。しかし、高校生
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3．学生たちの想い

の時と比べてオンライン授業があり、電

子機器やZoomが使えるようになりまし

た。また、レポートなども紙ではなくパ

ソコンやスマートフォンを使って出すと

いうことが増え、良い機会だったと思い

ました。このコロナ禍でできること、挑

戦できることをチャンスだと思い、様々

なことが学べたと思います。オンライン

という事もあり、怠けてしまう時期もあ

りました。来年はさらに気を引き締め

て、オンラインの中でも頑張っていきた

いです。来年は、行動できる範囲が広

がって欲しいです。そして、もっといろ

んなことに挑戦して自分自身を成長させ

たいです。残りの1年を充実した短大生

活にしたいです。一刻も早くコロナがき

えて、元通りの生活に戻りたいです。

この一年を振り返ってコロナによっ

て様々な影響があった。その中で

も特に二つのことに対する影響が大き

かったと感じた。一つ目は就職活動だ。

コロナの影響で説明会などがなくなった

会社も多く、その時点で例年とは違う就

職活動となりかなり大変だった。また、

面接などもなかなか対面で出来なかった

ので、パソコンや周辺機器にも気を配り

回線が切れないよう努力したことも私に

とってはかなりストレスになった。最終

面接は本社で行ったものの、自分の性格

などが採用担当者などに伝わったのかも

とても不安になった。例年通りであれ

ば、このような不安を抱える必要はな

かったと思うのでコロナが就職活動に与

えた影響は大きいと思う。二つ目は学業

だ。二年の前期が遠隔授業となり学び方

が変わってしまった。分からないところ

があっても自分で解決しなければいけな

くなり、慣れるのに時間がかかった。慣

れてしまえばそこまで大変ではなかった

し、何より自分のペースで進められたの

で嫌な事ばかりではなかった。むしろそ

の点に関しては良かったのではないかと

も思う。その他にアルバイトでも少し影

響があったように感じる。シフトを減ら

される様なことはなかったが、ゴム手袋

を着用しての接客など、変わってしまっ

たこともあった。コロナウイルスは私た

ちの生活に様々な影響をもたらした。少

しでも早く前の様な生活に戻れるよう感

染拡大防止など努力をしていかなければ

いけないと考えた。

春休みの間、私は短大生活を楽しみ

にしていました。しかし、始まる

と遠隔授業が多くなり学校にいく機会が

少ないという現状でした。ようやく仲良

くなれた友人ともしばらく会えない期間

がありました。しかし、2学期になって

流星祭を行うことになって、私は広報部

に入りました。最初はあまり知り合いも

おらず不安でしたが、新しい友達もでき

て、先輩方とも仲良くなることができま

した。広報部の仕事はコロナの影響に

よって少なかったですが、他のサークル

にインタビューしたり、流星祭の期間

に SNSを更新したり普段できないよう

なことを体験することができてとても楽

しかったです。また今年で最後の大学3

年生に向けてみんなでメッセージボード

を作りました。集まる時間が短かったで

すがみんなで手分けして作りました。そ

れを3年生はとても嬉しそうに受け取っ

てくれたので頑張った甲斐がありまし

た。短い期間でしたが、大学・短大の学

年関係なく仲良くなることができてとて

も良い思い出になりました。最初は不安

でしたが実行委員に入ってとても良かっ

たです。2学期からはコロナも少しずつ

おさまり対面授業になりました。以前よ

り友達と会う回数も増え、前より仲が深

まりました。授業の中で合宿もあったり

してとても充実しています。最初はつま

らないと思ってい

た短大生活でした

が、自分の考え方

を変えて行動する

だけで楽しいこと

もあった一年でし

た。来年は就職活

動が本格的に始ま

るので、頑張って

いきたいです。

入学して約1年が経ちました。コロ

ナ感染者が出て対面→遠隔→対面

が続き、テストも遠隔と先生の顔は勿

論、友達の顔を見る回数が減りました。

また、外出する機会も減り、家で過ごす

時間が増えたような気がします。しか

し、家で過ごす時間が増えたので家族と

の会話が増えたり、バラバラに食事をし

ていましたが同じ時間に食事をするよう

になり家が明るくなったと思います。全

くお手伝いをしないのですが、自由な時

間が増えたのでお手伝いをする機会も増

えたので良かったと思います。また、犬

を飼っているので、散歩をし軽い運動や

ストレス発散をし快適なリモート授業生

活を送ることができたと思います。自分

の部屋で授業を受けているからか授業に

集中できなかったので、家でも集中して

授業を受けることができる空間を作りた

いと思いました。また、入学してから初

めて資格を取ったりアルバイトを始めた

りと生まれて初めての経験を多くしまし

た。辛くて諦めたい気持ちもありました

が、周囲の人の支えで今も続けることが

できています。卒業まで後悔のしないよ

うな学校生活を過ごしたいと思います。

私が金沢星稜大学女子短期大学部に

入学したときは、まだ今のように

県内のコロナ感染者数がそれほど多くな

く、20～ 30人程度でした。そのため、

対策としてマスク着用や消毒を徹底する

くらいで対面授業は多く、新しい友人も

増え大学に行くのも楽しかったです。し

かし、感染者数が増えるにつれ遠隔の授

業も多くなりました。その結果、家で一
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人授業を受け、分からないところがあっ

てもすぐ友人に聞くことができず、授業

についていけないことが何度かありまし

た。それでも、短大でできた友達に連絡

して分からないところを教えてもらい、

内容を理解することができました。遠隔

授業が増えてきた当初は、やっと仲のい

い友達ができたのに会わなくなってし

まったら疎遠になってしまうか不安に

思っていましたが、SNSで繋がってい

るため、こまめに連絡を取ることでコロ

ナ禍でも仲を深めることができました。

遠隔が増えたことによる問題はあったけ

れど、それでも友達もできたし、メール

や連絡の確認をする習慣も身についたの

で、そんなに悪いことばかりの一年では

なかったと思います。

コロナ禍の1年をふりかえってみる

と、本当に激動の年だったと感じ

る。高校の時ほど、休校の期間は長くは

なかったが、休校と学校再開が何度も繰

り返され、初めの方は何度も切り替わる

授業スタイルに困惑した。入学式が終

わって程なくして休校に入ったので、休

校が明けた後も、同級生の名前と顔がし

ばらく一致しなかった。そのため、学校

ではなく、Zoomのブレイクアウトルー

ムで初めて話した、という人も多かっ

た。しかし、Zoomで話をしたことが仲

良くなるきっかけにもなったので良かっ

た。このように、コロナ禍で受けた影響

は悪いものばかりではなかった。休校に

なったことで、片道だけで何時間もかけ

ていた登校の時間が浮いたため、その時

間を勉強に充てることができた。これは

正直嬉しかった。コロナ禍の生活を振り

返ると大変だったこと、また反対に良

かったこと、それぞれ沢山挙げられる。

しかし、どちらかと言うと大変だった事

の方が多いように思う。学校に行けば友

達と会える、当たり前のことが当たり前

にできない生活はつらかったけれど、学

校からのオンライン環境のサポートや友

達の存在のおかげで頑張ることができ

た。

コロナ禍の1年を振り返って感じた

ことは、普通に通学できることの

有り難さです。星稜大学女子短期大学部

に入学が決まってから新しい出会いやこ

れから始まる短大生活に期待をふくらま

せていました。しかし、コロナの影響で

オンライン授業となりました。パソコン

の操作が難しかったり、友達ができず、

想像していた短大生活とはかけ離れたも

のになりました。夏休みになり、ようや

く対面での授業ができるようになりまし

たが、マスクをつけての授業で顔を覚え

るのに時間がかかりました。後期が始ま

り、ようやく対面での授業や学校生活に

慣れ始めました。学校に通い友達とわい

わい話すだけでもすごく楽しくて、コロ

ナがある中で対面授業をできる環境に感

謝しようと思いました。また、部活動で

は、ハンドボール部に所属しました。楽

しみにしていた部活動が始まったのは6

月からで、体育館の人数制限や対外試合

の制限も多くありました。しかし、この

ような環境でも部活動ができ、素敵な先

輩方と素晴らしい仲間をもてて良かった

です。いつコロナが収まるか誰にも分か

りませんが、普通の生活が戻ってくるこ

とを願っています。

私は人とコミュニケーションをとる

ことが、とても苦手です。ですの

で、知っている人が数人しかいない短大

で友達が出来るのか、うまくやっていけ

るのかなど多くの不安がありました。し

かし、同じクラスになった子が話しかけ

てくれ、一日で仲良くなることが出来ま

した。それから少しして、学校の授業が

すべてリモートになり仲良くなったばか

りの友達にも会えず、とてもさみしい気

持ちなどもあじわった一年でした。今で

は対面授業が続き、学校に行く日が面倒

くさい日もありますが、友達と助け合い

ながら、とても楽しく過ごすことが出来

ています。私は現在飲食店でアルバイト

を頑張り一年間続けています。その飲食

店ではホールスタッフを担当しているの

で、お客様と関わることが多くありま

す。私は人見知りで初対面の人と話すこ

とが苦手だと感じていました。そんな時

に母と知り合いのお店に行きました。そ

こではよく進路の話や将来の相談を普段

から話したいと思っていました。その時

は将来の目標もなく、就職できればいい

なと簡単に考えていました。そして知り

合いの方に、アルバイトの話をしている

ときに「そのバイトを一年間続けられ

るってことは、本当は人と関わることが

好きなんじゃない。」と言われました。私

もそうなのではないかと思いました。日

ごろからお客様と関わるときは、どのよ

うにお客様に喜んでいただけるかなど、

無意識に考えながら行動していました。

人と関わることが好きということを知る

前までは、人と関わることの少ない職業

に就職しようと考えていました。しか

し、知ってからは職業の幅も広がり、い

ろいろなことに興味を持つようになりま

した。この一年では高校から短大に進学

し、たくさんの人との出会いがありまし

た。たくさんの出会いの中で、いろんな

ことを発見したり、こうなりたくないな

ど、自分がなりたい人物像が具体的にな

りました。そのおかげで、今まで聞かれ

ても答えることが出来なかった、夢や目

標を少しづつ答えれるようになってきま

した。残り約一年の短大生活も、人との

出会いを大切にし私がなりたい人物像に

近づけるように、資格取得やアルバイト

を頑張っていきたいと思います。

私はこのコロナ禍で、会いたい人に

会えないという初めての経験をし

ました。東京はもちろん、県外に住んで

いる友達に気軽に会えないという、今ま

で経験したことのないことが急に訪れ、

とてもストレスになりました。ですが、

ビデオ通話などを通して、現状報告をし

たり顔を見ることで、すこしでもストレ

スが半減されました。このような環境に

なって落ち込むだけではなく、自分にで

きる解決策はたくさんあるということに

気付かされました。これからたくさんの

困難や戸惑いがあると思いますが、自分

にできることをしっかり考え行動してい

きたいと思います。また、自分が置かれ

T21043

T20001

T21014

T19029



45

3．学生たちの想い

た環境に柔軟に対応していく力も、この

コロナ禍によってついた力なのではない

かと思います。今まではこうだったとい

う概念を捨て、新しい環境に柔軟に対応

していく力は、これから先社会人になる

上で、とても大切なことだと考えます。

このことも忘れずに生活していきたいと

思います。

今年は、コロナウイルスの影響で遠

隔授業や遠隔での就職活動など、

例年では考えられない体験をすることが

出来ました。2020年の4月から外出自

粛が余儀なくされ、約2ヶ月間家族以外

の人に会うことが出来ず、友達とも顔を

合わすことが無くなり、今まで学校に

行ったら普通に友達と会えることが当た

り前ではないことを実感し、友達の存在

のありがたみを知ることが出来ました。

また、緊急事態宣言と同時期にコロナウ

イルスではないウイルスに感染してしま

い、入院することになった時は、1週間

美味しいご飯を食べられず、家族にも会

えない日々が続き、好きなご飯を食べる

ことが出来る幸せや、家族がいることで

普段寂しくならず暮らせていることに気

づくことが出来ました。就職活動では、

不採用が出るたびに、「周りの就職活動

の状況はどんな感じなのだろう」、「内定

が決まっていないのは自分だけじゃない

のか」など、友達と直接会って話せない

分、不安な気持ちがどんどん募っていき

ましたが、オンラインでお互いに相談し

合うことで乗り越えることが出来まし

た。これからまた、このようなウイルス

感染の流行に直面することがあるかもし

れませんが、今回、学んだことを生かし

て多くの人が助かることが出来るよう

に、自分に出来ることから取り組んでい

きたいです。

コロナ禍になり、マスクをするのが

当たり前になり、今は普通に暮ら

していますが、コロナウイルスが流行る

前は顔を出していたことを思うと、どう

いう生活をしていたんだろうとたまに不

思議に思います。マスクは肌が荒れた

り、メイクがついたり、毎回洗ってと

色々と大変な思いをしています。しかし

ながら、コロナウイルスに立ち向かうた

めには、一つ一つの心がけが大切だと思

います。実際に家に帰るとまず手を洗

い、ハンド用消毒をするのが家族皆の日

課になっています。父は接客業をしてい

るということもあり、他の家庭よりも徹

底的に対策をしていたと思います。例え

ば、ハンド用だけでなく、普通の消毒が

各部屋、玄関にも置かれ、アルコール除

菌シートも常に使っていました。また、

家だけではなく、アルバイト先でもマス

クを付けての接客や、お客様が触る、座

るところは片付けの度に消毒を行ってい

ます。このように、常にコロナウイルス

のことを考えた生活をすることが当たり

前になっており、最初の方は苦ではあり

ましたが、今ではそれが今までしてきた

かのような毎日を送っています。そう思

うと、何も特別なことでないような気も

しますが、旅行へ行けないことや気軽に

出かけられないことを考えてしまうと、

少しでも早くコロナ禍が終わって欲しい

と願う毎日です。

行事が立て続けになくなり、友人と

遊ぶどころか登校もままならない

日々が続いた。「いつまでこんな日々が

続くのだろう」という不安に何度も襲わ

れた。そのような中で外に出なくとも家

で授業が受けられるオンライン授業はあ

りがたかった。しかし苦労もした。操作

が上手くいかなかったり、ネット環境が

不安定になったりして、満足に受講でき

たとは言えない日もあった。そのような

日々の中で、対面授業では意識せずとも

自然に声をかけるなどコミュニケーショ

ンを取っていたと実感した。無意識に支

え合いながら過ごしていた。オンライン

授業では、顔が見えず質問するにもひと

手間かかるようになった。コミュニケー

ションが取りづらくなったいま、今まで

のように支え合うには一人一人が小さな

勇気を出すことが必要だろう。何か困っ

ていることがないか声をかけてみる。今

まで電話しなかった人にかけてみる。こ

のような小さな歩み寄りでほっとする人

が数多くいるのではないだろうか。私た

ちは今までの学生生活で意識せずとも自

然に支えあってきた。その心は時代は変

われど変わらない。これからもずっと大

切にしていきたい。

まず就活面では受けたいと思ってい

た企業の応募がなくなってしま

い、辛かったけれど、他の企業を視野に

いれ最終的には行きたいと思える会社に

内定をいただけたのでよかったです。授

業面では、初めてのオンライン授業とな

り最初はうまくやれるのか心配だったし

1人で受けることに少し心細さを感じた

ときもあったけれど、思っていた以上に

分かりやすくて、課題などもスムーズに

進めることができたので安心しました。

なにか困ったことがあったら先生にすぐ

相談できるシステムにもなっていたので

助かりました。ただ、オンライン授業は

家で受けられるので楽だけれど、授業の

少し前に起きれば大丈夫という状況に甘

えてしまい生活習慣があまり良くなかっ

たのは反省点でもあります。正直自粛生

活ではスマホを見る時間がものすごく増

えてしまったと思うしダラダラした生活

が続いてしまっていました。友達ともな

かなか会えず、どこにも遊びに行けない

のも辛かったし今もまだ自由に行動でき

ない状況だけれど、危機感をもった1人

1人の意識、行動がとても重要だと思う

ので引き続き感染対策を徹底しながら生

活していきたいです。

新型コロナウイルスの影響で学校に

行くことができなくなり、遠隔授

業となりました。短大にいくことができ

なかったため連絡できる友達も少なく、

周りの友達がどのくらい授業を進んでい

るのか不安でした。しかし、私はこの自

粛期間の時間を有効に使おうと前向きに

考え、効率の良い学習方法を身に着ける

ことができました。私は、夏休みまでに

MOSの資格を取得するという目標を立

てました。私は高校までExcel を使用し

たことがなく、初めてExcel の問題に挑
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戦しました。前期の授業は、新型コロナ

ウイルスの影響で対面で授業が受けるこ

とができなくなり、合格できるか不安で

した。しかし、この自粛期間を有効に使

い、一日1時間は集中して取り組みまし

た。分からない問題はそのままにせず、

ZOOMを利用し、先生に直接聞きまし

た。その後、間違えた問題を中心に何度

も問題を繰り返して解きました。その結

果、私は効率の良い学習方法を身に着け

ることができ、その後も様々な試験に挑

戦しました。自分の力だけで問題を解く

ことは、困難なことではありましたが、

この期間に自分自身の学習について見直

すことができた貴重な時間だったと思い

ます。今後も時間の使い方についてよく

考えて行動をしていきたいです。

“これから新たな生活がはじまるの

だ”という期待よりも多くの不

安を抱えて私の短大生活がスタートしま

した。通学の際の満員電車、授業のこ

と、楽しみにしていた行事や研修、就職

活動、様々な不安が私を襲いかかり一時

は自宅の外に一歩でも出るのが怖く、仕

事から帰ってくる親の存在ですら恐怖に

感じていました。そのような中、遠隔授

業がスタートし、不安の日々が始まりま

した。操作に慣れないパソコンと長時間

睨めっこをし、分からないことがあって

も頼れる友達がいない、家から出ること

もできないのでリフレッシュができな

い、この状況がいつ終わるかも分からな

い、そんな日々が本当に辛く感じまし

た。さらに追い打ちをかけたのが、習い

事のレッスンに2ヶ月間行くことができ

ないということでした。私はモダンバレ

エを幼少期から習い続けており、将来は

表現者・ダンサーとして活躍したいと考

えています。人生の目標のひとつにテー

マパークダンサーになることがあり、ダ

ンサーが次々と解雇されていく報道を目

にした時はショックと同時に夢が奪われ

たという悲しさが私を襲いました。テレ

ビをみても暗いニュースばかりが放送さ

れており気持ちも沈んでいた時、習い事

の恩師から一通の手紙が届きました。そ

こには“このよう

な状況だからこそ

皆で力を合わせて

乗り越えよう”と

書かれていて、い

つまでもくよくよ

していてはダメだ

と自分を奮い立た

せることが出来ま

した。その日から

私は、将来への投

資のために今できることはないかを考え

始めました。密な状況を避けるために自

宅の中でストレッチやバーレッスンを行

い、外で踊ったり、普段習うことの出来

ない県外の先生方のレッスンをオンライ

ンで受けてみたり、たくさんの動画を見

て研究をしノートにまとめたり、限られ

た状況でも工夫をすれば出来ることが沢

山あることに気づくことができました。

コロナ時代とまで言われているこの状況

がまだ終わったわけではありませんが、

この経験があったからこそ学ぶことがで

き、感じとれたものが多くあります。何

となく学校に通い授業を受け友達と交流

し、当たり前のように習い事のレッスン

に通い、夢を追い続け、家族と思い出を

作り、日常を過ごせていたことがどれだ

け素晴らしいことで幸せなことである

か、あたりまえと感じていた日常がどれ

ほど特別なものなのか、家族や友達の存

在がどれだけ多くの幸せを私に与えてく

れていたのか、たくさんたくさん感じと

る事ができました。そして、初めは違和

感でしかなかったマスク着用や手指の消

毒など、ひとりひとりが小さな努力を重

ねることで医療従事者の方の負担を減ら

すことができ、多くの命を救うことに繋

がるのだという“絆”のようなものも感

じとることができました。これからは、

この経験から学んだ多くのことを無駄に

するのではなく次のアクションを起こす

時にどれだけ活かすことができるのかが

重要なのではないかと思います。自分の

命のリスクより相手のことを思って日々

闘っている方や世界のためを思って行動

している方を見習って、私も夢を追い続

けたいと思います。1人でも多くの方に

勇気と笑顔を届けることができるよう、

1人でも多くの方の心を動かすことがで

きるよう、“今できることは何か”を常に

考えて努力していきたいです。

短大生活が始まるのと同時に授業が

オンラインになって友達もいない

中で、課題提出や授業をこなすのは大変

でした。分からないことがあったら連絡

できる人もいなかったのでほとんど1人

で頑張るという状況でした。それでも、

時間割を把握したりいつまでに課題を終

わらせなければいけないのかというスケ

ジュール管理能力がついたと考えます。

また、就職活動でオンライン化が進む

中、授業の中からパソコンなどの電子機

器に触れる時間があったことにより、今

後の役に立つと思いました。最初は慣れ

ない短大の授業を受けることに不安もあ

りましたが、後期からは対面という形で

授業を受けることが出来たことはとても

嬉しかったです。仲の良い友達も作るこ

とができ、留学などのプログラムがなく

なったり通常できることができなくなっ

たのは残念でしたが、この状況下での学

校生活は充実したと言えると思います。

感染対策をしっかり行った上で残りわず

かな学生生活も頑張っていきたいと思い

ました。

2 020年度を振り返ると、コロナウ

イルスの影響により、当たり前の

日常が当たり前ではなくなりました。高

校生の時に思い描いていたような短大生

活も送れなくなりました。短大生活がス
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タートすると、キャンパスに入ることが

できたのはほんの数回でした。新しい友

達と出会えることをとても楽しみにして

いたため、とても残念でした。だんだん

慣れてきたアルバイトも、コロナウイル

スの影響により営業時間がどんどん短く

なり、店自体が営業を停止することにも

なりました。授業は全てオンラインとい

う形になっていたけど、夏休みを終える

と、学校で授業を受けることができるよ

うになりました。コロナ禍以前の状況と

同じようにはいかないけれど学校に通え

るようになり、とても嬉しかったです。

コロナウイルスの影響によって悪いこと

ばかりではなく、様々な環境に対応する

力が身についたと思います。どんどん就

職活動の時期が迫ってくるなか、今年は

去年よりもさらに難しいことが予想され

ます。沢山不安がありますが、沢山の方

がサポートしてくれるので後悔のないよ

うに頑張りたいです。

コロナ禍で1番印象に残ったこと

は、zoomでの授業です。不安も沢

山ありましたが、パソコンに触る機会が

あまりないので、勉強になったと思って

おります。そして、仲の良い友達もでき、

学校が始まってから毎日が楽しかったの

を憶えています。勉強も、ついて行くの

が大変だと思っていたのですが、先生方

も学生のスピードに合わせてくれ、分か

らないところがあれば止まって教えてく

ださいました。アルバイトでは、休業で

働くことができませんでしたが、お弁当

販売をしており、たまに手伝いに行きま

した。私はアウトドア派なので、自粛中

は散歩によく行ったりしていました。私

は、旅行が大好きなので、行けなかった

2年。沢山行きたい場所を調べて、行っ

た時に楽しめるように考えていました。

この前東京に行ってきた時、とても感動

しました。行ったことなかった横浜中華

街や久しぶりに行った渋谷、沢山変化し

ていたので楽しかったです。

コロナウイルスが広まり、全授業が

遠隔になったことで私が一番つ

らかったのは、なかなか気持ちにオン

オフがつけられず、1日がだらだらと過

ぎてしまっていたことです。授業数も少

なく、周りの人たちがどのような生活を

しているのかが見えないことも、自分を

甘やかすことにつながっていたのかもし

れません。そのような状況の中で私を助

けてくれたのは友人の存在でした。友達

とやらなければならないことを確認しあ

い、わからない場所を教えあい、励まし

あうことがとても自分の成長につながっ

たと私は思います。また、この状況のお

かげだといえることもありました。様々

な資格試験が延長され、受けることが出

来る時期が限られてしまいました。しか

し、だからこそ勉強時間もとることが出

来、半年の間でたくさんの資格を取るこ

とが出来ました。リモートでの働き方も

重要視されているなかで、リモートで授

業を受けられたこと、話し合いをするこ

とが出来た経験は良い経験になったと思

います。

コロナウイルス流行の影響は就職

活動と授業の面から感じました。

就職活動では私の場合、面談や面接に

Zoomを使いました。企業説明会から面

接まですべてオンラインだった企業や、

一次面接はオンラインで、最終面接は対

面で行った企業など様々でした。特にオ

ンライン面接と対面面接の両方の対策を

しなくてはいけないところが最も大変な

ところだったと思います。授業では遠

隔になり、課題の提出やテストをドッ

トキャンパスで行うようになったので、

ついて行くのに苦労しました。一方で、

Zoomを使って受ける授業は大事なとこ

ろをスクリーンショットできるので、何

度も見返せたり焦ってノートにメモする

必要がなかったりしたところはよい点だ

と感じました。このように、コロナウイ

ルスが流行してから苦労することもあり

ましたが、遠隔授業やオンライン面接な

ど、以前ではありえなかったことを経験

できたことは自信にもつながってよかっ

たのではないかと思いました。

私はコロナ禍の一年を通して、今ま

での普通の生活が送れる幸せを改

めて実感しました。私は新型コロナウイ

ルスが流行する前まではアルバイトを

週6回入れていたのですが、緊急事態宣

言での自粛が決定してからは、バイトが

週2、3日しか入れてもらえなくなりま

した。人件費削減のため、知人にも仕事

がなくなったという人もいました。とて

も過酷な時期に仕事がなくなるという最

悪な事態で、私自身もこれから先の不安

がとても大きくなりました。また、学校

の授業も家でのオンライン制となったた

め、家にいることが増えストレスがとて

も溜まりました。ストレスの発散方法と

して、いつも洋服を買ったりしていたの

ですが、アルバイトに入れないためお金

が稼げず自分に使えるお金も減る一方で

ストレスを発散させる方法もありません

でした。ですが、家から出たいという気

持ちが大きかったため、運動をはじめま

した。そのおかげで趣味が見つかり筋ト

レやウォーキングなどが今ではストレス

発散方法となりました。人と関わらず自

分のしたいこと、できるものを見つけ、

その楽しさも感じることができました。

この一年は自分の人生計画においてもと

ても大事な時間だったので、留学ができ

なかったりしたことは気持ち的にとても

大きな影響を受けましたが、改めて今ま

での生活がどれだけ幸せなことか感じる

ことができました。やりたいことがすぐ

できたり、行きたいところがすぐ行けた

り、自由に生きていける日本がまた戻っ

てくると信じて今は感染者を増やさない

ために、自分も健康管理には気をつけて

います。今年は就職活動があるのでコロ

ナに負けず、面接はマスク下でも150%

の笑顔で精一杯乗り切ろうと思います。

この1年は、新しい環境に適応する

ために必死でした。4月から短大

生活が始まりましたが、学校生活に慣れ

る前に遠隔授業に切り替わり、新しいこ

とが次から次へと増え、分からないこと

だらけで大変でした。しかし、そのおか

げで、自分で考え行動する力が身につき

T21059

T20073

T19083

T20056_辰島

T21093



48

ました。学校生活だけでなく、普段の生

活もコロナの影響で制限されている日々

だったので、なかなかストレス発散が出

来なかったことも辛かったです。私の趣

味は、カラオケで熱唱する事なのです

が、この1年は営業停止することが多々

あったので新しい趣味を見つけることに

しました。そして、新しく見つけた趣味

は、映画鑑賞とカレー屋さん巡りなので

すが、どちらも今ではカラオケと同じく

らい好きなことになり、制限された日々

でも充実した日々を送れています。こ

の1年で学んだことは、自分の機嫌は自

分でとるということです。限られた生活

の中で、自分で楽しみを見いだし熱中で

きることを探す事は大切であると、この

1年で気づくことが出来ました。この世

の中だからこそ、大切なことがわかった

り、新しいことにチャレンジしやすかっ

たりすると思うので、これからもどんど

ん新しい楽しみを見つけていこうと思い

ます。

私はコロナ禍の一年を振り返って、

とても辛い一年だったけれど新し

い力を身に付けることができた一年でも

あったなと思います。就職活動は自分が

思い描いていたものとは全く違うものと

なり、最初はどうすればいいのかとても

悩みました。企業説明会は直接企業に行

くことができずほとんどがオンラインで

行われ、会社の雰囲気やどのようなこと

をしているのかがあまりわからず履歴書

を書くことも大変でした。しかし、その

中でもしっかり対策をして本番に挑めた

ことはとても良かった部分だなと思いま

す。先輩に自己PRを添削してもらった

り、オンラインで面接対策をしたりなど

誰かから評価してもらうことで自分のだ

めな部分にも気づくことができたし、だ

めだった部分は本番までに修正すること

ができたので、対策することはとても重

要だなと改めて気づくことができまし

た。その時に自分から積極的に意見を聞

きに行く力を新たに身に付けることがで

きました。自分から聞きに行くことに

よって、何が良くてどこを直した方が良

いのか詳しく教えてもらうことができる

し、何より質問する力や意見を聞く力を

同時に身に付けることができるので、積

極性はとても大事なことだと就職活動を

通して学ぶことができました。社会に出

てもこの力がなくなることはないし、さ

らに伸ばしていけたらいいなと思いま

す。コロナ禍の一年はどうなるか誰も想

像つかなかったし、私自身もこうなると

は思ってもいませんでした。しかし、そ

の中でもしっかり授業を受けて、就職活

動を行えたことはとても素晴らしいこと

だなと思います。今後も引き続き頑張っ

ていきたいです。

私の中でコロナは、とても大きな存

在でした。たたでさえ一人暮らし

で人と関わることが少なかったのに、そ

れに追い打ちをかけるようにステイホー

ムを要求されました。コロナが流行り、

せっかくの春休みでしたが、実家に帰る

ことも許されずにアパートで過ごしまし

た。新しい病気でしたので、どのような

ウイルスなのかも理解していない恐怖が

あり、友達と会うのを控えました。それ

は自分なりの最大の努力だったと感じて

います。そんな中で就職活動が始まりま

した。一人で行動し、考え、コロナに

対応した面接の練習もしていないまま、

数々の面接を受けました。受けた会社に

落ちていく度に、コロナで脆くなってい

た心が砕けていきました。オンライン授

業だったので、友達と会うこともありま

せん。みんなの就活状況がどのくらい進

んでいるのかなと想像しながら授業を受

けていました。頭の中はずっと就活かコ

ロナの2択でした。そんな中で、友達と

の電話はとても楽しい時間でした。コロ

ナに対する不満や、慣れないオンライン

授業を受ける大変さを語ることで、スト

レスは半減していきました。私は、フ

リードリヒが生まれた赤ん坊に話しかけ

なかったらどうなるのかという実験をし

ていた事を思い出しました。その実験で

は、コミュニケーションを取らなかった

赤ん坊50人は1歳の誕生日を迎えるこ

とも無く亡くなっています。人は、コ

ミュニケーションを取らなければ死んで

しまうのだと思いました。私は、改めて

友達の大切さに気づけたのだと実感しま

した。コロナは、多くの人の命を奪い、

自由を奪い、決していいものでは無かっ

たけど、その中で自分は何を得たかを考

えた時に、家族や友達の大切な人をこれ

からも大切にしていきたいと思わせてく

れる出来事だったと私は思います。

この1年を振り返って良かったこと

もあれば、悪かったこともあった

と思う。入学して新たな学校生活が始ま

ることをとても楽しみにしていた。しか

し、実際はコロナの影響で様々なイベン

トがなくなったり、オンラインでの授業

となってしまった。そのためにコミュニ

ケーションを取ることが難しく、新たな

人間関係を構築することは実際にはとて

も困難だった。授業で何度かグループ

ワークをする機会があった。しかし、顔

も分からない人といきなり会話するのは

抵抗感があり、緊張した。このようにオ

ンライン授業を通して不安に感じること

は多くあった。だからこそ対面で授業を

行えることになった時、改めてそのあり

がたさを感じた。相手の表情がよくわか

るし、授業で分からないことはすぐに質

問することができた。不安なことは多く

あったが、同じ経験をした人だからこそ

共感を得られ、通じる部分もあったので

はないかと考える。また、オンライン授

業になったことは残念ではあったがその

反面パソコン操作が入学前と比べて上手

くなった。初めはタイピングすらままな

らない状態であったのにレポートや課題

提出を通して今ではとてもスムーズに行

えるようになったと感じる。このように

1年を振り返って残念なことも多くあっ

たが、このような状況下でしか出来ない

経験もあった。コロナはいつ終息するか

分からないがこの1年の経験を活かし、

臨機応変に対応していきたい。

コロナ禍の中で入学した短期大学で

したが、最初は本当に不安しかあ

りませんでした。友達ができるかという

T19039

T19112

T20096

T21055



49

3．学生たちの想い

こともそうですが、一番心配していたの

は、オンライン授業になったときちゃん

とついて行けるのかということです。ま

た、短大の勉強が難しくなり、より専門

的になっていくので、オンライン授業に

しっかり理解が出来るのか、分かりませ

んでした。実際に、オンライン授業に

なった期間がありましたが、心配してい

たほどではありませんでした。それで

も、スムーズには行かなかったと思いま

す。また、私は短期大学の入学を機に、

一人暮らしを始めました。一人暮らしを

するとなると、家事や自炊全てをしなけ

ればなりません。両親も、実家が遠いの

でそんなに来れないので、電話でのやり

とりをずっとしていました。会えていな

いということもあるので、最初の2ヶ月

はとても寂しく感じました。友達と遊ぶ

にしろ、ソーシャルディスタンスを意識

しないといけなかったので、遊ぶに遊べ

ませんでした。そのため、家で一人で過

ごす日々が続いていました。ずっと家に

いる期間、なにか別なことが出来ないか

と新しい趣味を見つけられたので、この

一年は私にとって良い経験が出来たと思

いました。

3 月の頭にあった大きな合同説明会

が新型コロナウイルスによる影響

で中止となり、まだ色々な企業の情報を

得られていなかった私は就職活動に対す

る不安が一気に大きくなった。就職活動

を本格的に始める3月中旬頃から県内で

の感染者も増え始め、徐々に自分自身も

コロナウイルスに対する危機を持ち始め

た。県内で行われる企業説明会もマスク

と消毒の徹底や人数を制限したり、人と

人との距離を取った対策がされる中で参

加していた。採用情報や企業情報を直接

聞くのが難しい中での就職活動は本当に

不安だった。コロナ禍での初めての就職

試験は第一志望の企業だった。書類審査

と一次面接を通過し、最終面接は緊急事

態宣言が発令された次の日だった。コロ

ナウイルスにより思っていたように就職

活動を進められていなかったが、第一志

望の企業だけはしっかりと情報収集もし

ていたので、この面接で就職活動を終わ

らせるという気持ちで最終面接に臨ん

だ。おかげで無事に内定を頂くことがで

き、不安だったコロナ禍での就職活動を

終えた。ここで就職活動を終えることが

出来ていなければ、緊急事態宣言が発令

されていたので合同説明会はもちろん企

業説明会も無くなり不安な気持ちを抱え

たまま自粛生活を過ごしていただろうと

思う。第一志望だけでもしっかりと企業

情報や採用情報などの情報収集をしてお

いて良かったと感じた。4月中旬に就職

活動を終えられたおかげで3月中旬から

抱えていた不安やストレスから解放さ

れ、自粛期間をだらだらのんびりと過ご

せたのも今ではいい思い出になってい

る。

私はコロナの影響で今までの生活が

できなくなり、当たり前の日常が

変わって行ったと感じました。本来は高

校を卒業して友人と旅行に行ったり、み

んなで集まって遊んだりなどしたかった

です。ですが、卒業したタイミングでコ

ロナが流行してしまったため、楽しみが

全部なくなりました。人と会うこともで

きず、外に出ることも出来なくなる、こ

ういった日が来るとは誰も予想していな

かったと思います。緊急事態宣言が出さ

れ1度は落ち着きましたが、第二波がす

ぐにやってきたりとこの1年は油断出来

ない状況でした。その中でも医療従事者

の方達は、必死でずっと戦ってくれてい

ると想像したら本当に感謝しかないで

す。毎日1人でも多くの人を救うために

戦ってくれているからこそ私たちは恩返

しをするべきなのではないかと思いま

す。たくさんのありがとうを伝えたいで

す。いつ今の状況が収まるか予測できな

いですが、一人一人が自分の行動を考え

直し、意識すれば少しでも良い方向に

戻っていくと感じます。生きづらい世の

中になっているからこそ今は我慢が必要

だと思います。

私は、短大約二年間を通して新しい

ことに挑戦したり、20歳で知ら

ないようなことも知ることができたと感

じました。まず、コロナ禍で簡単にマス

ク無しでは出歩けない、旅行にも行けな

い、友達とのご飯もあまり進まない、と

いう日々のストレス発散できるところが

なく、とても苦痛に思っていました。で

すが、逆に家にいる時間が増えたからこ

そ、今までしてこなかったことをしてみ

たり、普段より家事をするようになった

り、自分の時間が増えたり、家族との団

欒の時間が増えたりと、小さな幸せに気

づくことができました。今思うと、この

短大生活はある意味自分にとって大きな

節目になったと思います。就職活動も厳

しかったり、授業もオンラインになっ

たりと、今まで思いもよらないことが

あり、新しいことを知ることができま

した。オンライン授業になったからこ

そ、パソコンをある程度触れるようにも

なり、これからの就職先でも生かしてい

けると思います。コロナ禍で沢山の我慢

と努力をしたので、これからの就職活動

は新しいことにもっともっと挑戦してい

き、今の、この暗い経済を明るくする小

さな力になれればいいなと思います。

コロナ禍で日々の学生生活だけでな

く、就活やアルバイト、プライ

ベートな時間に支障が出た1年だった。

自粛期間中は就活が出来ない焦りと不

安、外出出来ないストレスばかりで先が

見えなかった。友達とも会えない日々は

本当に辛く、改めて学校に行ける有り難

さ、友達の存在の大切さを実感した。コ

ロナ禍で色々な事を実感できた気がす

る。家族の仲も以前より深まった気がす

るし、何より家族と話す機会が多くなっ

た為、自分の就活に対する不安や、やり

たい職業の話ができた気がする。今だか

ら言えるのは、新型コロナウイルスが流

行しなかったら、私たちは今も密を避け

たりマスクを必ず着用して外出すること

は無かった。だが、新型コロナウイルス

が流行してくれたから、身の回りの人の

存在の大切さ、家族という居場所を感じ

られることができたと思う。良くも悪く

も新型コロナウイルスは私たちの日常を
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変えてくれたと私は思う。学生最後だっ

たので、いつも通り学校に行って友達と

話したり放課後そのまま遊んだりして過

ごしたかったが、それよりも大きな事を

学生のうちに実感出来たため、自分に

とってはいい思い出となった。

新型コロナウイルスの中で家族のこ

とを知ることが出来ました。前期

の授業は、オンライン授業で一日中家に

いることが多くありました。そのため、

今まで知らなかった両親が何時に起きて

何をしているのかなど一日の生活をより

知ることが出来ました。両親の大変さを

知ったことで、忙しかったのにも関わら

ず今まで私を支えてくれたことに感謝し

なければならないと思いました。今は

「ありがとう」と感謝を伝えることしか

できません。しかし、私が就職したとき

両親を旅行に連れて行ったり、便利な料

理器具を購入したり、親に今までの感謝

を行動で伝えていきたいと思います。ま

た、私は両親が仕事で外出している時、

家に一人でいることが多くありました。

一人でいると「将来は大丈夫なのか」な

どいろいろなことを悲観的に考えてしま

います。しかし、親戚が「家に来ないか」

「一人で大丈夫か」など私のことを心配

してくれていました。私を心配してくれ

ている家族の大切さを知りました。コロ

ナの経験で、物事を悲観的に考えるので

はなく前向きに考えて周りを見て行動す

ることで私の将来の人生を考えることが

出来ました。今まで経験したことがない

「新型コロナウイルス」で困難な状況を

経験して、今の私は、これからどんな困

難にも乗り越えられる気がします。

コロナの影響を最も感じたのは、公

務員試験の筆記対策でした。CDP

では毎年2年生の8月に筆記試験の直前

答練があります。例年は毎日学校で行わ

れるのですが、今年は各自模試をこなし

ていくという形式に変わりました。この

ような形式になり、不安の要素が大き

かったです。CDPを受講している友だ

ちにも会えないので孤独感があり、最後

まで集中して勉強をやりきることができ

るのかという思いがあったからです。し

かし、この経験があったからこそ自己管

理能力が養われたと思います。コロナが

あったことで、これまで当たり前に友だ

ちと授業を受けられていことに感謝でき

た1年でした。親孝行ができたのは、コ

ロナ禍で良かったことだと思います。も

ともと就職活動が終わったらアルバイト

をしたり旅行に行ったりしたいと思って

おり、実家に帰省したとしても短期間を

考えていました。しかしコロナでアルバ

イトと旅行が難しくなったことで、実家

に帰省し、家事を手伝うことができまし

た。両親に手料理を食べてもらう機会が

あまりなかったので、新鮮に感じまし

た。これまでは自分のことで精一杯だっ

たので、両親を手助けできる機会があっ

て本当に良かったと思います。コロナで

友だちに会いにくいこともあり、家族と

いる時間が増え、離れていたときの分も

話ができていると日々感じています。

私は、コロナの影響で前期の授業が

少なくなったことを利用してその

時間を資格取得に利用しました。挑戦し

た検定は、MOSのエクセル、ワード、パ

ワーポイントの3つです。本来なら通学

に1時間かかってしまうところを、勉強

時間に充てることができるようになりま

した。それによって、他の授業科目の勉

強時間を削ることなく、検定勉強のため

の時間も十分に確保することができまし

た。しかし、3か月という限られた時間

の中で授業の合間に3つの検定勉強を両

立させることは、中々大変です。そこで

私は、授業の復習や課題などに関する勉

強と検定勉強とで別けて時間を確保して

進めました。別々の時間に勉強を進める

ことでどちらとも集中して取り組むこと

ができ、どちらかに偏ったり疎かになっ

たりすることを防ぐことができました。

そのおかげで、授業も資格もどちらもい

い成績を修めることができました。コロ

ナ禍で授業がオンラインとなり時間がで

きたからこそ、短期間で複数の資格取得

に挑戦し、高得点で合格することができ

たのだと思います。

このコロナの一年を振り返り、コロ

ナでやりたいことができないこと

もあったけれど、その分、コロナの状況

があったからこそできたことも多かった

と感じました。短大では、前期にコロナ

の感染の影響で、オンライン授業と対面

授業が交互に行われることがありまし

た。そのときにオンライン授業で使わ

れたのは ZOOMでした。高校生の時は

YOUTUBEでのオンデマンド型の授業が

主だったのですが、ZOOMは使ったこ

とがなく、短大に入って初めて使いまし

た。使い方は一切分からず、授業などで

説明がありましたが、最初は慣れること

ができずに戸惑っていました。しかし、

だんだんと使い方が分かるようになり、

今では共有や、背景の設定などたくさん

の機能を使えるようになりました。そし

て、ZOOMがこれからの生活で必要に

なってくる物なので、コロナの影響で

ZOOMを使えるようになったのは良い

ことだと感じています。今から就活が始

まりますが、特に県外だと、ZOOMでの

面接が増えてきたり、オンラインでの説

明会があると思います。親の仕事場でも

ZOOMでの仕事が増えてきているよう

なので、これからの自分のためにも良い

機会になりました。コロナの影響で県外

に旅行ができなかったり、マスクが必須

になってしまったり、アルバイトが飲食

店だと営業時間が短縮になってしまった

りと不便なことも多く、悲しいこともあ

りますが、コロナの中でも自分にとって

楽しいことや、充実していると感じる出

来事は多く、良い一年を過ごせたと思い

ました。

2 020年のコロナを振り返って、短

大一年目という新しい環境の始ま

りに起こったことなので、授業とか、就

職とか不安が多かったです。家から出る

こともあまりなかったため、家にいるこ

とも多くなり、友達とも会えず、辛かっ

たです。でも家にいることで家族との会

話が増えたり、普段しなかったことに手
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をつけられるようになりました。まだコ

ロナ終息には時間がかかると思います。

気を抜かずにコロナにかからないように

気をつけて行きたいです。

2 020年 1月頃からから新型コロ

ナウイルスが流行し始めました。

始めは中国で原因不明の肺炎が流行って

おり大変そうだなと他人事のように感じ

ていました。2月にはほし☆たび上海の

同窓会に参加して自分が変わった分、ほ

かのメンバーも大きく成長しており「負

けていられない」と気持ちを新たにこれ

からの就活を頑張ろうと思えました。3

月に入ると得体のしれないウイルスを私

たちは恐れはじめ、マスクや消毒液が店

頭から消えました。4月には全国に緊急

事態宣言が発出され、その影響で就職活

動は例年より後倒しになりオンライン化

が進みました。慣れないオンライン説明

会や面接に戸惑いながらも活動を続け7

月に内定をいただくことができました。

私にとって新型コロナウイルスは憎くて

怖い存在です。ですが、そのおかげで

色々なことを知り、経験できています。

新型コロナウイルスの影響で私たちの生

活は大きく変化し、当たり前だったこと

が当たり前に出来なくなりました。いか

にこれまでが幸せだったのかを実感しま

した。感染のリスクを背負いながら働い

てくださっている人々や、コロナ禍での

学校生活を支えてくれた先生方に感謝を

し、自分に何ができるのかを探しながら

新社会人として活躍していきます。

2 020年を振り返るとコロナに振

り回された一年だったと感じる。

高校の卒業式では在校生がおらず、声も

発してはいけない静かな卒業式が行われ

た。少しの間で終わると思ったコロナ禍

での生活は今までの生活を一気に変える

ものであったと感じる。春から新たな出

会いを胸に星短へ入学したものの、授業

が全てオンラインになり孤独な日々を過

ごしていた。大学での友達がいないた

め、わからないことや困ったことを相談

できる相手がいないことがとても辛かっ

た。昔から仲の良

かった友達とも、

なかなか会えず

ずっと引きこもっ

てばかりいた。し

かし、コロナにな

り学校が遠隔に

なったことで私は

免許センターへ通

うことができたた

め運転免許を取得

することができた。このことだけは、コ

ロナで良かったと思う。初めてのアルバ

イトで会う方全員がマスク姿しか知らな

いとことがとても不思議に感じた。マス

クだけでは伝わりづらいことが多く、接

客面ではかなり苦労した。また、シート

が貼ってあるためお客様の声が聞こえな

い、私の声が届いていないと言うことも

あった。このようなことから2020年の

私の生活は、今までとは違う新しい生活

となっていた。

これまでのコロナ禍を振り返ると、

やはり就職活動が一番の思い出で

す。石川県初の感染者が出た日はイン

ターン中で、その時まだ感染対策はなに

もしておらず、すぐにおさまるだろうと

いった軽い気持ちでした。しかし、マス

ク・消毒が当たり前の毎日になり、合説

も全て中止となってしまいました。合説

中止が決まったときは本当に焦りと不安

でいっぱいでしたが、この気持ちのおか

げで就職活動のやる気に繋がったと思い

ます。私はそこから10社以上の個別会

社説明会に参加し、気になる会社は全て

受験するなど積極的に行動することを意

識しました。また、友人と会えない日が

続くなかでも電話で相談し合うことも大

切にし、気持ちを高め合っていました。

その結果、コロナ禍の影響をほとんど受

けることはなく就職活動を行うことや無

事第一志望の会社に内定をいただくこと

ができ、本当に嬉しく思っています。4

月から社会人となり、今は不安な気持ち

もありますが、明るく前向きに日々成長

していきたいです。

私がコロナ禍のなかで得たものはあ

るのだろうかと、考えることがよ

くある。短大に進学し、一人暮らしを始

め、オンライン授業で学校が始まり、自

分の時間が大いに作れたはずであった。

私はまず、アルバイトを始めた。金沢の

中心街の方が家の近くよりは時給が高い

のが目に見えていたが、私は家からの近

さを優先した。車の免許を持っておら

ず、バスでの移動もめんどくさいと感じ

てしまったからだ。アルバイトというも

のを初めて体験したのだが、まず、「い

らっしゃいませ」と言うことになれるこ

とから始まった。挨拶すら苦手の私は、

それを言うのにはじめは抵抗があった。

なにも知らないところから始めるという

ことがやはりはじめは緊張するし、うま

くいかないことを実感した。そして、少

しして思ったことがあった。家からの近

さを優先したはずなのに、距離が遠くな

いか？雨の日も雪の日も休むわけにはい

かないし、人手が足りない中で店長がほ

ぼ毎日半日以上お店にいる。まず一度入

れると言ったのだから休んではいけない

と、責任感はあった。しかし、遠かった。

自転車で15分、歩いて50分。私はな

にしているのだろう、と思ったのが雪の

日の朝5時半に家から歩き始めていた時

だ。私のシフトは6時半からだった。雪

かきがされていない道を、音楽を聴きな

がら歩いていた。時給800円台のアルバ

イトにここまでしていく必要があるのか

と自問自答を繰り返していた。このアル

バイトは今年の1月にやめた。半年も続

けていた自分を褒めたい。コロナ禍でわ

たしは時間を有効活用できなかった。資
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格取得も勉強もなにもしなかった。しか

し私は、すべて言い訳にしかならない理

由を並べて、自分を正当化してしまう。

この期間で、他人との差をつけることが

できた人も、コロナを言い訳になにもし

なかった人も、さまざまな人がいる。高

校生や大学1年生、就活生は変化を余儀

なくされ、周りからはかわいそうといわ

れる。確かに、制限されたことは沢山

あった。卒業旅行も海外研修も留学も諦

めた。しかし、そこで気持ちを落として

はいけなかった。人間は、環境が変化す

ることに対しての対応力がもっと必要で

あることに気づかされたのではないか。

結局はすべて自分次第なのである。限ら

れた中でどう行動するか、楽しむのもな

にもしないのも、人生は自分のせいであ

る。これが、私がコロナウイルスの影響

をうけて改めて感じたことである。

コロナ禍になって、一番変わったこ

とは、人に対する信頼度です。新

型コロナウイルスに感染してないと本人

が言っていても実際かかってしまってい

た人もいたので、どんなに仲良くて信頼

していても、軽率な行動で感染してまた

誰かに感染させてしまうという負の連鎖

から、人を疑ってしまいがちになってし

まいました。外出や人と話すことが億劫

になってしまい、家に引きこもるように

なってしまいました。テレビを見たり、

スマホを触る時間が増えたので視力も低

下してしまいました。しかし、外出をし

なくなったので、貯金が増えました。し

かし、コロナの影響でアルバイト先でも

暇なことが多く、売り上げがないとマス

ターも困っていました。世間的には、こ

のような時期に外出するのは好ましくあ

りませんが、店側からは、お客さんが来

ないので、売り上げがない、在庫が余っ

てしまうなどの問題が出てしまっていま

した。私のバイト先では、アクリル板の

設置や、次亜塩素酸の機械の設置、アル

コール消毒徹底をし、お客さんに安心し

て来店していただけるようにしてきまし

た。このような、積み重ねが大切で、急

にコロナが収束するはずがないのでみん

なが協力していかなければならないと思

います。ニュースを見ていても、政治家

の人が経験をして国民に呼びかけていま

すが、やはり、国民一人一人が責任のあ

る行動をしていかなければならないと思

いました。

コロナ禍の1年を振り返ると、非常

に変化の大きかった年のように感

じます。私自身が実際に経験したことと

しては、講義を自宅でオンラインで受け

るようになったり、アルバイトでの時間

短縮、移動の制限、マスクの着用があり

ました。友人と過ごす時間や思い出を作

る時間、社会に出るまでの学生としての

経験をする時間を失うこととなりまし

た。失うことが多く悲しい気持ちになる

こともありましたが、変化が生じること

で新たに得ることもありました。得たこ

ととして、自分について考え、見つめる

時間が多くなったことです。以前は、ア

ルバイトに追われていたため、最初は何

をしたらいいのかということで悩んでい

ました。しかし、時間の使い方を見つけ

ることでうまく過ごすことができるよう

になったと思います。コロナが終息し、

以前のような生活とまったく同じように

戻ることはないと思いますが、オンライ

ンで済むようなことはオンラインで継続

していったりなど、コロナ禍で得たこと

を上手く取り入れて、便利な世の中に

なっていければと思います。

新型コロナウイルスというウイルス

に全世界の人々が悩まされ、時代

に残る現象が起きてしまい、残酷な気持

ちでした。初期の頃はどのような威力の

あるウイルスであるのか分からなく、自

分は大丈夫だろう、すぐ収まるだろうな

どと思っていました。しかし、全国でウ

イルスに悩まされる人々が大幅に増え、

マスク、アルコール等が手放せなくなり

ました。そして、命を落とす危険性もあ

ることが判明した時は、改めてこのウイ

ルスの力は今までになく恐怖でした。私

が新型コロナウイルスの影響で一番悩ん

だ事は、就職活動でした。就職活動が始

まる頃に流行りだしたため、合同説明会

や個別説明会が延期になり、どのように

行動に起こすべきか分からなくなってし

まいました。そして、春休みを終え2年

生を迎える頃には、学校が遠隔授業を開

始し、学校に行く機会がなくなり「まだ

始めなくても大丈夫」を繰り返し考える

ようになりました。その為、就職活動が

遅れ気味になり、企業の説明会が終了し

てしまって、焦り始めました。また、友

達から面接や内定の報告を受けた時は、

面接を受けられる企業はあるのか、どの

ように自己分析するべきなのか不安でし

た。その為には、行動を起こさなければ

始まらないと思い、進路支援課の方々に

相談し、個別説明会を聞き、何社か面接

を受け、無事内定を貰うことができまし

た。この経験を得て、新型コロナウイル

スに悩まされ思うように就職活動が出来

ませんでしたが、自分から行動するとい

うことを忘れずに、これから社会人と

して行動していきたいと思います。1年

経った今でも終息はしていない為、気を

引き締め生活していきたいと思います。

また、1年生は、今、就職活動の最中だ

と思いますが、「まだ大丈夫」と思わずに

まずは行動に起こし、後悔しないような

就職活動をして頂きたいです。

この一年は新型コロナウイルスの感

染がまだまだ収まらず、大変な年

でした。感染予防のために手洗いや消毒

の徹底、マスクの着用、ワクチンの接種、

不要不急の外出を控える、3密を避ける

など様々なことをしてきました。コロナ

禍の生活には慣れてきて感染予防をする

ことにあまり苦は感じていませんでした

が、辛かったことや残念だったことが2

つありました。1つ目は、ワクチンの接

種です。私はワクチンの副作用で39.8

度の熱が出たり、関節が痛くなったり、

体がだるくなったりする症状がでまし

た。2、3日で症状は治まったけれど、副

作用がひどかったのでとても大変な思い

をしました。2つ目は、友達や親戚と会

えない日が多くあったことです。私は、

星短に入学する前は知り合いが誰もいな
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かったため、最初のころは不安でいっぱ

いでした。しかし、入学してからは仲の

良い大切な友達が出来ました。もしコロ

ナが無ければ、新しく出来た友達ともっ

と色々なところに遊びに行ったり、学校

で会ってたくさん話したりとさらに仲を

深めることが出来たのではないかと思い

ます。コロナ禍で友達と関わる機会が

減ってしまったことが少し残念だったと

感じています。また、親戚が遠い県外に

住んでいるため、なかなか会えなかった

ことも残念でした。しかし、辛かったこ

とや残念だったこともあったけれど、良

いこともたくさんありました。家で過ご

す時間が多かったため、勉強時間が増え

たり、趣味の時間が増えたりしました。

そのおかげで充実した日を送ることが出

来ました。また、家族と一緒に過ごす時

間が増えたので、家族で色々なことを話

したり、笑いあったりして家庭がにぎや

かになったと思います。今後はさらにコ

ロナが増えてきて大変になってくると思

うし、制限されることが多くなるかもし

れません。しかし、そのようなことが嫌

だと思っても、必ず前を向いて進んでい

きたいと思います。そして、今まで以上

に感染予防を徹底して過ごしていきたい

です。

コロナウイルスの影響を受けて私の

学校生活は大きく変わったと思い

ます。具体的には、イベントなどの行事

が減ったことや、オンライン授業があげ

られます。イベントでは楽しみにしてい

た百万石まつりの参加がなくなってし

まったことが、短大に来て初めにショッ

クを受けました。短大で友達と一緒にイ

ベントを楽しみたいなと考えていたの

で、こればかりはコロナを少し恨んでし

まいました。オンライン授業では、私た

ちが1か月ほど対面授業を受けて突然の

出来事でした。社会では ZOOMでの会

議が浸透しているのは知っていました

が、いざ自分がその立場になると、どの

ようにしたらよいのかと、不安に駆られ

ました。また、友達も数えるほどしかお

らず、頼れる友人も少なかったため、ほ

ぼ一人での作業はとても大変でした。新

しい環境に変わってすぐの状況だったの

で、どっと疲れた半年間でした。無事、オ

ンライン授業を乗り越え、対面授業に切

り替わった後期では、前期よりもコロナ

ウイルスが落ち着き、当たり前の日常に

戻った気がします。イベントもソーシャ

ルディスタンスを取りながらですが、行

われていますし、ゼミによっては県外に

研修に行っているところもあります。今

は、また新たなウイルスが拡大していま

すが、私はコロナに負けず、残り一年の

短い短大生活を充実させたいと思いま

す。

私はこのコロナウイルスの影響で多

くの事ができなくなったり、悪い

ことが多くあったと思います。まず、旅

行に行けなくなったことです。私は今年

で学生生活が終わるので今の内にできる

ことをたくさんやりたいと思っていまし

た。特に海外旅行に行ったことがないの

でずっと行きたいと思っていて、二年ほ

ど前から家族で旅行に行くことを決めて

いました。ですがコロナウイルスの影響

で行くことができなくなり、働き始めた

らなかなか旅行に行くことが難しくなる

ので、行けなかったことが一番悔しいで

す。また、学校行事は全て無くなり、もっ

と友人と思い出を作ることができたのに

それができなくなった事が残念でした。

逆にまだ良かったことは、家にいる時間

も増えて自分の趣味を見つけることがで

きたことです。自分と向き合うことがで

き、読書の面白さに気づくことができま

した。また、コロナウイルスが流行する

前の生活がどれほど良かったのか気づく

ことができ、改めて「当たり前」という

素晴らしさに胸がやられました。まだし

ばらくはマスク生活で、みんなでマスク

を外して楽しく生活できる日常を早く迎

えられるように一人一人がしっかりと注

意をして、自分の体は自分で守れるよう

にしたいと思います。また、医療関係者

の方々に本当に感謝します。

今年度は新型コロナウイルスの影響

で遠隔授業に切り替わり、平凡な

学校生活というわけにはいきませんでし

たが、この1年私は充実した学校生活を

送ることができたと胸を張って言えま

す。私たちにとっては学生として残され

た時間は2年という短い時間です。学生

でしかできないことを今最大限にすべき

だと思い、思い切って新しいことに挑戦

することを決めました。今まで続けてい

た競技とは離れ、新たな競技でマネー

ジャーになることを決意しました。しか

し、初心者である私はルールさえも分か

らず何もできない自分が嫌で、自分に葛

藤する毎日でした。そのような日々を暗

中模索しながら我武者羅に進んできた結

果、任されることやできることの幅が広

がり、やりがいを感じ始めました。選手

たちには全日本インカレ・東日本インカ

レと素晴らしい舞台を見させてもらい、

貴重な経験を得ることができました。マ

ネージャーとして選手の一番近くで見守

ることができ、勝利の喜びや悔しさをと

もに分かち合え、競技の面白さや楽しさ

に気付くこともできました。きっと部活

をしていなければできない経験を得るこ

とができ、マネージャーとしてチームの

一員で関われたことに誇りに思います。

思いきった挑戦は自分を変えてくれると

感じました。何事にもやってみることが

大切だと改めて気づきました。

コロナ禍の一年を振り返って、私が

一番大変だと感じたことは、就職

活動です。コロナ禍によって予定されて

いた説明会は無くなり、行きたいと思っ

ていた企業もコロナによって採用を取り

やめにされたのでとても悲しかったで

す。またコロナの最中でも沢山の企業に

足を運ばなくてはならないと思っていた

ので、いつコロナウイルスにかかるのだ

ろうという恐怖も同時にありました。し

かしそれでもめげずに頑張った結果、無

事内定を頂くことができたのでとても嬉

しかったです。私は5月の初め頃に内定

を頂いたのですが、友人はなかなか内定

が決まらずとても悩んでいました。コロ
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ナ禍によって説明会を開催している企業

が少ないことによる情報不足や採用人数

の縮小など様々なことが積み重なり、な

かなか内定を頂くことができないと嘆い

ていました。しかし、そんな中でも諦め

ずに頑張り、友人も無事内定を頂くこと

ができました。友人が内定を頂いたとき

は、自分のことのように喜んだことを今

でも覚えています。またそれによって友

人との絆も深まったと実感しています。

コロナ禍によってたくさん辛い思いを経

験しましたが、その辛い思いが今の私の

原動力になっています。

このコロナ禍を振り返ってみて行動

を制限されることも度々ありまし

たが、別の角度から見ると良かったこと

もある一年だと思います。まず、授業面

では新型コロナウイルスが特に猛威を

奮っていた時期はオンラインでの授業で

した。オンライン授業では対面授業の時

よりも自主性を試されているような気分

になり、いつもより積極的な姿勢で授業

に臨むことが出来たのではないかと思い

ます。その他にもパソコンを使う頻度が

増えたのでパソコンの扱いが上手になっ

た事が変化として挙げられると思いま

す。次に生活面では、アルバイトの事を

挙げようと思います。私は短大生になっ

てから居酒屋でアルバイトを始めまし

た。石川県が蔓延防止対策を出していた

時期は、お酒の提供が制限されたり、営

業時間の短縮などで約二ヶ月間お店の方

が休業する事態になってしまいました。

その期間アルバイトをする事が出来な

かったので、自分の思っていた短大生活

よりアルバイトに励む事が出来ませんで

した。その事が今でも少し心残りになっ

ています。新型コロナウイルスの社会が

当たり前になって数年経ちますが、マス

ク社会に適応したように人は一つずつ地

道に環境に適応する事が出来るのだなと

実感しています。まだ、このコロナ禍は

続くので油断せず終息を待とうと思いま

す。

コロナ禍になって一番大きく影響が

あったのは家庭であると思う。前

期の頃は感染状況が悪く、遠隔授業が

多々あったため、家にいる時間が長かっ

た。コロナが拡大する前までは、家事な

ど一つも手伝っておらず、すべて母が

行っていた。以前は何とも思っていな

かったけど、家にいる時間が長くなって

家族を観察する機会が増えてから、働き

ながら家事をすべてこなす母の負担に気

づくことができた。遠隔授業で、学校に

通っている時よりも時間が多くあったの

で、母の負担を少しでも減らすことがで

きればと、料理、洗濯など家事をする

ようになった。母にもたびたび感謝さ

れ、辛そうだった母も楽になったと喜ん

で笑ってくれることが増えた。コロナが

流行せず、家にいる時間も以前と変わら

ないままだったら、母の負担にもきっと

気づくことはなかったと思うし、これか

らも家事をすることはなかったと考えた

らぞっとする。そういう面では、自分と

家族を見つめ直す良い機会であったと思

う。

圧倒的なコロナ世代として私は大学

受験をしました。コロナ世代で、

高校3年生の時から学校行事は制限のか

かった状態で行ってきました。短大生活

1年目の終盤の今もまだ毎日マスクをつ

けて感染予防を徹底しながら授業や文化

祭など学外授業をこなしてきました。や

はり、コロナがなければ毎日学校に行っ

て普通に授業を受けたり、文化祭ももっ

と充実した楽しみ方が出来たと感じて

います。コロナ禍で、オンラインでの授

業が増えたことに

よりオンライン

授業の良さも感じ

るようになりまし

た。ブレイクアウ

トルームを使った

授業などでは直接

会ってはいないけ

ど、zoomだと対

面で話すよりも気

楽に顔を見て話し

たり聞いたりすることができました。他

にも授業と授業の間の休憩、移動時間が

ない分、予習に当てたりと自分のための

時間に使うことができるようになりまし

た。これからの社会、コロナが落ち着い

てもこういったzoomを使用した会議や

プレゼンは増えてくると思います。その

時に対応できるように今のうちにオンラ

インを使ったものに触れておくことはと

ても大事なことだと感じました。2年次

は1年次とは違い自分の就職や編入につ

いて考えることが多くなってくると思う

ので、今のうちに進路について真剣に考

えたいと思いました。

コロナ禍の1年を振り返り、自分自

身の行動を見つめ直した年になっ

たと感じました。就職活動やアルバイト

など、多くのことがコロナウイルスの影

響で制限されました。全てが初めての経

験で、様々なことが制限されている今、

自分ができること、すべきことは何なの

かを考えるきっかけになりました。就職

活動に関しては、マスクをつけての実

施・オンラインでの実施で意識すべきこ

とを考えました。マスクをつけて面接を

行う場合は、目元しか顔の情報がないた

め、目に表情を出せるように意識して取

り組みました。オンラインでの選考では

ラグがあるため、面接官との意思疎通が

難しく、苦戦しました。また、画面を見

てしまうとどうしても目線が下にいって

しまうためカメラを見る必要がありまし

た。このようなことを防ぐために友達に

頼み、オンラインでの練習を重ね、徐々

にオンラインでの会話に慣れていき、自
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信に繋がりました。アルバイトをして

いた飲食店は、コロナウイルスの影響

で4月〜7月まで休業となってしまいま

した。そのため、家にいる時間が増えま

した。そこで私は家にいる時間を有効活

用しようと考えました。私が行ったこと

は料理や部屋の掃除・洗濯などの家事で

す。私以外の家族はコロナウイルスの影

響で仕事が休みになったりなどはなかっ

たため、家に1人になることが多く、そ

のときに母が家事と仕事を両立している

姿を見て、少しでも力になれたらと思

い、家事をしようと決めました。掃除や

料理は元々好きだったため少し慣れてい

たのですが、洗濯などの慣れない作業は

初めは苦戦しました。しかし、やってい

くうちに効率も上がっていき、楽しくな

りました。このようにコロナウイルスの

影響で様々なことが制限されていること

をマイナスだけで捉えるのではなく、自

分自身の行動でプラスに変えていく意識

を持って取り組むことで制限がありなが

らも充実した1年を過ごせたのではない

かと感じています。

まず学校生活が2年生に入ってから

激変し友達に会えなくなったのが

とても悲しかったと思っています。そし

て就職活動では、面接がリモートになっ

たりなど人と会う機会が画面越しになっ

たことにとても不安になりました。自分

の就活だけでなく周りが今どのような状

況なのかも分からずとても不安になった

り、友達のなかで情報を交換したりなど

分からないまま進んで行くのがとても怖

かったと思いました。しかし、友達と会

えない中でも電話や LINE で話したりい

つもはした事の無いことをできたのかな

と思います。授業もリモートになったり

など少し不安があったけれどきちんと単

位を取得できたのでよかったです。これ

から社会人になるために家にいる時間を

利用して今しか出来ないことをたくさん

やっていきたいと思っています。そして

会社もこの時代にあった働き方に変わっ

ていくと思うので、それに自分も対応出

来るようにしていきたいです。本当に学

生生活は楽しかったなと思っています。

コロナウイルスが流行り出した時期

がちょうど私たちの就活が始まる

頃でした。ただでさえ就職活動に対して

不安がつのっていたのに、コロナウイル

スが流行り始めてさらに不安がつのりま

した。異例のリモートでの説明会や、リ

モートでの面接などが各地で行われ始め

てそれに対応するだけでも必死でした。

私はリモートでの面接ではなく対面での

面接でしたが、当然のことですが、マス

クは必須で行いました。面接で会社側に

入りたい意思を伝える時、話す内容もで

すが表情もかなり重要になってきます。

その中で、マスクをずっと付けていなけ

ればいけないのがとても不安でした。笑

顔が大事でも目でしか表せないし、やは

り普通の面接よりも不利ではないかとい

う気持ちがありました。そうならないた

めにも、できるだけマスク越しでもわか

るように笑顔でいることを心がけ、表情

が見えない分、相槌や話す言葉により気

をつけて面接に挑みました。その間、学

校はリモート授業で、2年生になってか

らは学校に後期まで行くことができませ

んでした。就職活動中は、友達と直接

会って情報交換や励まし合いができない

ことも不安のひとつになりました。自粛

しなければいけない状況で、ビデオ通話

などを使ってみんなで励まし合いながら

なんとか終えることができました。想像

していた短大2年の学生生活は送ること

ができなかったけれど、コロナウイルス

がなくなる生活に戻れるよう、自分自身

の行動などに気をつけていきたいと思い

ます。

私は、このコロナ禍の一年を振り

返って何が起きても対応していか

なくてはならない状況であり、やはり大

変だったと感じる。入学当初は、コロナ

禍ではあったものの、通常授業を行うこ

とができていたため友達もでき、楽しく

過ごすことができていた。しかし、しば

らくしてコロナが流行し、授業が遠隔と

なった。夏に遠隔になった時には兄弟が

夏休みに入っており家で授業を行いにく

く、自分だけではなく家族にも気を遣わ

せてしまうことがむず痒く感じた。幸

い、スムーズに授業を出来ていることが

多かったため授業の遅れなどは感じな

かったが、やはり、学校で授業をした方

が良いと感じた。その後は、コロナが落

ち着き通常授業に戻り、生活リズムも安

定していたが、いつ遠隔になるのかわか

らなかったため、やはり通常通りとはい

かなかった。就職についても、友達の状

況などもあまり知ることができなかった

ため、不安がたくさんある。その後も期

末試験期間にコロナが急増し、また遠隔

授業となった。今後の不安は、正直たく

さんある。一番困惑したのは、学校でコ

ロナが出てしまって遠隔になるかと思い

きや、学校まで提出しなければならない

課題があったことである。正直、コロナ

が怖かったため、課題はすべて遠隔のほ

うが良かったのではないかと思う。しか

し、遠隔対応の授業も多かったため基本

的にはそういった不安は解消されたとい

う風に考えている。次年度は、何とかあ

まりコロナに困惑させられないように収

まってくれれば良いと感じる。

この一年で、私たちが当たり前だと

思っていることの大切さに改めて

気づくことができた。初めて経験した遠

隔授業では、機械を通して相手とやり取

りをしているため、対面の時よりも自分

の意見や気持ちをうまく伝えることがで

きず、相手を誤解させてしまうことが

あった。また、それらから相手に言葉で

説明することの難しさを実感した。現在

は、人と直接会うことができている。し

かし、これは当たり前のことではない。

いつ、私たちの行動が制限されてもおか

しくはない。コロナ禍によって、家族と

だけ過ごしたり、一人で過ごしたり、身

近な人以外と会話をする機会が減った。

それによって、言葉の伝え方が雑になっ

てしまったり、指示代名詞で会話を済ま

せてしまったりしていた。例えば、物

の名称を使わずに、「あれ」「これ」「そ

の」などの言葉を多用したり、主語を飛
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ばしてしまったり、自分本位になってい

た。この経験を通して、相手と会話をす

る時、もっと「相手に伝わること」を意

識すること、また、今の生活に感謝しよ

うと思うことができた。これからも、こ

の意識を忘れずに日々を過ごしていきた

い。

コロナ禍は私たちの生活に大きく変

化をもたらすこととなった。私た

ち短大生が一番変わったことといえば、

リモート授業ではないかと思う。最初は

戸惑ったが、スムーズにリモート授業へ

と変換していくことができたのは、電子

機器が常に身近にあったことなのではな

いかと思う。今ではスマートフォンが当

たり前になっており、持っていない人の

方が珍しい。手元にあるもので簡単に授

業に参加できたのは、この世代だからこ

そなのではないかと思う。ITが発達して

いるとはいえ、まだ紙など古典的な方法

が根付いているのではないかと思う。こ

れからこのコロナ禍のような、もしくは

それ以上のことが起こるかもしれない、

または5Gが進んでいるようにどんどん

IT化が進んでいくかもしれない。そんな

事態に臨機応変できるためのきっかけと

このコロナ禍はなっているのではないか

と思う。そのためには、今学んだことを

様々な人へと発信していく力が私たちの

力で大事なことではないかと学んだ。

コロナ禍の私の生活を振り返って1

番苦労したことは勉強面である。

去年の春休み明けから約半年間は、リ

モート授業であった。家での勉強は時間

を有効的に使えたり良い面もあったが、

とにかく集中が続かないことが多かっ

た。周りに誰もおらず緊張感が全くない

ことから勉強の内容が頭に入ってきにく

かった。最初は、zoomの扱いが慣れず手

こずったり、ネット環境が悪ければ先生

の声が聞こえづらかったり、画面をずっ

と見ているのもかなり疲れてくる。みん

なで教室に集まって授業をする環境がと

ても恋しくなった半年だった。一方、ア

ルバイトの方では、コロナが騒ぎ始めて

から、マスクや体温計などの商品が不

足、そのことをお客さんに説明する手間

などが増え苦労した場面もあった。しか

し、バイト中のマスク着用が義務付けら

れてから、私はとても接客がしやすく

なったと感じる。息苦しさや声が通りづ

らい、表情がお互いにわかりずらいとい

うこともあったが、人見知りな私的には

逆にいつもより明るく接客しやすくなっ

たと感じた。悪いことも良いこともあっ

た約1年は、当たり前にあったものの大

切さにとても気づかされる時間であっ

た。

4 月に星稜短大に入学した当初は、

友達ができるか、勉強についてい

けるかなど不安が多くありました。ま

た、2年後自分がどんな職に付けるかな

ど将来に対しても不安なまま私は入学

しました。授業の中で私が一番苦労し

た、苦手意識が強かった科目は簿記の授

業でした。初めは授業には全くついてい

けず、先生の言っていることすら理解で

きない状態でした。しかし、家での復習

や先生や友人に積極的に聞くなどした結

果、少しずつですが理解できるように

なってきたので良かったです。また、全

商簿記3級の資格も取得できました。部

活動では、剣道部に入部し、大学生と共

に日々稽古に励む毎日を送っています。

同級生で女子が私しかいなく、周囲の部

員は強く、練習にもついていけず、つら

い日々を過ごしました。しかし、「人一

倍練習し強くなりたい」という思いで

日々稽古に励むと練習にもついていける

ようになり、毎日の部活動がやる気に満

ち溢れ、とても楽しく充実して部活動に

取り組んでいます。また、自主練習も行

い更なる上の段を目指し日々頑張ってい

ます。アルバイトでは学内アルバイトを

しています。英語技能検定や TOEIC の

試験官をしています。私の性格上初対面

の人と接するのが苦手であったり、自分

に自信がないために堂々と行動すること

ができない性格です。その性格を少しで

も克服することを目標にアルバイトでは

与えられたことプラスαで行ったりしま

した。まだまだですが少しずつ克服でき

るように今も頑張っています。星短に入

学し、入学前にはできなかったことや苦

手なことが徐々にできるようになり、自

分自身が日々成長し続けています。コロ

ナ禍で学校にいけない期間や勉強など不

安や大変なことが多くあった1年でした

が、充実しとても楽しく過ごすことが出

来たので良かったです。来年度は、この

1年で身に付けた多くのことを武器に就

職活動を頑張っていきたいと思います。

コロナ禍の2021年を振り返って、

最初は不安の気持ちが大きかった

です。高校生から短大生へと変化し、環

境が大きく変わったことから、慣れるま

で大変でした。本格的なリモート授業

で、1人で受ける授業は、なんだか物足

りない時間でした。ですが、学校へ通え

るようになってからは、自ら同級生に声

を掛けようという思いが強く、たくさん

の人と仲良くなることが出来ました。こ

の気持ちは、1人で授業を受けたからこ

そ、強く思えたことだと思います。ま

た、私は短大生なので、就活への心配が

ありました。上手くいくのか、分からな

いことだらけでしたが、進路支援課の

方々が、様々な企画を計画してくださ

り、少しずつ、働くことへの意識作りが

出来ました。短大生活では、自主性が大

切だと感じた1年でした。自分のために

何が必要なのか、それを考えながら、授

業を受けたり、資格勉強をしたり、合説

に参加したりしなければいけないと思い

ました。コロナ禍で自分の時間が多かっ

た1年でしたが、自分のために何ができ

るか、そのような事を実行できた1年で

した。ですが、まだまだ満足はしていな

いので、これからも自主性を持って行動

したいと思います。

短大生になって大変なことは沢山あ

りました。きっと今の2年生の方

が苦労していたと思います。私たちの場

合は初めの方はまだ対面でした。だから

遠隔授業に変わるまでに少しだけ短大の

雰囲気を掴む事が出来たのは大きかった
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と思っています。ですが、初めて会う人

の顔の半分以上マスクで覆われていたの

で、顔と名前を覚えることにとても苦労

しました。1度長期間遠隔になった時期

もありましたが、その頃には最初よりは

名前と顔が一致している人が多かったの

で不安はありましたが、周りの人と連絡

を取りあったりしながら協力して乗り越

えることが出来ました。私は高校の時、

コロナで色々な行事が無くなったりして

いたため、短大に来てコロナ禍の中、そ

の行事をみんなと笑顔で行えたその瞬間

だけはコロナ禍ということを忘れるくら

い楽しかったことは覚えています。マス

クをずっと付けているので友達などに想

像していた顔と違うというような反応を

されないかと外す時はとても怖かったで

す。今では1日のうちマスクをつけてい

る時間の方が長いので外している時は違

和感があります。コロナが終息してマス

クのない生活が早期戻ってくることを願

いたいと思います。

コロナの関係で、思いもしてなかっ

たような短大生活を送りました。

授業はオンラインになり、就職活動にも

かなり支障がありました。例年とは違う

ことばかりで、簡単に友人と会うことが

できず、正直いって短大2年生になって

からは楽しくないことばかりでした。し

かし、オンラインの授業では、自分の

ペースで取り組みやすく、予習や復習を

定期的にすることができるなど、オンラ

インならではのメリットも感じました。

友人とも、zoomを通して顔合わせする

ことができたので、zoomの授業でも楽

しく受けることができる時もありまし

た。就職活動中の会社説明会や面接まで

もオンラインになることがあり、分から

ないことばかりではありましたが、この

ご時世ならではの体験ができました。こ

れから先、いつコロナが終息し元通りの

生活に戻れるかはまだ分かりませんが、

今に合った生活の仕方で、楽しみながら

社会人になっていきたいと思います。コ

ロナのせいで、旅行にも行けず友達にも

会えず、思うような充実した学生生活は

送れませんでした。それでも、オンライ

ンならではでの学べたこともあったの

で、良かったのかもしれません。

短大生になって一年たった頃にコロ

ナウイルス（COVID-19）が流行

りはじめ、私たちの生活に大きな打撃を

与え続けています。インフルエンザとは

違う驚異的な感染力と命の危険性。外に

出ることもなくなりこれからもこのよう

な生活が続き、だけど世界の終わりとま

では思えない、不思議な狭間の中、自粛

生活が余儀なくされています。その結果

好きなように生きられなくなり、大切な

もの・人も失いこれ以上何をなくせばよ

いのか分からないと思う人も沢山いるで

しょう。そんな中、外に出られない状況

で授業を再開できたのがリモート授業で

した。最初は目や頭が痛くなり集中でき

ていませんでした。ですが画面と教科書

を交互に見ることを出来るだけ控え、瞬

きを増やしたり飲み物を飲んだりしてこ

の生活に慣れました。慣れるまではかな

り時間がかかりました。外に出られない

という異常事態を普通と思えと突然言わ

れても、飲み込む

ことができずスト

レスが溜まり、ス

トレスが溜まると

家族と衝突したり

と中々毎日がハー

ドでした。コロナ

ウイルスはいつど

こで感染するのか

も分からず、どれ

だけ細心の注意し

ていても感染してしまったら新聞に載

り、周りから「何も対策していない」と

思われるかもしれないという恐怖と毎日

戦い続けています。私は祖父母と一緒に

暮らしています。祖母は認知症で、母は

何年間か引きこもっていてようやく外に

出ようと頑張っている最中でした。祖父

は祖母の介護に勤しみ家事もこなしてく

れます。私たちが家の中にいない方が祖

父は自分のペースで介護できるそうなの

で、最初は邪魔扱いされていると思い怒

りを覚えていました。ですが、冷静に祖

父から話を聞くと、こんなにも忙しい仕

事を一人でこなしているという事実を孫

に知られたくなかったそうです。こうい

うことを言うのは不謹慎ですが、自粛期

間があるからこそ話し合う機会が増えて

知ることもありました。家にいる分、自

分の思った通りにならないと愚痴をこぼ

し、それを聞いた家族の誰かがまた愚痴

をこぼす。その連鎖自体とてもストレス

でした。家に居たくないし家出したい、

友達に会いたいなど沢山の感情が爆発す

ると喧嘩が勃発です。それでも家にはい

なくてはいけない、引きこもっていても

必ず部屋からは出なくてはいけない、そ

の結果顔を合わせる。見る度にイライラ

していました。だけど、何が楽しいのか

わからなくなり、“楽しい”という気持

ちも今日の“出来事”もなくなったこと

に気が付きました。元々家族全員、仲は

良いはずなのに喧嘩をして、日に日に口

角が上がることが少なくなりました。一

度家族で話し合うと、ストレスをどこに

発散すればよいか全員が分からない状況

でした。それから話し合うことがしばし

ばあり、お互いの気持ちを言葉で交わす

とスッキリするということも分かりまし

た。コロナ期間中、自分の大きな変化は

生活の改善です。友達からは「朝起きら

れない」「昼夜逆転した」「夜ご飯しか食

べていない」といった声をよく耳にしま

す。ですが私の場合朝早く起きて、母の

お弁当を作ってお見送りし、課題に取り

掛かるという学生らしい生活が送れてい

ます。コロナウイルスは関係ないかもし

れませんが、本当に起きられなかった私
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が朝早く起きて弁当と朝ご飯、昼ご飯、

晩御飯を作っているのは奇跡だと思いま

す。色々な料理に挑戦できることは、時

間にゆとりがあるからかもしれません。

だけど、本当は友達と遊びに行ったりご

飯食べたりお泊りしたかったです。学生

らしいことってできたかなと今になって

思います。どこかから「友達とご飯いっ

てきた」とか「県外行ってきた」という話

を聞くことがありますが、正直滅茶苦茶

羨ましいです。卒業旅行も春休みに入っ

てから誘われたご飯も全て断り、周りか

らは「真面目だね」と言われました。自

粛期間泣いたことの方が多いです。です

が、学んだことも多く大切だと改めて思

えるような生活とも思えます。

2 021年に星稜女子短期大学生と

して入学したが、待ち受けていた

のは狭苦しい学生生活だった。新型コロ

ナウイルスが中国で発症し、瞬く間に日

本全国に感染拡大。飲食店や遊園地など

娯楽施設が大赤字を負うなか、学校も例

外ではなかった。一つの学校に大勢の生

徒が集まるため、飛沫、接触による感染

の可能性が高まってしまう。その被害を

最小限に抑えるために、多くの学校は自

宅待機と遠隔による授業の実施を施し

た。当時は突然のことに戸惑うなか、こ

の状況に納得し受け入れる人も少なくは

なかった。私は遠隔授業になったことを

知ると最初は嬉しかった。なぜなら早起

きや朝の身だしなみを入念にしなくても

よいからだ。怠惰な私は遠隔の開始を大

いに受け入れた。ところが、後にこの対

策の欠点を知ることとなった。1日中家

の中にいるため生活習慣が乱れたり、外

に出られないため外食も友達にも会えな

かった。また、授業のなかで先生に質問

をしたくても直接聞きに行くことができ

ず、窮屈な学生生活を送ることとなっ

た。しかし、家にいる時間が長くなった

分できることが増えた。短大生はたっ

たに2年で就職するため、時間が大学生

より限られている。制限された時間の

中、就職に向けて私たちができることは

自己学習である。特に資格取得のために

勉強ができる環境が整っており、その環

境を資格の勉強時間として大いに活用し

た。遠隔授業による自宅待機は外に出ら

れない狭さや、人との交流不足によるス

トレスの発生などが起こったが、その裏

で、可能なことを探り挑戦する人も存在

した。私も不自由な気持ちであったもの

の、資格の勉強をする時間があることに

喜びを感じ、活用することができた。今

後も今まで可能だったものが不可能にな

ることもあるかもしれないが、異なる視

点からできることを積極的に行動するこ

とが社会の中でも重要だと知ることがで

きた。

新型コロナウイルスが流行っている

中、私は、なるべく自粛するよう

に心がけました。不必要な外出は避け、

必要な外出だけするようにしていまし

た。外出したとしても、必ずマスクは着

用し、アルコール消毒を見つければ、必

ず消毒を行い、いつも以上の、手洗いう

がいを心がけました。これらの心がけも

あり、体調は崩すことなく、家族にうつ

してしまうなど、そういうことは一切起

きていません。少し、新型コロナウイル

スが落ち着いたからといって、気を抜か

ず、これからもそういった心掛けをして

いきたいと思っています。だんだん身近

にもコロナウイルスに感染したという声

を聞き、凄く近くまできているんだな

と、不安になりますが、一人一人が、感

染予防を徹底することで、クラスターな

どを防げると思います。友達、家族など

と、外食や外出したい気持ちも分かりま

すが、今の現状を考えると、やはり不必

要な外出は避けるべきだと思うため、終

息に向け、皆で協力していけたらいいと

思います。

1 年間を振り返って、最初はすごく

不安だったけど、たくさんの方に

支援してもらい、就職活動を無事に終え

ることができて良かったと思います。ま

た、想像していた学生生活のようなやっ

てみたいことや、行ってみたい場所に行

くことができなかったのは残念でした。

しかし、自分なりにできることで新しい

ことに挑戦できたのが良かったかなと思

います。そして、この1年はコロナ禍で、

前期はオンライン授業になり、友達に会

う事ができない生活になりました。学校

生活でたくさんの友達と話したり、会う

ことができるのは当たり前では無いのだ

と感じました。いつも当たり前に生活し

ていたことが急に難しいことになること

もあると改めて実感し、常に当たり前と

感じでいることにも感謝して大切にして

いきたいなと思いました。今後、コロナ

ウイルスが収まり、今、できないことが

またできるようになったら、この1年間

で出来なかったことや旅行に行くなど

色々なことを少しずつやってみたいと思

います。

この一年間コロナ禍の中でいろんな

ことがありました。一つ目は入学

したのに学校には行けず友達もできな

かったこと。9月から学校が始まり、慣

れないこともたくさんあったし、その分

不安も多くありました。でも新しくでき

た友達のおかげで楽しく過ごすことがで

きました。また、資格試験がコロナ禍の

ため9月以降に詰め込まれていて、勉強

と授業の両立がとても大変でした。授業

内での課題もしないといけないし、資格

試験の勉強もしないといけないというの

がとても大変でした。本来なら2回ほど

は受けられる試験でもコロナの影響で私

たちは3月に就活が始まるため、履歴書

に書きたいので、一回しか挑戦すること

ができないなど、とてもしんどかったで

す。友達と遊びたくても、どこにも行け

ないなど、ストレスが溜まっていく一方

でした。でも、その分学校で友達と勉強

したりして、友達と楽しく学校生活を過

ごせました。コロナ禍での学校生活はと

ても大変でした。大変なのは生徒だけで

はなく、先生たちも同じであって、通常

であればできたことでも、コロナの影響

でできない授業内容もありました。その

時はとてもショックでした。それでも違

う形で授業を教えてくださった先生方に

は感謝の気持ちでいっぱいです。早くコ
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3．学生たちの想い

ロナがおさまってほしいと常に思う一年

でした。

短大生活が始まってすぐに授業が遠

隔になり、慣れないパソコンを一

生懸命に使って、短い対面授業の中でで

きた友達と相談しながら遠隔授業を受け

た前期が懐かしいです。わからないこと

があってもすぐに友達に聞けないし、ひ

とりでやらなければいけない不安が多く

ありました。その一方で、学校まで通わ

なくてよかったことや、着替えてメイク

をする必要もないため、遠隔ならではの

気楽さもありました。だから、コロナ禍

だったからと言って、この一年のすべて

がよくなかったとは思いません。たしか

に、短大での新生活は、コロナによって

グループワークで思うように交流出来な

かったり、なかなかサークルに行けな

かったりなど、イメージしていた新生活

とはかけ離れたものでした。しかし、そ

んな中でも、バレーボール大会やビンゴ

大会、流星祭も開催されて、ちゃんと思

い出ができました。withコロナでの思い

出ではありますが、大人になったらそれ

も全て含めて、楽しかったと思えるので

はないかと感じる一年でした。

コロナ禍の1年、私は当たり前のよ

うに普通の毎日を送ることができ

ることのありがたさに気が付きました。

多くの人の楽しみが無くなったことだけ

でなく、仕事、一生に一度の学校行事、

結婚式など、子供から大人までみんなの

当たり前の生活が失われてしまったと感

じました。そして、私がこれまで中高生

の時の修学旅行や星短のセブ島留学、そ

して学校生活を送ることが出来たことが

とても嬉しくありがたい事だったのだと

思いました。私はこの1年、就職活動と

アルバイトで、自分が将来働く職種につ

いて考えました。予想のできない世の中

に変化してしまうと、無くなってしまう

仕事、出来なくなってしまう仕事もある

のだと分かりました。私のアルバイト先

は飲食店ではなくレンタルビデオショッ

プで、おうち時間のため来店数が更に増

えたので忙しくなりましたが、アルバイ

トが無くなってしまった人は沢山いたと

思います。変化に対応できる職種を選ぶ

だけでなく、何か起きた時に臨機応変に

アイデアを出し、工夫する力も大切なの

だと学びました。

楽しみにしていた短大生活が半年な

くなり、学校が再開したと思った

ら就職活動が始まるという大変な一年で

した。さらに、行事などもなくなり思い

描いていた大学生活が消えました。アル

バイトも月に一回と減り、急に与えられ

た空白の時間ができました。しかし、悪

いことばかりではなくて自分の時間が

ものすごく増えて、趣味に没頭できた

し、自分を見つめ直せる時間でもありま

した。授業もオンラインだったので、移

動時間もなく楽でした。逆に家におりす

ぎると嫌になってきたり、この状況でユ

ニバやディズニーにいっている人を見る

と、羨ましかったです。あと一年で短大

生活が終わるので、ユニバとディズニー

に行ける状況に早くなればと思います。

正直、全く遊べてない短大生活を振り返

ると、もう2年大学に通おうかと悩みま

した。求人も減って、枠が狭くなったの

で、不安しかありません。何とかこの状

況を乗り越えて、今後の人生を楽しみた

いです。前向きにという言葉を常に発し

ながら、自分を高めていきたいです。

コロナ禍で、授業の形が大きく変

わったと思います。前期は、遠隔

が多かったです。遠隔でも、良いこと

はたくさんありました。まず、2年生と

違い、私たちは友達ができてから遠隔に

移りました。おかげで、分からないこと

があってもLINEなどのSNSのツールを

使ってコミュニケーションを取りやす

かったです。また､ 私の場合登校まで1

時間以上かかっていたので、その分を他

のことに充てられました。さらに、普通

なら学校に行くため色々と準備が必要で

すが遠隔だったので、その分の時間も削

ることができました。マスクもする必要

がないので、息苦しく感じないです。こ

のように良い点もたくさんあります。悪

い点で言うと、先生に質問しにくい、な

かなか勉強に集中出来ない、などがあり

ます。授業が無ければ外に出ないので、

人と会う機会も減りました。私からする

と、コロナ禍で良いこともありました

が、自分自身がコロナにならないか周り

の人も安心に暮らせるかが心配でした。

まずアルバイトの面では、コロナウ

イルスが流行りだしてから、シフ

ト希望を出しても入れて貰えないという

ことが何度がありました。家族の収入も

減り、自分もアルバイトを頑張らないと

いけない時に働かせて貰えないというの

が非常に辛かったです。次に学校生活で

は、入学してから直ぐに対面ではなくな

り、オンライン授業になりました。友達

も思うように作れず、課題提出の方法や

授業で分からない所があっても質問する

ことが大変でした。zoomの授業で、ペ

アワークやグループワークがありました

が、顔も見た事がない人と上手く会話を

して問題を解くのは難しかったです。対

面授業に切り替わった後期は、電車で1

時間半ほどかけて学校に通っています。

毎日沢山の人が乗っている電車で通学す

るのは、感染リスクがあり心配でした。

そのため、手洗い、うがいやアルコール

消毒を以前よりも気にしながら生活する

ようになりました。友達と遊びたいと

思っても、コロナ禍で皆が外出を控えて

いる時に遊ぶのは駄目だと思い、なかな

か会うことが出来ませんでした。高校の

同級生で東京に進学する子がいたので、

最後に遊ぼうと計画していたものもなく

なってしまったのが、大変悲しかったで

す。この事で、いつ何が起きるかは分か

らないので一日一日を大切にしながら生

活しなければならないと感じました。コ

ロナウイルスが、これからどうなるのか

は分かりませんが、臨機応変に対応でき

るようにしたいです。

私はこの一年間で、改めて友人の存

在の有難さを身に染みて感じた。

去年は友人と直接会って話し合うこと
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で、助けてもらうことが多かった。具体

的には、テストや資格試験の勉強をしな

ければならない時期には、どこまで勉強

しているか報告し合い、教え合うことで

勉強のモチベーションを上げることがで

きた。勉強以外でも、心配事があったと

きには、率直な気持ちを聞いてもらうこ

とで心が安らぐこともあった。今年は就

職活動という人生の中でも大きな転換点

を迎える年だった。その重みもあったせ

いか、面接がうまくいかない事が続き、

不安になり、自分だけが取り残されたよ

うな心細さを感じた。就職活動の時期が

自粛期間だったということもあり、出歩

かず部屋で過ごすことが増え、考え込む

ことが以前よりも多くなった。そのよう

な中でも、友人と電話やメッセージのや

り取りを通じて悩みを相談し、アドバイ

スし合うことで、悩みが解決し、気分が

晴れるようになった。相談すると、自分

の事でもないのに一緒に考えてくれる人

がいることが嬉しかった。このような経

験から、友人の存在の有難みを再認識

し、感謝の気持ちが溢れてきた。短大で

出会えた友人とこれからも支え合ってい

きたい。

コロナ禍の一年を振り返って、私は

多くの経験をしました。まずは学

校の授業です。対面授業から遠隔授業に

切り替わり、入学して間もなかったこと

もあり、全てに不安を感じながら授業を

受けていました。また遠隔授業は家で一

人で受けることになるので上手く出来な

かった時、スムーズに入れなかった時は

焦りしかありませんでした。また、遠隔

授業になったことにより、友達と会う機

会が減ってしまったため、一緒に会話し

たりすることが少なかったと感じていま

す。学校だけではありません。アルバイ

トにも影響がありました。私は飲食店で

もアルバイトをしています。時短要請が

出て、長い時間働くことが出来なかった

り、「人が来ないから今日は出なくてい

いよ」などと言われる機会が多くありま

した。また、アルバイトだけではなく、親

の仕事にも変化がありました。毎日会社

に行くのではなく、時にはリモートで仕

事をしている時がありました。みんなと

直接会えなくてもなんとか工夫してやっ

ていて、柔軟な対応だなって思っていま

した。このように多くの影響がありまし

たが、いいことがありました。それは家

族と過ごす時間が増えたことです。今ま

で以上にみんなで揃う時間が増え、会話

する機会も多くなったのはいいことだと

思っています。コロナ禍ではありました

が、コロナ禍ならではの楽しみ方で楽し

むことができ、充実した1年でした。

コロナ禍でも入学式は対面で行うこ

とができたので嬉しかった。本格

的に授業が始まり、友人が少しできて学

校に慣れてきたタイミングで遠隔授業が

始まったので、遠隔授業後の人間関係が

心配だったが会わなかった期間があった

ことすら忘れるくらい和気あいあいと仲

良くおしゃべりができたので安心した。

また、どのスペースにも毎日定期的にア

ルコール消毒がされていたり、アクリル

ボードが設置してあるためコロナを気に

せずに安心して登校し、勉強に専念でき

た。遠隔授業だと学校への移動時間が短

縮できるので時間に余裕ができるなどメ

リットも多いが、やはり対面ではできて

いたこと（講師と生徒の気軽な会話な

ど）ができなくなってしまったり、Zoom

にて通信状態が上手くいかず授業に集中

できないなどのトラブルがあり、対面授

業ほどの満足のいく授業が受けられな

かったのは少し残念に思った。しかしコ

ロナ禍という状態を逆に利用し、Zoom

ではブレイクアウトルームにて様々な学

生との意見交換をスムーズに行ったり、

余裕のできた時間を使い資格勉強に取り

組んだりと意外と充実した日々を送れた

ので良かった。

2 020年 3月。世界中に新型コロ

ナウイルスが感染拡大し、たくさ

んの人々の命を奪い、今までとは考えら

れない生活になるとは正直思ってもいま

せんでした。外出することも出来ず、日

本中が自粛生活となり、学校はオンライ

ン授業、アルバイトも休み、就職活動も

まともにできない中で、不安だけが大き

くなっていく一方でした。このコロナ禍

で仕事を失う人も少なくなく、難しい時

代と言われていましたが、そのような中

で、私は就職活動の面接を受けることが

でき、内定を貰うことができました。感

染拡大の原因は若者にあると多くの大人

が言っていますが、実際はそうではない

と思います。自粛生活でストレスが溜

まっているのは自分だけではありませ

ん。コロナ患者に携わっている医療従事

者の方のためにも3密を避け、不要不急

の外出禁止、うがい手洗いはもちろんの

こと、アルコールスプレーや除菌シート

を常に持ち歩くよう心がけていました。

コロナが完全に収まるのにはまだ時間が

かかると思いますが、一人一人が考えて

行動すれば収まっていくのは確実だし、

当たり前のことが当たり前にできる生活

に戻る1歩だと思うので、これから社会

人になってもしっかり考えて行動してい

きたいと思いました。

コロナ禍で遠隔授業が多く、ズーム

を使う機会が何度もありました。

その中で私は、ズームを使ってコミュニ

ケーションをとることがこんなに難しい

とは思っていませんでした。遠隔とは

いっても、カメラはオンで相手の顔は見

えるし、自分の顔も見え、言葉も交わす

ことができます。なので、対面とさほど

変わらないだろうと思っていました。し

かし、見えていても表情をしっかりと読

み取ることはできないし、機材トラブル

で音声が途切れる、すれ違いが起きる

ということも何度かありました。また、

チャットでの会話も何度かあったのです

が、文字だけで自分の意見を伝えるとい

うのはとても大変でした。句読点のつけ

る位置によって捉え方が変わってしまっ

たり、文字に感情は現れないので、相手

の意思がよみとれなかったりしていまし

た。今では慣れてきて、伝え方や表現の

仕方を工夫するようになりました。今の

時代、会社でリモートワークを採用して

いる会社は多いと思うし、就職面接で
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web 面接というものを行っている会社

も多いので、この遠隔授業の期間はとて

も練習になったと思います。

私は生まれて初めての経験をしまし

た。2020年2月～3月頃コロナ

ウイルス感染が出始め、数か月経てば元

通りの生活に戻ると思っていました。し

かし、感染は拡大していき「マスクの着

用」や「オンライン授業」など新たな生活

習慣へと変わっていきました。2020年

3月から就職活動が始まる時期に、コロ

ナウイルス感染により合同説明会の中止

やオンラインによる就職フェアの開催な

ど、昨年とは異なることが多く、戸惑い

や不安を感じることがありました。しか

し、友人や短大の教授、進路支援の方の

支えがあったからこそ何事にも立ち向か

うことができたと感じています。不安な

ことなど悩みを話すことで、少しでも気

持ちが楽になり、前向きな気持ちへと切

り替えることができました。悩みなど抱

えるだけでなく誰かに聞いてもらうこと

が大切だと気がつきました。スーパーの

アルバイトをしており、店内は感染拡大

防止対策を徹底して行っていました。レ

ジの担当であったため「お客様との対応

の変化」や「手袋の着用」など慣れない

ことが多々ありました。お客様から「あ

りがとう」と感謝のお言葉を頂いたと

き、コロナウイルスが感染する前の時と

変わらず、感謝のお言葉を頂くことで業

務に励むことができました。何かをきっ

かけに今までとは違う生活へと変わって

も対応していくことができると確信しま

した。このような状況の中でも誰かに支

えてもらったり、誰かを支えたりするこ

とでお互いが新たな生活を過ごすことが

できると感じました。今後、この経験を

活かし、人生を歩んでいきたいです。

コロナ禍の一年間を振り返ると、と

てもあっという間の一年間でし

た。2年の初めでは、石川県にも緊急事

態宣言が出され、大学ではオンライン授

業が始まり、一年次とは全く違う新しい

生活スタイルへと変わりました。その中

で、人との関わり

が大きく減ったこ

とで成長というも

のが少し薄れたの

ではないかと感じ

ました。就職活動

をするにあたり、

緊急事態宣言を理

由として、なかな

か自ら行動を起こ

すことができずに

いる中でも、内定を貰い就職活動を終え

ている友人が多くなり、焦りからやっと

自分が本当にしたい職種が決まりそこか

ら本格的に就職活動を始めました。コロ

ナの影響や、エンジンをかけるのが遅れ

たことで、会社の求人が停止したり、自

分が入りたい職種の応募が終わっていた

りと、焦りから妥協しようかと考えまし

た。しかし、自分の性格上、何が何でも妥

協を許せず最後の最後まで精一杯、就職

活動をしたことで、したい職種などの条

件にも当てはまる満足のいく就職先に内

定を頂くことができました。最後まで負

けない気持ちと妥協しない気持ちを持ち

続けたことで、コロナ禍の就職活動に勝

ち抜くことができたのではないかと思っ

ています。

私が星短に入学した2020年はコ

ロナで今までの生活とは変わりま

した。入学直後から遠隔授業が続き、憧

れていた短大生活は叶わずひたすら家で

過ごす日々でした。ほとんどの人がイン

ターネットを利用しなければいけない世

の中に一変しました。私は小学生の時か

ら家でパソコンに触れることがあったの

で、はじめは不慣れだった遠隔授業や

ドットキャンパスの利用もすぐに使える

ようになりました。先生たちはファイル

の作成や私たちの授業の準備があり、私

が話を聞いた先生は遠隔でもわかりやす

いように音声ファイルをつけるなどとて

も工夫をしてくれていました。おかげで

遠隔でも理解やしやすく、私達のことを

とても考えてくれていて嬉しかったのを

覚えています。しかし、その分時間がか

かっていて大変そうでした。その時に私

は受け取る側は与えられたことだけ受け

取るだけじゃなく、自分から情報を集め

なければいけないことに気づきました。

1年の前期の授業は与えられるまで待っ

ていることばかりしていました。その時

していたのは自粛と与えられたことを

黙々とするということです。今思えば、

あの自由にできる時間に考えて生活をす

るべきだったと思います。今は気づいた

ことをもとに、就職活動の情報を自分か

ら得ることを大事にしています。それ

は、授業や就職情報だけでなく他のこと

も同じだと思います。人が動くことが少

なくなると自然と話や行く先々で得られ

ていた小さな情報も、入ってこなくなり

ました。そのため、コロナの情報も同じ

で、テレビやインターネットでこまめに

情報集めをするようになりました。情報

を発信する側はわかりやすく的確に伝え

る必要があります。お互いが努力と配慮

が必要です。みんなが1人のために、1

人がみんなのためを思った行動をしなけ

ればいけません。自由な時間がたくさん

あった頃、何も考えずに生活していた私

はとてももったいないことをしているな

と思います。そう感じないように、どう

動くべきかを考えて欲しいと思います。

そして自分に時間を費やせるので、今ま

で興味のなかったことに挑戦していくの

がいいと思います。私も2年になります

が就職活動で忙しいけれど自分に費やせ

る最後の1年です。努力した分、自信に

なっていくと思います。自分にも、他の

人にも目を向けて生活していきたいで

す。そしてコロナが早く収まることを願
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いながら、頑張りたいと思っています。

私はコロナ禍の一年を振り返ると、

一番に就活が思い浮かびます。合

同説明会が無くなったり、面接が対面で

はなくオンラインになったりと自分が今

まで練習していたこととは違う本番を迎

えなくてはいけないのが辛かったです。

採用が中止になる企業が沢山出てきた

り、説明会が急遽中止になったりとスケ

ジュールを組むのが大変な一年でした。

また、就活という不安がある中、学校の

授業もオンラインになったりと、友達に

会うことが難しくなっていたので孤独に

感じることが多かったです。今まで当た

り前に感じていたことが当たり前ではな

くなり、また今後も当たり前でないこと

が普通になっていくかもしれないという

不安があります。しかし、コロナ禍の就

活という不安な状態から頑張って就活を

していた自分に自信を持ち、これからも

頑張りたいと思いました。卒業旅行や、

大勢の飲み会など今は出来ませんがコロ

ナが収まったら沢山旅行に行こうと思い

ます。

コロナ禍だったからこそ経験できた

ことが多くあり、得たことも多

かった一年でした。学生生活最後の年

は、去年思っていたものとは大きく違う

ものでした。授業、就職活動など多くの

ことがオンラインで行われたり、外出も

必要最低限しかしなかったりと、思って

もみないものでした。はじめは、せっか

く学生生活最後の年なのに不運だと感じ

ていました。しかし、オンラインで授業

や就職活動をしていく内に、コロナ禍以

前にはできていなかったパソコンの操作

が多くできるようになっていることに気

づきました。私はパソコンに苦手意識を

もっていたのですが、その苦手意識も薄

くなっていました。また、コロナでオン

ライン化が進んだことによって出会えた

人もいました。ゼミナールの一環として

zoomで講演会を聴くことがあったので

すが、本来なら遠くて来られなかったけ

れどオンラインだから参加できたとおっ

しゃっている方がいました。この言葉を

聴いて、今までだったら出会えなかった

人に出会えることができたことはとても

幸運なことに思いました。このほかに

も、コロナ禍だったからこそ得たことは

多くありました。コロナではなかった

ら、もっと色々なことができたのにと考

えるのではなく、コロナだったからこそ

こんな経験ができたと考えることができ

てよかったです。今後もこのように前向

きに考えて過ごしていきたいです。

私は、コロナウイルスのせいで思う

ような短大生活が送れなかった。

ほとんど学校が行けず、友達との交流が

少なかったり、取ろうと思っていた資格

が中止になったりしたからだ。就職のこ

とも不安でしかない。家で過ごすことが

多かったので、勉強を頑張ろうと思って

も、すぐダラダラしてしまうことが多々

あった。この1年は、自分に甘く生きて

いたと思う。オンライン授業だったの

で、朝も授業ギリギリに起き、夜更かし

をする日々が続いた。テストもないの

で、出席すれば何とかなるだろうと考え

があったと思う。

勉強も分からない

ところはいつも先

生や友達にすぐ聞

くのに、分からな

いままにしていた

こともあった。自

分にとって良くな

いと分かっていて

もコロナのせいに

して後回しにし、

締切ギリギリの提出が多かったと思う。

ガイダンスに毎回出席していても、いざ

合同説明会に行くと、大学生が堂々とし

ているのを見て、経験も少ないのに適う

わけないと弱気になってしまう自分がい

た。その合同説明会から、資格を取得し、

就活対策講座を受け、自信が少しずつつ

いてきたと思う。

コロナ禍の1年を振り返って、初め

は中々学校に行けず、オンライン

の授業だったため、友達作りがとても不

安でした。また、授業もついていけてい

るのかなど多くの不安があり、葛藤する

日々でした。なんでこの時期にという気

持ちがありましたが、学校に行くと、皆

優しく、気の合う友達もできて、今では

楽しい日々を送ることが出来ています。

大変で不安だった気持ちも、今はなく

なったので良かったです。実際に学校に

通えないという経験をして、改めて友達

の大切さだったり、普段の生活の何気な

いことがいかに幸せなのか実感すること

ができました。また、アルバイトも行け

ずに、外に出ることがない日が続いて暇

な日が沢山ありました。初めは、生活リ

ズムも崩れてしまっていました。でも、

この経験も貴重だと思って、普段しない

料理をしてみたり、掃除をしてみること

で、家族との時間を作ることができたの

で良かったです。とても困難な状況でし

たが、その時に出来ることは何かを考

え、行動することで、不安もあったけど

充実した生活も送ることが出来ました。

2 年生の半分が遠隔授業と決定した

時は心配でしかなかった。実際授

業がスタートすると、提出物はちゃんと

提出されているのか、見逃しているお知

らせは無かっただろうかなど不安な事が

あった。隣に友達がいないのですぐに聞

くこともできなかった。またZoomも初

めて触ったので、最初は戸惑った。しか

し、慣れてくると、学校に行かなくても

提出物は提出できるし、授業を受けるこ

ともできるし、通学に時間をとらない分

自分の時間が増えたりといいことがたく
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さんあった。Zoomでも、プリントを一

人一枚配らなくても画面で共有し見るこ

とができたり、海外と繋いで日本人だけ

ではなく外国人とも交流ができたりなど

いいところが沢山あった。その時に応じ

て、人は対応していけるとわかった。便

利な時代に生まれて、自分自身対応して

学んでいけていることに嬉しく思う。学

生時代に貴重な体験ができてよかったと

感じる。

入学してまだ二か月も経たない頃

に、対面授業からオンライン授業

へと変わったり、部活動が活動停止に

なったりと思い描いていた短大生活とは

違った生活となってしまいました。約一

か月間のオンライン授業は私にとってと

ても寂しいものでした。入学前は新しい

友達ができることに期待を抱き、星短で

生活することを楽しみにしていました。

しかし新しい友達が一人もできないまま

オンライン授業となってしまい、「短大

生は楽しい」と心から思うことができま

せんでいた。そこで私は「このまま新し

い友達ができないのは寂しい」と思い、

オンライン上で積極的に話すことを心掛

けました。すると自己紹介で共通の趣味

の人と意気投合したり、何気ない会話で

盛り上がることができました。また、対

面授業だとクラスが違い、話す機会がな

い人もいましたが、オンライン授業では

全クラスの人と話す機会もあったおかげ

で、対面授業が再開したすぐの学校では

オンライン授業で仲良くなった人とたく

さん話すことができました。それは私に

とって本当に楽しく、幸せなことでし

た。新型コロナウイルスの影響で思い描

いていた短大生活を送ることはできませ

んでしたが、コロナウイルスのおかげで

仲良くなった人もたくさんいるので、す

ぐに環境のせいにしないで自分で環境を

良くしていく大切さも学ぶことができま

した。また授業だけでなく、部活動でも

新型コロナウイルスの影響が大きく響き

ました。新型コロナウイルスの感染拡大

の影響で、部活動が約二か月間活動停止

になってしまいました。高校生で現役を

引退し一年のブランクがあったこともあ

り、早く練習を再開したいと毎日のよう

に思っていました。やっと部活動が再開

することが決まった時、とても嬉しかっ

たのを覚えています。しかし、いざ練習

を再開してみると、何もできなくなって

おり、私ははじめてここまで大きな挫折

を味わいました。毎日泣きながら練習

し、次第にましになっていくことができ

12月に行われた大会では個人優勝をす

ることができました。優勝したときは自

分のやってきたことが正解だったと感じ

ることができ、部活動をしてきた中で一

番嬉しかったです。コロナウイルスがな

ければ、もっと多くの時間練習すること

ができたり、大会に参加することができ

たりしたと思います。ですがコロナウイ

ルスのおかげで自分が部活動に対する思

いを見つめなおすきっかけをつくること

ができたと思います。また、本来部活動

を行っている時間が空いたことにより、

筋トレや勉強をする時間が増えたことで

自分の目標がイメージできたので良かっ

たです。正直、コロナウイルスがなけれ

ば良かったと思うことの方が多いです

が、コロナウイルスが拡大したことで今

まで自分がどれだけ恵まれた環境で学校

生活を過ごしたり、部活動を行ってきた

のかを知ることができました。まだまだ

withコロナの生活を送らなければなりま

せんが、その中に自分なりの楽しいと思

えることや、幸せだと思える瞬間を増や

していきたいと思います。

短大に入学してから、コロナ禍で一

年過ごしてきて、リモートや対面

を繰り返していたので振り回された一年

だったと思いました。対面授業では、友

達と直接話すことが出来ることでコミュ

ニケーションが取れるので、楽しく授業

を受けることができました。しかし、リ

モートでは友達がいなく寂しかったので

すが、いないことにより授業にしっかり

と集中することが出来たので、メリット

もあったと感じました。コロナ禍という

こともあり、旅行には出かけることはせ

ず、近場で友達と遊んだり楽しむことを

しました。しかし、高校と違いアルバイ

トを始めて、自分で稼ぐことができたの

で、旅行に行くなど楽しみたかったで

す。マスク、手洗い、消毒、人混みに行

かないという行動を1年間、コロナが流

行ってから行ってきました。その結果、

コロナにかかることなく学校に通うこと

が出来て良かったと思います。まだ、コ

ロナと共に過ごしていくと思いますが、

気をつけて過ごして行きたいと思いま

す。コロナ禍でも、学校生活を楽しみな

がら充実させていきたいと思います。

コロナウイルスの影響で講義がオン

ラインになる機会があった。その

際に、他のクラスの人達と関わることが

多かった。ディスカッションが多かった

ため、話し合いをする際に誰も話さない

ことがあった。緊張したが、自分から話

しかけることができた。そのことによっ

て、話し合いが上手くいき、課題解決に

繋がるための案を提案した。このことに

よって、以前の自分より積極性が向上し

たと思う。また、オンラインになったこ

とによって、パソコンを使う機会が増え

た。対面の時と違ってわからないことが

あったらすぐに聞けるという状況下では

なかった。一度、ネット回線がひどく繋

がらなかった時があった。そのため、授

業に入ることができなかった時焦った。

しかし、担当の先生にすぐ連絡を取り、

解決方法を教えてもらい、無事参加する

ことができた。この時、とても焦ってい

たため、どうすればいいかわからなかっ

た。しかし、周りの人に相談したことで

解決することができたが解決できなかっ

たらどうしようという不安もあった。こ

の経験から学んだことは、焦らずまず落

ち着くことだ。このことによって、何か

アクシデントが起きても冷静になろうと

考えることができた。周りが困っていた

ら助けるという協調性や臨機応変に対応

する力などといった様々なことをコロナ

禍で学べた。「ピンチをチャンスに変え

る」という言葉を信じて何事に対しても

取り組んでいきたい。
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コロナ禍の一年は最後の学生生活で

したが、中々学校に行けず友達と

会うことができませんでした。海外旅行

や、国内旅行の予定も立てていました

が、コロナウイルスの流行でどこにも行

けず悔しいです。就職活動も思うように

出来ず不安でいっぱいでしたが、オンラ

イン上で相談ができる機会を設けていた

だけたり、友達とも情報を共有したりし

て乗り越えることができました。公務員

を目指していたので、勉強に集中できる

環境は作れていたと思います。コロナウ

イルスの影響で、友達に会うことや旅行

をする事が出来ない一年でしたが、オン

ライン上で繋がったり家族と過ごす時間

は増えこれまでとは違った一年を過ごす

事が出来ました。家にいる時間も増えた

事で、今までにない取り組みや家の手伝

いなどをする機会も増え、自分なりにも

成長できた一年だったと考えます。また

星短ではオンラインでの対策を多くして

くれていた学校だったと思うので、コロ

ナ禍でも授業を受講できていたのでよ

かったです。

コロナ禍の一年を振り返って今まで

との生活の違いに戸惑うことが多

かったように思います。就職活動は初め

てのことだったので、コロナでどのよう

な形になるかと、より不安になりまし

た。面接でもリモートになったりなどし

て、ふだん機械にあまり触れてこなかっ

たので、ちゃんと繋がっているかなど不

安になりました。就活はすごい不安しか

ありませんでした。ですが、時々、友人

達と電話をして、相談にのってもらった

り、話を聞いたりと、不安に思っている

のは自分だけではないと気づくことがで

きました。友人のことを改めて大切な存

在だと実感しました。そして無事に就職

先も決まり、よかったと思いました。学

業はやはり対面の授業の方が理解できる

し、楽しいと感じました。前期はリモー

トでしたが、後期はほとんど学校で授業

がありました。後期であった対面授業は

分からないことがあれば隣の人に聞くこ

とができ、とても受けやすかったです。

友人とも会う機会が多くなるので嬉し

かったです。

冬休み中だっただろうか。いきなり

新型コロナウイルスというものが

現れた。そして、早い収束を願っても、

なかなか見通しが立たなくて自粛続きの

生活となった。それは、引きこもりの生

活が始まったみたいだった。初めの頃

は、家事や勉強、祖父母との時間が増え、

充実していた。だが、しだいに誰かに会

いたくても会えない、目標を持って取り

組んでもすぐに見失ってしまう、こんな

私がもし、内定をもらえたとしても4月

から働けるのか、役に立てるのかなど不

安が積み重なっていった。そして、公務

員試験の勉強、その上家事も、というふ

うにしなければならないことがたくさん

あるにも関わらず、何もすることがない

かのようにだらだらと過ごすようになっ

た。さらに、家族と居ることも、楽しかっ

たはずが顔を合わせるのが嫌になってき

た。私は、今まで明るくて、何か体を動

かしていないと気がすまない性格だった

ため、このようなストレスだらけで頭で

分かっているのに何もしない自分をなか

なか受け入れることができなかった。そ

のような日が続き、いつのまにか公務員

試験の一ヶ月前になっていた。私は、こ

んな軽い気持ちで公務員試験を受けては

いけない、目先のことではなく将来を決

めるのだからと、何とかして不安とス

トレスの悪循環から抜け出そうと思っ

た。そして、友達と電話で相談したり今

まで撮ったたくさんの人との写真を飾っ

たり、クラコミやゼミで先生からもらっ

た言葉を読み返したりして勇気をもらっ

た。そのお陰で、自分が以前と違うこと

も受け入れることができたし、やるべき

ことに一つ一つしっかりと向き合うこと

ができるようになった。気づけば、以前

の笑顔が戻ってきていた。私は、このこ

とから、人とのつながりの大切さやあり

がたさを身にしみて実感できた。人はそ

れぞれ性格も顔もちがい、合う合わない

はあるけれど、今まで出会った人との出

会いがあったことがとても素晴らしいこ

とでかけがえのないことだったと気づく

ことができた。また、家族に対しても、今

までどのように接してきたのか、親はど

のような気持ちで私を育てているのかな

ど考えるきっかけにもなった。いろいろ

なことを考えるうちに、やはり、人はひ

とりで生きることができないのだと強く

感じた。そして、誰かに支えてもらって

いるのだから、私も誰かひとりでもいい

から支えていきたいと思った。今は、そ

のために、毎日毎日、今できることを精

一杯努力している。そうすることで、気

分も晴れ晴れとし、コロナに負けず立ち

向かえていると思う。このように考える

と、コロナ禍である今、目を背けたり落

ち込んだりと、逃げてコロナに負けてい

ては、一日一日せっかく生きているのに

もったいない。私は、このコロナの状況

によって、現状を少しでも受け入れて正

面から立ち向かっていかないといけない

のだと思い知らされた。いつまでこの状

況が続くかは誰にも分からないが、これ

からも正面から受け入れることを努力し

て一日一日少しでも成長できるように、

誰かを支えていけるように精一杯頑張ろ

うと思う。

この1年間はすべてがコロナに影響

された年でした。星短に入学する

前、パンフレットで京都や海外旅行に

行っている先輩の姿を見て、私も行きた

いと思っていました。しかし、コロナの

影響でこれらの行事がすべてなくなって

しまいました。憧れていた短大生活とは

かけ離れていると感じることが多くあり

ました。コロナがなければ今頃もっと楽

しいことがあったのではないか、と考え

ることが増えました。しかし、コロナ禍

であっても、流星祭はとても楽しかった

です。コロナ対策した上だったので、制

限されていることもありましたが、みん

なとても楽しめていたと思います。今ま

でリモート授業が多く、あまり人と関

わって来なかった分、たくさんの人と話

したり活動したりすることが新鮮でし

た。流星祭という機会があったからこ

そ、新しい人と関わることができたの
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3．学生たちの想い

で、コロナ禍でも規模を縮小して開催し

てくださったことに感謝しています。友

人と遊ぶとなっても、遠くへ旅行するこ

とに制限がかかることが多かったです。

計画していた旅行もコロナのせいで中止

になってしまいました。しかし、コロナ

禍だからこその楽しみ方を見つけ、家

や密にならない場所でパーティをした

り、ご飯を食べたり、自分たちなりに工

夫した生活を送っていました。今のご時

世だからこその楽しみ方を見つけること

によって、この苦しい生活も乗り越えら

れると思います。これから先、コロナが

終息するかはまだ分かりませんが、今の

ような生活が続いても、ネガティブな気

持ちでいるのではなく、今の状況を自分

なりに楽しんでいけたらいいと思いまし

た。

前期は授業や課外活動があまり出来

なく充実した学生生活を送ること

が出来るのかと不安でした。その中で、

私は今できることをしようと思い、3つ

の資格取得に励みました。その内の2つ

は授業内で勉強し、何度も過去問題を取

り組むことができたため、自信を持って

試験に挑むことができました。しかし、

MOS-Excel は授業では少し勉強しただ

けで、自習がメインでした。まずはテキ

ストに沿って問題を解いていきました。

慣れてからは過去問題を繰り返し解きま

した。初めは操作や語句の意味を覚える

ことが大変ですぐに集中力が切れてしま

いました。ICT 活用実習のメタ認知の授

業より、自分の気持ちをコントロールす

る方法を知りました。そこで私は、勉強

する時間を決めてメリハリをつけること

を意識しました。その結果、勉強する習

慣がつき、資格取得が終わった今でも、

集中して勉強することができるようにな

りました。私は資格勉強により自主的に

勉強する方法や力を身につけることがで

きました。また、コロナ禍のような社会

の変化に対応して、今できることを精一

杯取り組むことの大切さを実感しまし

た。今後は、課外活動ができることを期

待しつつ、授業や資格取得に挑戦してい

きたいです。

コロナ禍の一年を振り返って、どの

ような状況下であっても、継続し

努力することは重要なことだと感じまし

た。短大に入学し、前期は慣れないまま

遠隔授業に移行しました。何度も、遠隔

授業と対面授業を繰り返していたため、

遠隔授業の多くはZoomなどを利用した

授業が行われました。Zoomでの講義は、

その場に全員が集まらなくても授業を受

けることが出来る反面、相手の反応が分

かりにくいことや、対面ではすぐに解決

できることでも解決するまで時間が掛

かってしまうことなど、大変なこともあ

りました。良かったことは、時間を有効

活用できた点です。通学の時間などを有

効活用し、予習復習をすることや、トラ

ブルがあった場合はすぐに連絡を取るよ

うに心掛けました。学生生活では、資格

取得という目標を持って、学習に取り組

むことが出来たと思います。また、日々

の講義の参加や、課題、試験勉強などを

通して、継続的に取り組む力をつけるこ

とができたと感じます。

私は2020年度からのコロナ禍に

おいてその影響を受け、人と人と

の繋がりの大事さを改めて学びました。

また、前期のオンライン授業を通し、自

分なりに適切な時間の使い方を身につけ

ることができたのではないかと思いま

す。前期のオンライン授業では、不慣れ

なパソコンを使いこなし、さらにこれま

で勉強したことのない新しい科目の勉強

を、外出自粛のため家で1人で頑張らな

くてはいけないという環境が大変でし

た。また私は地域のバレーボールサーク

ルに入っており、地域の方々と体を動か

し汗を流すことがストレス発散方法だっ

たのですが、コロナウイルス感染予防の

ためそれもできず、自宅での学習とアル

バイトのみをこなす時期が数ヶ月以上も

続いたことはかなり苦痛だったように思

います。しかしそのような環境下に置か

れたことで、今まで当たり前のように毎

日会っていた友人と会えること自体が幸

せなことなのだと気付くことができまし

た。また、アルバイトを2つ掛け持ちし

ていたこともあり、アルバイトの空き時

間に復習、予習をこなすなど、高校生の

ときまでにはなかった自分なりの時間の

使い方を身に付けることができたのでは

ないかと思います。このことから、自分

にとって苦しく辛い状況に置かれても、

悲観的に捉えるのではなく、その中でし

か得ることの出来ない学びや経験を今後

の自分にどのように活かしていくのか考

えていくことが大事なのだと思いまし

た。未だにコロナの影響は多々あります

が、その中でも主体的に学びを得る機会

を見つけ、その中で出てくる困難を乗り

越えていく「過程」そのものを大事にし

ていこうと思いました。

コロナ禍の一年を振り返って、私は

遠隔授業がとても大変だったと感

じました。なぜなら、今までパソコンを

使うことがあまりなく、遠隔授業の際に

使うzoomというアプリも知らなかった

からです。初めてzoomを使って授業を

受ける時は、自分が出席扱いになってい

るのか、また自分の声が聞こえたり、顔

が見えていたりしていないかとても不安

でした。パソコンでレポートを提出する

際も、きちんとレポートが届いているの

か心配になり、何度も提出するボタンを

押してしまうということもありました。

遠隔授業になったことで、不安などを感

じることもありましたが、同時に遠隔授

業で良かったと思うこともありました。

例えば、人と気軽に話すことができると

いうところです。私は、人と話す時に緊

張してしまい、フレンドリーに話せない

ということがよくありました。しかし、

遠隔授業になったことで、人と顔を合わ

す必要がなくなり、緊張が少し和らぎま

した。その結果、対面授業の時よりも気

軽に人と話すことができるようになった

と思います。このように、遠隔授業は大

変なこともありますが、良いこともあっ

たと感じます。コロナ禍の1年を通し

て、遠隔授業について深く知ることがで

きたため、これからは遠隔授業で学んだ
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ことを授業や就職活動で活かしていきた

いです。

私はコロナ禍で沢山の生活の変化が

起きました。まず、学校の授業は

全てオンラインに変化しました。オンラ

イン授業では家にいる環境ということも

あり、英語のスピーキングや、授業のグ

ループ活動が出来なくなりました。その

分課題が増えて1人で課題に取り組む機

会が増えました。今までは友達に気軽に

相談する事ができていた分だけ、不安を

感じるようになりました。しかし、文字

や通話での相談をしたり、1人で取り組

んだからこそ違いが強く出て良かったり

したとも感じました。オンライン授業で

は成績に差がつけにくいことから皆の成

績が平坦になったように感じました。そ

のため自分の成績が対面授業時よりも下

がったことは少し不満はありました。他

の変化としてはアルバイトでも大きな変

化がありました。私はスーパーのレジ部

門でアルバイトをしていました。レジに

はビニールが貼られ、私自身もマスクと

手袋を着用して接客にあたりました。マ

スクはともかく、手袋は中が蒸れて気持

ち悪い思いもしました。お客様もどこか

ピリついている人が多く、コロナならで

はのクレームもありました。そのため私

はお客様の心配を減らすために消毒等の

コロナ対策を徹底しました。精神的にま

いってしまいそうな出来事もありました

が、感謝をしてくれるお客様や、頑張ろ

うと言ってくれるバイト仲間のお陰で元

気にアルバイトができたと思います。こ

のように沢山のマイナス面も感じたコロ

ナ禍ですが、それでも周りと協力して、

その状況に対応していくことでなんとか

乗り越えていくことが出来ました。厳し

い環境でもそれを乗り越えようと、それ

に合わせて変わっていこうとする力がコ

ロナ禍で身についたと思います。

私がアルバイトを始めたのはコロナ

ウイルスが少し落ち着いた頃だっ

たのですが、落ち着いてはいても、流

行っているものは流行ってたので、お店

に来る人は少なく、やることも少ないの

でとても暇でした。私がアルバイトをし

ている飲食店には隣接してスーパーマー

ケットがあります。しかし、そのスー

パーマーケットもコロナの影響で時短営

業をしています。コロナが流行る前は、

そのスーパーマーケットで買い物をし

て、隣の飲食店でご飯を食べるという人

が多かったと店長から聞きました。その

ため、コロナが流行る前はさほど暇では

なかったと仰っていました。緊急事態宣

言やまん延防止宣言の発令によって、お

店はかなり打撃を受けたと感じます。コ

ロナ禍によって消毒の徹底やソーシャル

ディスタンス、マスク着用など、どこへ

行っても強要されています。誰か一人の

身勝手な行動が全体に迷惑がかかり、こ

のコロナ禍が終わりを迎えることなく、

ずっと続いていく恐れがあるということ

を知りました。コロナ禍が早く終わるた

めにも、みんなが気を抜くことなく政府

の要請を聞くべきだと感じました。

コロナ禍の中で短大生活がスタート

し、通常とは違う形で授業をする

ことも多かったですがとても学びの多

い1年でした。短大生になってから初め

て遠隔での授業をしてちゃんとついてい

けるかどうか不安でしたが、自宅にいて

も効率の良い学習ができるよう自分で時

間や目標を決めて取り組むことができま

した。特に印象に残っていることは学食

改善の企画案を出したことと、学外授業

で地域の方と直接かかわることができた

ことです。普通に授業を受けるのではな

く活発にグループワークを取り組んだり

楽しい授業が多くモチベーションを向上

することができました。この1年を振り

返って、1つやり残したことは資格取得

です。もっと力を入れて積極的に自分の

スキルアップをするべきだったと思いま

した。この反省を活かして2年次では何

事も後回しにするのではなく、すぐに行

動に移すことを目標に頑張ります。そし

て、この一年間は友達と助け合って学業

に励むことができました。短大で出会っ

た友達にとても恵まれ、ともに頑張る心

強い仲間ができて嬉しかったです。

2 020年度は、正直不安や心配事

が大きい1年だったと考えていま

す。短期大学への進学が決まり、短い学

生生活と就職活動に恐怖を感じていまし

た。私がそんな感情を抱く中で、世間で

はコロナウイルスの流行が話題となりま

した。このニュースが私の不安をさらに

加速させました。4月から7月までの授

業が全て対面からリモートに切り替わる

という事態となり、知り合いもおらず慣

れないパソコン作業に心の整理が出来な

い時もありました。知り合いのいない短

大を選択したことは間違いだったのだろ

うか、短期大学ではなく、大学を選択す

べきだったのだろうか、この先、私は自

律して生きていくことはできるのだろう

か。学校のことを考えれば考えるほど悪

い方向に考えてしまうようになってしま

いました。そんな前期を送った私です

が、後期に入りこれらの感情は緩和され

るのでした。なぜなら、9月から対面授

業が始まったからです。学校に行き始

め、友人が少しずつできました。話をで

きる人がいるだけで学校が楽しくて仕方

がありませんでした。4月から普通に学

校が始まっていたらもっと早く友人たち

に出会うことができていたかもしれない

と考えるとコロナウイルスは非常に残酷

でなぜこの時期なのだろうと何度も考え

ました。しかし、考えても仕方ありませ

ん。友人ができ、私にも心の余裕が出て

きました。コロナウイルスを恨むのでは

なく、こんな状況だからこそ得られた力

に目を向けようと考えられるようになり

ました。初めは慣れなく苦労したパソコ

ン技術やこんな状況だからこそ自分から

動かないとと考えられるようになったこ

とが私の成長です。この状況を経験する

ことが出来たことやこの状況で得た力は

非常に貴重なものであると感じます。こ

の経験から身についた力で2021年度

も頑張って行きたいと思います。

コロナ禍の1年を振り返って、初め

ての経験で戸惑うことが多かった
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と感じました。授業では前期は全てオン

ラインとなり、テキストレポートでの課

題やzoomを使用した授業が多く、初め

はとても苦労しました。また、地元を離

れ一人暮らしを始め頼れる人も近くにお

らず、学校に行かないので友達もなかな

か出来ないという状況が長く続きまし

た。しかし、そんな中でも私は、多くの

ことに挑戦しました。ひとつは、サーク

ル活動です。オープンキャンパスサーク

ルに入り、コロナ禍の中でも夏休みに全

員集まって活動しました。友達が増え、

先輩とも話すことが出来、とても充実し

た1ヶ月を送ることが出来ました。もう

ひとつは、アルバイトです。コロナウイ

ルスの影響や一人暮らしをしているとい

うことで、人と話す機会が少なかったの

ですが、アルバイトをして、幅広い年代

の人とコミュニケーションをとることが

出来ました。他にも、MOONSHOTや

CDP講座など多くのことに挑戦しまし

た。この1年間では、戸惑うことも多く

ありましたが、初めてのことにも多く挑

戦することのできた、素敵な1年になり

ました。

コロナ禍の一年を振り返り、言葉の

伝え方、表現の仕方が良くなった

と感じます。コロナウイルスの影響によ

り、家から出ることも少なくなったこ

とから、人と話す時はZoomやビデオ通

話、電話、LINE 等の文面など機械を通

しての会話が増えました。電話をする時

は、声のトーンを気をつけながら会話を

するようになりました。Zoomなどのビ

デオ機能を使う時は、声のトーンに加え

表情をオーバーに作るような工夫をしま

した。そして、LINE などの文字を使っ

て会話をする時は、相手の受け取り方が

分からないため、コロナ前は全く使わな

かった絵文字を使っての会話をするよう

になり、言葉遣いも丁寧になったと思い

ます。以前は、言葉が足らずとも表情で

雰囲気が掴めていたものも、中々できな

くなったからこそ、これまでは気にして

いなかった部分にまで気を使えるように

なり、人の気持ちをより考えるようにな

りました。また、

入学したばかりで

相手のこともよく

分からなかったか

らこそ、深く考え

られるように努力

しました。コロナ

ウイルスは悪いこ

とだらけだと思っ

ていましたが、気

にしていなかった

ことにも気を配れるようになったため、

自分の成長にも繋げることができて良

かったと思います。

急な新型コロナウイルスの流行で私

たちの短大生活は激変しました。

毎日友達と学校で会うのが当たり前でし

たが、外出自粛要請によるオンラインで

授業を受けることになり、今までとは

180度違う学校生活になりました。私

たち2年生も戸惑いましたが、もっと戸

惑ったのは、一年生だったと思います。

楽しい大学生活の一部がコロナの影響

で、想像していたものとは全く違ったと

思います。しかし、慣れないオンライン

授業も先生方のおかげでスムーズに受け

ることができました。私は、就職ではな

く、進学希望だったので就職活動の大変

さは友達から聞いていました。その中で

も、進路支援課の方が手厚くサポートし

てくれたそうで、とても感謝していまし

た。私自身も、編入試験の時に何度も進

路支援課に行きアドバイスをいただきま

した。毎回、的確でわかりやすいアドバ

イスでたくさん助けていただきました。

とても感謝しています。コロナ禍での学

生活は、ある意味私たちの年代でしか味

わうことができない経験だったと思いま

す。この経験をマイナスに捉えるのでは

なく、プラスに捉えこれからの生活に生

かしていきたいです。

私にとって2020年は新型コロナ

ウイルス拡大の影響を受け、何

事も自分の思うようにいかなかった1年

だった。私は高校生の頃から様々な短大

生活を思い描いていた。サークルに入

り、先輩との交流を深める。友達を沢山

つくり、夏休みにはその友達と旅行に行

く。海外に行き、沢山の経験を積む。な

ど沢山の夢のような短大生活を思い描い

ていた。しかし、入学直後すぐに前期は

遠隔授業で実施するということが決まっ

た。その連絡が来たとき、私は不安や焦

りなど様々な気持ちが入り混じり、深く

落ち込んだ。そして、その日から遠隔

授業がはじまり、最初は操作が分から

なかったり、苦労することが沢山あっ

た。授業では、zoomのビデオで会った

ことも話したこともない人と会話をする

場面あり、私は極度の人見知りのため非

常に緊張した。毎日、このような誰にも

会わず、ただパソコンを見ながら1人で

授業を受ける日々が続き、正直私は本当

に苦痛だった。しかし、辛い思いをして

いるのは私だけではなく、世界中全員が

辛い思いをしながら頑張っているのだと

思うと前向きに頑張ることができた。後

期に入り対面授業がはじまり、やっと沢

山の人と顔を合わして会話することがで

き、友達も作ることができた。後期でも

運動会が中止になったり、流星祭が縮小

開催になったりと思うようにいかないこ

とが沢山あった。しかし、多くの素敵な

友達に恵まれ、毎日楽しい学生生活を送

ることができ、私は幸せを感じていた。

2021年は早くも学生生活最後の年であ

る。このコロナ禍のなかでの就職活動は

非常に大変になると思う。そんな時こそ

みんなで励ましあいながら頑張っていき

たい。また、絶対に後悔しないような学

生生活を送りたいと強く思う。
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短大生活を過ごす中でコロナの影響

から遠隔授業での授業参加をはじ

め様々な影響があった。その中で学校面

とアルバイトの面で生活を振り返ってみ

る。まずは学校面だ。入学したての頃は

コロナ禍での学校生活はスムーズに授業

が出来るのか、友達が出来るのか不安が

多くあった。しかし、先生方のサポート

や分かりやすい説明のおかげで何の心配

もなく過ごすことができた。遠隔授業が

終わり、後期の授業では友達も増え、楽

しく毎日過ごせるようになった。短大生

活は資格や試験などコツコツと勉強しな

ければならない。ずっと家の中だとだら

けてしまい私は勉強しづらい環境だと

思った。そこで私は今日中にやらなけれ

ばならないことをリストアップすること

にした。そうすることで自分の中でけじ

めをつけて生活できるようになった。コ

ロナ禍で計画性をもって生活出来るよう

になったと思う。次はアルバイト面であ

る。7月からはじめたアルバイトだった

が、8月、9月と自粛期間のため休業が続

いた。慣れてきた仕事が突然できなくな

り歯痒い思いもしたが、今では2つの仕

事を掛け持ちして行えるようにまでなっ

た。アルバイトではお客様とのコミュニ

ケーション、言葉遣い、優先順位をつけ

て行動するなど様々なことを学べた。社

会人になるにあたって、とても良い経験

ができたと思う。今ではアルバイトと学

校生活の両立がきちんとでき、充実した

生活を送っている。自分を律することを

忘れず、これからの生活に活かしていこ

うと思う。

私はコロナ禍の一年を振り返って自

分自身のコミュニケーション能力

が鍛えられ、表情が豊かになったと感じ

ます。私はコロナ禍で短大生になってか

らアルバイトを始めました。現在も続け

ておりますが、このアルバイトは接客業

でお客様との会話を弾ませることが重要

視されます。アルバイトを始める前の私

は親にも言われてしまうほど無愛想でし

た。アルバイトを始めた当初は人見知り

が発動して、初対面の人と話せないかも

しれないという不安や、少し飽き性な部

分があるので続けられるのかという心配

がありました。しかし、アルバイト先の

先輩やオーナー、お客さんの人の良さに

恵まれて楽しく充実したアルバイトが出

来ています。アルバイトを続けていくう

ちに私のコミュニケーション能力と豊か

な表情が育まれたのか、お客さんもお礼

を言ってくれるようになり、話しかけて

くださるようになりました。このように

アルバイトを通して私にはプラスの要素

が増え、弱みを強みに変えることが出来

ました。この先新型コロナウイルスの情

勢がどうなっていくのかは分かりません

が、何事にもめげずに日々元気いっぱい

で全力で過ごしていきたいと思います。

2 020年を振り返ってみて、今ま

でではあり得ないことだったり、

新しいことをしなければいけない状況が

たくさんあり、対応力が鍛えられる一年

だったと思います。星短を受験するとき

は、新しい場所に行って新しい生活を始

めることに、ウキウキしていました。し

かし、コロナで入学式を行なってから通

えるようになるまで、何ヶ月も間が空い

てしまい、入学したのにしていないよう

な感覚でした。学校に通えなくて一番悲

しかったのは、新しい友達を作れないこ

とでした。入学式でしか会うことがな

かったので、新しい友達を作ることがで

きず、今仲良くしてくれている友達とも

一年の半分は思い出が作れませんでし

た。コミュニケーションが上手な友達

は、zoomなどのグループ活動で喋った

子とInstagramを交換して友達を作って

おり、オンラインになったからこそ、自

分のコミュニケーション力の低さに気づ

くことができました。ですが、前期の授

業でzoomを使ったグループ活動をたく

さん行ったことで、少しずつ克服するこ

とができ、オンライン授業で新たなスキ

ルや、自分の苦手なことなどが分かるい

い機会だったと思います。オンライン授

業のわからないところや、トラブルなど

は高校から一緒の友達に相談したりし

て、なんとかオンライン授業を乗り越え

ることができましたが、県外から来て友

達もいない人たちにとったら、もっと大

変だったと思いました。また、コロナの

時期は、学校以外でも、今まで関わって

きた友達の価値観の違いにも気づくこと

ができました。コロナが流行ってから外

にご飯に行くことや遊びに行くことが難

しくなり、誘いに断ることが増えまし

た。コロナに対して、同じぐらい危機感

を持っている友達は、予定を立てるにし

ても、同じ考えを持っているのですが、

私よりも危機感が少ない友達は、コロナ

が流行っていても遊びに誘ったり、ご飯

に誘ったりということがあったので、毎

回誘いを断るのがとても心苦しかったで

す。私はあまり否定をしたり、自分の意

見を言うのが得意ではないので、毎回曖

昧に断ってしまっていたのですが、はっ

きり断る方が相手にとってもいいという

ことを学ぶことができ、自分の考えを言

う力もつけることができたと思います。

コロナになって、お出かけができなかっ

たり、学校に通えなかったり、大変なこ

ともたくさんあったけど、その分新しい

ことを行なう機会がたくさんあったこと

で、時代や状況に対応する力が身につい

たと思うし、コロナだからこそ気づいた

り、感じたりすることもあって、精神的

にも成長できたと思います。大変な年

だったけど、とてもいい経験だったと思

いました。

コロナ禍の一年を振り返って一番印

象的なのは、やはり遠隔授業が

あったことです。短大に入学して周りに

友達もいない中、授業まで遠隔になって

しまい、これからの友達作りや就職活動

への不安がとても大きかったことを覚え

ています。実際に授業が始まると、最初

は zoomが途中で止まってしまったり、

授業内のグループディスカッションでな

かなか話し出せなかったりして、対面で

表情を見ながらなら容易にできそうなこ

とが遠隔だとうまくいかないことに悩み

ました。しかし、遠隔授業になったこと

で得られたことも多くありました。最初

はうまくいかなかったzoomでのディス

T21127

T21137

T20029

T20039



69

3．学生たちの想い

カッションも、回数を重ねるうちに自分

から話しかけて会話を進めることが出

来ました。また、顔が見えないからこ

そ、相手に自分の伝えたいことがしっか

り伝わるような言葉や説明を心がけて

話すようにしていたと思います。さら

に、遠隔授業で一番身についたなと思う

ことは、しっかりと自己管理を行うこと

です。授業の開始時間に合わせてパソコ

ンなどの準備をするのはもちろん、提出

物を出す時はもし不具合があった時のた

めに、期限までに余裕をもって課題やレ

ポートを提出するようにしていました。

授業の予習や復習を自分のペースで考え

て取り組むことが出来た点は、遠隔の良

い点であり自分が成長できたところだと

思います。他にも就職活動が困難になる

ことを考えて、MOSの Excel、Word、

PowerPoint の 3つの資格全てを取得を

目指しました。何度も自分で模擬テスト

を練習し、最終的に3つ全ての資格を取

得できたことは大きな自信につながりま

した。対面で授業が出来なくても、自宅

で自分なりに勉強して得られるものもあ

るのだと実感し、とても嬉しかったで

す。コロナに感染して命を落とした方や

今も後遺症で苦しんでいる方、飲食店の

経営者の方、イベントや旅行が出来ない

ことなど、コロナは私たちから色々なも

のを奪ったかもしれません。しかし、同

時にコロナによって得られたもの、考え

させられたことも多くあるのだと今は感

じています。もしコロナが流行していな

かったら、家族や友人と会って当たり前

の生活が出来ることの幸せに気づかな

かったと思います。そして、医療従事者

の方々が私たちの命を救うためにどれだ

けの力を注いでくれているのかを知らず

に過ごしていたと思います。私はこの一

年を通して、人への思いやりや助け合

い・支え合いの精神を持つことの大切さ

を改めて実感しましました。これからも

今自分が出来る対策を行いながら、何事

にも感謝の気持ちを忘れずに過ごしてい

きたいです。

コロナがはじめに中国で出たという

ニュースを見た時はそこまで深刻

に考えていませんでした。海外でのこと

だから日本にいる自分には関係ないか、

と軽い気持ちでした。でも、日に日に感

染者が世界中で増え続けて、死者まで出

始めてようやくこれは軽く考えて良い問

題ではないのだなと思いました。一年の

頃は普通に友達と登下校して、授業も受

けて、休み時間にダラダラと話すことが

当たり前だったのに、コロナの影響で当

たり前だったことができなくなりまし

た。前期はオンライン授業になり、電車

で通っている私としては時間を気にしな

いでよかったり、メイクや服装も気にし

ないでよかったり、いいこともあったけ

れど、外出することも厳しく、友達と会

う機会が減ったことが寂しかったです。

私たち2年生は就職の時期と被ってし

まって、普通の就職とはまた違っていた

と思います。会社訪問は日数をいくつか

設けて人数制限をして行ったり、zoom

などのツールを使っての会社説明会が

あったり、外出する際には常にマスクを

つけないといけないといけなく、第一印

象が重要な面接でも、マスクで表情が見

えないことで、目だけが見えている状態

で笑顔で、いかに自分の印象を伝えるか

が大変でした。私は飲食店でアルバイト

をしているのですが、日本にもコロナ感

染者が増え、国から休業要請が出された

ことでバイト先も、1、2ヶ月程休業して

いました。久しぶりのバイトに行った時

には、お店の人たちや、いつも来てくだ

さる方たちの元気な姿が見れたことが嬉

しかったです。今もコロナ感染者は増え

続けていて、以前までの生活を送ること

は難しいけど、落ち着いたらどこか旅行

したいです。

私は、このコロナ禍の1年を振り

返って初めての体験ばかりだった

なと感じました。入学式は行うことがで

きましたが、高校の友人の学校では入学

式をせずにすぐに始まるというところも

あったので、入学式をしてケジメをつけ

ることが出来て良かったなと思います。

説明のガイダンスが全て終わるとまたコ

ロナが流行りだして1ヶ月後からのオン

ライン授業に切り替わりました。初めは

戸惑うことばかりでZoomの設定やカメ

ラの調整、ネットワークを整えるなどと

ても苦労しましたが、授業のない期間に

設定を済ませておくことでスムーズに授

業に参加することが出来て良かったなと

思います。逆にコロナ禍で良かったこと

は、夏休みや春休みなどの混んでいない

時期に運転免許をとる事が出来たことで

す。私は短大生になってすぐアルバイト

を始めたのですが、対面で授業だと学校

から帰ってきてアルバイトに行くと自動

車学校に行く時間が無くなってしまうた

めオンライン授業を終わらせてアルバイ

トが始まる前に自動車学校に行くという

ことが出来たことや、混んでいない時期

で短い間にたくさん通うことでスムーズ

に免許を取ることが出来ました。このこ

とから、コロナ禍で大変なことももちろ

ん多かったのですが、得ることもたくさ

んあったなと感じることができました。

コロナ禍の1年で最も大変だったこ

とは就職活動です。コロナの影響

で大規模な合同説明会が中止になった

り、面接の時にはマスクの着用で話しづ

らかったりと様々な面で苦労しました。

毎日短大で会っていた友人とも会うこと

がなくなったので寂しい時もありまし

た。就活の情報交換や近況報告など直接

できないのは多少なりとも不安でした。

ですが、進路支援課の先生方が親身に

なって話を聞いてくれたり、時々私に電

話をかけてくれて「就活どう？」と声を

かけてくれたので乗り越えることができ

ました。ステイホームの期間があったの

で、とことん自分の趣味の時間に使いま

した。私は絵を描くとき、普段はボール

ペンだけで済ませていましたが、戸棚の

奥から絵の具セットを引っ張り出して描

いたりしました。私が所属している吹奏

楽サークルも活動できなかったので、自

宅でサックスを練習したりしました。時

には映画やアニメを見たりして時間を過

ごしていました。母から料理を教わった

T19008

T20082

T19176



70

りして食事の時間も楽しみました。私の

趣味は自宅でできることばかりだったの

で自粛期間はそれほどストレスは感じま

せんでした。予想外の事態で不安なこと

がたくさんありましたが、家族や友人、

短大の先生方が支えてくれたおかげで心

身ともに健康な1年を過ごすことができ

ました。友人らと旅行や外食が気兼ねな

くできる日が待ち遠しいです。

私は、コロナ禍の一年を振り返って

当たり前の日常は、幸せだったの

だと実感した。なぜなら、コロナ禍の中

で日常が大きく変わったからだ。短大入

学後もコロナ禍は続き、リモート授業に

なることも多々あった。しかし、コロナ

禍にも慣れてきていたこともあり、お家

での過ごし方も工夫することが出来た。

リモート授業になったことで、時間に余

裕ができ、予習・復習を徹底的に行うこ

とが出来た。また、予習・復習ができた

ことにより、授業へのモチベーション向

上に繋がることが出来た。このように、

リモート授業になったことを、自分のメ

リットに工夫することが出来ると実感す

ることができた。コロナ禍で学生にとっ

て苦しいのは、行事が出来ないことでは

ないだろうか。私も、短大生活で楽しみ

にしていた行事は惜しみなくなくなって

しまった。そんな中、流星祭を開催して

くれた学校にはとても感謝している。制

限はたくさんあったが、とても楽しむこ

とができ、来年の流星祭も楽しみであ

る。コロナに負けないよう、残りの短大

生活を楽しみたいと思っている。

2 020年度の自分自身の生活を

返ってみて、正直想像していた短

大生活を送れなかった年だった。私は短

大生という短い学生生活を家で過ごした

気持ちや不満をどこにぶつけたらいい

か、学校の費用はどうなるかなど、不安

な気持ちを持ちながら短大生活一年目の

9割を過ごした。誰が悪いとかでもない

し、私達がどうすることも出来ない状況

の中で過ごしていく事は初めてだったの

で、1日をどう過ごせばいいのか、考え

てはみるものの、家にいなくてはならな

いし、外に行く怖さもあり、これから世

の中はどうなっていくのだろうと考える

時間が多くなった。毎日毎日、コロナが

何人出たのか、ニュースで確認すること

が当たり前となり、友達とのメールの内

容もコロナのことばかりで、正直うんざ

りしていた。しかし、この状況になった

からこそ気が付くことが出来たこともあ

る。それは、今までの何気ない生活のあ

りがたさや、友達との距離、そしてどこ

でも気軽に行けていたことなど、今まで

の生活で普通と思っていたことが、出来

なくなってしまい、まるで自分自身が檻

の中で生活しているような状況になった

からこそ実感できた今までの「普通」の

ありがたさ。本当に今までの生活が遠く

感じるようになったからこそ気が付いた

ことがたくさんあった。今では、コロナ

のワクチンや、緊急事態宣言など、いろ

いろな対策をして、出来るだけコロナに

かかる人数を少なくできるように、国や

世界では様々な対策を行っているが、い

まだに夜遅くまで大勢で飲み歩いたり、

ソーシャルディスタンスを守っていない

ニュースをよく見る。そのニュースを見

るたび、私はなぜ自分からコロナにかか

りやすいところに行くのか？と疑問を持

つ。確かに少なからず出歩く人はいるけ

れど、長時間お店に居座ることを避けた

り、飛沫を防ぐためにフェイスシールド

やマスクを絶対に外さない人がいるの

に、守らない人の考え方が分からない、

と私は疑問をもつ。コロナにかかれば周

りにも迷惑をかけることを理解してほし

い。この状況はいつ完全に終わるのか、

分からないが、また多くの人とご飯に

行ったり、シールドが無くとも会話が出

来る時代が来ることを願う。

突然コロナ時代になり、緊急事態宣

言が出され家にいる時間が増えた

ことにより、不安でいっぱいでした。一

番不安だったのは就職活動でした。会社

説明会や面接など、どんどん先延ばしに

なったり、無くなったり、誰に何を相談

すればいいかも分かりませんでした。し

かし、進路支援課の先生達や友達が色々

支えてくれたのでとても感謝していま

す。様々な人が色々な壁にぶつかり合っ

ていますが、それでも一生懸命それぞれ

に戦っています。1人で戦っているので

はなく、世界中の人々がコロナと戦って

います。自分だけが苦しいのではなく、

もっともっと苦しんでいる人がいるかも

しれない。その為に今自分が出来ること

は何かを考えて行動していこうと思いま

した。家にいる時間が増えたことで家族

との時間が増えた人、将来のことやこれ

からの事について改めて考える事ができ

た人。こんな時代にならなかったら、出

来なかったこともあると思います。これ

らの時間は必要な時間だったと思うの

で、これからもコロナと向き合いそれぞ

れに協力しながら生活していこうと思い

ました。

私は、この1年間を振り返ると、思

い通りにできないことや、今まで

とは違うことが多くあって辛いと感じた

こともあったけれど、同時に成長できた

一年だったと思います。短大に入学し、

新しい生活を楽しみにしていた時に休校

になり、前期は全て遠隔授業になってし

まいました。遠隔授業が始まると、高校

では無かったレポート課題があったり、

専門的な科目があったり、特に簿記は今

までやったことがなかったので、遠隔授

業では文章から理解しなければいけな

かったため、予習に時間を費やしとても

大変でした。また、遠隔授業の期間で私

が一番辛かったことは、友達に会えない

ことと外へ出かけられないことです。今

までは友達と遊んだり、疲れた時は気分

転換に出かけたりすることが多かったの

ですが、それができず、一日中家で一人

で、授業や課題をする生活は今までに経

験したことがなく、寂しい気持ちになっ

たり、色々なことを考えて落ち込んだり

することが多くありました。他の大学へ

行った友達は対面授業が始まり充実して

いると聞くと自分と比べてしまいとても

辛かったです。私はこの遠隔授業の期間

を通して、時間の使い方や計画を立てる
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3．学生たちの想い

ことの大切さを学びました。遠隔授業で

は通学時間がない分時間にゆとりができ

ると思っていたけれど、そうではなく課

題や予習に時間がかかるため、計画を立

てて時間を自分で作る必要があると思い

ました。計画を立ていつ何をしたらいい

かをわかっておくことで物事をスムーズ

に進められるようになりました。また、

コロナ禍でずっと家族以外と会ってない

期間があったこともあり、夏休みからア

ルバイトを始めたり、自動車学校へ通っ

たりして、今まで以上に人と接する機会

が増えたことで、今まで知らない人と話

すことが苦手だったけれど、人と関わる

ことが好きになりました。これからは、

就職活動が始まり、これまで以上に大変

だと思うけれど、この一年間を通して我

慢したことや耐えたことでメンタルが少

し強くなったと思うので、これからもっ

と頑張りたいと思います。

私にとってこの1年は大人になって

もぜったいに忘れない1年だと思

います。学生最後の1年はたくさん旅行

に行って遊びたい！と楽しみにしていた

のですが、コロナウイルスの影響で思う

ようにならないことがたくさんありまし

た。前期は学校にも行けず、みんなとも

会えない中でこのまま会えずに学生が終

わるのではないかという不安もありまし

た。成人式も時短になり楽しみにしてい

たものがだんだんとなくなっていくのが

とても辛かったです。学校生活の中で唯

一思い出に残っていることはサークルで

す。本番に向けてみんなで一生懸命練習

したり、たくさんのお客さんの前で踊れ

ることが楽しかったです。コロナ禍だっ

たからこそ当たり前のことが当たり前で

はなくなる中で踊ることができたという

ことや、イベントが開催できたというこ

とに感謝しないといけないなと思いまし

た。春から社会人になりますがたくさん

のことを我慢した1年を忘れず、学生＝

楽しい、学生ではなくなる＝楽しくなく

なる、という考えをなくしたいです。社

会人になっても様々なことに挑戦し努力

することを忘れないようにしたいです。

コロナ禍の1年を振り返って、私が

特に変わったなと思った面は外出

が減り、運動量が大きく減ったことで

す。対面授業があった時は40分ほど自

転車で通学していたり、また、ダンス

サークルに所属していたため、ダンスを

して体動かすなど活発に動いていまし

た。しかし、コロナの状況が酷かった時

は学校に行くことも出来ずサークルもな

く、不要外出を控えるようになって外に

出るということ自体が少なくなりまし

た。運動量が減ったことによって、少し

動くと体力がなくなったり、反対に家に

ずっと居ると体力が余っていて眠りにつ

く時間が遅くなり、なかなか寝付けない

など、不規則な生活になってしまいがち

でした。だんだんと自分でも意識するよ

うになり、家の中でストレッチや筋トレ

をするようになったりとできるだけ外に

出ずに体を動かすようになりました。今

では毎日かかさず行っている新たな趣味

の1つのようにも感じられ、コロナ禍に

向き合ったからこそできたものだと思っ

たので、マイナスなことばかりでなくプ

ラスに捉えられることもあったと思えま

した。

2 020年 1月頃には、すぐにおさ

まるだろうと思っていたコロナ

ウイルスだったが、3月に行われる合説

フェスは多くの人が集まるため全て中止

になっていくのをみて、就職活動への影

響の大きさと不安を感じた。もともと早

めのうちから企業説明会には参加してい

たが、自分の中で受けたい会社や職種

が上手く定まっていなかったため、実際

に企業の方にあっ

て雰囲気を知るこ

とができないのが

辛かった。本格的

に就職活動がはじ

まって、かなり上

位に希望してい

た会社が、履歴

書を送った後に、

2021年の採用を

中止するといった

パターンもあった。リモート授業になっ

たため、不安が多く、友達にあって相談

することはできなかったので、LINE で

連絡をとりあって、互いの状況を報告し

合い励まし合ったりした。例年と違い1

社の内定がすごく価値があるように感じ

た。コロナウイルスで採用枠を減らした

会社が多かったので、内定を頂いた会社

がそこそこ満足できるところなら、そこ

で就活を辞める人が多かった。実際に私

も最初考えていたやりたい仕事とは全く

違うが、働く上で理想とした条件にあう

仕事という時点で就活を終えた。仕事を

しながら次のやりたい仕事に就くための

準備をしたいと考えている。また、コロ

ナウイルスの影響で良かった点もある。

アルバイトが休業になったため就職活動

に専念できたことや、普段は旅行に行く

時は県外ばかりだったが、友達と県内の

温泉に行ったり、隣県までドライブした

りと近場の魅力をたくさん知れた。おう

ち時間が多くなったため取りたいと思っ

ていた色彩検定を取得できたり、やりた

いと思っていた韓国語の勉強、洋裁教室

の体験参加など趣味の充実にもつながっ

た。学生生活の思い出としては少し悲し

いものになったが、コロナウイルスに

よって今までの生活のありがたさにも気

づけた1年だった。

学業面では、前期がオンライン授業

に変わってしまい、「自分はこの

オンライン授業で何か学べて成長してい

るのだろうか」と思いながら、授業を受

けていました。最初の頃は、ZOOMの

使い方に慣れず、すごく戸惑っていまし
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た。対面授業になってから、みんなに会

えるのは嬉しかった反面、友達作りに少

し苦労しました。私は、あまり自分から

話しかけられるタイプではないこともあ

り、中学、高校時代と比べると、今年

は、友達は数人しか出来ませんでした。

休日に友達と遊ぼうと思っても、今まで

以上に遊ぶ場所や人数を考えなければい

けなかったので大変でした。高校を卒業

したので、友達と遠出して旅行等に行っ

て楽しみたい！と思っていましたが、感

染リスクなど考えると、今年はその機会

は訪れませんでした。私は、カラオケが

大好きなのですが、この1年は全然行く

ことが出来なかったので、悲しかったで

す。少しストレスも溜まってしまいし

た。今は、就職出来るかどうかという不

安でいっぱいです。一刻も早くコロナが

収まって、普通の状況に戻って欲しいで

す。そして、是非景気もアップしてほし

いです。早く友達と気軽に話せる、遊べ

る状況に戻って欲しいです。今年は、戸

惑うことばかりですが、今出来ることを

頑張るしかない！という気持ちが今の私

の正直な気持ちです。前向きに日々を過

ごしていきたいです。

外出ができなくなって、友達ともあ

まり遊べなくなり家族といる時間

が増えました。普段よりも会話が増え

て、パズルをしたりお菓子作りをしたり

しました。また、東京にいる従姉妹とビ

デオ通話をしたり、オンラインで親戚が

集まったりして、いつもだったら忙しく

て従姉妹ともあまり電話ができないので

すが、たくさん話すことができました。

テレビや YouTube など動画を家族で見

ることが増えたので、楽しみを共有する

ことができました。普段だとみんなで一

緒にテレビを見ることが少ないので、同

じものを見て楽しむというのは大切だと

感じました。家族とコミュニケーション

をきちんと取るというのは一番大切なこ

とだと改めて思いました。コロナで旅行

とか友達と遊ぶことは減ってしまったけ

れど、家族とのコミュニケーションが増

え、家族との仲が深まった気がします。

当たり前だと思っていたことが当たり前

ではなくなって不安な時もあったけれ

ど、自分なりに楽しむことができたと思

います。

この1年はコロナ禍でしたが、私自

身は充実できたと思います。理由

は、春は今よりもコロナ感染者が多くて

入学するときは余計に緊張していたから

です。ですが、友達ができ、勉強も高校生

のときよりも頑張ることができたので充

実していたと思います。また、何回か休

校期間がありましたが、自分で勉強を進

めたり、体力づくりをする癖が高校時代

に身についていました。なので、その自

粛期間は自分なりの過ごし方ができ、充

実できていたと思います。また、家族と

話す時間がコロナが流行する前よりも増

えたと感じています。自粛期間は、家族

の仕事の終わる時間も早くなりました。

なので、いつもより食事を食べる時間が

早くなり、その後も話をお互いに話すよ

うになったので、良かったと思っていま

す。コロナ禍になって、多くの行事が縮

小されたり、中止になったりして悲しい

気持ちも多々ありますが、その分、誰か

と話す機会が自分から作ることができた

と思います。

コロナという感染ウイルスが広が

り、ここまで大事になるとは思っ

ていなかった時は短大生活どのように送

ろうかなと楽しみにしていました。です

が、コロナが流行り遠隔授業となってし

まい、友達も作れないまま前期が過ぎま

した。外出も出来ない日々が続き、慣れ

ないパソコンでの遠隔授業が始まり、最

初は凄く不安で心配でした。でも、段々

と授業をしていくにつれて慣れていき、

パソコンの使い方も少しずつ分かってき

ました。そう考えると遠隔授業はして良

かったことだと思うようになりました。

また、家に居る時間が長かったため、普

段出来ない整理整頓や家での映画鑑賞な

ど、家の中で楽しめることを見つけてい

きました。家族とも一緒にいる時間が長

く、前よりも沢山話す機会が出来たこと

は自分にとってとても良い事に繋がった

と思います。コロナは増え続けてはいけ

ないし、これ以上死者が出ないことを祈

るばかりです。ですが、この経験があっ

たからこそ、遠隔で何かをするという

新しい社会への1歩に繋がったと思いま

す。

この一年は、変化がないところのほ

うが少ないと感じるぐらいに、身

の回りすべてで変化が起こったと思いま

す。学業はもちろん人との関わり、日常

生活などで変化しました。一年次の春休

み後コロナが拡大し、春休みも延期、授

業のオンライン化、人と会うことがなく

なりました。一人暮らしをしています

が、たまたま実家に帰省している時にオ

ンラインになったため、会話がなくなる

ことはありませんでしたが、一人で体験

するとなるとかなり精神的に追い込まれ

ると感じました。二年しかない大学生

活、二年生にとっては最後の学生生活

で、夏休みや春休みなど長期休みも最後

になるのにコロナウイルスによって旅行

など出かけることはもちろん人とご飯を

食べるだけでも、出歩いていいのか、と

悩むことになりました。私は、何度も楽

しみにしていた旅行計画などが中止にな

りました。そのたびに早くなくなればい

いのにと思いました。日常生活の変化

では、マスクの着用、アルコール消毒、

ソーシャルディスタンスなど今まではあ

まり意識しないようなところの徹底をし

なくてはいけなくなりました。行動にす

ることに関しては特に問題はなかったで

すが、マスクをしていない人やソーシャ

ルディスタンスが保たれていないと過敏

に反応してしまうようになりました。過

敏に反応してしまうことでニュースで出

回っているような批判的な人間になって

しまうのではと考えたこともあります。

自粛をしなくてはならない中、そんな中

でもできることを探していろんなことに

挑戦してみたいと思うし、自分一人が行

動しても大丈夫、感染なんてするわけな

い、なんて思わず、いつ感染してもおか

しくない、自分の行動で自分も周りも変
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わってしまうという気持ちで行動できる

人になりたいです。周りにもなってほし

いと思います。そして一刻も早くこれま

で通りとまではいかなくても人と気軽に

会えたり、出かけれるような世界になっ

てほしいです。

2 020年度は「コロナウイルス」と

いう未知のウイルスに振り回さ

れ、例年よりもかなり激動な1年となり

ました。特にこの1年は自身の中で就職

活動が本格的に始まる時だったため、と

ても不安でした。何より、例年のように

対面での面接が難しくなってきている状

況で、新たに『リモート面接』というも

のが出てきて、初めは戸惑いしかありま

せんでした。けれども、お互いに初めて

このような形式を実施するという面では

フェアでもあるなとは感じました。しか

し、このご時世だからというせいにはし

たくありませんが、私自身なかなか内定

先が決まらずとても焦っていました。正

直、6月頃まではまだ大丈夫とたかをく

くっており、周りも内定先が決まって

いる人は少ないだろうと思っていたら、

あっという間に取り残されていました。

3月頃までは履歴書や面接対策等の前準

備はしていましたが、それでどこか満足

してしまっていたことは今ではとても後

悔しています。ようやく焦りだしたの

は8月頃でした。そこから何社か受けま

したが、焦りが先行していたのと半ば自

暴自棄になり事務職であればどこでもい

いと手当り次第受けていました。もちろ

ん、受けた全ての会社から“お祈りメー

ル”（不採用通知）が送られてきました。

そんな時に、進路支援課の方からこの会

社はどうかと教えていただいたのが、無

事に今年就職することが決まった会社で

した。事務職であることはもちろん、事

務職の中でも経理事務職であることにか

なり惹かれ（当時見ていたドラマの主人

公が同じ職種でそこから影響を受けてい

たため）、何よりそこの会社は主にピア

ノ中心に様々な楽器を取り扱っている会

社で、中学高校と吹奏楽部に所属し、音

楽好きな私にとってこれ以上好条件なと

ころはないと思い、自分の中ではこれが

ラストチャンスだという覚悟で受けまし

た。その結果、見事内定をいただくこと

ができました。コロナウイルスや自身の

考えの甘さにはとても苦しめられました

が、それもあって今の会社に務めること

が叶ったのかと思うとそれはある意味運

命的でもあり、より会社に貢献したいと

いう気持ちが高まりました。これから

は、仕事にはもちろん精を入れて務め、

自身の趣味も十分に謳歌して、何よりコ

ロナウイルスに負けないよう対策しなが

らも今まで以上に人生を楽しむことを目

標にして、何事も頑張っていきたいと思

います。

私は、コロナ禍の1年を振り返っ

て、失ってしまったことばかり

ではないと感じました。その理由は2点

あります。1点目は、自分の時間が増え

たからです。コロナが蔓延してしまって

からしばらくの間、リモート授業になり

ました。対面の授業とは違い、気軽に先

生や友達にわからないことを相談した

り、なかなかスピードについていけな

かったりと、不便だと感じることもあり

ました。しかし、学校への通学の時間や

空きコマの時間は、家で一人の時間に代

わり、自由な時間を作ることが出来まし

た。その時間で、自分の将来について深

く考える時間にすることが出来たので、

良かったと感じています。2点目は、悔

しさをばねにすることが出来たからで

す。コロナの影響で様々なイベントが中

止になったり、今までのように100％

ですることが出来なくなってしまいまし

た。しかしその悔しさから、今回できな

かったことを、次の機会にその分も果た

そうと、次の目標に対する活力にするこ

とが出来ました。

私がこの1年で最も不安だったこと

は、就職できるのかということで

す。なぜなら、コロナウイルスの影響で

企業の説明会が次々と中止になり、業界

研究が上手くいかなかったり、企業の求

人も例年に比べて少なかったりしたから

です。また、私は公務員を目指していた

ため、CDPプログラムを受講していまし

たが、その授業を含め2年の前期は全て

遠隔授業となり、大事なポイントを押さ

えることに苦戦しました。しかし、世間

がこのような状況になってしまったこと

は仕方がないので、私は今、コロナ禍で

もできることを考えました。自分自身を

見つめ直してみると、上手く時間を使う

ことが大切だと感じました。家で過ごす

時間が増えたため、公務員試験の勉強に

あて、遠隔授業を受ける際は、自分の知

識を増やそうと思いながら受けていまし

た。私は、学生最後の年に、コロナウイ

ルスが流行るなど想像していませんでし

た。学生最後の年だったので、友達とた

くさん思い出を作りたいと思っていまし

たが、それは叶いませんでした。ですが、

コロナ禍での生活を通して、今まで当た

り前に送っていた生活は恵まれていたん

だなと改めて実感しました。私は、1日

1日を大切に今自分ができることをしっ

かり考え、社会人として頑張っていきた

いと思います。

コロナによって遠隔の授業が増え、

対面の授業のようにはいかず、短

大に入って新しくできた友達に会えない

などのマイナスな面もありました。しか

し、コロナ禍だからこそできることがあ

るのではないかと、前向きに考えること

ができた一年だったと思います。自分に

とって、プラスになったと思うことは3

つあります。1つ目は、通学に使ってい

た時間を勉強の時間に使えたことです。

私は、富山県の実家から通っており、学

校までは電車と徒歩で通っていました。

しかし、授業が遠隔になってからは通学

に使っていた時間に勉強できるようにな

りました。習慣化したのか、対面授業が

始まってからは、電車の関係で早く学校

についているので学校でも朝、勉強でき

るようになりました。2つ目は、家族と

進路の話をする時間ができたことです。

母はフリーでヨガインストラクターをし

ており、とても忙しいです。しかし、コ

ロナで仕事が少し減ったことにより、一
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緒に過ごすことができました。今までで

きなかった母の仕事についての話や、私

の進路の話をすることができて、明確な

目標を持つことができました。3つ目は、

遠隔授業で新しく友達ができたことで

す。zoomのブレイクアウトルームでい

ろいろな人と関わることができて仲良く

なれたり、自分と違う考えを持った人に

興味を持てたり、たくさん学べることが

あったと思います。また、コロナの勢い

が増しており不安なこともありますが、

2021年に経験したことを活かして、価

値のある1年にしたいと思います。

4 月に入学してから、新しい友達も

できて学校生活に少し慣れてきた

かなという頃にコロナウイルスの流行に

よって、全ての授業が遠隔で受ける体制

に変わりました。遠隔での授業を受けた

ことがなかったため、遠隔授業の時に必

要なzoomの操作も全くわからず、不安

だらけのまま遠隔による授業が始まりま

した。先生によって、授業の行い方が全

く異なるため、大変苦労しました。そん

ななかでも、わからないことがあったら

すぐに友達に聞き、逆に聞かれたら自分

が分かるところは教えるなど、友達と助

け合いながらなんとか遠隔授業を受ける

ことができました。そして、遠隔授業に

慣れてきた頃、コロナウイルスは少し収

束し、学校に行けるようになり、対面で

の授業に戻りました。対面での授業は、

遠隔での授業と違い学校に行かなくては

ならないので、準備の時間が必要になり

ます。対面での授業になってから、この

時間配分に慣れることに苦労しました。

それでも、一ヶ月ほど経てば対面での授

業にも慣れてきました。コロナウイルス

に振り回された4月からの10ヶ月間、

友達との助け合いもあり、なんとか乗り

越えてきました。これからも友達との繋

がりを大切にし、残り少ない学生生活を

楽しみたいと思います。

2 020年は新型コロナウイルスに

よって私たちの生活が奪われた年

でした。就職活動や友人、趣味など様々

な面で悩まされました。就職活動ではリ

モートでの説明会や面接など、初めての

ことが多くあり、大変でした。就職活動

で精神的に追い詰められる中、楽しみに

していたライブやプロレス観戦が中止・

延期になりストレスが溜まりました。当

たり前に会えていた友人に会えない、当

たり前に行っていた場所に行けない、苦

痛でしかありませんでした。マスク生活

が馬鹿馬鹿しくなってやめようとした時

もありました。一日に何千人も感染して

いるというニュースは嘘ではないかと

疑ったこともありました。怒りをぶつけ

たいけど、ぶつける矛先が分かりません

でした。しかし「誰も悪くない」「1人ひ

とりが対策を徹底しながら生活していけ

ば必ずこの不自由な生活は終わる」と信

じながら過ごしました。これからは健康

に過ごせていることに感謝しながら生活

を送っていきたいと思います。

昨年の春から現在にかけて、世界的

に流行している感染症、新型コロ

ナウイルス。空気感染するという特徴を

持ち、防ぐことが非常に難しく、政府か

らは、個人の良識ある行動を求められ

た。この新型コロナウイルスにより、日

常生活が大きく変化し、「当たり前」は少

しのきっかけで崩れ去ってしまうという

ことを自らの身をもって知ることになっ

た。しかし、依然としてウイルスの状況

が変わらぬ中で、今年度無事に本学を卒

業することができることに安堵してい

る。このような状況で、前年度の前期授

業はオンライン上での受講となり、後期

授業は、対面とオンラインでの講義を適

切に使い分けての受講であった。また、

学内への入る際の検温、消毒等徹底され

た感染対策により、学内で新型コロナウ

イルスに感染することは無く、毎日安心

して講義を受けることができた。これは

教授、支援課、警備の方等、様々な方々

の尽力によって実現したことだと強く感

じている。心よりお礼を申し上げたく思

う。

新型コロナウイルスの影響で、学校

の講義が全て遠隔授業になる前、

2年間の短大生活を充実したものにした

いと思っていたので、全ての講義が遠隔

授業に切り替わった時は、自分はこれか

ら充実した短大生活を送ることは出来る

のだろうかという気持ちになった。ま

た、遠隔授業になると友達と直接会って

会話をするということも無くなり、寂し

く感じることが多くなった。しかし、遠

隔授業に切り替わったことで良いことも

あった。電車での通学時間が無くなり、

対面授業の時よりも自分の時間を確保す

ることが出来て、趣味の時間などにあて

ることが出来た。また、遠隔授業ではパ

ソコンを使う機会が多くあったので、以

前よりもパソコンの操作に慣れることが

出来た。遠隔授業を振り返ってみると、

遠隔授業になったことで良いことも悪い

こともあったが、良い経験をすることが

出来たと思った。遠隔授業が終わり、対

面授業に切り替わってからは、友達との

何気ない会話を楽しんだり、対面授業の

有難みをより感じたりした。コロナ禍の

一年を振り返って、一年間で色々なこと

を経験することが出来たと思った。

新型コロナウイルスの影響でさまざ

まなことが制限される世の中に

なった現在、私たちは例年と異なり入学

してまもなくオンライン授業になること

が決定しました。入学して何もわからな

いままの状態、また県外出身の私は、知

り合いも少ない状態からのオンライン授

業は正直不安が大きく、やっていけるの

かという気持ちでした。自分のパソコン

を持つのも初めてで、使い方もなかなか

慣れず、初めのズーム授業はやり方がわ

からず授業に遅れてしまうなどトラブル

も多くあった中、わからないことは友達

に聞くなどしながら徐々にオンライン授

業に慣れることができました。また、就

職活動にも多大な影響が出ており、例年

より採用人数が少なかったり、オンライ

ン面接になったり、オンライン説明会に

なったりと就活に対して不安になること

が多いですが、前向きに頑張りたいと思
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います。今後は、新型コロナウイルスの

影響でオンラインを利用する企業が増

え、利用する機会が大幅に増えていくと

思うので、コロナ禍の現在でも柔軟に対

応していきたいと思います。

オンラインの授業が多くなりました

が、学校に通うよりも家で受ける

ほうが私にとって快適でした。大学受験

はコロナにより、様々な制約があった

り、厳しいものでした。受験以外にも夢

を諦めなければいけなくなり、悔しい思

いをした学生が多くいます。これらの思

いを上手くくみとって対処することが大

人の役割だと思います。制限をつけるこ

とは必要ですが、どうすれば学生の生活

が豊かになるのかを考えることも重要で

あると感じました。また、最近ではオミ

クロン株が流行り、感染者が増える一方

です。取り返しのつかないことになる前

に素早く的確な対応が必要であると感じ

てます。コロナ禍で人と人とのつながり

が薄れている中で、人を思いやる気持ち

はとても高まったように感じます。遊び

にいく時には、相手の友達の家族の職業

をさりげなく気にしつつ、遊ぶ場所を選

ぶなどをするようになりました。制限が

多く、思うようにいかないこともたくさ

んありますが、周りと助け合いながらこ

れからも過ごしていきたいと思います。

2 020年はコロナウイルスが流行

り、今までとはまったく違う生活

様式に変化しました。大変なことの方

が多い1年だったように感じます。何よ

りも一番辛かったことは友達と会うこ

とや出かけることが制限されたことで

す。まったく遊ばないということはない

けれどやはり去年などと比べると頻度が

減りました。遊ぶとしても、まったく家

から出ず自粛している方々もいると思う

と、今会うのはよくないのか？など罪悪

感を感じます。そのため、早く収束し人

と躊躇なく会えるようになることを願っ

ています。ただ、家の中で遊んだり県内

でお出かけをしたりと、制限がある中で

も楽しむ策は沢山あると感じました。ま

た、これまで友達と会っていた時間で読

書をしたり、料理を作ったり、違う種類

の楽しさも見つけました。そして、友達

と会うことは想像以上に大きな活力に

なっているのだとこの機会を通して実感

しました。次に大変だった点は就職活動

です。偶然コロナウイルスと就職活動の

年が重なってしまい、採用枠が減ったり

オンライン面接に切り替わったりとイレ

ギュラーがありました。私の志望してい

た企業の一つも事務職の採用を取りやめ

ていたため、私は不運な年だと嘆いてい

ました。しかし就職活動に関しては良い

点もありました。オンライン面接が増え

たため、一日に受けられる回数が増えま

した。説明会や面接が重なっていても、

自宅から参加できるため時間に余裕がで

き、様々な企業を知ることに繋がりまし

た。そのような点では上手く時間を使う

ことが出来たと感じます。大変な状況で

マイナス思考になりがちだけれど、何で

も楽しもうとする気持ちを持って過ごし

ていきたいです。

私にとってコロナ禍の1年は、とて

も大変なものでした。新型コロナ

ウイルスの感染が一瞬にして全世界に広

がり、私の住む町にもたくさんの感染者

が出ました。初めの頃は他人事のように

感じていましたが、少しずつ危機感を持

つようになりました。以前の暮らしと比

べると、とても不便になり環境も大きく

変わりました。マスクで外出することが

当たり前になり、大人数でいることや他

人との距離を気にするような時代になっ

てしまいました。そんな時代に変わって

しまった中で、私は就職活動を行いまし

た。先が全く見えず、とても不安でいっ

ぱいでした。しかし、環境が変わり選考

が遅れ始めたことで、時間に余裕が生ま

れました。そのため、就職活動のための

準備期間が長くなり、少し得した部分も

ありました。コロナ禍の1年は、大変で

苦しいことがとても多かったですが、辛

いことばかりではなかったようにも感じ

ます。このコロナ禍を通して学んだこと

をこれからの人生に活かし、与えられた

環境の中で精一杯生きていきたいと思い

ます。

新型コロナウイルスの流行により、

今までに前例のない大きな状況の

変化がたくさんありました。私は、コロ

ナによる変化の中でも特に、就職活動へ

の影響が大きく、過去のレポートや以前

までの様式と大きく変化しているところ

があり、就職活動を終えることができる

のか不安を感じました。しかし、自分な

りに情報を集めたり、SNSや ZOOMな

どを活用した就職活動の新しい形に対応

していくことで、内定を頂くことができ

ました。また、授業が遠隔での実施に

なったことで、友人と直接学校で会う機

会が減ったことが残念でした。そのこと

もあり、就職活動を行っている時に、友

人と情報を交換したり、不安な気持ちを

共有するといったことがなかなか出来な

かったことが、とてもつらいと感じまし

た。コロナウイルスは未だ収束の兆しが

見えず、今後も生活の変化が進むことが

予想されますが、悲観的になるのではな

く、変容する世の中に対応していくこと

が必要だと思います。

コロナ禍の一年を振り返って、短期

大学生活一年目で緊張と楽しみが

ある中、リモート等であまり人と関わる

ことのなく、不安なことが多かった。そ

の中で、学校でリモートの詳しい説明を

受けることができ、少し安心して授業を

受けることができた。また、テストが遠

隔で行われるということもあり、きちん

と反映されるのかどうかなど不安な点が

あり、後期になっても慣れなかった。し

かし、将来的にPCを使う機会も多いと

考えられるため、PCに触れる機会が多

くなったことはよかった部分であると考

える。遠隔授業で学校へ向かうための時

間が空いたため、読書等々自分の趣味の

時間も多く取れたことは良い点であると

考えた。人間関係について、対面で会う

回数は大分少なく、不安な気持ちが大き

かったが、友人関係でも特に困ったこと

はなく、良かったと考える。サークル活
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動について、同じ学年の人がおらず不安

ではあったが、先輩方が話しかけて下

さったこともあり、先輩方にはとてもお

世話になった。コロナ禍の一年間は非常

に不安定なものであったが、周囲の人々

に支えていただき、何とか過ごすことが

できた。

コロナが急速に流行りだし、急に遠

隔授業に変更になったことで、自

分の思い描くような学生生活を送ること

はできませんでした。しかし、コロナ

だったからこそ新たに得られたこともあ

りました。もともと初めてのことに対

し、挑戦することが苦手でした。しかし、

遠隔授業になってしまい、空き時間が増

えてしまいました。そこで、私は今なに

か始めないとなにも挑戦することができ

ないと考え、初めてアルバイトに挑戦す

ることにしました。アルバイトでは、コ

ミュニケーション能力を身に着けること

ができました。大きな声で話せるように

なったり、お客様それぞれに合った接客

方法で対応ができるようになったりしま

した。他にも、空き時間を使って検定に

挑戦しました。今まで学校に登校してい

た時間を、検定勉強に費やしたことで、

最終的に合格をすることができました。

コロナになって、満足する学生生活を送

ることはできませんでしたが、コロナだ

からこそ得たことも多くあったため、良

かったです。

コロナ禍の一年を振り返って、一番

印象に残っていることは前期に経

験した2度の遠隔授業です。高校時代も

コロナによる休校を経験しましたが、リ

モートで授業を受けることは初めてだっ

たので、非常に印象に残っています。遠

隔授業は、大学へ通学せず自宅で受ける

ことができるため、通学時間が長い私に

とっては少し嬉しい気持ちもあった反

面、やはり入学して間もない頃だったの

で不安に思うことも多くありました。何

より、新しくできた友人と会えないこと

が一番辛かったです。ですが、SNSを通

して友人と分からないことを相談し合っ

たり、何気ない世間話をしたりと、直接

会えなくても連絡を多く取り合ったこと

で、より仲を深めることがでできたと感

じています。また、空いた時間を有効期

限しようと思い、授業の予習や復習、資

格試験の勉強にも取り組みました。コロ

ナ禍で多くのことが制限されていても、

今できることに精一杯取り組んだこと

で、この一年を乗り越えることができた

のではないかと思います。今後も、何事

にも精一杯取り組み、困難を乗り越えて

いきたいです。

この一年は、新型コロナウイルスの

影響で思い描いていた短大生活を

送ることができなかった。前期は遠隔授

業となり、数回しかキャンパスに行くこ

となく、講義が始まった。慣れないパソ

コン操作に苦戦しながらも講義を受けて

いた。特に、前期の遠隔授業では、実際

に先生に質問することができないため、

分からない部分は友達に聞いたり、イン

ターネットで調べたりしていた。しか

し、遠隔授業だったからこそいいことも

ある。短大に入学して資格をたくさん取

りたいと思っていたので、資格取得の勉

強に時間をあてることができた。また、

家族との会話も増え、自分のしたいこと

に時間を多く使うことができた。後期か

らは対面授業となり、不安に感じてい

た、友達作りも積極的に話しかけること

で仲良くなった。このように、デメリッ

トだけでなく、メリットもあり、自分で

計画することの重要性を学ぶことができ

た。どうすれば、通常の講義と同じよう

に理解を深めることができるのかを自分

で考えることで、学習する姿勢を見直す

ことにもつながったと思う。

コロナ禍を振り返って、初めは授業

がリモートになり、授業が楽にな

ると思っていました。しかし、思った以

上にきつい生活でした。リモートで授業

を受けていても、しっかりと頭に入って

いるのかもわからず、できるはずの新し

い友達もいないので、気合の入らない授

業は自分のためになっているのかという

疑問がありました。また、せっかく夢見

た大学生活を迎えることなく、本当に入

学したのかと実感のない日々と自分は何

をすればいいんだろうという不安が入り

混じった日々でした。コロナでの自粛生

活を通して、マスクのない日々や人と触

れ合える日々がどれだけ幸せだったか

を、痛いほど思い知らされました。ま

た、普段から面倒くさいと思っていた学

校も、今では足を運べることに満足しな

がら登校しています。これからは、人と

接することや、外の色んなところで過ご

す瞬間を大切にしていかなければならな

いと思いました。最後の学生生活も、授

業でも遊びでも真剣に取り組みたいと思

いました。

コロナウイルスの影響で前期は遠隔

授業になってしまいました。春休

みの自粛期間と含め、今までの人生で経

験のしたことのないくらい家にいる時間

が長くなりました。私はそこで、授業の

合間に家事をすることに決めました。お

昼ご飯の時間には弟の分もご飯を作りま

した。空きコマを使い、お皿を洗い、洗

濯物を畳みました。私は今まで全く家事

をしてこなかったので、初めは効率よく

手際よくすることが大変でした。家に

ずっといて憂鬱になることもあったので

すが、家事などをして少し気持ちが明る

くなったような気がしました。後期授業

は対面になりました。コロナウイルスが

完全に終息していない中の学校は正直と

ても不安でした。なので、消毒液を持ち

歩いたり、電車での飲食を控えたり、学

校と自宅とアルバイト先以外はなるべく

立ち寄らないように心掛けました。今ま

で学校に通っていなかったり、検定が受

けられなかった分、たくさんの検定試験

の勉強をし、充実した学校生活を過ごす

ことができました。この一年、世の中

は、以前とは全く違う景色になってしま

い、当たり前にできていたことが、でき

なくなりました。コロナウイルスの影響

を受けている人が世の中たくさんいるこ

とは、今も変わりありません。私にでき

ることは、これからも感染対策を徹底し
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続けることだと思っています。

コロナ禍の1年をふりかえって私が

思ったことは、自由に移動できな

いことがストレスだったということで

す。県外に出ることはもちろん、すぐそ

こにあるスーパーに買い物に出かける時

やコンビニなどふらっと出かける時にも

細心の注意を払って出かけなければいけ

ないことがストレスでした。特に大変

だったのが、京都へ編入試験を受けに

行った時でした。キャリーケースを持っ

て外に行けば周りの視線を少し感じ、試

験当時だんだんと感染者が増え続けてい

た京都でなるべく人と接さないでおこう

と密集しているところを徹底的に避け、

帰りにも周りからの視線を少し感じ、ス

トレスでしかなかったです。以前は当た

り前のようにしていた事が出来なくな

り、逆に非難される時代になったんだと

改めて感じた時、少し虚しくなりまし

た。短大生活の2年しかない時間の半分

をコロナに奪われたので、切実にこの貴

重な2年生の学生生活を返して欲しいと

いつも思っています。

この1年を振り返って、本当に大変

だった1年でした。消毒やマスク

の着用が当たり前になって、透明な板を

挟まないといけなかったり、机は離れ

て座らないといけないなど、180度生

活が変わりました。短大も最初の数日だ

け行ってから、休みになり、遠隔授業

が始まりました。授業も高校とは違っ

て、新しいものばかりで分からないこと

ばかりでした。また、パソコンをほとん

ど使ったことがない中でのZoomを使っ

た授業。パソコンは短大に入る前は、ほ

ぼ使ったことがなく、分からないことが

多かったです。でも、授業で使う機会が

増えたことで、今ではほとんど不自由な

く、使うことができるようになりまし

た。コロナで大変なことが多かったけれ

ど、学ぶことも多かったなと今では思っ

ています。コロナは今でも続いていて、

出始めたときは、去年の7～8月には収

まるだろうなと思っていましたが、私の

予想よりも長く続

いています。まだ

まだ、この生活は

続いていくとは思

うけれど、感染予

防しながら、頑

張っていきたいで

す。

入学して対面

授業にやっ

と慣れてきたという時にオンライン授業

に変わって情報量が多く大変でした。パ

ソコンにも慣れていなかったので授業を

受けることに精一杯でした。友達もあま

りできておらず不安な気持ちでしたが、

ブレイクアウトルームでの活動が多く

あったので話すことに慣れる機会になり

良かったと思います。資格の勉強も分か

らない点を聞けないという難点がありま

したが、自主勉強に取り組む癖がついた

ように思います。アルバイトの面では、

4月から新しいバイトをしようと考えて

いましたが、理想のバイト募集がなく結

局見つけられたのは9月でした。元々し

ていたバイトもコロナウイルスの影響で

あまり入れず貯金ができなかったので辛

かったです。ですが、悪い部分だけでな

くパソコンに慣れるという点や通学時間

が削られ睡眠時間を伸ばせたことで、授

業の集中度が上がったなど、良い点も

あったので大変でしたが自分自身にとっ

て1つの経験になったと感じました。

私は短大生活を振り返って、3つの

観点から話します。まず、一つ

目に課題についてです。コロナ禍での

授業は、自宅から遠隔で受けるというこ

とが多く、パソコンに向かって行う作業

なので、姿勢が悪くなったりや目が疲れ

たりと体に支障の起きることが多いと感

じました。また、私は一度パソコンが壊

れてしまったこともあり、スマートフォ

ンだけでは操作のできない授業があった

ので、その期間は困ったと感じていまし

た。次に、二つ目として友人についてで

す。コロナ禍では、遠隔授業でグループ

ワークを行い同級生やクラスの人と話す

機会ががありましたが、それ以外では関

わる機会がなく、名前と顔を覚えられな

いまま友人を作れずに過ごしていたと思

いました。最後にアルバイトについてで

す。私は飲食店でアルバイトをしていま

したが、やはりコロナ禍であると時間に

制限ができ、短期時間でしか働くことが

出来ず、もらえるお給料が少なくなると

いったことが困った問題だと感じまし

た。

今回、新型コロナウイルス感染拡大

のため、初めて経験するようなこ

とばかりでした。まずはじめに、授業が

全てオンライン化されたことです。今ま

で対面で受けていた授業を家で受けるこ

とになり、パソコンの操作やzoomとい

うアプリなど、慣れないことばかりで最

初は苦労しました。学生もたくさんの苦

労があったと思うけれど、先生方が1番

大変だっただろうと感じました。次に、

就職活動です。就職活動自体初めての経

験であるため、わからないことがたくさ

んありました。さらに、新型コロナウイ

ルスが感染拡大防止のため初めての面接

もリモート面接でした。ただでさえ、面

接は緊張するのに、オンラインであった

ため、声に時差を感じたり、相手の表情

を伺うことが難しかったりしました。今

考えると、これまでにない特別な経験で

あったと思います。今年度は新型コロナ

ウイルスの影響で様々なことを我慢する

ことが多かったと思います。春から社会

人となり、より辛いことが起こると思い

ます。しかし、めげずに何事も挑戦して
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いきたいと思います。

コロナの1年を振り返り、こんな世

の中になるとも思っておらず、初

めてのことで最初は戸惑いました。特

に、短大生になり1年目の年で友達も全

く居なかったので心配なことが多かった

です。リモートでの授業は初めてだった

のですが、段々と慣れていき、4月に話

した友達とも SNSですが、話すことが

多くなりました。コロナの1年で、直接

会うことができなくても、こうして繋が

れることが出来て SNSが普及されてい

る時代で良かったと感じました。8月末

からは学校が始まり、どんな人がいるの

か全くわからなかったので緊張しました

が、なんとか友達を増やして行くことが

出来ました。授業を通してコミュニケー

ションとっていくことで、その不安はい

つの間にか消えていった気がします。会

わなくても繋がることが出来ることと、

会って話すことの素晴らしさを知った1

年になりました。今までにない経験でし

たが、コロナ禍はこれからも続くと思い

ます。家に居ると、考えることが多くな

り、気分が落ち込んでしまうのですが、

自分の気持ちに負けないように頑張りた

いです。

この自粛期間で、私は充実して過ご

すことができました。やりたいこ

とに挑戦できたり、新しいことに気づけ

たりしました。私が挑戦したことは、料

理です。私は、一人暮らしをしていて、

元から毎日自炊をしていたのですが、家

にいる時間が多くなり、簡単な料理では

なく手の込んだ料理を作ることに挑戦し

ました。その一つが、うどん作りです。

粉から作り始め、その生地を練って寝か

せてという作業をしました。その麵を、

作ったカレーと合わせてカレーうどんに

して食べました。長い時間がかかったの

で達成感があり、いつもの食事よりおい

しく感じました。そこで、料理をする楽

しさを改めて感じたと同時に、何かモノ

を作るという大変さを感じました。料理

だけに限らず、様々なのモノや場所が人

の苦労や努力によってあるのだというこ

とを感じることができました。そのた

め、物を作ったり食べたりできる喜びや

良い環境で過ごせている感謝を忘れずに

過ごしていきたいと思いました。新しく

気づいたことはコミュニケーションにつ

いてです。この自粛期間中人と話したり

あったりする場面が少なくなりました。

私は今まで人と極力話したくないし家に

いたいというような考えを持っていたの

で、最初は自粛期間がうれしかったで

す。しかし、思ったより自粛期間が長く

zoomばかりの授業だったので少しつま

らないと感じるようになりました。やっ

と対面で授業ができるようになり、久し

ぶりに学校に行って友達と話したり多く

の人と会ったりすることが楽しいと感じ

ました。コミュニケーションが楽しいと

感じるようになり、もっと多くの人と関

わったり遠くに行ってみたりしたいと思

うようになりました。今までだと周りと

関わらず今いる場所でできること中心の

考え方をしていました。そのため、この

自粛期間で自分を見つめなおし新たな一

面に気づくことができてよかったです。

短大1年生の半分を奪った新型コロ

ナウイルス。2年間しかない短大

生活の、最初の学校に慣れたり、友達を

作ったりする時間を奪われました。最初

は正直、家に居られることを嬉しく思う

時もありました。ですが、日が経つにつ

れ、短大に入ってから友達ができていな

いことや、授業で得たものが明確にわか

らないことに対して不安を感じるように

なりました。後期になってやっと学校生

活が送れることになりましたが、知り合

いも少ない中、学校に行くのは不安だら

けだったし、すぐ就職のガイダンス等

がはじまり、焦りました。今はやっと慣

れてきて、ガイダンスなどへのモチベー

ションも保てるようになりましたが、ほ

んとうに最初はついていけませんでし

た。ですが、コロナウイルスのせいで短

大生活の時間が奪われたのは自分だけ

じゃないし、すぐに就活で焦ったのも自

分だけではないと思います。本当に大変

な世の中だし、就職もできるのかとても

不安ですが、今自分にできることを考

え、時間を無駄にしないよう、行動して

いきたいと思います。コロナウイルスな

んかに負けてたまるか。

どうしてこんな苦しい思いしなくて

はいけないのだろう。それが入学

して最初に思った気持ちでした。親すら

入ることが許されない閉鎖的な入学式、

せっかく仲良くなった友達とも会えない

日々、常に探り探りの授業と、コロナの

せいで、私が思い描いていた短大生活は

理想のままになりませんでした。アルバ

イトも、始めてから一か月経たないうち

に休業になりました。受験予定だった検

定も、コロナのせいで延期になりまし

た。受験が終わればいっぱい遊ぼう、取

りたい資格が沢山あるから早いうちに受

験しよう、そんな計画はあっけなく崩れ

ていきました。「大学生より社会人の方

がつらい」「大学生は遊べないだけ」大

学生を見下し比べるような文句を嫌にな

るほど聞きました。結局人は不幸自慢を

したいだけの小さい生き物だと心の底か

ら思いました。しかしよく考えてみれ

ば、私自身もなんで私たちだけ…と何度

も思っていたことを思い出し、日に日に

疲れていきました。はやくこの日々が終

わってくれと願っていた時、短大のみ後

期から対面授業を再開するという知らせ

を受けました。更にバイトも少しずつ再

開していくとのこと。光が見えました。

ずっと暗闇で兆しすら見えなかった状況

が、少しずつですが変わっていくこと

に、強い感動を覚えました。こうしてコ

ロナ禍でいつ大学に行けるかすらわから

ない状況の中、対面を再開してくださっ

た教職員や事務の方々には本当に感謝し

ています。それからは凄く楽しい日々で

した。友達も増え、教授も優しい方ばか

りで、学ぶ内容も高校の時よりも深いこ

とばかり、本当に毎日が学びの連続でし

た。サークルの制限も徐々に減ってい

き、ようやく待ち望んでいた大学生活を

謳歌できました。コロナによって思い描

いていた生活はできないことが多かった
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のですが、それによってギターを始めた

りとずっとやりたかったことに挑戦でき

たり、当たり前の毎日がどれだけありが

たいことに気づくことができました。嫌

なことやダメなことばかりに目を向ける

のではなく、プラスであるところに目を

向けて、これからも過ごしていきたいと

強く思いました。

コロナ禍の一年を振り返ってまず

思ったことは学校に行けないこと

のもどかしさです。短大は2年しかない

のにそのうちのほぼ1年間が遠隔授業と

いう形になってしまったので友達に会う

ことも難しくなり、話せなくなって、と

ても辛かったです。あまり学校の友達に

会えないまま卒業となり、後輩にも就活

や授業のアドバイスを直接言えなかった

のも悔しいです。パワーポイントでスラ

イドを使って遠隔で説明するだけでは伝

わらない部分も多いと思うのでそういう

面で活動できなかったのは悔しいと思い

ました。次に就活は、途中から大きな合

同説明会が無くなり、会社ごとの個別説

明会を受けていたので、一気にいろいろ

な会社の話を聞くことができないという

のが大きかったです。就活をする中です

ごくきついこともあったけれど、第一志

望の会社に入ることができて、こんな世

の中でも努力すれば報われると感じまし

た。コロナで卒業旅行は行けないし、2

年生での大きな活動もなかったけれど、

短大で出会った友達とずっと友好関係を

築いていきたいです。

私は、今年の春から一人暮らしを始

めた。慣れないことばかりで、毎

日が不安で不安で仕方なかった。学校面

も友達が出来るのだろうか、授業につい

ていけるのだろうかなど、不安しかな

かった。環境がガラリと変わり、その環

境に慣れるまでには非常に時間がかかっ

た。友達、家族色々な人に助けられ、支

えられて私は学校生活を送ることが出来

た。私が悩みを相談する度に、友達は優

しい言葉をたくさんかけてくれた。「一

人で抱え込まないで何でも相談してね」

という言葉に、私は何度も助けられた。

家族も、たくさんの言葉をかけてくれ

た。私が前に進めるように、背中を押し

てくれた。どんな時でも、私の味方でい

てくれた。友達、家族のおかげで、一人

暮らしや学校生活の不安が徐々に小さく

なっていった。友達や家族には、感謝し

てもしきれない。改めて、友達や家族の

存在の大きさを感じた。「一人じゃない」

と感じることが出来て、一人暮らしや学

校も頑張ろうと思えた。友達や家族にた

くさん助けられたから、今度は私が友達

や家族を助けられるような存在になりた

い。友達や家族に、恩返しをしていきた

い。

春から始まった短大での新生活か

ら、現在に至るまで、私たちはコ

ロナ禍に大きな影響を与えられてきた。

当たり前の生活が変わり、新しい当たり

前ができた。例えば、コロナ禍前ではマ

スクは病気の人だけがつけるものという

印象が強かったが、今ではマスクをつけ

ることが社会にとっての当たり前となっ

ている。コロナ禍による影響を最初に受

けたのは、やはり学業面であった。授業

開始日の遅れや、講義の夏休みへの移

動、今まで存在は知っていても使ったこ

とのなかったZoomなどのアプリを使用

しての授業などで、不安要素がたくさん

あったのを覚えている。家族や親戚から

は、せっかくの新入生なのに、学校に行

けなくて気の毒だと何度も言われた。し

かし、私自身は遠隔授業に慣れてくる

と、感染防止や、通学時間を考慮しなく

てもよいこと、Zoomの知識が身につい

たことから、遠隔授業に肯定的な気持

ちを持つようになっていった。ある時、

LINE での友人との会話の流れで、電話

をすることになった。コロナ禍でも友

人と連絡は取っていたが、ほぼ LINE で

行っていたので、電話で話すことを決

めた時は新鮮な気持ちになった。約1時

間、私と友人は話し続けた。これは、私に

とって驚きの時間だった。コロナ禍前で

も友人と話すことはあったが、せいぜい

15分程度で終わっていたからだ。そし

て私は、コロナ禍により遠隔授業になっ

たことで、友人と会う機会がなくなった

ことを寂しいと思う自分と、今までの対

面授業は貴重な機会だったことに気が付

いた。今まで当たり前に受けていた、対

面での授業や、学校での友人との世間話

は、今はとても貴重なものになってい

る。学生生活では遠隔授業が増え、食事

をする場所にはアクリル板が張られてい

る。私の短大1年生としての生活は、確

かにコロナ禍での影響を受けたが、今ま

で当たり前に行われていた対面授業や、

対面での友人との会話がどんなに貴重な

物であったかを知るきっかけにもなっ

た。この発見は、コロナ禍前であれば気

が付かなかったと思う。しかし、コロナ

禍でなければ、Zoomの使い方や、web

会議に慣れることもなかったのではない

かと思う。コロナ禍に沈んで日々を生き

るのではなく、コロナ禍だからこそ新し

い発見や経験があったとポジティブに考

え、短大2年生の生活もがんばりたい。

4 月から入学をしたと思えば、入学

式は学生だけで両親も入れませ

んでした。入学式後は緊急事態宣言が

出て、1ヶ月ほど授業も何もできません

でした。感染拡大が広まっていて、外に

出て友達と会うこともままならず、悲し

かったです。5月からは、オンライン授

業が始まりました。初めてのことばかり

で、まだ友達もできておらず、何もかも

が不安でした。中学生や高校生は学校に

行っているのになんで私達は行けないん

だろうと、不満ばかりが募りました。前

期は全てオンラインになりました。先生

と会うこともなく、顔を見ることもな

く、授業が終わっていきました。夏休み

中には集中講義が入り、ようやく大学の

友達と会う機会ができました。後期から

は、対面で授業をすることができまし

た。授業内でのグループディスカッショ

ン等はコロナ禍により、控えられていま

した。あまり、オンラインでの授業と変

わらない気がしました。コロナにより、1

年前までは当たり前だったことも当たり

前ではなくなりました。一刻も早く、コ
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ロナが収まり、以前のように暮らしてい

けるようになりたいと思いました。

去年の3月頃から日本でもコロナが

流行しだした。コロナが流行する

前は、マスクをしないで友達に会った

り、学校に行ったり、電車に乗ったりす

ることが当たり前だったのに、今では、

マスクをして外に出ることが当たり前に

なった。生活環境も変わった。本来なら

学校に行っている時間帯でも家にいる。

必要最低限のこと以外、外出を控えてい

たため、以前よりストレスがたまりやす

くなった。だから、人が少ないところで

散歩をしたり、趣味のお菓子作りを練習

したりして、発散するようにした。若い

人は無症状の人が多いということを知っ

て、もし自分が感染し、大事な家族にう

つしてしまっていたら、どうしようとい

う不安が毎日あった。帰ってきたらすぐ

に手洗いをしたり、自分が口をつけた食

べ物は人にあげないようにしたり、エス

カレーターの手すりを触らないようにし

たり、自分なりに対策をした。自分が感

染しないことが一番だが、感染していた

ときのことを考えて行動することも大切

だと思った。そうすることで、周りの大

事な人の命を救うことができるかもしれ

ないからだ。これからも、コロナは収ま

らないと考えている。だから、自分は大

丈夫と思い込まずに、今まで通りしっか

り対策していきたい。

コロナ禍で短大生活が一変しまし

た。春休みがいきなり伸び、リ

モート授業になりました。今までの学生

生活でリモートというのは初めてで、戸

惑ったこともたくさんありました。ど

のように使うのか、電波の状況など、円

滑に授業を進めることが困難な時もあり

ました。zoomで画面が止まってしまっ

たり、繋がらなくなるなど今までとは違

う授業内容になったりもしました。その

ため、課題が沢山あり、レポートに追わ

れた時もありました。しかし、社会全体

が今後このような在宅ワークというのも

出てくると思うと、その練習ができてよ

かったのではない

かと思います。ま

た、就活もリモー

ト面接になること

がありました。今

まで練習してきた

対面の面接とは全

く異なり、リモー

トの練習もできな

いまま臨むことに

なりました。これ

から後輩たちには、リモートの練習もし

て、本番うまく行くように頑張って欲し

いと思います。大変な一年になりました

が、私はとても充実した短大生活を送れ

たと思います。

コロナ禍が始まり私たちの生活はガ

ラッと変わりました。高校を卒業

して短大という2年の短い間で新しい学

校、新しい友達とワクワクしていました

がコロナウイルスが始まったことにより

夢見る生活とは全く違いました。4月か

ら学校！と思ったら遠隔授業に変更にな

り、とても悲しい気持ちもありました

が、約半年遠隔授業で過ごし夏休みが

終わって学校に通えるようになりまし

た。友達がいなかったので学校が始まっ

て新しい友達が出来るのがとっても嬉し

かったです。今では3ヶ月半という短い

時間でしたがステキな友達にも出会うこ

とが出来ました。この一年はあっさり過

ぎていったように感じました。これから

就職活動があり就職氷河期よりも就職難

との事でとても不安です。ひとつのウイ

ルスから一年で世界的に生活などがこん

なにも変わってしまうという事に驚きま

した。マスクの生活にも慣れ、今では外

に出る時はマスクは必須になり、会社に

出るのではなく「在宅ワーク」「密」や

「ソーシャルディスタンス」という言葉

も生まれました。コロナ禍を通し当たり

前の事、当たり前に感謝し、2年生では1

年生の時の分も含め学生最後の1年間、

楽しい学校生活を送りたいと思います。

少しでも早くコロナウイルスの終息を願

います。

私は、コロナウイルスが蔓延してき

た頃、本格的に就職活動を始めよ

うとしていた。行く予定だった企業説明

会が延期になったことから、地元に戻り

就職活動をすることにした。最初は困惑

したが、マイナビやリクナビで企業を探

し、説明会に参加することで、自分に

あっていると思える企業を見つけた。面

接では、コロナで不安はより大きくなっ

たが、社員の方から温かい言葉を頂き、

安心して試験を受けることができた。そ

して内定も頂けた。金沢星稜大学女子短

期大学部に入ったことで、入学当初か

ら、2年後には社会人になるのだという

自覚を持っていた。また、コロナの中で

も今までしてきた面接練習や自己分析な

どを糧に、自信をもって行なうことがで

きた。この学校に入学していなければ、

不安な気持ちも大きく、自分に自信を持

てなかったと思う。2年生なってからは、

zoom授業がはじまり、本来なら経験で

きない体験をすることができた。そこで

は、web 授業の良さと対面授業の良さ

を両方知れた。現在は単位を全て取るこ

とができ、ほっとしている。2年間とい

う短い間、就活やコロナや友達との時間

や、zoom授業など様々な体験をさせて

もらい、とても成長できたと思う。この

2年間の思い出は、これからの人生でも

一生忘れることはないと思った。社会人

になってからもこの2年間を生かし、人

の役に立てるように頑張っていきたい。

2 020年はまさに怒涛の年であっ

た。コロナウイルスの影響で外出

自粛が余儀なくされ、当たり前の生活が
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3．学生たちの想い

困難になった。就職活動や大学の講義

がオンラインに変更になり、慣れない

zoomの操作に苦戦することも多々あっ

た。だが、コロナウイルスの影響でも私

が笑顔でいられたのは、家族の存在と趣

味に没頭できたからである。家で過ごす

時間が増えたため、自然と家族と接する

機会が増えた。大学生活での自分の様子

や勉強のこと、また友人の話を深く話す

ようになったことで家族との仲がより一

層深まったと感じる。話を聞いてくれる

温かい家族の存在が私を笑顔にしてくれ

たのだ。そして、もう一つは趣味である。

私の趣味は小説を執筆することだ。普段

は講義やその他の予定で執筆する暇がな

く放置気味だったが、コロナ禍で家で過

ごすようになってからは執筆の進み具合

が順調にいくようにった。普段は忙しく

てできなかったことをやるチャンスだと

思い、自分の好きなことに没頭して自粛

生活を有効に活用した。「コロナ禍で外

出できないから」と何も行動を起こさな

いのではなく「限られた場所でもできる

ことを探す」ことが重要だと思う。

2 021年の短大生活を振り返って、

思い描いていた生活は、短大の行

事にたくさん参加し、新たな友達を増や

し、2年後の就職に向けて勉強をしてい

くことでした。入学して、遠隔授業メイ

ンとなっていた時期は不安しかありませ

んでした。パソコン技術もほとんどなく

授業内容も分からないことがあり、たく

さんのことを友達に聞きながら過ごして

いました。新たに出会えた友達は優しい

人ばかりで、かなり親しくなれました。

学校への登校時間が私は長いので、かな

りあわただしい生活を落ち着いて過ごせ

るようになりました。アルバイトも始め

て大学生らしい生活を送ることができて

います。ワクチン接種が広まり、少しず

つ昔のように戻れそうなところもありま

すが、また最近では感染者数も増えつつ

あるので、全国民でまた小康状態になる

ようにしたいです。コロナ禍で、高校生

の頃はつらいことの方が多かったです

が、いろいろ自分のことを考えられる時

間ができたので良かったと思います。

コロナ禍の中で人生最後の学生生活

を過ごしました。行きたかったコ

ンサートにも行けず、行事も無くなり、

旅行にも行けない、大勢で集まることも

できない、というような状況でした。正

直、悔しいし悲しいです。しかし、コロナ

禍だったからこそ学べたこともたくさん

ありました。対面授業の大切さ、友人と

会えることの大切さ、自分は大丈夫…で

はなく、家族、友人、アルバイト先、周

りの人のために行動することの大切さ、

このような環境ではないと学べないこと

もたくさんありました。コロナウイルス

が広まったせいで本来送るはずだった生

活ができず、とても悲しかったです。私

の趣味はコンサートに行くことだったの

で、趣味を取られるのはとてもしんど

かったし、生きがいがありませんでし

た。しかし、ステイホームで新たな趣味

ができました。それは、料理と掃除です。

あとどのくらいで収まるか分からないけ

れど、これからも手洗い、うがい、マス

ク、アルコール消毒を徹底していきたい

と思います。

この1年間を振り返り、1番最初に

思うことは「最後の学生生活をど

れだけ楽しめたのか?」ということだ。

新型コロナウイルスが流行り始めた4月

頃はすぐ収束するだろうという気持ちが

あり、友人とは“夏休みはどこに旅行に

行こうか”とか“卒業旅行は韓国に行こ

う”という話ばかりしていた。授業はオ

ンラインになり、就職活動が本格的に始

まって、新型コロナが落ち着かないこと

への不安と自分の就職活動への不安が大

きくなった。しかし、友人とSNSを使っ

て実際には会えなくても励まし合いなが

ら就職活動を乗り越えることができた。

春に友人と計画していた旅行や、チケッ

トを確保していたコンサートも諦めた夏

休みだった。去年までは、夏休みはたく

さん旅行に行って遊んでいたのにそれが

できなくて何をして過ごしたらいいのか

分からず、ただ家で引きこもっていた。

今になって思い返すと、友人と電話や

メッセージのやりとりがいつもより多く

なっていた気がする。いつもなら学校や

バイト先で会えるから必要な時しかメッ

セージのやりとりはしていなかったが、

特に用事がなくても自然と「元気？」と

聞くようになっていた。これは今でも続

いている。春休みになってからもお互い

の近況を話したりしている。新型コロナ

ウイルスが流行し始めて、家にいる時間

が大幅に増えたがいつもと変わらず元気

でいられたのは気軽に連絡ができて、た

まには外に連れ出してくれた友人のおか

げだと思う。早く新型コロナウイルスが

収束し、今年行けなかった「卒業旅行」

に行ける日が来ることが今の私の楽しみ

だ。

新型コロナウイルスの影響で、生活

がガラッと変わり慣れない生活

が続きました。今まで普通にできてい

たこと、普通に行けていたところもマス

クをしないと入れない、距離をとらな

いといけないこと等、辛いことも多かっ

たけど、コロナウイルスを減らすために

はしないといけないことなので、責任を

もって行動をしました。授業も対面授業

がオンライン授業に変わり、みんなと会

う機会が少なくなって、ほぼ家にいる状

態で、学校の意味があるのかなと考えた

こともありましたが、自粛期間を無駄遣

いせずに、自粛期間を利用して自分のや

りたいことなどをしました。いい時間に

なったなと私は思います。ネガティブに

考えすぎず、ポジティブに考えることも

大事だなと思いました。パソコンに慣れ

ず、トラブルなども多く大変だったけ

ど、徐々に慣れてパソコンの便利さにも

気づくことができたので良かったです。

まだコロナウイルスは終息する可能性は

低いと思うけど、1人1人が責任をもち、

行動をして、少しでもいいからコロナウ

イルスが減ったらいいなと思います。コ

ロナウイルスに負けず、みんなが幸せに

過ごせたらいいなと思います。
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2 021年の授業では、対面授業と遠

隔授業の両方とも経験した。遠隔

授業は家で受講するため、気が抜けた状

態で授業を受けることが多くあった。そ

の反面、対面授業は内容もしっかり入っ

てくるため、集中して授業を受けること

が出来た。しかし、遠隔授業では zoom

を使うので、将来就職した時に役立てる

ことができると思ったので、その点では

メリットだと感じた。就職活動では、短

大なので1年生から力を入れた取り組み

をたくさん行ってきた。コロナで大変な

ことも多くあったが、合同説明会やガイ

ダンスなどで貴重なお話をたくさん聞く

ことができ、就活の準備が少しずつでき

たと思う。学校生活全体では、正直コロ

ナが流行っていなかったらもっと楽しい

ことができたと思う事がたくさんある。

しかし、その中でも自分なりに楽しく学

校生活を送ることが出来たのでよかっ

た。2022年は就活をするので、自分に

合った企業に内定をいただけるように頑

張りたい。

私がこの一年を振り返って最も特別

だった事は「コロナ禍による就職

活動」です。「例年と同じく」が通用せ

ず、また採用枠が狭まる事態に不安を抱

きました。そこで私が徹底したことは

「自己分析」です。今年の夏は自粛により

就職活動を一時休止しており、自分の時

間がたくさんありました。その期間を利

用し、自分を見つめ直しました。具体的

には「自分の特徴」を知ることに徹しま

した。なぜなら、私は「自分の好きな事

は？嫌いな事は?」というシンプルな問

いでも、明らかな答えを出す事はできな

い状況だったからです。しかし「なんで

もやります」という考えは曖昧で、面接

においても自分をアピールできないと共

に、他者との差別化を図れない事を自粛

前の面接で知ったので、日常生活を通し

て自分のこだわりや行動の共通点を探す

ように生活しました。その結果、自分は

「周囲を見て動いている、すべき事を察

知して自ら行動している」という特徴を

見つけました。普段は何気なく動いてい

たが、家族との生活において皿洗い、洗

濯畳みなど些細な事ですが、気付いた時

に動くようにしていました。それは過去

の自分にも当てはまることで、部活動や

集団行動の中で自分のポジションは「支

える側」であったこと、また周囲を見

る「鳥の目」を持っていると言うキャッ

チーな言葉を面接でアピールポイントと

して組み込むことに繋がりました。他に

も「active writing」という日記のような

事を行い、自粛期間でノート1冊埋めま

した。私が就職活動を終えるのは周囲よ

り遅く、不安や焦りと闘う日々でした。

しかし、それは過去の自分も同じこと

で「勉強も覚えるのは遅いが、テストで

はしっかりできてる。初めは周りに遅れ

を取っても最終的にはしっかり同じゴー

ルに追いついている」という事を小学生

の頃から言われてたので、自分のペース

でやればなんとかなると信じて粘りまし

た。ハローワークにも通った事で知識を

得られたり、不安などを相談する場にも

なっていたのでモチベーションを保てて

いました。その結果、満足のいく内定先

に決まったので大変嬉しかったです。現

在も自粛生活を強いられる日々です。大

学の勉強も終え、春休みという大人にな

る前の自由な時間を得ている今、友人と

旅行に行きたいところですが、我慢して

います。人と自由に会って話せる状況が

どんなに楽しく幸せな事だったか、コロ

ナ禍で身に沁みて感じています。早くコ

ロナ禍が鎮まる事を祈っています。

短大生活の4分の1を、自宅からの

オンライン授業で過ごした。“大

学生生活楽しみにしてたのにな”全国の

大学生がきっとそう思っているのではな

いだろうか。履修登録の仕方も教科書販

売の仕方も、新しくできた数少ない友達

と協力しながら乗り越えた。“コロナだ

から仕方がない”という言葉で楽しみに

していた多くの行事が無くなり、私が1

番に期待をしていた海外への語学留学も

無くなった。正直、家からのオンライン

授業で友達にも会えず、退屈な毎日を過

ごしていた。しかし、後期になってやっ

と学校が始まり、久しぶりの友達や新し

い友達に囲まれて制限はあるもののオン

ラインの100倍楽しい大学生生活が始

まった。はじめは、校舎で迷子になった

りと慣れないことが多く、戸惑いもあっ

たが、友達と乗り越えた。私は、このコ

ロナ禍の中で、友達の大切さに改めて気

づくことが出来た。短大生活残りの1年

を悔いが残らぬよう、精一杯学び、楽し

み、新しい友達と沢山の思い出を作って

いきたいと思う。コロナだからと妥協し

た日々を過ごさないように、コロナだか

ら気づけたこと、コロナでも出来ること

を見つけながら、withコロナの時代を生

き抜いていきたい。

コロナ禍の1年を振り返ると、本当

に大変だったと思います。たった

2年間しかない短大生活なのに、残りの

1年の半分は学校に行けなかったし、行

けるようになってもマスクを付けたまま

だったので残念でした。私は短大に慣れ

るまで1年かかったので、2年生は本当

に楽しみにしていました。このコロナの

影響でとてもショックでした。就職活動

では、リモートの説明会や面接で不安も

大きかったです。私は今まで面接をした

事がなかったのにも関わらず、一番最初

の面接がリモートで、とても緊張しまし

た。でも、そういったことに挑戦できた

と前向きに捉えることが出来ました。今

まではあまりパソコンを使って、勉強し

たりすることはしなかったけど、コロナ

禍でパソコンを多く使用したことで、社

会人へのいい準備になったと感じまし

た。これからもまだまだコロナは続くと

思いますが、前向きに捉えて頑張ってい

きたいと思います。

私は、星稜短大に入学して、オンラ

イン授業というものに初めて触れ

ました。zoomを使ったのも、初めてでし

た。家で一人授業を受ける際はとても不

安でしたが、丁寧に指導してくださった

おかげで今では zoomにも慣れました。

そして世間では、ほとんどの人がマスク

生活に慣れてきた分、普段からの風邪予
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防にもなって良い面もある半面で、マス

クは顔が覆われている面積が広く表情が

よくわからないところは難点でした。最

初は、友達ができるか不安でしたが、オ

ンライン授業に移り変わる前に、グルー

プワークの授業でお互いを知る機会があ

り、意気投合し、グループワークを経て

今でも仲良くなる友達もできました。大

学生は、一人でも生きていけるでしょと

最初は強気でいましたが、頼りになる、

頼ってくれる存在は必要不可欠だと思い

ました。第六波がやってきて、石川県も

感染者がたくさん出ていますが、コロナ

に負けず自分のしたいことに突き進んで

いけるように、アフターコロナに備えた

準備を今から行っていきたいです。

高校3年生の始まりは休校から始ま

りました。部活動をしていた私に

とっては、目標であったインターハイが

中止になるなど、悲しい現実が突きつけ

られる最後の高校生活でした。実際にイ

ンターハイ予選の代わりの大会が開かれ

たりと私は恵まれた環境でしたが、全国

的に見ると悔しい思いをしている私たち

と同じ歳の人はたくさんいると思いま

す。希望を持って短大に入学し、初めか

ら学校に行けるという喜びをとても感じ

ました。しかし、途中から休校となり、

やっと少し慣れてきた学校生活から離

れ、慣れないオンライン授業ということ

に不安を感じ、日々過ごしていました。

コロナ禍になって高校生活から短大生活

を通し、今まで当たり前だと思っていた

環境は当たり前ではなく、感謝するべき

ことだと感じました。今、コロナがまた

増えてきていますが、こうやって友達に

会え、直接話せることがどれだけ幸せな

ことなのか改めて実感し、感謝の気持ち

を持って日々過ごしていこうと思いま

す。

この一年間は人と直接会えることの

有難さを実感した年でした。前期

は授業が全て遠隔になり、対面できない

寂しさや心苦しさを感じながら授業を受

けていました。大学の学務システムを利

用することでコロナ禍でも学ぶ環境があ

ることに感謝し、日々工夫を凝らしなが

らオンライン授業にも慣れていきまし

た。授業面では、教授方の丁寧な説明や

友人との連絡相談により、ほとんど滞り

なく授業を受けることができました。私

たち二年生にとって大きな不安となった

のは、やはり就職活動でした。就活が本

格的に始まる三月ごろから企業説明会等

が中止となり、この先どうなるのか、果

たして就活はできるのかと心配になりま

した。しかし、進路支援課の方々がオン

ラインでの添削・面接指導をして下さ

り、対面でなくとも会話することによっ

て少しずつ前向きな気持ちになり頑張ろ

うと思えました。やるべきことを明確に

し一つ一つ進めていくうちに、自分が納

得するまでやりきろうという思いが芽生

え、苦しい時も乗り越えられました。そ

して、無事内定を頂くことができ、ここ

まで頑張ってきてよかったと思えたと同

時に、支え、助けてくださった方々への

感謝の気持ちが湧き出てきました。人は

一人では生きていけないというのはその

通りで、私自身も家族や友人、進路支援

課の方々の応援を励みにして力を発揮で

きたのだと感じています。後期からは対

面授業が再開し、友人と直接会って話せ

ることがこんなにも素晴らしいものだっ

たのだと再認識しました。大学には授業

を受けにいくのはもちろんですが、友人

と会えるというのもとても嬉しく感じて

いました。遠隔授業は非常事態や科目に

よっては有効かもしれませんが、私はや

はり対面で授業を受けたいと思いまし

た。前期にはサークルでの活動もほとん

どできなかったのですが、後期には少人

数で対策を徹底して開催することがで

き、とても良い思い出になりました。県

外でのイベントに代わって県内の魅力を

再発見する良い機会となったと思いま

す。今年の成人式は、コロナ禍と大雪が

重なりさまざまな意味で思い出深い式典

でした。まず、着付けをしてもらう会場

に行くまでが大変でしたが、何とか辿り

着き成人式に参加することができまし

た。数年ぶりに再会できた友人もいて、

懐かしいなと思いつつ時を越えて会話が

弾むものだなとも思いました。成人とい

う一つの大きな節目に立ち、自分自身が

大人としての行動をとり、これからも成

長し続けたいと決意を新たにしました。

この一年間は未曾有の危機でありました

が、その中でもステイホームでの楽しみ

や自身の心を明るくあたたかくする新た

な方法が見つかったのではないかと思い

ます。人は環境や周りの人の影響を受け

て生きていくからこそ、互いが互いを思

いやり助け合って生きていくことが大切

だと感じました。

2 020年度の生活を振り返り、新型

コロナウイルスが流行する以前に

想像していた1年とは、全く別の1年に

なっていたと感じる。この年は、自身は

20歳となり気持ちを切り替え、学生生

活最後で今までにした事のなかったこと

を挑戦したり、就職活動に力をいれたり

と、社会人となる準備を頑張りたいと考

えていた。しかし、コロナ禍で日常生活

はもちろん、学校や就職活動も制限が掛

かったことで、思い通りにはいかなかっ

た。友人と出掛けたり、就職活動で企業

を訪問したりと人と会う事が簡単に出来

ない日々が続いた。自宅で企業のオンラ

イン説明会に参加したり、友人と通話を

して近況報告をすることが普通となって

いて、窮屈な思いもたくさんしたし、今

までとは全く違う1年になっていた。未

だに完全にコロナ禍は収まらず、行動に

制限が掛かったりと以前と異なる生活を

送ることになるが、自分だけでなく、周

囲の人、皆んながコロナ禍と戦っている

ので、それぞれが相手を思った行動がで

きたらいいと思う。

この短大生活の一年を振り返ると、

コロナの影響で想像とは違う学校

生活でした。前期で、学内でのコロナ感

染者が増えると、対面授業から遠隔授業

に切り替わりました。最初は、遠隔授業

に対して不安もありました。パソコンで

の操作が上手くできるか、周りに先生や

友達などの相談や質問できる相手がいな
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い状況でしっかり授業を受けられるかな

どです。遠隔授業になってから、Zoom

の機能や使い方に慣れることができ、遠

隔授業での良い点や悪い点なども分かっ

た気がします。良い点は、自宅で受けら

れること、人前で発言することが苦手な

人からすると発言しやすかった、という

ことです。良くなかったと思う点は、顔

を映す授業が少なかったため、授業に集

中できないことがあったことです。この

ことから、対面授業の大切さが改めて分

かりました。対面授業では、先生が直接

分かりやすく説明や解説をしてくださる

ので、授業にしっかり集中することがで

きるけれど、遠隔授業だとZoomを使わ

ずに配信された解説動画や資料などを見

て行う授業もありました。このことか

ら、私は対面授業の方がしっかり集中し

て受講できると感じました。また、分か

らない所をすぐに友達に聞く事ができな

いことからも対面授業の重要さが分かり

ました。しかし、この状況に慣れておい

たからこそ、前期でも後期でもテストな

どが全て遠隔になった時に不安を感じる

ことなくスムーズに受けることができま

した。コロナ禍での学校生活は、不安や

想像とは違ったものだったけれど、その

分学んだことや覚えたことも沢山あった

ので、様々な経験をすることができ良

かったと思いました。これらの経験か

ら、将来役に立つこともあると思うの

で、しっかり慣れておきたいと思いまし

た。

コロナ禍の1年を振り返って、当た

り前の環境に感謝しなければなら

ないと身をもって感じました。新型コロ

ナウイルスが流行する前は、当たり前の

ように学校に行き、当たり前のように友

達と遊ぶといったような生活を送ってい

ました。しかし、学校に行く回数は減り、

友達ともなかなか会えなくなったため、

これまでとは生活が大きく変化しまし

た。私は遠隔授業に切り替わった時に、

だらけた生活を送ってしまうことがよく

ありました。その時、今までメリハリを

つけた生活が送れていたのは「学校」と

いう場所があったからだと実感しまし

た。また、友達と会って話すことはかけ

がえのないもので、友達という存在は非

常に大きいのだと感じました。マイナス

なことはありましたが、そのようなこと

に気づけた1年で、自分にとって価値が

あったのではないかと思います。今後も

日常を大切にしながら、自分にとってプ

ラスになることを吸収し、成長していき

たいです。

コロナ禍の一年を振り返って、沢山

の初めてを体験した。入学式で

は、誰もが新たな出会いに緊張と期待に

胸を膨らませて居たことだろう。だが、

入学直後の授業は全て遠隔になってしま

い、新たな友達ができないと嘆いていた

方も居るのではないだろうか。最初は初

めての遠隔操作で慣れないことが多く戸

惑いもあった。それは、アルバイトも例

外ではない。店の客足が減ると同時にシ

フトも減り、それに比例して給料も減っ

た。今こうして振り返ってみたら、沢山

の戸惑いや不安を抱えてたのは私だけで

はないと思う。ですが、遠隔授業のおか

げで情報がどれだけ大切かを知ることが

出来たり、自宅謹慎期間があったからこ

そ改めて家族の存在の大切さを知ること

が出来た。コロナ禍でマイナスなことば

かり考えるのではなく、何事もプラス思

考で、遠隔だからこそ今の自分に何がで

きるのか。必要なことはなにか。を自分

に問いかけることの重要さを知った。こ

うして、今の自分がいるのだろう。

この1年を振り返ってみると、授業

や課題提出にパソコンが必須にな

りキーボード操作が大学入学以前より格

段に速くなりました。またワードやエク

セル、パワーポイントを使った作業もス

ムーズに行えるようになりました。同じ

ような課題を提出する場合でも、徐々に

時間をかけずに行えるようになったこと

は大きな成長だと感じています。また自

宅にいる時間が増えたことで、ちょっと

した気分転換に掃除や洗濯などに取り組

み、家族が家にいる時間の生活がよりよ

いものになってほしいと考えて行動す

るようになりました。また前期は約8年

ぶりに未完成だったパズルをするという

「おうち時間」を過ごしました。1000

ピースほどのパズルのため途中で嫌にな

るだろうと始めたところ最後まで諦める

ことなく完成させることができました。

これにより自分では気づいていなかった

集中力やとても細かな作業も好んで行え

ることが分かりました。自分の知らな

かった自分を知る機会ができてとてもよ

かったです。

コロナ禍の一年を振り返ると、耐え

凌ぐ一年だったと思います。金沢

星稜大学女子短期大学部に入学し、わず

か一ヶ月ほどでリモート授業となりまし

た。毎日化粧をしてバスと電車に乗り、

約25分歩いて通学する必要がないと嬉

しい反面、入学したばかりで友人もあま

りいないため不安も大きかったです。し

かし、そんなリモート授業も終わり、い

ざ対面授業となると自然と友人ができ、

マスクを着用しなければいけないこと以

外不便なことは何ひとつありませんでし

た。オープンキャンパスや流星祭にサー

クル活動として参加することもできまし

た。このことから、日々生活している中

で辛かったり不安に思ったりすることの

大半は永遠ではなく、次第に解消される

ものだと改めて感じました。絶望を感じ

るのではなく、良い方に目を向ける大切

さを学びました。コロナ禍においては、

いつまた感染拡大するか予想ができませ

ん。しかし、不満ばかりをもらさずコロ

ナが収まったあとの楽しいことを考えて

いくようにしていきたいです。これから

も自分自身の行動に責任を持ち、コロナ

禍を乗り越えていきます。

コロナ禍の2021年を振り返って、

諦めることに慣れてしまったと感

じます。コロナ禍になって2年目という

こともあり、行事が延期、そして中止に

なることにも大きなショックを受けるこ

とは無くなりました。友達と高校の卒業

旅行を計画していましたが、やはりコロ
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ナが危ないということでなくなりまし

た。すごく残念でしたが、私たちのこの

ような小さな諦めが、コロナの収束に繋

がると信じています。短大に入ってすぐ

に、コロナの影響で授業が全面オンライ

ンに切り替わりました。いきなりのこと

だったので、初めはとても動揺しまし

た。いざ始まってみると、対面で直接授

業を受けるということがすごく恵まれて

いたことなのだと痛感しました。やはり

画面越しだと伝わりにくかったり、グ

ループワークもぎこちない感じになって

しまって少し苦労しました。しかし、少

しずつ慣れてきて、友達に分からない部

分を聞いたりして協力しながら、オンラ

インの1ヶ月を乗り切ることができまし

た。コロナ禍になって、みんな困ってい

るのは同じなのだから助け合おう、と以

前よりも人に優しく接することができる

ようになったと感じます。このコロナ禍

をみんなで助け合って、協力して乗り越

えていきたいです。

短大一年生が始まろうとした時、コ

ロナが流行り出した。楽しみにし

ていた学校生活もオンラインへと代わ

り、学習はもちろん友達づくりやキャン

パスライフの不安を抱くことがあった。

しかし、それもだんだんと慣れオンライ

ンであることの違和感がなくなった。学

校の他にもアルバイト先ではマスク着

用、レジの前にはシールドが貼られてお

り、コロナ対策が万全だった。やはり最

初は慣れないため、マスクは暑苦しく感

じ、シールドはとても邪魔であった。だ

がこの長いコロナの状況でマスク着用、

シールドが当たり前になり、反対にマス

クをしないと違和感があるようになっ

た。このようにコロナが始まってからの

ことを考えると変わったことが無数にあ

り、前にあった環境が非常識になってし

まっていることを実感した。コロナ禍は

いつまで続くのだろうか。そして非常識

になってしまった今までの生活に戻るこ

とはできるのであろうか、とても疑問に

思った。一年が終わり、次は就活も交え

た二年生が始まる。コロナの影響により

就職活動が難航す

ると思われるが私

は頑張りたい。こ

の難しい状況を乗

り越えてこそ強い

人間になれると思

うからだ。このコ

ロナ禍での就活を

新たなチャンスと

して励んでいきた

い。

前期は、対面とリモートの切り替え

が何度もありました。今まで、パ

ソコンを使うこともそれほどなかったの

で、zoomなど初めてのことが多く、心

配な部分が多くありました。リモートの

事も考え、家のネット環境を良くした

り、自分の部屋を授業の受けやすいよう

整頓したりし、対面授業と大差のないよ

うにしました。先生たちも臨機応変に対

応してくださっていたので、リモートで

もしっかりと本来の授業と変わりないも

のを受けられたと思います。この1年で

最も頑張ったことは、検定取得です。簿

記やパソコン系の勉強は今までしてきて

いなかったので、高校で学んできている

人達よりも努力する必要がありました。

分からない部分は友達に教えて貰ったり

しながら、検定勉強に励みました。結果

は、順調に合格することができました。

コロナの影響で、検定が中止になること

もなかったので良かったです。後期はリ

モートになる事もなく、順調に学校に行

くことが出来ました。全面対面授業にし

ている大学が少ない中、コロナの状況が

良い時には通常の授業を受けさせて貰え

ていることに感謝したいと感じました。

高校3年生の時に自粛期間があった

けど、リモート授業そのものは短

大で初めて経験したので、最初は戸惑い

が大きかったです。パソコンでzoomを

設定するのも、初めて話す子と画面越し

で話し合うことが凄く難しかったです。

しかし、徐々にその緊張は無くなってい

き、誰とでも話せるようになりました。

zoomの扱いも慣れてきました。でも、

短大で自粛期間に入ったのが入学して少

ししか経ってない時だったので、友達と

交流する時間がなくなってしまったこと

はとても悲しかったです。オープンキャ

ンパスの時も、コロナが広まり、延期に

なってしまったので、高校生と交流する

機会が減り、気分が暗くなりました。し

かし、コロナ禍で唯一良かったことは、

家族との時間が増えたことです。コロナ

禍の前はご飯を食べる時間がバラバラで

話す機会も少なかったけど、仕事の時間

も早まり、一緒に食べる時間が増えて話

す時間が増えたので、嬉しかったです。

悪いことだけでなく、いい事もあった自

粛期間でした。

2 年という短い間で、友達ともっと

沢山交流したかったと思いまし

た。当たり前のように、学校へ行き、授業

を受けたり、放課後友達と遊んだり、た

くさんの思い出を作りたかったという心

残りがあります。しかし、会えない自粛

期間で分かった当たり前の素晴らしさや

人間の温かさは生きていく上でとても重

要なものであると感じました。今までは

当たり前のようにできていたことも、す

べて感謝しなければいけないと思った。

また、人に会えないという寂しさも経験

したからこそ、どのような人にも優しく

接していかなければいけないと思いまし

た。そして、悔いのない人生を送れたら

いいなと思いました。卒業しても、人の

温かさを忘れることなく生きていきたい

と考えています。1年間ほとんど、友達

と交流することはできませんでしたが、
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いくつかの思い出を作ることができた星

稜短大に感謝したいと思いました。星短

に進学して良かったと思えたし、今後も

たくさんの事を学んでいきたいです。

私は、この1年を振り返って、とて

も充実したように思えます。前期

は、対面授業が出来なくなり、友達とも

会えなくなったりして悲しい思いをしま

したが、後期は、対面授業ができたので、

とても良かったと思います。前期のリ

モートになってしまった時は、家であま

り授業に集中できない時がありました。

やはり、対面授業の方が集中できるので

いいと思いました。生活面では、アルバ

イトをしたくて探していたのですが、求

人が少なくて困りました。しかし、いい

アルバイト先が見つかったので良かった

です。友達と遊ぶ時も、感染しないよう

にあまり人の多いところは避けて遊ばな

ければならなかったので、気を遣いまし

た。制限された生活は、少し窮屈に感じ

ました。コロナウイルスの流行で、コロ

ナ前と比べて求人が減っていると言われ

ているので、就職活動がとても心配で

す。不安ですが、自分に合っている企業

をしっかりと調べていこうと思います。

コロナウイルスの感染は、少しずつ収

まってきていると思いますが、気を抜か

ずに感染対策を怠らないようにしたいと

思います。

前期の授業は、新型コロナウイルス

の影響で遠隔授業になり、資格取

得や就職への不安がありました。また、

不要不急の外出もできない環境で一年を

通して、うがい、手洗い、消毒、マスク

の着用が日々の日課となり、私の思い描

いていた学生生活とは程遠いものになり

ました。感染予防のため、校内の立ち入

りが制限され、周りの友達と意見を交わ

しながら行う対面授業とは違い、一人で

パソコンと向き合いながら先生の話を聞

く授業がほとんどでした。遠隔授業に

なって残念だったことは、人とのコミュ

ニケーションが減ったことです。人と会

う機会が少なくなり、友達と会ったり話

したりすることが当たり前ではないと実

感し、改めて友達の大切さを知ることが

できました。一方、良い点もあり、以前

までは勉強をやらされているような感覚

でしたが、遠隔授業になったことで自主

的に勉強に取り組むようになりました。

学校に移動する時間が無くなるので時間

に余裕ができ、提出課題や学習時間に時

間を当てるなどと時間を有効に使うこと

ができました。新型コロナウイルスの終

息が見込まれず、季節を問わずマスクの

着用が必要不可欠になりました。マスク

をしていると、相手に表情や思いを伝え

ることが難しいので、相手に自分の思い

を伝えるときは明るく笑顔で話すように

心掛けていきたいです。

新型コロナウイルスの影響で沢山の

影響を受けました。入学直後にも

関わらず、前期の授業では、緊急事態宣

言のせいで全ての授業がリモートになっ

てしまいました。そのため、友達も出来

ず不安のままリモート授業を過ごしてい

ました。後期に授業が始まった！と思い

きや、今年の冬に県内にコロナウイルス

の感染が広がっているとの事だったので

またオンライン授業に戻ってしまいまし

た。いつになったら普通の生活に戻れる

のだろうと思いとても不安になりまし

た。また、私はコロナウイルスの影響で

夏に行く予定だった自動車学校を安全面

を考えて行くことを取りやめました。そ

して、私は高校生の時から3年間アルバ

イトをしていたのですが、コロナの影響

で倒産してしまいました。それほどコロ

ナウイルスの影響は未知で凄いものなん

だなと改めて実感しました。私は、ライ

ブに行ったり旅行に行くことが好きだっ

たので、よく遠征していたのですが、そ

のような事すらも出来なくなってしまい

せっかくの学生生活にも関わらず何も出

来なくなってしまったのがショックでし

かありません。ですが、最前線で戦う医

療従事者の方には感謝でいっぱいです。

早く終息し、いつも通りの普段の生活に

戻る未来を楽しみにしています。

私は、コロナ禍の中、短大に入学し

た。ソーシャルディスタンスを守

りながらの対面授業が行われ、新しい仲

間ができた。初めての電車通学、初めて

学習する内容、お昼、短大で過ごす全て

の時間、コロナウイルスに気を付ける必

要があった。マスクの着用、アクリル板

など、あこがれていた授業風景とは少し

違ったが、楽しく、充実した短大生活を

送っていた。学務システムを使用した課

題の提出や授業課題を、時には仲間と協

力しながら進めていた。しかし、電車通

学や授業にも少し慣れてきた頃、対面授

業はすべて遠隔授業に切り替わった。周

りにいた仲間がいなくなり、一人でパソ

コンに向かう日々が続いた。WEB会議

ツールを使用した授業では、チャットや

ビデオ通話機能によって、コミュニケー

ションをとることができた。しかし、学

務システムのみを使用した授業では、一

人で授業を受けることになった。また、

試験も遠隔で実施されることになった。

以前は、友人と問題を出し合いながら試

験対策を行っていたが、オンラインと

なってからは、一人で黙々と対策に励ん

だ。試験が終了した達成感も一人で感じ

ていた。遠隔授業になって、一人で学ぶ

時間が増え、孤独感を感じていたが、遠

隔授業だからこそできたこともある。電

車通学だった私は、レポートなどの授業

課題を、限られた時間の中で行ってい

た。しかし、遠隔授業になると、通学時

間が無くなり、対面授業の時よりも自由

な時間が増えた。そのため、レポートの

推敲する時間が増えたり、課題にじっく

りと取り組む時間が増えたりした。コロ

ナウイルスが生んだ新しい生活様式に

は、様々な課題がある。しかし、新しい生

活様式だからこそ、情報技術が発展し、

様々な生活の仕方が生まれた。短大生活

での遠隔授業やコロナ禍での経験をこれ

からの人生に生かしていきたい。

私が短大に入学しもう少しで1年が

経とうとしています。その一年間

には今まで経験したことの無い経験が沢

山ありました。入学式は短い、授業は対
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3．学生たちの想い

面で受けられない、サークル活動は進ま

ない。パソコンを使いリモート授業。私

が想像していたキャンパスライフとはか

なりかけ離れたものとなりました。そん

な中で私が進んで取り組んでいたことは

音楽です。私は音楽が大好きです。サー

クルでは軽音楽部に入部しドラムを主に

頑張っているのですが、家でドラムを叩

くことは出来ず自粛を機にギターを始め

てみよう！とギターに挑戦しました。好

きなことをして時間を潰す。趣味を見つ

けて時間を潰す。自分の時間に作り替え

る事で自粛の期間はより良いものになり

ました。サークルが始まり、ドラムだけ

でなくギターも進んで弾くようになりま

した。ドラムだけではなくギターを通じ

て知り合えた人もたくさんいます。私の

好きな音楽を通じ、幅広い人と関われた

ことにすごく嬉しく思います。今は検定

や勉強が忙しいのですが、それよりも

サークル活動がとても楽しく、自分が1

番ありのままでいられる場所だと思って

います。自粛でサークル活動が始まった

のは9月ごろからでしたが、ギターに挑

戦し、音楽の良さを肌で感じ、それが

あったからこそより良いものになったと

思います。まだまだと音楽を通じいろい

ろな体験をしていきたいです。

2 020という年は、私にとって変動

の年になりました。「今年は就職

活動の年だ。頑張ろう」と意気込んでい

ましたが、新型コロナウイルスの流行に

より、毎年3月に開催されていた合同説

明会も中止になり、就職活動も長期化、

オンラインでの面接など様々な変化に対

応せざるを得ませんでした。世の中の

士気が落ち込み、出口の見えない生活の

中で、「感謝」について改めて気づかさ

れ、考えることが多くありました。今年

度は、半年間学校に行くこともできず、

外出自粛が呼びかけられ、最低限度の外

出を心掛けていました。そのような中で

の就職活動。不安がとてつもなく押し寄

せてきました。慣れないコンピュータを

駆使し、オンラインでの説明会や授業に

翻弄される日々でした。そこで、支えて

もらったのが、進路支援課の方々や先生

方でした。対面で話せないながらも、真

摯に話を聴いてくださったり、就職活動

で授業についていけない時も、詳しく内

容を教えてくださったりしました。いつ

も当たり前だと思っていた生活が、当た

り前でなくなった時、人の温かさに再度

気づかされたと思います。それは母の温

かさだと思います。自宅にいる時間が増

え、母と一緒に過ごす時間がとても多く

なりました。楽しいことを共有したり、

喧嘩する時間も増えました。どんなこと

があっても、私と一緒にいてくれた母に

とても感謝することができました。外出

自粛をし、人との距離や心の距離が少し

離れた年でしたが、親子の絆が深まり、

楽しい一年を過ごすことができました。

2 020年は自分の人生のなかで忘

れられない一年になると思う。マ

スクをしなければ外出できない生活にな

り、一年前には想像もしなかった生活に

変わった。新型コロナウイルスのせいで

生活が一気に変わり、ただでさえ不安

だった就職活動も手探り状態でしてい

た。就職活動の大きなイベントも中止に

なり、経験もしたことがないオンライン

面接になり、初めてのことが多くてとに

かく大変だった。オンライン面接は練習

すらしたことがなく、ちゃんと機器がつ

ながっているかなどの不安もあり、例年

とは違った就職活動になって戸惑ってい

た。また、4月には緊急事態宣言が発令

され、学校の先生と面接練習をしたり、

アドバイスを頂いたりしたかったが、で

きるだけ外出を避けなければならなかっ

たために電話対応になり、直接先生か

らアドバイスをもらう機会が少なかっ

た。そのことが不安につながった。緊急

事態宣言のせいで就職活動が前倒しにな

り、例年内定をもらえる時期に内定を一

つももらえていなかったことがとても不

安だった。このようにコロナウイルスの

せいで初めてのことがたくさんあって大

変だった。授業もオンライン授業にな

り、テストも遠隔で行い、まさかこのよ

うになるなんて思ってもいなかった。コ

ロナウイルスのせいでただでさえ大変な

就職活動も苦労したし、学生最後の一年

を思うように遊べなかったことはとても

残念に思う。いち早くコロナウイルスを

収束させて、元の生活に戻れるよう一人

ひとりが意識していくべきだと感じた。

2021年は去年より幸せな年にしたい。

この1年を振り返って、自分のした

いことが制限され思うように出来

なかったと感じています。短期大学に入

学して数日後オンライン授業に変更にな

り、友達が少ない中、半年間会うことな

く、授業が進んで行ったので正直不安の

方が強かったです。その反面、自粛期間

に地元の友人や家族とのコミュニケー

ションが増え、改めてありがたさを感じ

ることが出来ました。不要不急の活動を

控える中、不安やストレスから後ろ向き

な考えが頭をよぎることも何度もありま

した。そんな時に相談に乗ってくれた

り、zoomなどを使用し雑談をしたりと、

たくさんのことで支えられてきました。

このような状況だからこそ、改めて大切

さを深く実感することができました。コ

ロナウイルスが終息後は、少しでも支え

てもらった分、たくさんの方々に恩返し

をしたいと考えています。また、残り少

ない短大生活を少しでも充実したと思え

るように今からでもしっかりと行動して

行きたいと思います。

新型コロナウイルスの影響により、

学校生活において大きな影響を

受けた。2年の前期は全てオンライン授

業になり、家から出ることがなくなっ

た。ひとりの部屋で、机を広々と使えた

り、プリントが配られないから紙だらけ

になることがないなど、いい点もいくつ

か見つかった。私は通学に時間がかかる

ので、余裕を持って一限の授業に出られ

るのも魅力的だった。しかし、周囲に人

がいないことで不安になることも多かっ

た。困ったときに周りに聞くことができ

ない、メールやコメントを送っても気

づいてもらえないということが何回か

あり、自分の今やっていることが本当
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に合っているのか不安になった。また、

zoomではWi-Fi の接続状況によっても

声が聞こえなくなったり、操作が反応し

なくなったりすることも多かった。しー

んと静かな部屋の中でひとりだったの

で、やっぱり周りに友達がいる方がいい

なと思った。後期は対面授業と遠隔授業

の両方があったため、友達と久々に会う

ことができ、授業も普段通りに近い感覚

で受けられた。それでも試験前からまた

遠隔授業に変わってしまったため、また

ひとりの寂しさを感じるようになった。

試験の予定も大きく変わり、情報にとて

も敏感になった。就活においても予定が

大幅に狂ってしまい、説明会や面接の予

定が何度か変更になることが多かった。

面接では、感染対策のためにマスクをつ

けたままで、なかなか笑った顔をうまく

作れず、とても苦労した。笑うときは主

に口を使っていることを強く実感し、目

で笑う難しさを感じた。私は1回目の緊

急事態宣言前に内定をいただけたので、

まだ良い方だったと思う。私が内定をい

ただけた直後に緊急事態宣言になり、説

明会も面接も全て延期や中止になり、と

てもヒヤッとした。何もかもがイレギュ

ラーで、これまでの経験や前年度の様子

をそのまま参考にすることが難しい、手

探りの一年間だった。それでも、こうい

う事態になったからこそ、より自分で考

えるようになったし、情報や予定にも敏

感に反応できるようになれたと思う。就

職した後もこの経験で学んだことは生か

していきたいと思う。

まさか短大生活1年の半分が遠隔授

業になるだなんて最初は思っても

いませんでした。こんなにもコロナ感染

者が増え、家からも出られず、友達にも

会えない状況が半年続くのは初めての経

験でとても戸惑いました。新しい友達が

ちゃんとできるかなという不安や授業が

遠隔になるためついていけるのかという

不安が沢山ありました。しかし友人の友

人などと話す機会が増えたりなど出会い

は沢山あり、思っていた以上に幅広く友

人と呼べる程の友達ができました。コロ

ナ患者が減らない

中、消毒や検温、

マスクなど自ら学

生が心掛けて行っ

た対策などの結果

により後期には対

面授業がほとんど

になりました。そ

の時はとても嬉し

かったです。友

人と会える喜び、

サークルにも所属していたので、先輩と

仲良くなれるチャンスでもあり、対面授

業などが増えた時は喜びが大きかったで

す。友人と会える時間が増えて楽しいこ

とは多々ありましたが、まだ収まらない

コロナはこれ以上増やしてはいけないと

思い、友人と徹底的に消毒、検温をした

りと様々なことに心がけました。今でも

コロナは収まってはいませんが、これ以

上感染者を増やさないためにも、また行

事やイベントができるようになるために

も、自分ができることは確実に行なって

いきたいです。私達はもう就活の時期に

入っています。コロナという理由で自分

の思い通りにいかないことがなくなるよ

うに、しっかりとやるべきこと、できる

ことをしていき、いい就活だったと言え

るようにしたいと思います。

私の2020年度は、今までとは違っ

た生活スタイルの中で、色々なこ

とを考えたり、実感する一年であった。

高校を卒業し、初めての短大生活は私が

想像していた学生生活とは大きく違うも

のであった。初めての一人暮らし、知ら

ない人しかいない環境、PC操作での授

業選択など初めてづくしの生活に不安と

ワクワクだった4月。そんな中コロナ禍

となり、入学式の短縮や前期は遠隔授業

となり学校に通えなくなってしまった。

私は地元に帰省し、遠隔授業が5月から

スタートした。PCもろくに触ったこと

がなく、かつ友達もいない。分からない

ことも自分で調べるしかないし、自粛が

当たり前の世の中で外出も出来ずかつ友

達とも会えない中、毎日向き合うのは遠

隔授業のために使用するPCのみ。毎日

不安で押しつぶされ、何をしているの

か、意味はあるのかと自暴自棄になり心

身を弱らせてしまう期間も少なくなかっ

た。そんな中、毎日レポートやzoomで

の授業をこなしていく中で、気づくこと

や考えることも多かったように思う。通

学の時間の短縮により自分の使える時間

が多くなり、趣味の時間に使うことがで

き、今までしなかった料理にも挑戦する

ようになった。毎日過ごしていく中で次

第に生活にも慣れ、心にも余裕が生ま

れ、体調も回復していった。ネガティブ

にしか考えることができなかった日々も

今のうちに色々なことを吸収し、学んで

いこうとポジティブに捉えることが出来

るようになっていた。私一人ではこの一

年を乗り越えることはできなかったと思

う。両親のサポートや友達と時々話すこ

とが私の支えにもなっていた。今は半年

間、外出も我慢して色々なことを我慢し

たことは無駄ではなかったように思う。

当たり前に外出したり、友達と遊べるこ

と、学校に通えることは当たり前ではな

いことであるととても実感することがで

きたからだ。感謝の気持ちをより持てる

ようになり、この経験は今後の私の糧に

なると思う。今も前の世の中とは違い、

マスクや消毒が必須であったり、都市部

では外出自粛が続いている。前のような

生活が戻ってくる保証はまだない。学生

生活は残り一年間だ。どんどん時間は過

ぎていく。社会人になる前にまだまだ経

験したいことがある。厳しい世の中だ

か、諦めずに色々なことに挑戦し、まだ

まだ学びを深めたいと思う。そう一層考
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えることのできた一年にもなった。

コロナ禍の一年を過ごして、改めて

人とのつながりの大切さに気付く

ことができました。友達に会えなくて寂

しい思いをしたし、大好きなダンスを仲

間や生徒と伸び伸びと踊ることが出来な

かったのが一番辛かったです。今までな

ら対面の授業があってマスクもせずに過

ごしていたのに、コロナウイルスという

得体の知れないウイルスのせいで何もか

もが変わってしまいました。イベントや

コンテストも全部なくなってしまい、生

徒たちが成果を発揮できる場所がなく

なってしまいました。コロナ禍に慣れて

ない今、開催をしようと考えてもとにか

く気をつけないことだらけで大変です。

当たり前のように過ごしていた日常は当

たり前ではないと痛感しました。だから

こそ、自粛期間中はSNSを大いに利用し

て人とのつながりを大切にしました。ダ

ンスもオンラインレッスンに切り替わっ

ていつも以上に一人一人をみれるように

意識しました。instagramを活用して自

らをしっかりと発信し、自分のダンサー

としてのブランディングも進めていきま

した。今はなんとなくコロナ禍に慣れて

きて、人にも会えるしレッスンも対面で

できるようになってきましたが、油断は

できません。また自粛ムードになったと

しても対応できるように SNSは上手く

利用し、これからも人とのつながりも大

事にして行きたいです。これからも続く

であろうコロナ禍でダンスに関しては新

しい文化、新しいイベントの形を探して

いきたいです。

新学期が近づく三月、二年生にな

る私は短大生活もあと半分とな

り、残り少ない学生生活を楽しもうと

思っていた。しかし、新型コロナウイル

スの影響で、短大生活も予想しなかっ

た状況になってしまった。前期は全面

オンライン授業となり、学務システム

のdotCampusや Zoom等のオンライン

会議システムを使って初めて一人きりで

受ける授業となった。使い方がわからな

いZoomや時々起きるネット回線のトラ

ブルに困惑しながらも何とか授業に付い

て行こうと必死に試行錯誤した。後期

からは通常の学校生活に戻ったとはい

え、感染対策のために常時マスクを着用

し、「密」を避けるために一席分間隔を

空けて着席した。また、アルバイトでも

新型コロナウイルスの影響でお客様の数

は一気に減り続け、売上が3分の1にま

で減少した。緊急事態宣言が出されてか

らはアルバイト先も休みになり、家から

一歩も出ない生活になった。そのような

環境の中では、沢山の大事な事に気付か

されたり価値観が変わったりした。私た

ちが家の中でご飯を食べることができ

たり、安全に生活が送れたりするのは、

スーパーで働く方やご飯を届けてくれる

方、そして医療従事者の方々が支えてく

ださっているからだと改めて気づくこと

ができた。コロナ禍という危機の中で日

常のライフスタイルを支えてくださって

いる人達に感謝の気持ちを忘れず、人へ

の感謝というのをもう一度きちんと学ぶ

機会となった。そして、新型コロナウイ

ルスの影響は就職活動にも及んだ。合同

企業説明会が相次いで延期となったり、

オンライン選考になったりなど、「自分

が想定していたのとは違う就職活動」に

なった。本来であれば、志望先の企業が

開催している説明会や、就活イベントに

出向き、企業の方と直接話をして、その

場で感じたことを判断材料できるが、コ

ロナの影響で直接会社に訪問することが

できる機会を失い、インターネットやそ

の企業のホームページなどの誰でも得ら

れる情報でしか判断出来なかったこと

は、マイナス面だったと感じる。しかし、

就活はどれだけ自分で動けるか、自分で

どれだけ情報を集めて、準備できるかが

鍵になってくるため、コロナを言い訳に

せず、この環境で努力し、どれだけ主体

的に動けるかが大切だと意識が変化がし

ていった。また、今までも世界は変わっ

てきていて、今回の新型コロナウイルス

での影響を受けているのも自分だけでは

なく、皆同じ不安のなかで進もうとして

いる。ひとりで壁にぶつかっているので

はないと気づき、ぱっと視界が広がっ

た。コロナ禍でも、今、置かれている状況

で与えられていることに一生懸命向き合

わなければいけないと考え、停滞してい

る気持ちを前に進めることが出来た。コ

ロナ禍の一年を振り返って、先行きがわ

からない状況に不安が膨らむ毎日で、初

めは未来が見えなくなってしまったが、

それと同時に当たり前だと思っていた毎

日は、かけがえのないもので、好きなこ

とができることや、将来について考え、

行動できることは本当に幸せなことだっ

たのだと身にしみて感じる機会にもなっ

た。私は4月から社会人になるが、これ

からも多くの人々の世話になっているこ

とへの感謝の気持ちを持ち、どんな時で

も前向きさを忘れずにいたい。

コロナ禍の一年は、面倒で嫌だと

思うことも良かったと思うこと

も、両方あった一年だった。まず、嫌

だと思ったことは、家で過ごす時間が

長くなったことだ。私の家族は仲が悪

く、家庭の雰囲気は良いものではなかっ

たため、家にいる時間が長くなると思う

と、とても憂鬱だった。また、遠隔授

業でZoomを使った授業だと、家族がい

る家の中で参加しなければならなくな

り、発言しにくかった。次に、良かった

と思うことは二つある。一つ目は先ほど

述べた家族の仲についてだ。コロナ禍に

なり、家族の間で体調を気にするような

会話が増え、以前よりも少しだけ、家族

間でコミュニケーションをとれるように

なった。それでもまだまだ家庭の雰囲気

は良いものといえる状態ではないが、少

しでも改善することができて良かった。

二つ目は自分の好きなことに時間を使う

ことができたことだ。遠隔授業が行われ

ていた期間では、学校へ行く時間がなく

なったことで、趣味に時間を使えるよう

になった。入学してからは、長い通学時

間や想像よりもはるかに多い課題などに

圧倒され、好きなことを思う存分に楽し

むことが出来なかったが、コロナ禍にな

り、時間的な余裕だけでなく精神的な余

裕も生まれ、自粛生活を案外有意義なも
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のにできた。このように、コロナ禍にお

いて良い面も悪い面も両方経験した。感

染対策で制約されたこともたくさんあっ

たが、コロナが良い影響となったことの

方が多い気がした。

新しい大学生活が始まると希望と不

安を抱きながらも、楽しみにして

きた大学生活が最悪のスタートとして始

まりました。誰もが予測していなかった

生活になり、私は旅館でアルバイトをし

ていたため、そのアルバイトも無くなり

学校生活もろくに送れず家に引きこも

り、誰とも会わない毎日でした。また、

大学の友達はできず、授業の進み具合や

課題の提出などわからないことがあって

も聞く人もいないため、大学に行ってい

る意味はあるのか、辞めた方がいいと本

気で何度も考えました。また、コロナ太

りというものがありますが、私は逆にコ

ロナ禍で5キロ体重が落ちてしまいまし

た。そんな中でも、その時は高校の友達

に支えられながらオンライン授業を受

け、課題提出を頑張って行いました。そ

して、後期の授業ではまず夏休みがなく

集中講義を受けるために学校に通い始め

て、そこでやっと友達ができました。し

かし、マスクをつけているため顔が全然

覚えられなかったりという事もたくさん

ありました。ですが、後期から学校に通

い始めて大学が楽しいと思うようになり

ました。毎日友達に会える喜びや分から

なかったところはすぐに聞いたり、みん

なで確認しあったり、普通のことかも

しれませんがその事でさえ自分の中では

大きな喜びになっていました。誰も予測

しない、対応できない世の中になってし

まって当たり前に会えると思っていた人

に会えない辛さや苦しさを味わった人は

私の他にいると思います。その中でも亡

くなってしまった人も多くおり、自分が

予防するだけで周りの人の命が救えると

いう事、自分の行動で周りの人の命を左

右する事も強く実感しました。まだま

だ、収まらない気を抜いてはならない世

の中です。慣れてしまったらまた多くの

人達が苦しんでしまうと思います。私は

一刻も早くコロナ禍を脱出して、元の生

活に戻って欲しいです。たくさん行きた

いところもありやりたい事もある今だか

らこそ、自分の行動に責任を持ちたいと

思います。そして、マスク生活が無くな

ることを願います。全世界のみんなが協

力するべき今だと思います。

コロナ禍で過ごした1年を振り返っ

て私は、自分を支えてくれた周り

の人たちのありがたさを改めて実感する

ことができた年だと感じました。新型コ

ロナウイルスの流行をきっかけに、本来

予定されていた就職活動に関する重要な

イベントがことごとく中止となりまし

た。1年次では“例年”と同様の就職活

動の準備をしてきたため、予想外の出来

事に対して今までの準備が無駄になった

ような気がしたのを今でも覚えていま

す。大学への立ち入りが禁止され、遠隔

での学習のため自宅にいる時間が増えた

ことで、同時に自由に過ごせる時間も増

えたのは良かったとはじめは思っていま

した。ですが、就職活動に対する漠然と

した不安や悩みだけは消えることなく、

自分の心の中に残ったままでした。そこ

で私は、今までのガイダンスで学んだこ

とや先輩方からいただいたアドバイスな

どをまとめたノートを見返すようにしま

した。例年とやり方が異なっても、活か

せるポイントはいくらでもあると考え、

ノートに書いてあることをもとにどのよ

うにしてこの状況を乗り越えるか行動す

るようにしました。また、友人と通話で

情報を共有したり、面接の練習をしたり

することでお互いに支え合いながら今で

きることを精一杯取り組みました。周り

の友人たちの頑張りを知ることで励みに

なり、気づけば漠然とした不安も消え

て、自分自身のやる気にもつなげること

ができました。その結果、満足のいくか

たちで就職活動を無事終えることができ

ました。一緒に頑張ってきた友人たちや

先輩方、大学の職員の方の支えのおかげ

でこのような状況でも乗り越えることが

できました。支えてくれる人たちがいた

ことで孤独を感じることなく、落ち着い

て対応することができたと思っていま

す。もしまたこのような困難な状況に

陥ったとしても、今回の出来事をきっか

けにまた乗り越えていけるような気がし

ます。

この1年を振り返って、1年が早く

感じた。特に前期はオンライン授

業だったため、授業と授業でない時のメ

リハリがなくパッとしない感じだった。

また、サークルや部活動など入りたかっ

たけど短大に入ってすぐにオンライン授

業になったため、入るタイミングがわか

らず、結局何も入れなかった。しかし、

夏の集中講義から授業は対面になり集中

して取り組むことが出来た。前期がぱっ

としなかった分、後期の授業は一生懸命

頑張ろうと勉強に力を入れた。そのおか

げで、資格を取るなど充実した生活が送

れたと思う。オンライン授業とサークル

や部活動に入れなかったことで、友人を

作るのがすごく大変だった。私はすぐに

打ち解けられる性格ではないため、とて

も苦労している。しかし、他のみんなは

このような状況にもかかわらず、友人と

早く打ち解けて仲良くなっていた。だか

ら私も見習いたいと思う。コロナ禍に

よって不利だと感じることがあったが、

それでもしっかり学業に取り組めたので

良かったと思う。

コロナ禍の一年を振り返って、今ま

での生活から出来なくなることや

制限されることが増えて自由に行動する

事ができなくなった一年でした。外出や

学校など普通にできていたことが出来な

くなるなんて考えたこともなかったし、

ここまで長引くとも思っていなかったの

で、最初はいつになったら元の生活に戻

れるのかすごく不安でした。だからこそ

自分に今出来る事を考えて行動するよう

にしていました。休校になり今まで時間

がなくてできなかった運動や料理をする

時間ができたりとデメリットばかりでは

なくメリットもたくさんありました。コ

ロナ禍になったことで悪い方向に行くこ

とが多かったからこそ、悪いことも良い
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方向に変えられるように考えていけるよ

うになりました。まだ完璧にコロナが収

まったわけでは無いけれど、一人ひとり

の行動が大切になってくると思うので、

自分なりに手洗いうがいやアルコール消

毒などを徹底してコロナ禍になる前の普

通の生活に戻って欲しいです。

私は今年星短に入学しました。コロ

ナの影響により、自分が思い描い

ていた学校生活とは少し異なっていまし

た。しかし、その中でどれだけ取り組め

るかが重要だと言い聞かせて前期から真

剣に授業に取り組むことができました。

オンライン授業の中で友達が少しずつ増

えました。それは先生方が他の人との関

わりが少ない中で、交流する機会を設け

てくださったおかげだと思います。そう

してできた友達とお互いに励まし合い、

助け合い辛い時や不安になった時も乗り

越えられました。後期からは対面授業が

始まりました。ようやく友達と会うこと

ができたり、新しく友達ができたりと自

分が憧れていた学校生活に近づいたよう

に思います。対面授業がはじまり、早起

きや時間の調整など意識しなければいけ

ないことが増えたけれど、1日1日こな

していくことで頑張っているという実感

が湧いたし、自信を持つこともできまし

た。友達とも日が経つにつれて仲を深め

ることができたように思います。毎日一

生懸命に過ごすことができていたように

感じます。

星稜短大に入学が決まり、ひとり暮

らしをするための準備を着々と進

めている頃でした。コロナウイルスが広

がって学内にも入れず、実家で授業を受

け、画面越しに顔を合わせるだけの日々

を過ごすことになりました。家から出

ることが少なくなり、友達との会話は

LINE のトークやたまに電話をするくら

いで、face to face での会話は一気に減

りました。寝て起きて画面を眺めるだけ

の時間が続いて暇な時間が増えました。

それでも遊びに行くことは出来ず、精神

的にも身体的にもストレスになっていま

した。後期もこのままの生活が続くので

は無いかと不安になりましたが、なんと

か学校に出ていけることができて友人も

作ることができました。やはり、対面授

業の方が学校に通っている、授業を受け

ているということを強く実感することが

出来ました。ひとり暮らしもやっと始め

ることができて嬉しかったです。アルバ

イトも見つけることが出来て充実した半

年を過ごすことが出来ました。1年間な

にかと大変なことばかりありましたが、

コロナ禍の中で耐える力をなにか身に付

けることが出来たと思うので、就活でも

活かしていきたいと思いますし、2年次

も頑張っていきたいです。

私はこの1年間、前年度とはまるで

違う年になったと感じています。

前期は学校に行くことがほとんど出来な

くなり、自宅で授業を受けるだけの毎日

でした。後期になっても、友達とワイワ

イ話すことが憚られる日々で、学校全体

の活気も無くなっていたように感じられ

ました。ですが、コロナウイルスを言い

訳にせず、学生も社会人もリモートや自

宅学習で各々がやるべき事をするという

意識が見えるようになってからは、人間

の生きる強さを実感しました。コロナウ

イルスのようなパンデミックを体験する

のは、今を生きる人にとっては初めての

ことです。混乱や不安を巻き起こして、

病気そのものだけでなく感染者への差別

や偏見などの問題も出てきました。戦っ

ている相手はウイルスであって人間同士

ではないのに、感染者を目の敵にするよ

うな風潮は無くなってほしいです。私は

周りでコロナウイルスに感染したという

人を見たことはありません。近しい人が

感染してしまわないように自分自身対策

をしっかり行おうと思うのと同時に、も

しも近しい人が感染してしまった場合に

も決して差別の目で見たり責めたりはし

ないようにしたいと思います。

新型コロナウイルス感染症の影響

で、リモートの授業が多いように

感じました。初めは、慣れないリモート

授業で、授業について行けなかったり、

新しい友人を作れなかったりと不安な点

が多数ありました。しかし、リモート授

業を続けていく中で、対面よりも先生と

の距離が近く感じられたり、グループ活

動の中で新しい友達が増えたりなど、振

り返ってみればとても充実した楽しい1

年間だったと思いました。また、短大生

になって初めて居酒屋でアルバイトを始

めました。居酒屋でホールスタッフとし

て働く中で、接客業の楽しさに気付く事

が出来ました。飲食業は特に新型コロナ

ウイルス感染症の影響を受け、時短営業

や休業を予期せず行うことになりまし

た。お客さんが少ない中でも、ひとりひ

とりに合った接客を行えるよう意識しま

した。この事でより、お客さんとの距離

も近くなり、常連になられる方も増えま

した。最後にコロナ禍で出来いことが増

えたりもしましたが、それと同時に今ま

で出来ていなかった事が出来たと思うの

で結果的に良かったと思いました。

短大生になりこれまでよりも時間に

余裕ができたことで友人との遊

び、家族との旅行などを楽しみにしてい

ましたが、新型コロナウイルスによって

外出が制限され、外に出られない、会い

たい人に会えないなどたくさんのストレ

スを感じた一年でした。学校の授業は前

期はオンラインで行ったため、新しい友

人を作ることもなかなかできず、短大生

活の4分の1をオンラインで過ごすとい

う生活に、せっかく短大生になったのに

もったいない…という気持ちでいっぱい

でした。アルバイトでは、時短営業、人

員の削減が行われ希望通りにシフトを入

れてもらえなくなり、自分の欲しいもの

が買えないことにもストレスを感じまし

た。しかしそれ以上に、友人や家族の大

切さに気づくことができた一年でもあり

ました。友人とは、それまでよりも連絡

を取る回数が増えたり、お互いに相手を

気遣うことで不安な気持ちを解消してい

ました。家で過ごす時間が増えたこと

で、家族ともコミュニケーションを多く

取るようになり、コロナが収まったら行
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きたい場所などの話をして少しでも皆が

明るい気持ちになれるような会話をして

いました。今までに経験したことのない

事態に最初は戸惑うこともたくさんあり

ましたが、一年を振り返ると新しい発見

もたくさんできた日々だったように思い

ます。就職活動が本格的に始まり、まだ

まだ不安もたくさんありますが大変な状

況なのは皆一緒なので、精一杯頑張りた

いと思います。

コロナ禍の一年を振り返って、短大

に入学してからもコロナウイルス

が止まらず進行していたため、実際に学

校に通いながら授業を受けることができ

るのか心配になりましたが、遠隔授業の

時期もありながらもなんとか学校に通う

ことができて良かったです。学校に通え

たおかげで、友達とコミュニケーション

をとる機会もたくさんありました。もし

学校に初めから通えていなかったら、話

しかけることが苦手な自分は友達ができ

ていなかったかもしれないなど考えたこ

ともありました。ですが、今こうして話

せる友達がいて、本当に良かったと思い

ます。そして、自分の中で1番コロナ禍

が影響したことはバイトです。飲食店で

バイトをしていたのですが、コロナウイ

ルスの影響でなかなかシフトを入れても

らえず、続けようか他のバイト先を探そ

うか悩みました。ですが、他のバイトを

探すのにもとても苦労したので、コロナ

禍でとても苦痛に感じた年でした。今は

まだ状況があまり変わっていませんが、

コロナ禍において何事にも学びの多い一

年でした。コロナウイルスが終息すれ

ば、もっとたくさんの経験ができると思

うので頑張っていこうと思いました。

2 020年、この1年は新型コロナウ

イルスの1年と言っていいほどコ

ロナばかりの報道が多かったなと思いま

す。実際、コロナが拡大し、多くの被害

があったと思います。飲食店の時短や休

業、リストラ、学校の休講など。学校は、

新学期が始まり、直ぐに休講となりまし

た。そのため、友達も上手く作れず、慣

れないオンライン授業を通して大変なこ

とが多かったのではないかと思います。

2年生も、就職活動と重なってしまった

ため、今まで以上に就職活動ができず、

就職のイベントも少なく、あまり動けな

かったのが、悔しいところでした。しか

し、就職活動も落ち着き、無事終えるこ

とができた今は、アルバイトも再びする

ことができ、最後の学生生活を楽しんで

います。今は、まだコロナが完全に収

まっていないので、卒業旅行も行けない

のが凄く残念です。しかし、この1年、

コロナと戦った1年は忘れることの無い

1年になったと思います。この苦労を忘

れずに頑張って行こうと思います。

コロナ禍の一年を振り返ってみる

と、自分なりに上手く過ごすこと

ができた一年だったと思います。自粛

期間は、もうこんな期間が来ることはな

いと思い、自分の好きなことをして過

ごし、また、就職活動の準備に上手く利

用することができました。就職活動が辛

かった時は、みんな大変な状況の中で自

分なりに頑張っていると思えば、私も頑

張ろうと前を向くことができました。遠

隔授業になり学校に行けず、友人に会え

ないのは寂しかったですが、みんな同じ

状況だと考えればそこまでストレスは感

じませんでした。コロナの影響でできな

くなったことがあったり、気持ちが暗く

なることもありましたが、置かれた状況

で自分なりに考えて過ごすことの大切さ

学びました。また、考え方ひとつで前向

きになれることも知りました。私は、こ

うして学んだことがあったので、この1

年は決して無駄ではなかったと思いま

す。いつまでこの状況が続くかはわかり

ませんが、これからも自分なりに上手く

対応して過ごしていこうと思います。

今年度はコロナ禍で従来通りに学校

に行けなかったため、前期は全て

オンラインで友達もできず初めはとても

不安でした。しかし、悪い方にばかり考

えるのではなくオンライン授業になった

事を何かに生かすことは出来ないかと考

えるようになりました。私は、在宅によ

り増えた自由な時間を車の免許取得や

Excel の勉強に当てました。オンライン

授業の合間を縫って自動車学校に通った

り、Excel の勉強をしたりして自粛期間

中に免許とMOS Excel の資格を取得す

ることが出来ました。今後の生活でも、

自分が思うような活動や従来通りの活動

が出来なくなることがあるかもしれませ

ん。そんなときは悪い方向にばかり考え

るのではなく、逆にその状況を活かして

なにか出来ないかと不便を利点と捉えた

行動が出来るようにして行きたいです。

また、後期からの対面授業では友達がで

きるかがとても不安でした。しかし、皆

いい子ばかりで仲の良い子や話せる子が

沢山でき楽しい1年でした。次年度は就

活などもありますが、残り1年を精一杯

楽しみたいです。

コロナウイルスにより、昨年の今頃

から以前までの生活とはだいぶ

違ったもの、不便なものに変わったと思

います。何をしても、どこに行ってもウ

イルスに感染してしまう可能性がありと

ても怖かったです。芸能人でも、しっか

り対策をしていたのにも関わらず感染し

てしまった人がいました。一時期、石川

県は日本の中でも多い時があった気がし

ます。ずっと家にいて、気分転換で遊び

に行くこともなかなかできず辛かったで

す。辛かったと過去形になるというより

は今もなかなか遊びに行けず辛いです。

県外に旅行に行きたいですし、好きなア

イドルのコンサートにも行きたいです。

やはり、娯楽が制限されるのはどの人間

からしても辛いと思います。そんな私は

1人で出かけることが多くなりました。

どこに行っても消毒は欠かせないです

し、マスクをしていない人を見ると「な

んで？」って思います。今、気が緩んで

いる人は少なからずいると思います。全

員が意識して生活していきながら、いつ

かまた前のような生活に戻りたいです。

私が金沢星稜大学女子短期大学部に

入学して、1年の間に受講したす

T21031

T19173

T19035

T20147

T19166

T21132



93

3．学生たちの想い

べての講義を終えました。昨年度、高校

3年生の時に新型コロナウイルスが流行

し、3か月の休校がありました。大学に

入ってからも途中リモート授業やテスト

を余儀なくされることもありました。し

かし、大学生になったことで意識が変わ

り、自主的に動くことができるようにな

りました。例えば、遠出ができないため、

サークル活動に興味を持ち入部すること

にしました。以前までなら「立ち止まっ

てしまった」とマイナスに捉えていたこ

とも、「時間があるから良いのではない

か」とプラスに考えられるようになりま

した。できないことが増えた分、新しく

できることも増え、良い方向に向かえた

と思います。反対にコロナ禍から抜け出

せないことで、学校行事や実践的な講義

内容は行えないままでした。実際に訪問

することで新しい視点を持つことができ

るようになると思うので、悔しいと思い

ました。特に海外研修に参加したいと考

えていたため残念です。しかし、こう思

えたことで、コロナ禍が落ち着いたとき

に自ら計画を立て海外に足を運ぼうと考

えるようになりました。これからも悲観

しすぎず生活していきたいと思います。

私はコロナ禍の1年を振り返って本

当に貴重な体験をした1年だと思

いました。その理由としては、初めての

経験が沢山あったからです。例えば、大

人数での会食や県外旅行の制限などで

す。今まで当たり前に出来ていたことが

急に徹底的にできなくなるという残念な

気持ちをとても味わいました。しかし、

残念なことばかりではなく良い発見や経

験ができたと感じたときもあります。そ

の例としては、オンライン授業です。高

校生まで私は学校の授業をあわせても数

回しかパソコンに触れてきませんでし

た。そのため、パソコンに対しての知識

が全くありませんでした。しかし、今回

このコロナ禍でオンライン授業やパソコ

ンを使う機会が増えてきたおかげで今は

パソコンを十分に扱えるようになってい

ます。その点では、いい経験ができたの

ではないかと考えています。その他にも

自分の時間をたくさん持つことができた

ことです。オンライン授業や学校への立

ち入り禁止で家にいる事が前よりも格段

に多くなりました。そのため、自分のし

たいことができる時間が多くなった気が

します。これもコロナ禍ならではの貴重

な体験だと思っています。今回のこのコ

ロナと言う状況で苦労してきたことや残

念な思いをしてきたことはもちろんたく

さんあります。しかし、その分いい経験

もあります。今はこのような状況であま

り動けなかったりしますが、いつかまた

前のような状態に戻るまで私は前向きに

考えていこうと思いました。

コロナ禍の1年を振り返ってみる

と、日常生活と大学生活どちらに

も様々な影響を及ぼしました。大学生活

で1番大きく変化したと感じた点は、授

業が遠隔で行われたことです。特に星

稜大学ではクラスターが発生してしま

い、前期の授業は半分ほど遠隔となって

しまいました。最初は、遠隔の授業に慣

れずデメリットしかないのではないかと

思いましたが、試行錯誤して回数をこな

していく内に、時間の使い方を有効に使

えるようになりました。1つ目は、運動

をする機会が増えたことです。人混みを

避けるようになったことで、友人と遊び

に出掛けることが減りました。その結

果、私は元々体を動かす事が好きだった

ので、その余った時間をランニングの時

間に当てることが出来るようになりまし

た。運動不足解消にも繋がり、これは大

きなメリットでした。2つ目は、友達や

家族と過ごす時間です。当たり前のよう

に毎日友達と顔を

合わすということ

が、とても貴重な

日々だったと実感

しました。2年間

という短い時間の

中で、友達と過ご

す時間をもっと大

切にしようと強く

感じましたし、何

より一日一日を大

切にしたいと思いました。何かあった時

に、友達が横にいてすぐに会話ができる

環境がとても幸せだったと改めて気が付

きました。友達と過ごす時間は減りまし

たが、家族と過ごす時間は、とても増え

ました。以前は、自分の考えや正直な気

持ちを親に話す事はあまり無かったので

すが、一緒に過ごす時間が増えたこと

で、将来のことや日常的な話を親と話す

機会が増えました。自分の将来につい

て、不安な気持ちがあったのですが、親

に話してみると意外と理解をしてくれて

助言を貰い、自分の気持ちが明確になっ

たように感じました。そして家族に理解

して貰えたということが、凄く心の支え

になりました。コロナ禍によって、消え

てしまったイベントや日々は沢山あるけ

れど、どんな環境に置かれても、プラス

に考えて行動していくことが大切だと思

いました。望んでいなかった環境や厳し

い環境に置かれても、デメリットをメ

リットに変えて前向きに行動していきた

いです。

私が思い描いていた短大生活は、勉

強、就活、アルバイトはもちろん、

メイクをして、オシャレをして、恋を

楽しむといったキラキラに輝く学校 Life

だった。高校生ではできなかったことが

できると胸を踊らせていた。しかし、コ

ロナウイルスの影響は深刻になっていく

ばかり。入学式を終え、無事に学校生活

が始まるかと思いきや、1ヶ月の自粛期

間、そして遠隔授業が始まったのだっ

た。友達はいない、勉強を気軽に聞く人

がいない、家ではひとりぼっち、アルバ
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イト先は倒産。コロナウイルスが憎くて

憎くて仕方がなかった。ぶつけようのな

い怒りはただただ私のストレスを溜めて

いくばかり。そんな中、私は YouTube

を見ることにはまった。その YouTube

の内容はルーティーン動画だった。ルー

ティーン動画とは、モーニングルー

ティーンや、ナイトルーティーンなどと

いった年齢性別の問わない YouTuber 達

が自分達の一日の様子を撮った動画だ。

私は一日の最後にこの動画を見ることが

日課になっていた。人の日常なんて見て

何の意味があると思うかもしれない。だ

が私はこれにより、自分自身の考え方が

変わった。ルーティーン動画を見ると、

「これいいじゃん、私も試してみよう」、

「掃除しよう、お母さん助かるかな」、「こ

んな勉強の息抜きがあったんだ」と考え

方が豊かになり、たくさんの知識がつい

た。家にいることが当たり前な生活。人

のルーティーン動画を見ることで、自分

の生活の質を見直すきっかけにもなり、

性格も柔らかくなったと思う。確実に思

う。おかげで部屋が毎日綺麗だ。コロナ

ウイルスのせいで短大生活が楽しくなく

なったと決めつけていた4月の自分。で

も今は、コロナウイルスがあったからこ

そ、だらしない自分自身の悪い所を見つ

め直せたいい機会だったと思う。今まで

の私は、分からないことがあったら人に

聞く、すぐに頼る性格だった。しかし、

この状況で、この生活があったからこ

そ、「自分で考えて、動く」という今ま

での私には足りなかった強みがついたと

思う。今までがだめだっただけかもしれ

ない。他の人には当たり前過ぎるかもし

れない。でも、私に一番足りなかったも

の、欠けていたものはこれだと思う。私

は、この経験を糧にこれからも前向きに

生きていきたい。絶対無理なんてことは

ない、無理だと決めつける前に、自分で

違う道を考えて、探して、それを行動に

する。これが大切なのではないかと思

う。尊敬される女性になりたい、手本に

なれる女性になりたい。私は、これから

も自分自身と向き合い、自分の考えに自

信を持てる人間でありたい。

2 020年4月、私は「4年制大学の

人に負けないくらいの濃い2年間

を過ごす」という目標を胸に星稜短大に

入学した。入学ガイダンスは、周りは知

らない人ばかりでとても緊張したが、出

身高校や趣味、好きな食べ物などの話題

で話をすることができ、これから始まる

短大生活に胸を弾ませていた。しかし新

型コロナウイルスの影響により、新入生

歓迎会の中止や前期の授業は全てオンラ

インで行われることが決まった。私はそ

の時、「不安」という気持ちしかなかっ

た。初めての短大生活、2年間という短

い学生生活をオンラインでスタートさせ

ることは、暗い未来しか見えてこなかっ

た。自分自身パソコンの操作が苦手とい

うこともあり、オンライン授業には苦手

意識しか持っていなかった。しかし入学

ガイダンスや SNSを通じて出来た同じ

星短の友人と話をしているうちに、辛い

のは自分だけではないのだと思い始めた

のである。同じ状況の仲間がいると考え

ると、少し不安も和らいできた気がした

のだ。この時から新型コロナウイルスの

影響で自分たちの学生生活や未来が壊さ

れたと捉えるのではなく、小さなことで

も良いからこの状況下でも自分たちに出

来ることを考え、このような逆境をバネ

にして何事も頑張っていこうと思うよう

になった。そのためにオンライン授業で

は自分なりの工夫を心掛けた。対面授業

に比べて慣れないパソコンの操作などが

多いため、友人と分からない所は連絡を

取り合い、先生にはメールやZOOMで積

極的に質問をするようにした。そうする

ことで授業への理解をより深めることが

出来たと思う。資格取得を目指して履修

していた簿記の授業は、初めて習うこと

が多く一人で勉強することがとても大変

だったが、先生から事前に配られる資料

などを自分なりにノートにまとめるとい

う、予習を大切にすることで理解を深め

ていた。このようにオンライン授業は大

変なことがたくさんあったが、それを解

決するために自分は今何が出来るのかを

考え、自分で積極的に行動を起こす力は

つけることが出来た。また新型コロナウ

イルスによって自分自身を以前よりも成

長させることが出来たとも考えている。

なぜなら自分自身とても積極的に行動を

起こせるようになったからである。高校

時代は友人と何かに参加するということ

が多かったが、短大に入学してからは今

まであまり経験してこなかった、学内の

行事などを運営する学友会に自分なりに

情報を得て入会を決め、就職に関連する

イベントも積極的に参加してきた。この

ようなチャレンジ精神はコロナという状

況だからこそ、少しでも今自分に出来る

ことを見つけていこうという気持ちにな

るため、身についたのだと思う。これか

らはコロナ禍の就職活動ということでと

ても大変ではあるが、チャレンジ精神を

忘れずに、最後にはコロナの状況でも頑

張った自分自身を褒め称えられるように

頑張っていこうと思う。

春から金沢星稜大学女子短期大学部

に入学して現在まで、多くのこと

を経験し学び得ることができました。前

期では多くの授業をzoomなどオンライ

ンで受講しました。その中で学んだこと

は、準備能力と臨機応変な対応が大切で

あるということです。高校時代には経験

しなかった授業の仕方であったり、PC

やアプリの登録であったり、これまでの

学校では経験がなかった点が多くあり

ました。また、授業を受けている中で

も、電波や機材のトラブルなど予期して

いなかったことも多く経験しました。こ

のことから、事前に万全の準備を整えて

おくこととどんな状況でも落ち着いて臨

機応変に対応できることが大切なのだと

わかりました。また、非対面の授業を受

けていた期間、短大でできた友人と会え

ないことがとても辛く不安に感じまし

た。zoomや LINE などでコミュニケー

ションをとっていても、直接顔を見て話

せないことが寂しいと実感しました。そ

のため、対面授業に切り替わり、友人と

会えるようになったことがとても嬉し

かったです。コロナ禍の経験が、友人へ

の思いをより深めることになったと感じ

ました。今このコロナ禍の一年を振り返
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ると、辛く大変な経験もしましたが、私

にとって学びの年にもなったと実感しま

す。今後は、短大でのこれまでの学びを

活かして、就活やその他の活動も頑張り

たいと思います。

短大生活2年目を振り返ってみる

と「我慢の年」でした。学生最

後の夏休みは、友達と県外へ遊びに行こ

う、あれを食べに行こうとやりたいこと

が沢山あったが、コロナで外出自粛が求

められ、ほとんど叶えることができな

かった。天気の良い休日は友達と沢山遊

びたかったが、それも叶えられず、家で

することがない無駄な日を過ごすことが

多かった。もうすぐ卒業式で卒業旅行も

県外に行こうと一年生の時から約束して

いたのに、コロナが流行したので、県内

で温泉旅行に変更になった。やりたいこ

とがほとんど叶えられず、学生生活が終

わってしまうことがとても悔しい。外に

出て沢山遊びに行きたいが、行くと周り

に迷惑がかかるかもしれない、そう考え

て自分のしたいことをたくさん我慢し

た。社会人になると友達と休日が合わな

いことがあるだろうが、学生生活沢山我

慢した分コロナが終息したら、めいいっ

ぱいしたいこと、やりたいことを叶えよ

うと思った。

ちょうど去年の今頃にコロナが流行

し始め、2年の前期はすべて遠隔

授業となりました。最初は、通学に時間

がかかる私にとっては嬉しいなと感じて

いましたが、1日家から出ない日が続く

と、気分的にも辛くなっていきました。

友達にも会えないまま、家とアルバイ

ト先の往復するだけでした。気づけば、

あっという間に2年の前期は終わってし

まい、友達との学校生活での思い出が全

然無いということが本当に悲しいです。

就職活動もWEBでの企業説明会や面接

も ZOOMなどで行ったりと、例年と全

然ちがった方法で進み、うまくいかない

ことや不安がたくさんありました。しか

し、そんな中でも家族や友人、先生方に

助けられて頑張ることができたと感じて

います。この一年はあっという間で、大

変でした。一刻も早く、以前のような生

活が送れることを望んでいます。4月か

らは社会人として新しい生活が始まるの

で、コロナにも気をつけながら責任のあ

る行動を取っていきたいです。

私はコロナ禍の1年を振り返り、自

粛、遠隔授業など、慣れないこと

の連続ではありましたが、自分自身と向

き合える機会となったことが1番の思い

です。就活が不利な状況となり、将来の

ためより行動力を起こし、自分の意思を

尊重するということが大切になってくる

という自覚を持ちました。それによっ

て、アルバイトを始めたり、運転免許を

取得したり、資格の勉強をしたりと、可

能な限り自分自身の為にできる学習をし

てきました。中でもアルバイトでの頑張

りは、今の自分にとっても立派な経験値

となっています。ただでさえ十分な学習

が出来ないとしても、この自粛期間での

アルバイト経験を利用して社会に入り込

み、理解をしながら自身の短所を補って

いくという目標を掲げ頑張りました。お

かげで今はそれが結果として現れ、今後

の就活への自信となっています。このコ

ロナ禍の1年は、全てにおいて慣れない

ことがあり、それがかえって今までの環

境にいた自分自身のことを理解する機会

となりました。

私は、コロナ禍の一年を振り返っ

て、短大生活に多くの影響を及ぼ

したのが「コロナ」だったと振り返りま

す。なぜなら、テスト期間に、毎回遠隔

であったり、遠隔授業をたくさん経験

し、学校に行く機会が減っていってしま

いました。せっかく入学し、新たな道に

進もうとしても、「コロナ禍」というだけ

で失うものが大きすぎたのではないかと

考えます。勉学に力を思うように発揮で

きていなかったのではないかと感じる一

年でした。ですが、しっかり検定の勉強

と期末テストの勉強を両立し、コロナ禍

であっても変わらないものや、やるべき

ことがあるため、頑張ろうと再度思う一

年であったとも思います。家での自習時

間というのが、苦手ではありますが、休

憩をこまめに挟んだり、リラックスでき

る環境で勉強をすることで、より良い勉

学に繋がったと思いました。授業では、

社会に出てから役立つことを多く学びま

す。なので復習だけではない勉強が大事

になってきて、両立するという面ではそ

ういうところにも意識していかないとい

けないと思いました。短大生というだけ

で、短く忙しい日々の中、コロナウイル

スの影響でも短大で学んだことを忘れず

に今後に生かせるようにしていきたいと

思います。私は、コロナ禍でも良いこと

が沢山あったと思います。家族や友人と

過ごす時間が増え、前よりも仲良くなっ

たように思います。飲食店やお店に買い

物に行くなど、あまりできない中でおう

ち時間というのを楽しみました。家族や

友人と話をする時間を作ることで、社交

性も上がるし、コミュニケーション能力

の向上に繋がると考えます。ですが、一

番大切なのは楽しむことであり、家族や

友人がこれほどにも大きな存在だったの

だと気づかされました。今後生きていく

中で、大切にしたいのは家族と友人であ

り、何をするにも支えになってくれるの

だと思います。これからもコロナ禍は終

わりを迎えることはないのだと考えま

す。そのような理解の上で行動するとい

うのは決して簡単なことではありません

が、私にできることや、私たちにできる

こと、というのを考えていきたいと思い

ました。

コロナ禍の今年一年は初めての環境

での大学生活が始まり、不安も

あったが成長することが出来たと感じる

一年であった。高校生に引き続きコロナ

が収まらない中、金沢に引っ越してきて

一人暮らしが始まった。初めての一人で

の生活に加え、慣れない環境での学校生

活が始まり、不安を感じることが多かっ

た。コロナにより授業も遠隔に切り替わ

り、実技の授業が出来ないことや周りの

友達の様子が分からないことから、今迄

のように指示を待ち、受け身になってい
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ては遅れを取ってしまうと感じるように

なった。このような思いから以前に比べ

て、やらなければいけないことを考え

て、自ら行動することを心掛けるように

なった。また二年間しかない学生生活の

なかで一年生の内に多くの資格を取り、

就活に向けての準備を進めるために取り

たい資格を調べ計画的に勉強すること、

就活に向けての講座に参加するなど自分

から行動に移す力を身に着けることが出

来た。コロナ禍の中、新しい環境での生

活が始まるということで不安もあった。

しかしこのような状況であったからこそ

自分で行動していかなければ周りとの差

が生まれると感じ、自ら考えて行動する

ことが出来たため、成長した一年になっ

た。

この1年を振り返り、改めて人に会

える時間の大切さに気づけたと感

じる。新型コロナウイルスが流行し、外

出をする時はマスク、用事がない限りは

外出しないという生活が身についた。そ

して、学校までもが休校となり、授業は

オンラインになり、友達と話したり会う

機会がなくなった。夏になり、新型コロ

ナウイルスが少し落ち着き、対面授業に

なることが発表され、久しぶりに友達と

会った時は感動した。会えなかった期間

に髪型が大きく変わった人や、マスクを

していると誰かわからないということ

もあった。授業ではいつものようにみん

なと一緒に受けることができ、お昼ご飯

を一緒に食べれるなど、今までは当た

り前だったことに幸せを感じた。今も新

型コロナウイルスの流行は収まらず、最

後の授業も急にリモートに切り替わった

ためとても寂しかった。新型コロナウイ

ルスの影響で最後の学生生活がこのよう

になってしまい、戻ってくるものではな

いためとても悔しい。ただ、友達と会え

る時間がどれだけ大切なのかを知ること

ができた。そして1日もはやくマスクを

つけずに友達と会える日が来ることを願

う。

コロナ禍の一

年 を 振 り

返って、日常生

活が大きく変化し

ました。まず初

めに、学校生活で

は対面授業ができ

なくなり遠隔授業

になりました。短

大に入学して、な

にもかも分からな

いままの遠隔授業のため、さらに不安が

増していきました。そして、私は今まで

学校の授業以外でパソコンを使う機会が

無かったので、周りのみんなと差が生ま

れないようについていくのが精一杯でし

た。しかし、遠隔授業になり、得ること

ができたこともありました。パソコンを

使うことが苦手だと思っていましたが、

遠隔授業で必ず使わなければいけない状

況だったからこそ身につけることができ

たことがありました。コロナ禍が私たち

の日常を奪ってしまい、普段どおりの生

活ができない世の中になってしまいまし

た。しかし、自分の考え方次第でコロナ

禍を充実することができたと思っていま

す。困難があったとしても、自分の考え

方を良い方に考えることで乗り越えるこ

とができると実感しました。

私が焼肉屋さんでアルバイトをして

いたとき、コロナで時短をする前

はとてもたくさんの人で満席状態が続い

ていましたが、時短営業が始まり、お客

さんも数えられるくらいでアルバイト自

体も勤務できることが減りました。来る

お客様には、「最終注文が19時30分な

ので」と言って、せっかくきてもらった

のに帰ってもらおうとすると、快く帰ら

ない方もいました。店長など上司の方々

も、「売り上げが良くない」と言ってい

たので、本当にコロナの影響で飲食の業

界は苦しんでいるのだと思いました。ま

た、石川県でこの状況だったら東京の方

などはもっと大変な目に合っていたのだ

ろうと思います。時短営業が明けても、

すぐには人出は戻りませんでした。少し

ずつお客様も増えてきて、通常が戻って

きて賑わいを取り戻した店内に、私は喜

びを覚えました。忙しいのは大変だけ

ど、暇でお客様が来ないのを体験して得

たものもあったし、気持ちにも変化が生

まれました。私は早くコロナが世界から

消え、今までの通常の生活ができること

を本当に待ち望んでいます。

コロナ禍の一年は、楽しみにしてい

た学校生活がオンラインとなり、

とても悲しかったです。大学生活の楽し

みの一つであるアルバイトも始めてか

ら2ヶ月で一旦お休みとなってしまいま

した。学校にもアルバイトにも参加でき

ず、ただ時間が過ぎるばかりでした。そ

んな中、家にいるばかりではすることも

なく、退屈なため、何か始めてみようと

思いました。そこで近所の友人を誘い、

朝にランニングをすることにしました。

少なくとも2km、多い時は10kmほど走

りました。幼稚園の頃から運動をしてい

た私にとって、運動して汗をかくという

ことはとてもいいストレス発散になりま

した。この経験から、出来ること、行け

る場所が限られていたとしても、何もで

きないわけではないと学びました。家の

中だからこそできることや、近所でもで

きることはたくさんあるのだと改めて気

づくことができました。早くコロナウイ

ルスが落ち着いてほしいけれど、新しい

発見ができてよかったです。

この1年間を振り返り、私は良かっ

た部分と悪い部分を見つけまし

た。まず、悪かった部分としては、新しい
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環境になり楽しい大学生活が始まろうと

している中コロナの影響でオンライン授

業になり、友達も作れるか不安という部

分があげられます。私はとても人見知り

なので余計に不安になることが多かった

です。また、緊急事態宣言が出て友達と

遊ぶ予定もなくなり、嫌なことだらけで

した。でもこれは、多くの人の命に関わ

ることなのでしっかりマナーは守るべき

だと思います。良かった部分としては、

緊急事態宣言が出てずっと家にいる時間

が増えたので、それをきっかけに何か始

めようと思ったのが読書でした。私は読

書など滅多にしませんが、何か1つでも

見つけるために読書を始めました。本を

読むたびに本の良さを見つけ出すことが

できました。このようにして、今大変な

状況の中多くの人たちが不安や困難と立

ち向かう中、1日でも早くコロナウイル

スが終息するのを願うだけです。早く元

の生活に戻れる時がくることを願いたい

と思います。

コロナ禍の1年を振り返って私は有

意義な時間を過ごせたと自分なり

に思えます。しかし海外旅行に行ったり

友達と何も気にせず遊んだりしたかった

のが本音です。そのようなことは出来な

かったけど私は良かったと思える1年を

過ごせました。自粛期間中リモートワー

クで家から出ることが少なくなり運動不

足になりました。なのでこの時間を使っ

てダイエットをはじめました。いつもと

違い毎日同じ風景で同じことが起こる

日々でしたが、自分でカレンダーをつけ

て目標を持って一日一日取り組むことが

出来ました。その結果マイナス9キロの

ダイエットに成功することが出来まし

た。コロナ禍でネガティブなニュースが

沢山ありましたが私は素晴らしい1年に

することが出来ました。いつもよりゆっ

たりとした時間の中でその時間を大切に

過ごすことが出来たからかなと思いまし

た。時が過ぎるのは遅く感じましたが、

その分忙しい日々がどれだけ充実してい

たかを知れたし、一人暮らしでなかなか

会えてなかった家族と何ヶ月か過ごすこ

とが出来たので良かったです。

2 021年のウィズコロナの生活を

振り返って、私はコロナに負けな

いような、活動的な1年だったと思いま

す。そう思う理由として、以下の2つが

挙げられます。まず1つ目は、オンライ

ン期間はあったものの、ほぼほぼ対面

で授業を受けることができたという点で

す。コロナ対策として席を開けたり、発

言や外国語学習での発声をなるべく避け

たりして、完全に思い通りの授業にはな

らなかったと思いますが、グループワー

クをしたり、意見交換をしたり、学外活

動をしたりなど、対面だからこその活発

な活動ができたと思うからです。2つ目

は、サークル活動でさまざまな経験がで

きたという点です。私はダンスサークル

に所属しているのですが、コロナの落ち

着きをうかがいながらさまざまなイベン

トに参加することができました。ウィズ

コロナなのでマスクをつけたままの練習

となってしまい、苦しく感じることもあ

りましたが、サークル内でのショーケー

スや文化祭でのダンスステージ、さらに

は惜しくもコロナの悪化で中止となって

しまいましたが、up公演という石川県の

大学のダンスサークル仲間が集まるイベ

ントの練習でたくさんの人との交流もで

き、コロナに負けず、活発に活動するこ

とができたと思ったからです。このよう

に私は、ウィズコロナの生活の中でも、

充実した学生生活を送ることができたの

で、コロナに負けないような活動的な1

年だったと感じました。まだまだコロナ

ウイルスの終息はいつになるのかわから

ない状態ではありますが、2022年も多

くのことにチャレンジできる、活発な1

年にしたいと思います。

コロナ禍の1年を振り返ってみる

と、失われたこともあるが、得た

こともあると感じる。まず、当たり前の

日常が崩れたことで、これまでの生活の

豊かさに改めて気づくことができた。遠

方にいる家族や友人に会うこと・学校生

活・就職活動・外食・旅行やライブ等、

様々な面で不自由を感じたり、実現でき

なかったことがあった。しかし、そんな

中で人の温かさ・支え合うことの大切さ

を実感した。緊急事態宣言が出てオンラ

イン授業が続き、毎日パソコンやスマー

トフォンの画面ばかりで実際に人と会う

のは家族だけという期間があった。その

時は車で移動することはあっても、電車

で移動することがなく、気軽に人と会う

ことができないことにストレスが溜まっ

ていた。しかし、会えなくてもスマート

フォンを通して、顔が見られたり声を聞

けたりした時は非常に活力をもらった。

また、対面授業に切り替わる時期になる

と、長く会えていなかった友人とも実際

に会えたので、非常に嬉しくて感動した

ことを覚えている。就職活動では、会社

説明会に行くには外出しなくてはいけな

いけれど、感染することが怖くて身動き

がとれなかった。そこで、私はWeb説

明会ばかりに参加していた。しかし、実

際に会社説明会へ行く方が雰囲気が掴め

るので、怖がりすぎずに行動できれば良

かったと感じる。時間が経つと、人が集

まる時は少人数であるべき、間隔をあけ

て座る、換気対策をすると良いなど、新

型コロナウイルス感染症への対処法が見

えてきて様々な場所で導入されるように

なった。したがって、会社説明会へ行く

ことへの不安はなくなっていった。私は

敏感になりすぎていたことを自覚した。

そして、実際に会社説明会に行こうと考

えるようになった。そのようなことを含

めて、就職活動では多くの人に支えても

らったと感じる。様々な不安があっても

支えてくれる人がいたことで、非常に救

われた。不安なことがあっても、抱え込

んでしまい、すぐに相談できないことも

あったが、それを受け止めて聞いてくれ

る人や温かい言葉をかけてくれる人、ア

ドバイスしてくれる人がいることに気づ

くことができた。そして、気分が落ち込

んでいる時に、何気ないことを話してい

るだけでも元気が湧いてくることもあっ

た。このように力を与えてもらって喜び

を感じたので、周りの人に私と関わるこ

とで同じ喜びを感じてもらえるように過
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ごしていきたいと考えた。また、コロナ

禍を過ごしたことで、予想外のことが起

こるかもしれないと身をもって感じた。

これから事前に準備できそうなことに対

して対策するべきだと改めて感じること

ができた。自然災害はいつ起こるか分か

らない。しかし、被害を抑える環境を整

えていきたいと感じる。具体的には、家

具を固定することや非常食を揃えておく

ことなどである。それらをしておくだけ

で、被害が軽くなったり未来の自分や家

族を守ることができる。これはコロナ禍

も同じだ。感染しないように行動するこ

とで周りにいる人達を守ることができ

る。しかし、気をつけていても感染して

しまうこともあるだろう。それは、その

人がマスクをせずに毎日過ごしていた

り、数十人で会食していたとなれば厳し

い目を向けられてしまうと思う。しか

し、感染対策をして、気晴らしに少し出

かけたというようなものであれば、周り

の人も認めてくれると思う。早く終息す

れば良いが、まだ時間が必要になると考

える。それまでの間どのように過ごすと

良いのか考えてみた。私はできないこと

に目を向けるのではなく、できることに

目を向けて生活することでストレスを軽

くして過ごせるのではないかと考える。

新型コロナウイルス感染症が終息した時

のために、現在は実現不可能なことで

も、思いっきり楽しむことができるよう

に情報収集したり、自分磨きをして過ご

すと良いのではないかと感じた。

始めに、コロナでの影響を強く感じ

たのは高校の卒業式でした。それ

までは毎日コロナ関連の報道が流れ、学

内や受験でも対策がとられ始めていまし

たが、すぐに収まるだろうと軽く考えて

いました。ですが、収まる気配はなく寧

ろ悪化する一方で当時は石川県も危険区

域に入っていました。そんな中で行われ

た卒業式は本来あった合唱や在校生の参

列がなくなり、入退場や式中でもマスク

着用・一定の距離を保つといった見たこ

とがない異様な光景でした。式が終わっ

た後は拡大を防ぐためにすぐに帰宅する

よう促され、友達との歓談は電話やSNS

でとることとなりました。その日、私は

今までやっていた対面での会話すら困難

になってしまったのだと身をもって痛感

しました。しかしその後の短大への入学

式では、全員のマスク着用・ソーシャル

ディスタンスは常識へと変化していたの

で当たり前のこととして受け取るように

までなりました。授業がオンラインにな

るといわれても、不安はありましたが世

間でもリモート対応になっていたりと変

化があったので、すぐに受け入れること

ができました。ただ、周りの人となかな

か会えず遊べないことやコロナの影響で

アルバイト先がなくなった友達の話を聞

いて、受け入れることは出来ても寂しさ

はどうしても心に残ったままでした。秋

頃にはコロナが一度落ち着いて、マスク

着用ではあるけれど通常の日常が少しず

つ戻ってきて、対面授業が始まりまし

た。マスクで顔がなかなか覚えられず、

未だに名前が分からない人が多くいるよ

うなこともありますが、リモートではで

きなかった授業内容が多く受けられたの

で楽しかったです。また、友達ともとあ

る作品のリアルイベントに行ったり、映

画を見たりと今まで延期や中止、人数制

限などでなかなかいけなかった催しに参

加できてようやっと楽しい思い出がいく

つか作れました。この一年コロナによっ

て出来なかったこと、なくなったものは

たくさんあったけれど、私は私なりに前

を向いて頑張ってきたつもりです。これ

からの就職活動でもコロナの影響は続く

と思いますが、負けずに嫌なことばかり

考えず自分の楽しみを考えて生きていこ

うと思います。

コロナ禍という状況の中で短大に

入学して、1年目があっという間

に過ぎてしまったという感覚がとても

大きいです。数えてみれば半年も学校に

登校していないことに気が付き、コロナ

じゃなければもっと多くのことに取り組

めたのかもしれないと思わずにはいられ

ません。しかし、自粛期間という膨大な

時間があったからこそ取り組めたことも

ありました。私は前期のオンライン授業

の期間で自動車免許を取ることができま

した。後期の自粛期間には以前からやり

たいと思っていた趣味に沢山打ち込むこ

とができました。また、オンラインでの

交流を通して、県外に友達を作ることも

できました。インターネットをより多く

活用する世の中になり、リモートでの会

話も当たり前になってきたような今だか

らこそできたことだと思います。自粛期

間という長い時間、学校で学習すること

はできなかったけれど、その分家で自分

から物事に取り組むことが多くなりまし

た。「自分から動く」ということはこれか

ら生きていくうえでもとても役に立つ力

だと考えます。私は行動力がある方では

ありませんが、自分から動かなければい

けない状況下に置かれたからこそ以前よ

り行動力が身に付きました。この1年は

大変な年ではありましたが、自分にとっ

て実りのある1年でもあったと感じてい

ます。

短大に入学する前は、新しい環境で

不安やワクワクする気持ちが沢

山ありました。学校生活を送ってみる

と、仲の良い友達が出来たり、高校より

も広い範囲へ行けることに喜びを感じま

した。また、初めてのアルバイトで、学

校ではなかった先輩との関わり方や自分

でお金を稼ぐ大変さを学ぶことが出来ま

した。これまで、自分の遊びや食事代な

ど沢山お金を出してくれていた親に、よ

り感謝する気持ちが芽生えました。コロ

ナで対面授業がオンライン授業になった

時、とても不安を感じると同時に友達と

対面で出会える嬉しさ、対面授業の受け

やすさを感じました。また、外に出れる

ことが幸福に感じました。家で自粛して

いる時は、いつもに比べマイナスな気持

ちになることが多かったですが、また対

面になることができ、今ではポジティブ

に過ごすことが出来ていると思います。

対面で過ごせていることを大事に思い、

これからの進路に向けて今より力を入れ

て行きたいと思います。
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3．学生たちの想い

2 020年は新型コロナウイルスの

影響で今までの生活が、がらりと

変わりました。その中で私に最も関わり

があったのが、学校生活と日常生活で

す。まず、学校生活では授業の仕方が大

きく変わり対面授業からオンライン授業

になりました。今までに経験したことが

なかったインターネットでの授業は学校

に行かなくて良い反面、慣れないことが

多く戸惑うこともありました。また、緊

急事態宣言中ということもあり学校でも

友達に会えない、プライベートでも友達

に会えないという状況が続きました。そ

の後、夏休みが終わり9月頃には対面授

業が再開しました。その時に友達と会っ

たときは何ヶ月ぶりという状態なのでと

ても感動し、嬉しかったです。星稜短大

ではこのように対面授業が再開しました

が、その他の規模が大きな大学はこの1

年ずっとオンライン授業が続いていたそ

うです。星稜短大は学生が少ない分対面

授業を実施できたのだと思います。私た

ちの最後の学生生活が対面授業により、

より充実したものになりとても嬉しかっ

たです。次に、日常生活では、友達と遊

ぶときや、旅行をするとき、遊びに行く

時に慎重にならなければいけないことが

大変でした。私が一番恐れていることは

自分が感染することも怖いですが、知ら

ず知らずのうちに他の人にうつしてし

まっているかもしれないことです。家族

とは一緒に住んでいるのでうつしてしま

うことがないよう感染対策をしっかり

し、日頃の体調管理を心がけています。

このようなことを心配する日が早くなく

なり、普段の生活様式に戻って欲しいで

す。最後に、この1年間今までと変わっ

たことがたくさんあり、驚きと不安で

いっぱいでした。しかし、この出来事が

あったからこそ、私たちが送っていた日

常生活はなんて幸せだったんだと日々の

幸せを身にしみて感じることができまし

た。このようなパンデミックは昔、外国

でも起こっていたそうです。そこで収束

できたということは、新型コロナウイル

スもいずれ収束できるということだと思

います。こんな時代だからこそみんなで

力を合わせ協力し、新型コロナウイルス

の一日でも早い収束を願っています。ま

た、ウイルスのことを心配せずに友達、

家族、親戚、仲間と集まりたくさんお話

をしたり、海外旅行、国内旅行を満喫で

きる日が待ち遠しいです。

コロナ禍の一年を振り返り、考え

方・社会の仕組み・学校体制など

が大きく変わった一年だったと感じまし

た。就職活動を行う中で、今までとは異

なり、Web面接、説明会など事例がない

中で初めは戸惑うこともありました。し

かし、就職活動が終わった中では、自分

自身にとって成長する良い機会だったよ

うにも感じます。できなかったパソコン

の操作も出来るようになりましたし、困

難な状況を乗り越えられたことから、自

分に自信や粘り強さが生まれたと思いま

す。他にも、今まで考えることのなかっ

た、今後生き残っていける職に目を向け

ることのもつながりました。結果、納

得のいく就職活動になったと感じていま

す。また、今まで出来ていた当たり前の

ことが出来なくなり、つらいこともあり

ました。特に学校は、行けることが当た

り前だと思っていましたが、コロナ禍を

踏まえ、行けることがどれだけ大切だっ

たということに気づかされるきっかけに

なりました。再開されてからは、友人に

会える時間を大切にし、勉強の面でも積

極的に取り組むようになりました。そう

いったことから、コロナウイルスによっ

て、大変だったこと、つらいことも多く

ありましたが、身近にあった何気ない

日々の大切さに気付かされるいい機会で

もあったように感じます。今後は、過去

ばかりを振り返るのではなく、今ある現

実を受け止め、そこで出来ること考え、

判断し行動に移していきたいと思いま

す。

2 020年の 1月頃から、徐々にコ

ロナウイルスが広がっていきまし

た。高校時代は、自粛や学校の休校を繰

り返し、なんとか進路を決めて卒業する

ことができました。2021年の4月に金

沢星稜大学女子短期大学部に入学し、前

期の授業は、コロナウイルスが原因でオ

ンラインでの授業がほとんどでした。オ

ンラインが増えて、短大で仲の良い友達

を作れるかとても不安でしたが、星短生

はみんな明るくて優しい子が多いので、

すぐに打ち解けることができました。授

業は、後期から対面授業になり、先生や

友達の顔を見ながら授業を受けることが

できたので、わからないところを聞く

ことができ、また教える側になったこと

もあり、とても充実した学校生活が送れ

ました。ただ、前期オンライン授業が多

かったので、朝起きるのが大変だったの

が一番の苦労でした。家で授業を受けて

いた時は、移動時間がない分自分の時間

が増えので、時々授業が始まる15分前

に起きることもありました。万が一、ま

たオンライン授業が増えてきてしまった

ら、時間に甘えずに早起きをしようと思

います。コロナ禍で家に出れない時間も

多かった分、暇な時間も増えたので、自

分の時間に当てることができたので、資

格の勉強や趣味が増えました。そこが一

番のメリットだと思いました。しかし、

対面でしか行えない授業もいくつかあっ

たので、前期のオンライン授業では、で

きないことも多く大変だと感じる時期で

した。それぞれメリットデメリットはあ

りましたが、急な環境に馴染めるように

いつも準備をしておく必要があることを

学びました。

入学してすぐに遠隔授業が始まり、

初めは不安ばかりでした。パソコ

ンの使い方も分からず、授業に参加する

だけでも戸惑いました。課題の提出方法

が分からなかったり、操作ミスで提出で

きていないことがありました。わからな

いことがあった際はすぐに、先生方や友

人や家族に聞いたり、インターネットで

調べるようにしていました。そうしたと

ころ、毎日少しずつパソコンを使うこと

に慣れ、できることが増えました。しか

し、パソコンの操作が分かるようになっ

ても、始めて学ぶ教科である「簿記」の

授業内容についていくことが困難でし

T19028

T19023

T21060

T20105



100

た。そこで、わからないところには付箋

を貼って、後期になって対面授業になっ

た際に、休み時間を利用して友人に教え

てもらいました。そして、問題を解ける

ようになり、「簿記」を学ぶことが好きに

なりました。簿記の資格取得に挑戦し、

合格することが出来ました。コロナウイ

ルスによって、出来ないことが沢山あり

ましたが、普段学べないことを学べたと

思います。特に友人の大切さを知った一

年でした。

コロナ禍の一年を振り返って、コロ

ナ禍の真っ只中だった前期は、通

学しているバスや大学という多くの人が

いる場所や多くの人と関わる環境ではコ

ロナウイルスというものがとても怖く、

大学での感染者が増えていくにつれて自

分もコロナウイルスに感染してしまうの

ではないかという恐怖が大きかったで

す。大学がコロナウイルスのクラスター

となり、対面授業がなくなり授業の全て

を遠隔授業に切り替えたときは、感染す

ることへの心配は少なくなったのでほっ

としていましたが、対面授業の時はでき

ていたわからないことがあったらすぐに

周りに聞くことが、遠隔になってからは

できなくなったので不安が大きかったで

す。遠隔でも対面でも、不安なことが多

かったコロナ禍の一年は、とても大変で

したが多くの人たちのおかげで乗り越え

ることが出来ました。また、コロナがは

やる前まではパソコンなどの機械類が苦

手で遠隔に変わるときは不安でしたが、

何度も使うことによってなれることが出

来ました。コロナ禍の一年は、パソコン

に使い慣れるなどの新しいことにもいろ

いろ挑戦できたのではないかと思いま

す。

コロナ禍の1年で、私の生活が大き

く変わりました。大学生活に期待

して入学したものの前期はオンラインと

学校内での生活が思うように過ごせませ

んでした。中でも新しい教科の勉強が始

まり、不安が大きかったです。家にいる

時間が増えたことで、家族と過ごす時間

が増えました。父や姉が在宅勤務にな

り、全員でご飯を食べることが出来まし

た。コロナウイルスはマイナスのイメー

ジが大きいですが、良い点もあったと気

づきました。 そして私は大学生になっ

てドラッグストアでアルバイトを始めま

した。人生で初めてのアルバイトでした

が、コロナ禍でお客さんとのコミュニ

ケーションがとりづらかったと感じまし

た。しかしお客様に「ありがとう」と声

をかけられることで、感謝の大切さを学

びました。そして自分が客として他のお

店に行く時も感謝の気持ちをしっかり伝

えるように心がけました。コロナ禍に

よってできなかったことが沢山ありまし

たが、大切なことを思い出したり、自分

をもう一度見つめ直す機会になったと思

います。

正直に言うと去年の春はこのコロナ

禍の中で何ができるのだろうかと

悩んでいました。なぜなら私は星短に入

学後は、海外研修に行きたいと考えてい

たからです。ですがコロナがなかなか終

息せず、海外研修に行くことはできませ

んでした。コロナ

禍の中で思い描い

た学生生活ができ

なく私は落ち込ん

でいたのですが、

このままでは学生

生活を楽しめずに

終わってしまうと

思い、今できるこ

とをして楽しもう

と思いました。そ

こで私はcrashというサークルに入りダ

ンスを大学や短大の先輩方や同級生と共

にたくさん練習し文化祭で披露しまし

た。コロナが流行り、集まって練習する

ことができない日もあったのですが、そ

の時は1人でダンスを練習し、みんなで

集まった時にほとんど踊れるように練習

に励んでいました。文化祭でのステージ

発表を目標にし、みんなで練習すること

はとても楽しくやりがいを感じることが

できました。文化祭では YouTube 配信

などをして学生はもちろん、学生じゃな

い方々にもダンスを見てもらうことがで

きました。コロナ禍にも負けない私たち

のダンスを見て、沢山の人に笑顔と元気

を届けられていたらいいなと私は思いま

す。また先輩方や同級生と一緒にコロナ

にも負けず頑張った練習した日々や文化

祭でのステージ発表は、私の1年生での

学生生活で1番思い出に残っています。

コロナ禍で学生生活を楽しめるか楽しめ

ないかは、自分の考えや行動次第で変え

ることができると今回の経験で知ること

ができました。最後の短大生活もコロナ

に負けず学生生活を楽しもうと思いま

す。

私は正直、遠隔授業になって良かっ

たです。なぜなら、人見知りで初

対面の人と話すのが苦手だからです。新

しい友達がなかなか出来なく、同じ学校

の人と連絡が取れないというデメリット

もありますが、対面授業を受けるまでに

心の準備ができると思いました。個人的

に公立入試を後期までしていたので、受

験が終わってすぐに新しい生活が始まる

ことに戸惑いを感じていました。なの

で、本格的な対面授業が先延ばしになっ

て私は、不満ではありませんでした。で

すが、自粛期間にもっと自分のためにな

ることをしておけば良かったと少し後悔

しています。アルバイトや自動車学校に

は行くことが出来ましたが早めに行って

おけば、もう少し効率的に過ごせたので

はないかと思います。でも、積極的には

行動できる状況ではありませんでしたの

で、就活に向けての自己分析などを早め
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にしておくことは必要だったのではない

かと考えます。そして、それでも自分の

ためにできることはしようと思いまし

た。例えば、運動不足にならないように

毎日筋トレをしたり、筋トレをしない日

は夕方にウォーキングしたり、みんなが

朝から夕方まで仕事しているので、夕飯

後の食器類を私が代わりにみんなの分を

洗ったりしていました。予定よりは少し

遅れましたが、自動車学校にも通い始め

たり、気分を変えていました。また、何

もせずに毎日ぐうたら、怠けてスマホを

いじってたら無意識にストレスが溜まっ

てくることもありました。自分で思うの

は、SNSを見てる時間、他人の意見や考

えに触れる時間が増えたからだと思いま

す。だから、このようにずっと家にいる

のではなく、体を動かしたり外に出るこ

とは大切だと気づきました。私の母にも

「最近明るくなったね。少し前まではす

ごくイライラしていたのに。」というよ

うなことも言われました。なので、人と

コミュニケーションを取ることは非常に

大事だと改めて思いました。このコロナ

禍で世界中が混乱して初めてのことばか

りでしたが、この状況を乗り越えたなら

この先、生きていく上で何でも乗り越え

られると思って生きていきたいです。

私たちの高校生活最後の年は全ての

行事がなくなり楽しみがなかった

一年だったので、それに比べると短大生

活は感染防止しながら過ごせた一年だっ

たと感じています。現在の二年生の先輩

方は入学してから半年オンラインで友達

ができないという状況を聞いて入学する

前まではとても不安でした。前期はオン

ラインになった時もありましたが、友達

ができた中での授業だったので心強かっ

たです。入学する前まで見ていたパンフ

レットには楽しそうな行事がたくさん

あったのでそれが全てなくなったのは残

念です。ですが、感染対策をしながら少

しずつ行事も復活してきているので来年

には開催できる行事が増えることを願っ

ています。そして今年は一人暮らしをし

て生活ががらりと変わった年でもありま

す。コロナ禍で一人暮らしが始まったの

で、不安だらけでした。感染リスクがあ

るので頻繁には実家に帰れなかったり、

あまり買い物に行けなかったりと不便な

ことが多かったです。また、なかなかア

ルバイトを始められずやっと7月に始め

たアルバイトもすぐに休業になり大変で

した。大変な時期もありましたが、そん

な時こそ地元に帰って友達と遊んだり家

族と過ごしたりしていたので自分なりに

楽しみを見つけることができたと思いま

す。今は前に比べると落ち着いてきてい

て、だいぶ自由に生活できるようになっ

たので充実しています。大学にも毎日通

えていることに感謝し残り少ない短大生

活を楽しみたいです。

私は、駅前の居酒屋でアルバイトを

していました。駅前にあるため、

お客様の半数は観光客です。そのためコ

ロナになってほとんどお客様が来なくな

りました。お酒の提供もできなくなり常

連さんもほとんど来なくなりました。営

業がとても厳しそうでした。私達授業員

は、テーブルやメニューのアルコール消

毒をすることや、テーブルを減らして離

すことが増えました。そのため回転率が

悪くなり、さらにお客さんが減りまし

た。短大に入学する前は遠隔授業につい

ていけるか、友達ができるか心配があり

ました。しかし、学校の授業でパソコン

の授業があったのでよかったです。友達

もちゃんとできたのでよかったです。今

は遠隔授業がほとんどなく、この環境に

また慣れなければいけないのも少し大変

です。コロナによって新しく始めなけれ

ばいけないことが増えて大変だったり不

安もありましたが、無事に解決したので

よかったです。今はコロナ感染者が減っ

て通常通りの授業になり、遠隔の時より

授業へのやる気も出たので、これから

もっと頑張ろうと思います。

私がコロナが流行り出した時に、気

をつけていたことは、友達と遊ぶ

回数を減らしたり、遊んだとしても外で

ではなく、家などで遊ぶことを心がけて

いました。学校生活では、学校側がマス

クの着用やアルコール消毒などを徹底し

ていたので、私達も素直に従うことがで

き、対策ができていたとおもいます。ア

ルバイトでは、感染対策のためにフェイ

スシールドをしたり、検温、アルコール

を徹底していました。また、どこか遠出

に外出した場合は、2週間アルバイトや、

友達と遊ぶことを控えました。コロナが

3月くらいに流行り出して、私は短大に

入学する時期だったので、不安も沢山あ

りました。最初の半年は遠隔授業で、富

山から石川の学校に入学したので友達が

できるのかが特に不安でした。遠隔授業

もはじめての体験だったのですが、学校

の先生方ももちろん初めてだったので、

私達の気持ちをとてもよくわかってくれ

ていたなと感じました。学校生活が始

まってから今までもコロナはまだ治って

ないですが、これからも感染を広めない

ように気をつけながら生活していきたい

と思います。

コロナウイルスで就職活動に大きく

影響を受けた年だった。会社説明

会が中止になり、Zoomでの説明会に変

更になったり、面接スタイルも対面では

なく Zoomに変更になるなどがあった。

就職活動はだいぶ遅れをとったが、時代

の変化に合わせた臨機応変な行動をする

ことが出来た。授業は遠隔がほとんどと

なったが、デメリットだらけではなく、

メリットもあったと感じた。メリットし

ては、自分はあまりネット関連について

知識がなかったため最初は適応するのに

苦労したが、友達の助けや、スマホだけ

でなく、パソコンを買うなど、オンライ

ン授業を受けられる体制を整えた上で、

授業を行えたこと、そして、普段は交流

もあまりして来なかった人達とも話す機

会が出来るなど、交友関係も深めること

ができたことだ。一方でデメリットも何

点かある。1つ目は、ネット環境が平等

ではないと言うことである。オンライン

授業をしている際に時々、先生の話が聞

こえなくなったり、途切れたりしたため

に、話の内容が入ってこなくなったとき
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があったからである。2つ目は、予習、

復習、課題と常に勉強の時間となり学業

ばかりでなく、他のことに挑戦すること

が一年時に比べて少なくなったようにも

感じた。以上のことが私が遠隔授業に変

わって感じたことである。しかし、この

ようなことは、社会人になってからも

後2、3年は付き合っていかなければい

けない課題である。このメリット、デメ

リットを活かして、会社でも立派な社会

人となれるよう努めていきたいと思う。

私はコロナウイルスが猛威を振るっ

ている時期に就活生になりまし

た。それまでは東京オリンピックで賑わ

いを見せているころに就活生になるのだ

ろうと誰もが思っていたことでしょう。

また、アルバイト先が臨時休業から閉店

となり、私の生活は一変しました。それ

までの自分の生活がどれほど恵まれた環

境だったのかを思い知り、落胆する毎日

でした。そんな状況に陥った私ではあり

ましたが、星短に入ったころから決めて

いた公務員になりたいという夢は諦めた

くありませんでした。そこでほぼ毎日公

務員試験の勉強に時間を使いました。春

期講習以外学校に登校する日はなかった

ので、周りの進み具合が分からないこと

で不安に思いながらの勉強になりました

が、その不安と戦いながら何とか最後ま

でやり通すことができました。今の自分

がいるのはもしかしたら、困難があった

からなのかもしれないと今になって思い

ます。これから、生活がどうなるかなん

て誰にも分りません。それでも自分の軸

になる信念や願いだけは見失わないよう

に自分を正すことが大切だと、この経験

から学びました。これから社会人になっ

て戸惑うことがあるかもしれませんが、

この苦境を乗り越えた事がきっと助けに

なると信じて頑張っていきたいです。

世の中の情勢に柔軟に対応すること

の重要性を体感した1年でした。

その重要性を1番強く感じたのは就職活

動です。リモートでの企業説明会や面接

は1年次に伝えられてきた就活像とは大

きく異なり、また企業によってもその実

施方法は様々でした。従来の就活にプラ

スし、いかに例年とは異なる状況に対応

できるかという点も見られていると感じ

ました。また、このような形の就職活動

は例がないため、私自身も企業側も手探

りでの就職活動であったと思います。そ

のような中でも無事就活を終えることが

できたのは、授業で積極性を学んだこ

と、常に情報を求めそれに応じた行動が

できたことが大きいと感じています。こ

のような情勢の中、人生で何度も経験す

ることのない就職活動を無事終えること

ができ、これから社会人として過ごして

いく上で大きな自信となりました。コロ

ナウイルスにより、行動が制限されたり

最後の学生生活を100%楽しむことが

できなかったりと弊害もありましたが、

それを乗り越えた経験を誇りに思い、次

に繋げていきたいと思います。

私はコロナの時代に入学しました。

オンライン授業も短大生活も初め

てでした。そんな中で自分でパソコンを

使って操作をしなきゃいけないし友達も

少ないのでどうすればいいのか分からな

いことがたくさんありました。このまま

友達のいない短大生活かと思うととても

寂しいと感じていました。アルバイトも

4月5月は少なく、家からも出れないの

で人と関わらないから憂鬱な日が沢山続

いていました。しかし、9月になり学校

が始まり、学校の人たちと出会うことが

増えました。とても嬉しかったです。新

しい友達も沢山でき、授業も普通に受け

れるようになりました。授業がいつもオ

ンラインだったので、対面と授業時間が

増えると少しきついこともありました。

資格取得がひとつもできなかった前期に

比べ後期は2つの資格取得に取り組むこ

とが出来ました。前期はオンライン授業

でパソコンに慣れ後期は対面授業で友達

もでき資格取得もできたのでよかったこ

とも沢山ありました。きついことが多

かった1年でしたが自分で行動すること

ができ成長できたと思います。

コロナ禍の1年を振り返ってみて、

可能な範囲で充実させることが出

来た1年だと思います。withコロナの時

代で、ある程度コロナウイルスへの対応

やマスク生活に、良くも悪くも慣れて

きました。ワクチン接種が世界的に進

み、新規感染者もぐっと減少し、コロナ

禍以前とまではいきませんが、少しずつ

できる行事やイベントが増え、充実した

1年を過ごすことが出来ました。2021

年3月の高校卒業時には、感染リスクを

考え、卒業旅行に行けませんでした。大

学受験には失敗し、星短に進学先が決ま

り、2年でコロナが完全に無くなること

は無いだろうから、学校生活はきっと楽

しくないと思い込んでいました。しか

し、入学して、サークルに入って、文化

祭に向けて沢山の時間を先輩や仲間たち

と一緒に過ごすと、信じられないくらい

の楽しさを感じることができました。ま

た、2年しかないという事実が私自身の

背中を押してくれ、やってみようと思っ

たら実際にやってみるようになりまし

た。コロナ禍の中でも、十分に楽しみや

やりがいは見つけられるとわかったの

で、今後もコロナウイルスと上手くやっ

ていけるようにしたいです。とはいえ、

医療従事者の方々は日々苦しい状況にあ

るだろうし、私たちもコロナ以前の生活

に、少しでも早く戻りたいと思っていま

す。故に、コロナウイルスの終息を心か

ら願っています。

短大に入学してしばらくは対面授業

だったので、仲良くなれた友達が

増えて、少しずつ短大生活が楽しくなっ

ていきました。今ではその友達とゲーム

をしたりする仲になりました。今後も

もっと仲良く楽しい学校生活を送ってい

きたいと思います。短大に入って初めて

アルバイトを始めました。社会で働く大

変さや楽しさ、人と関わることの面白さ

を学ぶことができました。卒業するまで

このアルバイトを続けていきたいと思い

ます。コロナが影響してオンライン授業

になったこともあったけれど、わからな

いことがあったらみんなで協力すること
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ができて、乗り越えることが出来まし

た。初めてのオンラインの授業だったの

で緊張することもあったけれど、初めて

の経験でとても楽しみながら授業を受け

ることが出来て良かったです。また、た

くさんの検定を取得出来て良かったで

す。これまでは検定取得の勉強をするの

が嫌で受けてこなかったけれど短大に

入って友達と楽しく勉強できたので検定

取得への勉強をすることができたと思い

ます。

3 月から就職活動が本格的に始まっ

たが、その約一ヶ月後には自粛期

間がスタートした。就職活動はまだまだ

終わっていないのに、家でじっとしてい

ないといけない状況になった。しかし、

私は焦るわけでもなく、「これからの人

生は精一杯生きていくから、この一年間

はダラダラする!」と決めた。とりあえず

4月は就職活動もアルバイトもせずに、

ニート生活をした。高校生のときから、

バイトに遊びに、ありがたいことに予定

がたくさんあって、こんなにも毎日ダラ

ダラする日が続くことなんてなかった。

最初は、少し気分が落ち込んで、自分の

存在意義がわからなくなったり、何もし

ていない自分に謎の罪悪感を感じたりし

ていた。だけど、しばらくするとその気

持ちも徐々に消えて、"ダラダラ"って最

高だな、もう何にもしたくないや〜と感

じるようになった。私は、コロナの自粛

期間があって "ラッキー"だったなと感

じている。人生における長い長い夏休み

を過ごした気分だ。自分とゆっくり向き

合うことができたし、好きなこともたく

さんできた。そのおかげで就職活動も成

功した。それから、学校も無く、出かけ

るのも慎重になる世の中で、それでも会

いたいと思える人に会っているので、プ

ライベートの質が良くなった。普段の友

達のありがたさとか、人との関わりとか

もっと大事にできるようになった。コロ

ナ自体は早くなくなってほしいし、もち

ろん元通りの生活が一番良い。でも、こ

のコロナによって、ゆっくりと過ごすこ

とができたり、新しい発見ができたのは

良かった。

今年の短大生活を思い返すと、コロ

ナウイルスにより数々の制限があ

りました。楽しみにしていた行事などが

無くなったり、制限されたり、長期間の

休校により慣れないzoom授業に切り替

わったりと、私たちのたった2年しかな

い大事な学校生活を、コロナウイルスに

よって奪われたようなそんな気持ちにも

なります。コロナウイルスは私たちから

自由を奪い、考えれば考えるほど憎いで

すが、どれだけ恨んでもこの状況は変わ

らないですし、この現状を受けいれ、こ

の現状でも工夫する事で有意義な時間を

過ごすことも可能だと私は思います。例

えば、県外に行けない分、石川県内で楽

しいところは無いかと友達とインター

ネットで探し、普段は絶対行かないよう

な公園で遊んだり、近場を散歩したりな

ど、小学生の頃の活発さを少し取り戻せ

たような感じがします。私は、福井の海

へ行ったり富山の公園に行ったりと石川

県はもちろん、より北陸三県について沢

山知れたような気がします。また、コロ

ナウイルスにより、外出が制限される

分、家族や友人と過ごす時間が増えたの

は、とても良い事なのでは無いでしょう

か。新型コロナウイルスが流行った頃に

は想像出来ていないほど、いつ終息する

かが見込めないぐらいの長期戦になって

いますが、これからもコロナウイルスに

向き合いながらもキャンパスライフを楽

しんでいきたいと思います。

コロナ禍のせいで私の1年は散々な

ものだった。祖父はコロナに感染

して他界し、母は行きたかったイベント

に参加できず落ち込み、私も親戚が感染

したということで周りの子よりもより外

出を自粛することになって自宅にこもる

日々が続き、家族全体が暗い状況に陥っ

ていた。最近は、日本人全体がコロナを

軽視し、自粛や対策が疎かになっている

ように感じられる。友人の遊びの誘いを

断り、SNSで友人が楽しそうに遊んで

いる様子を眺めると、同じコロナ禍の状

況なのになぜ私ばかりが自粛をしなけれ

ばならないのだろうという不満が込み上

げた。結局、身近な人が感染しない限り

みんな他人事で、だからコロナは終息し

ないのだと思う。自分や身近な人が感染

してからでは、亡くなってからでは手遅

れなのだ。ワクチンが導入され、もしか

するとこのような日々が嘘のようにあっ

さりと終わる日は近いかもしれない。し

かし、亡くなった命は二度と蘇らないい

し、コロナに感染してしまっては、完治

したとしても後遺症が残る恐れがある。

もっと意識をしっかり持って、これ以上

の被害の拡大が少しでも減ることを切に

望む。

コロナ禍を通して普段通りの生活を

送れず、様々な場面において不便

を感じたり、人と会う機会が少なくなり

気が滅入る日もありました。また、少し

外出しただけで不安になることもありま

した。しかし、自粛期間が続いたことに

より、日常の中にある些細なことに気づ

くことができました。家での自粛生活を

通し、料理などの手伝いをすることで、

改めて家事の大変さに気づきました。毎

日、家事をしながらどんな時も優しく接

してくれる母に感謝をすべきだと感じま

した。自粛前は、なんとなく毎日を過ご

していましたが、外に出れなくなった今

だからこそ自分を客観的にみることが出

来たり、前よりも周りを見る力がつきま

した。他にも、なにか新しいことをやっ

てみたいと思うようになり、今まで本

を読む機会があまりありませんでした

が、本に興味を持ち、本を読むようにな

りました。特に、自己啓発本には、今後

の役に立つことが多く書かれていて、つ

まらない自粛期間は、自分を見つめ直す

時間へと変わりました。また、テレビや

インターネットでは不安を感じるような

ニュースなどを観ることが多かったの

で、情報を取捨選択する能力をつけてい

かなければならないと感じました。コロ

ナ禍は、辛い期間ではありますが、自分

にとってはマイナスな部分だけでなくプ

ラスな部分もあった時期です。この気持
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ちを忘れずに毎日を大切にしていきたい

です。そして1日でも早くコロナが終息

して安心できる日々に戻って欲しいで

す。

2 020年の1年間はまさに、今まで

で1番最悪な年だった。新型コロ

ナウイルスが流行っていなければ、とて

もいい1年になっていたはずだ。高校を

卒業し、短大に入学して、新しい環境で

の学校生活を送ることを楽しみにしてい

たが、現実は全く違っていた。まず、高

校では、新型コロナウイルス対策のため

に何日間かの休みがあり、卒業式の練習

を行うことができなかった。また、卒業

式後に友達や先生と思い出を話すことも

できず、あっけなく終わってしまった。

短大生になり、入学式も行われたが、そ

の後の学校生活は、まるで春休みの続き

だった。やっとオンライン授業が始まっ

ても、物足りなさがあった。しかし、夏が

終わった頃やっと学校に通えるようにな

り、少し遅れたが楽しみにしていた学校

生活を送れるようになった。県外の大学

に進んだ友達は、県内の学生が学校に通

えるようになってからもずっとオンライ

ンで、学校を辞めるかどうか悩んでいる

と話してくれたことがあった。正直、私

も辞めようかと考えてしまったことがあ

る。オンライン授業は新鮮だったが、友

達もできず、先生とも親しくなれていな

いから分からないところも質問できず、

本当に短大に入学した意味があるのかと

思ったからだ。その時に短大を辞めてい

なくてよかったと今では思う。なぜなら

ば、対面授業だけでなくオンライン授業

も通して、友達ができたからである。も

しも、先生の話を聞くだけのオンライン

授業だけだったら辞めていたと思う。だ

けど、2人でペアになって話すことがで

きる時間を作ったりの工夫があるオンラ

イン授業があったおかげで、通常の対面

授業とあまり変わらない満足感を得るこ

とができた。残りの短大生活は、後悔が

ない1年にしたいと思う。

短大に入学してすぐ対面の授業で

はなく遠隔授業での授業となり

zoomの使い方など分からないことが多

く、私はとても焦りました。通信トラブ

ルがあったりとても不安な気持ちが大き

かったです。段々とやっていくうちにパ

ソコンに触れることが多かったことはパ

ソコンに慣れていない私には良かったと

思います。入学後すぐに遠隔授業という

形になったので友達や新しい仲間などと

関わる機会が少なかったのでとても残念

でした。でも、電話をしたり、ビデオ通

話やzoomなどを使って話すことが出来

たので乗り越えられました。アルバイト

も入れないことが多かったりして少し困

りましたが、学業に専念する時間が多く

取れたので良かったです。県外に行った

りすることは難しいですがこの時代で出

来ることをたくさんの楽しいことを探し

て見つけていけたらいいと思います。こ

れから就職活動をしていく上でWebで

の面接があったりすると思うので、前期

での遠隔授業を活かしていけたらいいと

思います。

コロナ禍で行動にも制限ができ、2

年次は学外での活動があまり出来

なかった。授業も対面から遠隔へと切り

替わり、パソコンと向き合って勉強する

ことが増えた。私は、遠隔でも勉強はで

きると考えていたが、実際にしてみると

人と話すことの大切さなどを知ることが

出来た。また、遠隔で文字だけで意見を

述べたり、表情が見えないことから話し

たい内容が相手に伝わるようにすること

を意識した。今までの学びを遠隔だから

こそ発揮できる場面もあり、自身の経

験を生かす活動もすることが出来た。今

思うことは、やろうと思ったことを先延

ばしにしたらチャンスを逃すことがあ

るかもしれないということだ。1年次に

海外研修や学外の活動に積極的に取り組

んだことで、様々な経験をすることが出

来た。その経験や知識を次回に繋げたい

と考えていたが、それが厳しい状況下で

思ったのは、あの時挑戦しておいて良

かったということだった。もし、次回で

いいや、と何もしていなければ後悔して

いたかもしれない。閉鎖的な気持ちにな

ることも多かったが、気付かされること

も沢山あった。出来ないことばかりを上

げるのでなく、出来ることからしていこ

うと思う。

コロナウイルスの影響で一番困った

ことは友達作りだ。遠隔授業で、

電子機器にたくさん触れる機会が増え

た。私は機械を操作するのが苦手なので

1人で操作するのがとても不安だった。

本来なら友達同士で相談、助け合ったり

出来るものが、対面授業がないので友達

が1人も出来ないので本当に苦しんだ。

実際、機器トラブルで出られなかった

授業もあった。少し対面授業が増えて、

サークルなどで友達がたくさん出来、今

は充実した日々を送っている。本当に1

人では何も出来ないんだなと痛感した。

コロナ禍の一年を振り返ると、コロ

ナ禍で前期は学校に行くこともで

きなくて、友達にも会えない日々が続い

て、このまま学生生活が終わってしまう

のかと思ってたけど、後期から友達と一

緒に学生生活を送ることができたのがま

ずはよかったです。アルバイトもコロナ

で営業時間を短縮したりはあったけど、

不自由なく働くことができてよかったで

す。この一年で大変だと思ったのが、就

活だと思います。就活が始まろうとして

いるときにコロナがやってきて、就活が

上手く進むのか不安だらけだったけど、

無事に終えることができてよかったで

す。コロナの影響で、実際に企業にいっ

て話を聞くことが難しくて、その企業の

雰囲気を知ることができなくて大変でし

た。試験を受けたさいも、オンラインで

受けて、面談もオンラインで受けまし

た。このような形で試験を受けたのも、

コロナ禍ではなかったら、経験できな

かったことなので、思い出に残るような

就職活動ができたと思います。

2 020年は、新型コロナウイルスの

感染拡大によって、私たちの生活
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3．学生たちの想い

が大きく変わりました。中国・武漢で最

初の感染者が確認された頃は、こんなに

も拡大するとは全く想像していなかった

ので、環境の変化に戸惑いと恐ろしさを

感じました。特にこの年は、2年生の私

にとって「就職」という最も大切な時期

でもあったので、多くの企業が説明会の

中止や新規採用の見送りをした時は不安

と焦りでいっぱいでした。しかし、1年

次から早々に始めていた就職活動の対策

が功を奏し、その後の私の自信と活力へ

と繋がりました。また、授業スタイルも

突如様変わりし、遠隔での授業という前

代未聞の展開となり、私たちから大切な

キャンパスライフを奪っていきました。

長く先生方や友達と会えない日々が続き

ましたが、オンラインを通してみんなが

私を強く支えてくれたからこそ、乗り越

えることができたと思っています。この

ような状況下で幸いにも就職することが

できたので、関わって下さった全ての方

への感謝を忘れず、今後、社会人として

恩返ししていけたらと思います。

コロナ禍で生活が一変して辛いこと

もありましたが、人との繋がりを

感じられる一年でした。私たちの就職活

動は今までと違い、非対面で面接を行っ

たり合同説明会が中止になったり、就活

生にとって不利な環境でした。先生や友

達に会うことも少なく、1人で面接対策

や履歴書の記入をしました。私は中々就

職先が決まらず、焦っていました。誰と

も会うことができないので私だけが決

まっていないのかもと不安になることが

ありました。しかし、友達からのLINEや

電話で勇気をもらいました。私のペース

で良いんだよと励ましてくれたり、同じ

く辛い思いを抱えている人と悩みを共有

することができました。離れていても人

との繋がりを感じられました。今までと

違う環境で、不安になったり寂しくなっ

たりしても友達や家族と心で繋がってい

るのだと感じられた一年間でした。コロ

ナウイルスの影響は何年先まであるのか

誰も分かりません。不安なことも多いで

すが、人との繋がりを忘れなければ明る

く楽しく人生を歩

んでいける気がし

ます。この先、辛

いことがあっても

1人で抱え込まず

みんなと支え合っ

て成長していきた

いと感じました。

私はこの一年

とても不安

な一年でした。まず、短大生活一年目と

いうことで仲の良い友達ができておら

ず、そのままオンライン授業という形に

なりました。オンライン授業も始めて経

験するものだったので、これで本当に出

席になっているのかなどとても不安でし

た。なんとかテストも終え、後期から対

面授業が始まることになりましたが同学

年の子と関わるのはほぼ初めてだったの

で、友達ができるか、うまく短大生活を

送ることができるのかまた不安がやって

きました。結果、授業がはじまると無事

に友達もでき今までの不安はなくなりと

ても楽しく学校生活を送ることができま

した。初めてのことばかりで何から手を

つけていいか全くわからなかった一年で

したがその分、成長できた部分がたくさ

んありました。今後もコロナウイルスと

付き合って行かなければならないと思い

ますが、うまく生活していければいいな

と思います。

コロナ禍の一年を振り返って、一番

に変わったのは、やはり授業形態

でした。前期では、ほとんどの授業が

zoomでの遠隔授業となり、最初の方は

慣れないことに苦戦しました。特に、同

じ科目を履修している生徒の顔を見る機

会も少なく、個人で考えることが多かっ

たと感じます。そのため、疑問点や問題

に対する解決の糸口を見つけること、ま

たそれらを共有しにくいことが大変でし

た。このことから、授業で多くの人と意

見の共有をすることの大切さを改めて実

感しました。より多くの人と意見を共有

することで、自分では発見できなかった

こと、思いつかなかったことなどを知る

ことができます。また、これにより、考え

方の視野を広げられたり、偏った考え方

をしてしまうことも抑えられ、更に、コ

ミュニケーション能力も向上されると感

じます。私自身は、こういった意見の交

流はまだ得意ではありません。ですが、

これからの生活で、遠隔でも対面でも必

須となってくることなので、慣れていけ

るよう頑張りたいと思います。

初めはコロナウイルスが流行して、

学校がどうなるかなどの不安があ

りましたが、学校側の迅速な対応もあ

り、安心して授業に取り組むことがで

きました。オンライン授業というはじ

めての経験に戸惑うこともありました。

zoomを使ったり、ドットキャンパスな

ど、普段はあまり使用しないものの知識

を深めることができました。オンライン

授業のメリットとしては自分のペースで

進められると言う点があると思います。

また、授業の資料や動画を何回も見直せ

るので、復習などにとても役立つと思い

ました。しかし、友人に会うことができ

なかったり、コミュニケーションをとる

ことが容易ではないと言う点があると感

じました。今回の出来事で、授業のやり

方は多種多様だと言うことを学びまし

た。こういった、普段できない経験から

学べることもあるので、経験することが

できてよかったと感じ、まだコロナ禍で

あるが、経験したことを忘れずに、糧に

していきたいと感じました。
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入学式からマスクで顔もよくわから

ない状態でこれから交友関係を広

げていけるのか不安がありました。授業

は全て遠隔で始まり、何を準備していい

のか、大学の授業がどういうものなの

か、初めは不安だらけでした。しかし、

遠隔の準備について先生たちが詳しく説

明してくれたり、うまく参加できなかっ

た場合にも親身に話を聞いてくれて、無

事に遠隔授業でも単位を取ることができ

ました。後期には、遠隔ではなくいつも

通り学校で授業を受けることができ、就

活の準備や交友関係の構築をすることが

できたので、とても助かりました。学校

側も初めての経験だったにも関わらず私

たちの授業に支障をきたさないよう多く

の準備やサポートをしてくれ、コロナ禍

でも満足のいく学生生活を送ることがで

きたように思います。飲食店でのアルバ

イトをしていましたが、緊急事態宣言が

出ている間はほとんど働くことができま

せんでした。しかし、その期間に免許を

取得したり、検定取得のための勉強をし

たりと、自粛期間を無駄にせず行動する

ことで、自粛明けでの活動の幅を広げる

ことができたように思います。2年間と

短い期間の短大生活で、海外短期留学

や、友達との旅行などできなくなり悔し

いことは沢山ありますが、いつかできる

ようになった時のために語学能力を高め

たり、知識を身につけ成長した自分で過

ごせるよう悔いなく過ごせたのではない

かと思います。

2 020年に新型コロナウイルス感

染症が流行ってから、私たちの行

動には制限されるようになり今までの生

活と大きく変わった。まずは、自宅在宅

勤務、授業の遠隔、マスク着用、アルコー

ル消毒、人数制限、時短営業、飛行機停

止、アジア人差別など様々なことが挙げ

られる。今まで当たり前だったことが出

来なくなり私たちの楽しみを奪った。短

大生になり、遠隔にもなることがあった

が、全国的にワクチン接種者が増えたこ

ともあり、新型コロナウイルス感染症も

少しずつ収まってきた？ある程度普通の

生活もでき、旅行にも行くことが出来て

いたが、最近、オミクロン株という新た

な変異種が流行し過去最多を日々更新し

ている。新型コロナウイルス感染症が収

まるまで私たち一人ひとりの行動が大切

となってくる。自分は大丈夫と思ってい

てもすぐ身近にきている可能性があるた

め、十分な配慮が必要だ。早く収まるこ

とを願う。

新型コロナウイルスの影響を受け、

世界中が変わり果てた。外出時は

必ずマスクの着用、手の消毒、ソーシャ

ルディスタンスなど、数年前まではこん

な生活になることをもちろん誰も想像し

ていなかった。飲食店でアルバイトをし

ていた私は、緊急事態宣言が出てお店

が1ヶ月間休業になり、外出することが

一切なくなった。学業では、全てオンラ

イン授業に変更され学校に行けず、2年

間という短い学生生活がさらに短くなっ

たようだった。学生最後の年でコロナが

流行し、楽しみにしていた卒業旅行で外

国に行くことや、学生生活を満喫するこ

とが全て不可能になった。これから就職

し、今よりも自由な時間がなくなるの

で、時間がある今だからこそ友達と遊ん

だり旅行したり…というように色々計画

を立てていた。全部なくなって、ただた

だ悔しいという思いしかない。しかし、

コロナによって苦しんでいる人たちは世

界中に何十万人といる。その人たちを思

うと、感染せず、普通に暮らせているこ

とだけでも幸せなことであると思う。今

後、新型コロナウイルスはいつなくなる

か分からない。一生なくならないかもし

れない。先の見えないことで、心が折れ

てしまいそうな時もあると思う。それで

も、医療関係で働く方々が私たちの知ら

ないところで身を削って頑張っている。

コロナウイルスをなくすために、今私た

ちができることは一人一人がしっかりコ

ロナ対策をすること、不要不急の外出を

避け、できるだけ自宅で過ごすことであ

ると思う。一人一人の心がけから世の中

が少しずつ、元の生活に戻れるのではな

いだろうか。

この1年を振り返り、1番印象に

残っている事はコロナ禍での就職

活動と私生活の変化です。まず、就職活

動に関して、今までに経験のない状況下

での就職活動は、不安な気持ちしかあり

ませんでした。先輩から聞いていた話

とは違う、WEBでの面接や説明会、採

用情報の遅れなど、戸惑うことばかり

で、自分の将来が見えない事に不安を抱

いていました。加えて、学校への登校が

なくなったことで、友人の就職活動の状

況を把握出来ないことから、これで良い

のかと不安にもなりました。ですが、無

事、就職活動を終え、不安の気持ちを抱

きながらも行動することが大切だという

ことを身に染みて感じています。現在、

後輩のアドバイザーとして、自分の経験

や意見を伝える活動をしています。コロ

ナ禍で生活が変わった中でもこうして誰

かの役に立てる喜びを再確認出来まし

た。私生活の変化に関しては、家から出

ることが出来ないという状況の中で、い

かに日々を充実させることが出来るかと

いう課題をクリアすることに力を入れた

1年となりました。好きな時にマスク無

しで外に出れたという日常が、必要最低

限な行動とマスクに縛られた日常へと変

わり、心身ともに大きなダメージをくら

いました。就職活動でのストレスを発散

することも難しく、体調を崩してしまっ

たり、家の中にいることで運動不足にな

り、夜なかなか眠れないことも多々あり

ました。外出自粛に慣れず、様々なとこ

ろに出ていた影響も徐々に減って行き、

今ではいかにおうち時間を楽しむかと前

向きに考えることが出来ています。家に

いるという日常が普通になっているとい

うことはとても寂しく悲しいことです

が、それと同時に、この日常が、今まで

当たり前だった事が、当たり前ではなく

有難いことだと学ぶ、良い機会となった

と思っています。後期になり学校での対

面授業が始まったことで、半年以上、会

えていなかった友人に再会できたり、外

の空気を吸う機会が増え、心身ともに健

康になったと感じています。今後もしば

らく、必要最低限の外出が求められると
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思いますが、自分の健康を考えつつ、有

意義な日々を過ごしていきたいと思いま

す。この1年で、今まで普通だった事が

普通ではなくなるという場面が多くあり

ました。出来なくなったとネガティブな

考えばかりを持つのではなく、出来なく

なったおかげで違う何かが見えてきたと

ポジティブな考えを持つことで、この1

年を乗り越えられたと思います。今後も

続く新型コロナウイルス感染症との戦い

を、常にポジティブな気持ちで乗り越え

ていきたいと思います。

過去に経験したことの無い出来事が

始まってから1年が過ぎた今、こ

の1年を振り返ると言葉に出来ない感情

で胸がいっぱいになる。したいことが

思うようにできないことが多い1年だっ

た。短大に入り、この状況下に置かれて

いなければもっと楽しい日常を送ってい

たかもしれない。数多くの楽しみにして

いた行事がなくなり、授業も友人と顔を

合わせて受けたことの方が少なかった。

そう考え続けると、マイナスな感情しか

思い描かれないがこの状況下に置かれた

からこそ得たものも少なくはない。普通

に顔を合わせて授業を受けられる楽しさ

や何気ない会話をしながら食べる昼食が

とても美味しいこと、一日一日と言う時

間がとてもかけがえのない時間で短大生

活一日一日の希少価値が高いことはきっ

と1年前の自分は気づけなかったことだ

と感じる。また、自粛期間が多かったか

ら始めたこともある。夜に1時間のラン

ニングをする楽しさは自粛期間、自分の

気分転換にピッタリだと気づいた。元々

走るのは好きだったが、なまった体を動

かすことはこんなにも気持ちの良いもの

だと感じたことは初めてだった。失った

時間は戻ってくるわけもなく刻一刻と時

間は刻まれる。だったら、その時間を自

分なりに楽しむべきだと、この状況下に

置かれていなければ感じられなかったこ

とだと思う。この先、困難なことが起き

ても少し立ちどまり今日のことを思い出

したい。そして、明日の活力へと繋げて

行く。

私にとって、この一年は「今、私に

できることは何か」について考え

る年でした。私は「19歳だから新型コ

ロナウイルスに感染したとしても、無症

状で重症化しないから大丈夫だろう」と

思っていました。しかし、その考えは間

違いでした。海外では若い世代の人でも

亡くなっていると知りました。そして、

若い世代の人が高齢者にうつす場合もあ

ると分かりました。そこで、私たちに今

できることは家に居ることだと考え、こ

の時間には掃除、勉強などと、一日の生

活の計画を立ててお家時間を過ごしまし

た。そうすることで、時間を有効に使う

ことができました。また、受験勉強の息

抜きには音楽鑑賞や読書をしていまし

た。このように、趣味を見つけて過ごす

時間に幸せを感じました。長い間家に居

て、時には息苦しく感じることもありま

したが、お家時間を有効に使うことで、

新しい発見や趣味を見つけ出すことがで

きたので良かったです。コロナ禍を通し

て、家の中に居ても楽しく過ごせると気

づきました。ところが、コロナ禍の家の

中での生活は良いことばかりではありま

せんでした。新型コロナウイルスの感染

拡大の影響で学校に行けなくなったこと

で、直接友達に会えず、寂しい思いをし

ました。また、物事が思うようにいかず、

悩む時期もありました。そんな時、私を

励ましてくれたのは友達の言葉でした。

直接友達に会えなくても、連絡は取り合

えると思い、悩みを友達に相談しまし

た。すると、友達はアドバイスをくれた

り、励ましの言葉を沢山くれました。そ

の言葉に私は元気をもらいました。そし

て、「私は一人じゃないんだ」と安心しま

した。これより、直接会えなくても連絡

を通して、言葉で心を通わせ合えると思

いました。会えない中でも、友達の支え

の大切さを感じました。

2 021年の短大生活を振り返って、

私はとてもあっという間に感じま

した。前期はオンライン授業が多く、入

学して仲良くなった友達とも中々会えず

に過ごす日々が続きました。しかし、オ

ンライン授業だったことにより、普通に

短大生活を送っていたら関わらなかった

であろうクラスの人や違う学年の人と同

じグループになって話す機会が増えまし

た。そこで交友関係を深めることができ

ました。対面授業に戻っても、気軽に話

すことができる友達が増えたので、私に

とって、このことがコロナ禍でのプラス

な事だと感じました。また、オンライン

授業ということで、パソコンやタブレッ

トを使っての授業が主になったり、課題

もレポートなどが多くありました。それ

によって今まで知らなかった機械操作を

習得することができました。このよう

に、コロナ禍での生活でも、振り返って

みると自分にとってプラスになったこと

が意外と多いのだと気づくことができま

した。制限がある中でも、先生たちは学

生が楽しめるようにできる限りの準備を

してくださったのだと実感することもで

きました。

2 021年に私は金沢星稜大学女子

短期大学部に入学しました。当初

は友達がおらず、不安な毎日が続いてい

ました。しかし、少しずつ友達が増えて

いきました。そんな中で7月ごろに新型

コロナの影響で遠隔授業が始まってしま

い、友達に会えなくなってしまいまし

た。遊びたくても誘うことすら出来ませ

んでしたが、新型コロナウイルスが少し

ずつ収まり学校に行けるようになりまし

た。普通に学校に通えるようになり、友

達と一緒に授業を受ける楽しさを改めて

感じ、当たり前のことではないのだと実

感しました。今の友達を本当に大切にし

ていきたいです。アルバイトでは、時短

営業が続き、お客様も減る日が続きまし

た。マスクをしているとお客様の声も聞

き取りづらくなり、私の声も届きずらく

なりました。もどかしかったですが、出

来るだけあまり大きな声は出さずお客様

に届くようにはきはき話すことを心がけ

ました。コロナ禍になって学べたことも

沢山あるので、これからの生活にも活か

して行けたら良いと思います。
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短大での授業は、前期はオンライン

が多かったですが、この一年間で

親しい友人をたくさん作ることができる

ほど学校に通う機会があったため、学校

生活はとても満足のいくものでした。資

格の勉強や就活についての説明など今ま

でに聞いたことのない場所からの話が多

くあり、難しいと感じることもありまし

たが、新しいことを知ることができ、頑

張ろうという良い刺激となりました。ま

た、サークル活動では、コロナがなかな

か終息することがなく、集まる機会が

あったとしてもキャンセルになることば

かりでした。しかし、秋になりコロナ

が終息すると活動が始まり、普段関わ

ることのない大学の人たちと交流がで

き、様々な話を聞くことによってコミュ

ニケーション能力が鍛えられました。友

達もでき、短大生活が充実したものだっ

たといえる思い出ができました。私が勤

めているアルバイト先は、大人数でのお

客様を相手にしているため、コロナの影

響を大幅に受け、予約がキャンセルにな

り、月に一回のみの出勤だった時もあり

ました。終息してからはその分多くの予

約が入り、今まで以上に働く日数が多く

なり忙しい生活でしたが、同時に充実し

ていると感じることができ、良い経験と

なりました。

私がコロナ禍の中で1番不安だった

ことは、無事就職出来るかどうか

ということです。感染を防ぐために学校

に通えなくなり、先生や友達と話す機会

も減り、就職について相談することがあ

まり出来なくなって、とても心細い気持

ちでいっぱいでした。企業の説明会や見

学なども中止となり、どう動いてよいか

分からない中で、友達が一足先に内定を

貰っていくという状況に焦るばかりでし

た。私は、民間企業と公務員を併願して

いましたが、公務員を選んで最後まで頑

張ったとしても合格出来なかったらと

思うとなかなかどちらにするか選べませ

んでした。ですが、このコロナ禍で売上

が伸びず解職が増える中で公務員はそ

の心配がなく安心して働けると思ったこ

とと、これまで勉

強してきたことを

無駄にしたくな

かったので公務員

を選びました。し

かし、学校で授業

や模試が受けられ

ず、家しか勉強す

る場所がなくモチ

ベーションを上げ

られず、最初はな

かなか集中して勉強に取り組むことが出

来ませんでした。家に大量の模試が送ら

れてきてうんざりする毎日でしたが、ひ

とつひとつしっかりと解答し、めげずに

最後まで頑張りました。また、面接練習

も学校に通い、専門の先生とリモートで

対策をたくさんしました。すべて1人で

行い、自分の行動が合っているのか不安

でしたが、信じて最後までやり遂げた結

果、無事公務員として就職することが出

来たので良かったです。コロナ禍で不便

なことや大変なことがたくさんありまし

たが、自分で考えて行動する力がついた

と思います。

これまでの短大生活を振り返って、

最初は新しい環境で友達ができる

のか、授業についていけるのかなどの不

安がたくさんありました。私は、人見知

りで、自分から話しかけることが苦手で

したが、勇気を出して話しかけたとこ

ろ、クラスの子は優しい人が多く、今で

は友達も増え、とても仲良くできていま

す。しかし、入学して数ヶ月で、遠隔授

業に切り替わることになりました。初

めてのことだったので、不安はもちろ

ん、少し戸惑いました。zoomで上手く

操作ができるのか、家で1人でできるの

かが、とても不安でした。ですが、分か

らないことがある時は、友達に連絡し合

うなど、なんとか乗り越えることが出来

ました。高校生までとは違う点も多く、

不安になることがよくありますが、周り

の人が支えてくれているおかげでコロナ

禍の1年を過ごしていくことが出来まし

た。この短大生活の1年間で、学んだこ

とを2年目でも活かして行きたいと思い

ました。

コロナ禍が少し落ち着いた頃は対面

であったが、感染が拡大したとき

はリモートになった。私はZoomをこれ

まで使ったことがなかったし、仲のいい

人も少なかったため、とても不安だった

のを覚えている。仲良くなる前にリモー

トになってしまい、最後に会ってから時

間も経ったため人と関わるのがとても難

しく感じた。だから仲良くなるには時間

がかかったと思う。またリモートはだら

けてしまう生活にもなる。一人暮らしな

ので余計にだらけてしまいそうになっ

た。しかし、意識をし規則正しい生活を

することを心がけることができた。人と

の関わりが大切なのだと実感する年でも

あった。分からないことを聞くにしても

人との関わりが大切だと実感した。また

1人でいるよりも人といた方が楽しめる

と思った年でもあった。一人暮らしなの

もあり、孤独と向き合う時間もあったな

と思う。その度に友達、家族に電話をし

て乗り切ることができた。人との関わり

をこれまで以上に大切にしようと思える

年であった。

私はこのコロナ禍の一年を振り返っ

て、大変な年でしたが、何事もプ

ラスに捉えて行動することができた一年

になったと思います。新型コロナウイル

スの影響により、前期は授業が対面か

らオンラインに変わりました。Zoomを

使って授業を受けるのは初めてだったの

で、授業についていけるかとても不安で
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した。しかし、Zoomで授業を受けてみ

ると先生方がわかりやすく丁寧に授業を

進めてくれるおかげでオンラインでの授

業もしっかりと受けることができまし

た。また、授業が対面からオンラインに

変わったことで、自分の好きな場所で授

業を受けることができたり、今までの通

学時間や学校での休憩時間などを自分の

時間に使うことができました。実際にオ

ンラインでの授業を経験したことで、こ

のようなプラスの面も見えてきました。

これから就職活動も始まるので、コロナ

禍での就職活動は厳しいかもしれないと

マイナスに考えるのではなく、何事もプ

ラスに捉えることを意識していきたいで

す。新型コロナウイルスの影響によって

いろいろなことが制限されていますが、

残り一年の短大生活を思いっきり楽しん

でいきたいです。

コロナという未知の病に侵された年

という事もあり、とても大変な年

でした。仲のいい友達にも会えず、学校

もお休みという非常事態の中、私は1人

家でオンライン授業を受けていたので

す。最初は慣れなかったオンライン授業

も数をこなしていくうちに慣れていきま

した。教材だけ届き、右も左もわからな

いまま闇雲に授業受けていた日々が今で

は懐かしく思います。夏休みには、学校

が解禁されはじめて友達と出会いまし

た。SNS等で連絡は取り合っていたの

ですが、顔も見たことなかった為とても

緊張したのを覚えています。自分から話

しかけるなど積極的に友達作りに専念し

ました。それからは対面授業が主な授業

となり学校に通うという、いつもなら当

たり前な行為が新鮮に感じました。すぐ

に寒くなり冬が来て、あっという間に冬

休みが終わりました。いよいよ就活とい

うハードなスケジュールのなかなか私た

ちはよく生きてこれたと思っています。

行事は少なかったですが、友人とご飯に

行ったり遊んだり。いつもなら普通に感

じてしまう行為の大切さに気付かされた

気がします。コロナのせいにするのは、

簡単な事ですがこういう状況下の中、い

かにポジティブに考える事こそが大事な

のではないかと思いました。

コロナ禍の一年を振り返ると、通常

の一年よりも不安な思いをしたこ

とが多かったように思う。特に就職活動

は、友人に直接会って悩みを共有する機

会がなかったため、自分だけが遅れてい

るのではないかという不安や、みんなは

もう決まっているかもしれないという焦

り、孤独感を感じることが非常に多く、

心細かった。また、第一志望の企業や受

けた企業に落ちてしまった時もひどく落

ち込み、このままどこにも受からず、就

職できないと後ろ向きな気持ちになるこ

ともよくあった。しかし、電話で友人と

連絡をとった時に、不安でありながらも

それに耐えて一生懸命、前向きに頑張っ

ている話を聞き、不安なのは自分だけで

はなく、みんなも同じなのだからと最善

を尽くして、1回1回のチャンスを大切

にしようという気持ちに変わった。コロ

ナを通して、努力や諦めないことの大切

さ、仲間がいることの心強さなどを特に

強く感じた。また、自分と向き合うきっ

かけにもなり、ひと回り大きく成長でき

たのではないかと思う。今後、社会人に

なるうえで厳しい環境になると思うけれ

ど、仕事が辛い、辞めたいと思ってし

まった時、一生懸命頑張った就職活動の

こと、家族・友達・先生がくれたあたた

かい言葉を思い出し、自分ならもっとで

きるという自信に変えて、自分自身を奮

い立たせていきたいと思う。

私は、このコロナ禍の一年を通し

て、「自主的に取り組むことの大

切さ」を実感することができました。こ

のコロナ禍で、遠隔授業での対応とな

り、自宅で授業を受けるようになりまし

た。そのため、カメラには映っていない

ことでだらけた態度で授業に臨むことが

多かったです。しかし、ICTの授業で、こ

のような時代において、自主的に学ぼう

とする姿勢がどれほど今後の自分にかか

わってくるのかを思い知らされ、このよ

うな時代だからこそ自ら学ぶ意欲のある

人とそうでない人との差が開いていくの

であると感じたのです。そのため、それ

に気づいてからは、授業が遠隔であって

もいつもと同じ時間に起きて、勉強専用

の机を用意して、そこで講義を受けたり

するなどの工夫をして、授業を受けるよ

うに心がけました。これは、コロナ禍で

はなくても、必要不可欠なことであると

思うので、もっと身につくように努力し

たいと思います。例えば、遠隔授業であ

れば、勉強するのに適した環境を作った

り、生活リズムを普段の学校へ行く用の

時間に合わせたりするなど、細かいこと

も面倒臭がらず、コツコツ頑張っていこ

うと思います。
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2019年から始まった世界的な新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）の拡大で、2020年、わが国においても緊急事態

宣言が出され、4月初旬から約1カ月半に及ぶ自粛生活が余儀

なくされた。

大学教育も大きな影響を受けた。第2章で述べたように、

2020年2月5日付で、学内に金沢星稜大学・短大合同の「危

機管理委員会対策本部」が設置され、一元的な新型コロナ感染

予防対策が講じられる態勢を整えた。これらの対策で学生た

ちはどのような影響を受け、どのような思いで受け止めたの

か、第3章で収録した2020年度・2021年度在学生たちのコ

ロナ・アーカイブから、その一端とSei-Tan教育を簡単に振り

返っておきたい。

なお、このコロナ・アーカイブは2020年12月～2021年

2月、2021年12月～2022年2月にかけて、コロナ禍の本短

大における教育史資料とするため、dotCampus 上で学生全員

に提出を依頼、これに応じて提出された計339人分の記録であ

る。なお、明らかな誤字・脱字および、氏名や個人の特定につ

ながる可能性のある情報について短大部所属教員および編集段

階で修正あるいは削除している。

2020年3月の卒業式

3月12日には、2019年度短大の卒業式が各講義室で分散開

催の形で行われた。アルコールの手指消毒、座席間隔を空けた

三密防止策が講じられ、保護者や来賓の出席もなかった。式は

大幅に簡略化され、学長式辞や送辞・答辞は、ゼミ単位の講義

室へ校内放送され、その後担当教員から学位記が授与されると

いう異例の形式で行われた。謝恩会など友や先生方と別れを惜

しみ、晴れ着で記念写真を撮り合う十分な機会や時間さえ奪わ

れたコロナ禍の卒業式であった。さぞや無念であったと思われ

るが、残念ながら当該年度の学生たちの声は収録されていない。

2020年度入学式

2020年4月2日、短大入学式が稲置講堂で行われた。保護

者の入場は許可されず、「親にも見てもらえない閉鎖的な入学

式」を嘆く学生もいた。考えてみれば、この2020年度入学生

たちの多くは、すでに高校3年時にコロナ感染によるさまざま

な制約を体験しており、短大入学後も同様なのかと大きな不安

や失望感を覚えたとしても無理はなかろう。もちろん、それで

も「対面での入学式ができた」「感染防止に配慮された入学式

だったので安心できた」など肯定的な受け止めも見られた。

「遠ざかる大学」 2020年度前期授業開始の延期

当初、感染対策を施しつつ、4月9日から全面的に対面授業

を実施する予定であったが、学生及び教職員、社会的な感染拡

大不安の増大などから、全国諸大学と同様、授業開始をゴール

デンウイーク明けの5月7日に延期し、4月13日から5月6日

まで、本学校舎への立ち入りを制限するとともに、期間中の行

動等についての注意喚起を行った。

この措置は短大生に大きな影響を及ぼした。

新入生には、ほぼ全員が「焦りと不安」「不安な生活」「今

後への不安」「ステイホームへの戸惑い」「何のための短大か」

「理想と真逆の大学生活」「大学生実感がない」「初めての一人

暮らしで不安が大きい」などの不安があったことがわかる。2

年次生は、やはり就職活動への不安である。「生活が激変」する

中で、「従来の経験が通じない就職活動」に直面し、「思い描い

た学生生活を送れなかった」「環境激変のストレス」を強く感

じた学生も多かった。

遠隔授業に向けた準備

5月5日前期授業（遠隔授業）の開始にあたり、「学長から学

生へ コロナ後の社会再建のために、今皆さんがすべきこと」が

発表された。このメッセージは、4月7日に発せられた「新型

コロナ緊急事態宣言」をうけ、本短大における遠隔授業の開始

にあたり、学生の皆さんへの「お願い」を簡単にまとめたもの

である。その骨子は、必ず訪れるであろうコロナ後の社会再建

と修復のために、若き学生の皆さんが力を蓄え、備えてほしい

というものである。またその際に自らの安全確保を図りつつ、

周りを見渡してほしいというものであった。

新型コロナの世界的な感染拡大に伴って、盤石に思えた世

4. �学生たちのコロナ・アーカイブ
から見たSei-Tan教育 

�
「遠ざかったSei-Tan、帰ってきたSei-Tan」

新型コロナウイルスにより大学教育は甚大な影響を受けた。本学では、危機管理と本来の学びの保障を、

いかにして両立しようとしたのか。その渦中で、学生たちが寄せてくれた「生の声」は、今後の教育指針

を考える上で、大きな拠りどころとなるに違いない。ポストコロナ時代のまだ見ぬ新しい脅威に備えるた

め、本書のおわりに代えて、想いの一端を記しておく。
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界の構造が案外にもろいものであることが露呈していま

す。日本国内でも緊急事態宣言の下、多くの企業や学校、

商店も休業、人々はStay Homeを余儀なくされています。

社会全体がまさに大きな危機を迎えています。そうした状

況下にあって、感染治療や予防のため働いてくださってい

る医療関係従事者はもとより、Stay Home生活を支えて働

いている、生産者、販売・物流関係者、など大勢の人々が

いることを忘れてはなりません。金沢星稜大学女子短期大

学部と金沢星稜大学の卒業生や学生もこの中に含まれてい

るかもしれません。この方々に感謝と敬意を表しつつ、新

たな負荷をかけないように、また自らと周りの大切な人の

命や健康を守るべく、可能な限り今は Stay Home を心が

けることは学生として当然のことです。

そして、やがて現前するであろうコロナ災害後の大きなダ

メージを被った社会の再建と修復に向けて、まもなく若き

学生の皆さんの出番が必要になります。そのための準備と

心構えをお願いします。その第一は、身体の健康と精神的

なトレランス（耐性）度を上げておくことです。短大の体

育授業もサークル・部活動もできません。しかし、他人任

せではない自分自身の創意工夫でそれは可能です。

第二に、学生である以上、それぞれの学修を最大限追究し

ましょう。短大が休業し、Stay Homeせざるを得ない皆さ

んにとっては、この期間は今まで経験したことのない「長

すぎる時間」かもしれません。しかし短大に行かなくても

よい、外に出かけなくてもよいこの時間はまことに得難い

自由な時間であり、これまでできなかった読書や、あるい

は自分自身をじっくり見つめる得難い機会になるでしょ

う。それは皆さんの人生にとって貴重な機会です。

本学も5月7日からようやくdotCampusを用いた遠隔授

業をスタートさせる段階までこぎつけることができまし

た。スマホを使いこなし、パソコン操作に熟達した皆さん

や大多数の先生方には、雑作もないことだったかもしれま

せんが、すべての先生方がそうだったわけではありませ

ん。70歳を超える高齢者の私などは、講習会に何度か参

加し、飛び交う意味不明のカタカナ語に戸惑いながら、何

度も教えていただき、かろうじてごく初歩的な最低限の遠

隔授業ができるようになっただけです。新しいことを学ぶ

学生の皆さんの気持ちが少し分かったような気になりまし

た。皆さんも大変かもしれませんが、先生方もそれを支え

る職員も、ここの所、機器やシステムの整備、カリキュラ

ムの変更など、遠隔授業実施に向けて不眠不休の努力をし

てきたことをご理解ください。そして皆さんの遠隔授業整

備について、大学側も総力を挙げて支援していることはご

存じのとおりです。

皆さん、突然われわれを襲ったコロナショックはまだ途上

にあり、私たちはまだ被害の全貌をつかむことすらできて

いません。それはおそらく世界システムを変えるほどの大

きな出来事なのでありましょう。しかしこの一部始終を冷

静に見つめることができる時代に立ち会わせた者の経験を

奇貨として、これをたくましく乗り越え、2020年令和時

代の名にふさわしい平和でそして新しい社会システムを

作っていこうではありませんか。その主たる担い手は若き

皆さんです。今そのために学ぶのです。皆さん、短大とと

もに一緒に進みましょう。どうかお願いします。

突然の災害や事故などの緊急事態に遭遇した時に、最初に

自らの安全を確保することの大切さは「津波てんでんこ」

という言葉でよく知られるようになりました。しかし、同

時に、私はその次の行動が重要であると思います。人生の

ライフステージの中で、おそらく最強・最大の体力を持つ

時期にある若者がしなければならないことは、自らの安全

を確保した後、周りを見渡し、お年寄りや小さな子供たち、

社会的弱者など、困っている人々に可能な範囲で手を差し

出そうとすることです。「タイタニック」から一番先に逃げ

出すのが屈強な若者たちだとすれば、それは、私の目指す

教育ではありません。

全学生を対象とした情報環境整備支援金支給

遠隔授業の実施に当たっては、学生の自宅や寄宿先の情報通

信環境の整備が必要になることは言うまでもない。大学・短大

では全学生を対象とした情報環境整備支援金（3万円）支給を

決定し、5月中にはほぼ支給を完了した。「パソコンなど購入

する機器によって学習環境が平等ではない」ことは事実である

が、全学生に、コロナ禍であっても最小限ではあっても大学の

学びを保証しようとする大学の姿勢は、「遠隔授業に適応でき

た」「パソコン指導がありがたかった」「オンライン授業があっ

てよかった」「オンライン授業に効果的な対応策をとってくれ

た」など、遠隔授業に積極的に向かう学生たちの姿勢に窺うこ

とができる。

なお、北陸地域の大学ではいち早く決断した、この全学生

を対象とした情報環境整備支援金（3万円）支給を、本学では

ニュース・リリースすることはしなかった。これは学生たち

の本来の学びを保障するという観点からは最低限の保障であっ

て、決して誇らしげに広報する類のものではないという判断に

よる。

遠隔授業の実施　学生たちの戸惑いと適応

5月7日、全学一斉に遠隔授業が開始された。懸念された機

器やサーバーの想定容量超過や不具合もなく、次第に遠隔授業

が軌道に乗っていった。しかしながら、学生たちにとってそれ

は本来の大学生活ではなかった。

その第一は、大学の対面授業やサークル活動などができない

不満や悩み、第二に遠隔授業への戸惑いや不安、第三に自宅に

いることのストレスである。

■「会いたい人に会えない！」
学生たちの多くは対面授業やサークル活動などができず、「会

いたい人に会えない！」不満や悩みを異口同音に述べる。「大

学生の実感がない」「自宅でやる気が出ない」「楽しみを奪わ

れた」「サークルができない」「行事やイベントがない」「会い

たい人に会えない」「みんなとダンスが踊れない」「最悪の年」
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「やめようかと思った」「一人暮らしの孤独」「引きこもりがち

になった」「自粛生活ストレス」などである。ほぼ全員がやむを

得ないと思いながらも、大きな影響を受けたことがわかる。

■「友の笑顔がボタン一つで黒い画面に変わる」遠隔授業
遠隔授業に最初は「戸惑いや不安」が大きかったことは言う

までもないが、操作の習熟につれその内容は「周囲の状況がわ

からない」「友人つくりに不安」と人間関係の構築をいかに進

めるかという問題に移っていったように見える。

「友の笑顔がボタン一つで黒い画面に変わる」切なさは遠隔

授業ではやはり解消しきれないのである。「遠隔授業では提出

物が多い」とする一方、遠隔授業のメリットに気づく学生も少

なくない。「通学時間がゼロ」「オンラインがあって救われた」

「自分のペースで学べる」「自分にはリモートが適している」

「人づきあいが苦手なのでよかった」「対面授業のストレスがな

い」「オンラインはわかりやすい」「オンライン授業のほうが成

績のメリハリがでる」などである。

また短大の場合、「経営実務」に必要なMOS検定や簿記検定

などさまざまな資格取得への挑戦がそれぞれの到達度に応じて

段階的かつ豊富に用意されており、「資格検定に挑戦」「自分に

向き合い自主的に考えて行動」「パソコンに習熟できた」「大変

だったが、信じられないくらい楽しくもあった」という回答も

見られた。

中には「家事を積極的に担当して家族に感謝された」「家族

との対話時間が増えた」「ランニングを始めた」「運転免許や趣

味に打ち込んだ」「自己啓発本に取り組んだ」「自宅でドラムが

たたけなかったので、代わりにギターを覚えた」「自宅時間を

利用してマイナス9キロのダイエットに成功」した学生もいる。

「寝て起きて画面に向き合うだけ」の受け身の授業から、自分

自身の積極的な行動を含んだ生活を作り上げた学生は、おおむ

ね遠隔授業のメリットを高く意識できているようである。また

大学側も学生の立場に立った新たな学習目標を提示することも

必要であることがわかる。これは今回得られた大きな成果であ

る。

■自宅生活のストレス
すべての家庭がステイホームに適切であるわけではない。中

には罹患家族もいれば、祖父母に感染死亡者が出た学生もい

る。さまざまな家庭事情の中で「家庭ではやりにくい」「家族と

いるのが嫌になった」「家族とぶつかり、自粛期間泣いていた」

と訴える学生がいたことも事実である。

そのような学生に対して大学が積極的に居場所（アジール）

としての場を提供する必要があったのではないかと考えられ

る。今後の留意事項である。

短大　後期から対面授業へ

こうした前期の経験から、短大は後期授業から対面授業に戻

すこととした。夏休み中の8月12日「学生の皆さんへ」でこの

ことを通知するとともに、8月21日、次のような学長メッセー

ジをホームページに掲載した。

皆さん、こんにちは。8月も後半。「秋来ぬと目にはさやか

に見えねども風の音にぞおどろかれぬる」（藤原敏行）。8

月 12日「学生の皆さんへ　2020年度後期の授業につい

て」でお知らせしましたように、Sei-Tan は、後期から原

則対面授業に戻します。

新型コロナ感染防止対策のため、前期はすべて遠隔授業で

した。学生の皆さんはもとより保護者の皆様も対応にご苦

労されたことと拝察します。Sei-Tan の教員、職員も総力

を挙げて奮闘、その結果、遠隔授業実施に向けたIT関連機

器の整備・拡充、ノウハウ習得も進み、大きなトラブルな

く、遠隔授業がほぼ成功裏に実施できたことは、何よりの

ことでした。関係者の努力に敬意を表したいと思います。

遠隔授業は、何より感染の恐れがないことが最大のメリッ

トです。先日 Sei-Tan 学友会の皆さんと話し合う機会が

あったのですが、席上「通学が不要なので直前まで別のこ

とができる」、「お化粧や服装も楽」、「思っていたより（か

えって）授業が分かりやすい」などの率直な声もお聞きす

ることができました。遠隔授業に大きなメリットがあるこ

とは疑う余地がありません。

では、新型コロナ感染症の終息が見えない8月の現段階

で、なぜ後期から遠隔授業ではなく対面授業に戻すのか、

とお思いになられる方もおられると思います。本日はその

ことについてお話ししたいと思います。もちろんこれは一

人の老教員としての私の思いですので、そのつもりで聞い

てください。

昔のことになりますが、私は教育学の授業で、ドイツ流の

教育理論を学びました。授業（Unterricht、ウンターリヒト）

というのはBildung（ビルドゥング）と Erziehung（エル

ツィーウング）の2つから構成されるというのです。ビル

ドゥングというのはさまざまな知識や技能の教授のこと、

英語ではinstruction、日本語では「陶冶」（とうや）と訳し

ています。いっぽうエルツィーウングというのは、判断・

意志など、人格・性格形成にかかわる概念です。日本語で

は「訓育」と訳し、英語ではdisciplineを当てています。こ

の2つを教育として総称する場合も同じErziehungと言い

ますから、少しややこしく、分かりにくいですね。またビ

ルドゥングとエルツィーウングも画然とは区別できないと

いう批判もあり、この教育理論は古典的過ぎるとして、現

代の教育学ではあまり教えられていないようです。

でも大事なことは、授業（ないし教育）には「知識や技能

を身につける」側面と、「人生や世界観といった目に見えな

い人格形成」の2つの側面があるということです。例えば、

経営実務学科の学生であれば、簿記・会計や税務事務もこ

なせる「知識や技能」を身につけねばなりません。これは

ビルドゥングです。そしてそれとともに、例えば、脱税と

か不正経理に与しない倫理観や人生観も身につけねばなり

ません。これは授業内容に直接組み込まれる場合もありま

すが、多くは先生方の言葉、態度、姿勢、行動、表情、息

遣いなどから、それらを身につけていきます。いわば全人

格的な教えです。これがエルツィーウングです。私自身の

経験で言っても、授業内容はすっかり忘れてしまいました
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が、歴史の信ぴょう性について熱っぽく語るその語り口か

ら、学問に向き合う姿勢というのは、こういう真剣勝負な

のだと印象深く覚えているということがあります。

Sei-Tan生の皆さんは、修業年限が2年間です。2020年

度はすでに1年間の半分をほぼビルドゥングのみで過ごし

てしまいました。なんとしてもエルツィーウングを補完し

て、教育を全うしなければなりません。後期に対面授業を

決断した最大の理由です。むろん学生や教職員の生命・安

全は何より優先します。今後のコロナ感染状況次第では、

再び遠隔授業にせざるを得なくなる可能性もあります。そ

のため万一の場合に備えて、前期の経験をもとに、即応可

能な体制を準備しておかねばなりません。それでも教育に

は対面によるエルツィーウングが不可欠なのです。当世風

に言えば、ハイテク授業には同時に、ハイタッチな教師や

友人同士の人間的な交流が伴わねばなりません。

Sei-Tan 生の皆さん。後期授業開始に当たり、新型コロナ

感染拡大防止に最大限の注意を払いつつ、対面授業でなけ

れば得られないエルツィーウングの重要性を理解し、貴重

な機会として、これまでにも増して積極的に授業に取り組

んでくださいますように。

短大が戻ってきた！ 待ち焦がれた対面授業再開

最多数の学生たちは、後期からの対面授業の再開を待ち焦が

れていた。再開の報に「安堵」感や「後期から対面でよかっ

た」「対面に感激した」「対面でやる気が出た」「これで頑張れ

る」と歓迎していた。それはやはり「友達や先生に会える喜び」

が大きかったからであろう。「精神的に安定した」「サークルに

入った」「短大の学校行事、流星祭が楽しかった」「後期からの

対面授業が楽しかった」「後期からの対面授業でやっと友達が

できた」「後期からやっと安心できた」などの喜びに満ちあふ

れた感想がみられる。

前期遠隔授業、後期から対面への切り替えは、「前期はパソ

コンに習熟、後期は友達ができ充実した」「パソコンが得意に

なっていた」「母から、最近明るくなったといわれた」のよう

に、それまでの鬱屈した生活を一気に挽回するかのような積極

的な態度や行動に結びつけ、後期における学生生活の活性化に

結び付いたのであろう。

なお、「遠隔からの対面授業への切り替えに戸惑った」「対面

も遠隔も大して変わらない」と答える学生もいた。しかし就

活中の2年次生にとっては「自分だけ就職が決まらないのだと

思っていたが、進路支援課の助言や友人との情報交換や励まし

があった」「希望の会社に合格した」「公務員試験に合格した」

など安心感とともに、内定の喜びを分かち合える環境にあるこ

とが大きな意味を持ったようである。

ポストコロナの短大教育

本学では、上述のように大きなエネルギーを費やして遠隔授

業やコロナ感染対策事業を展開した。前期オンラインでの授業

の経験は、対面授業ができないためのやむを得ない代替措置を

超えて、オンラインの方が効果的な授業と対面の方が効果的な

授業である場合の両面があることがはっきりした。また知識の

伝達についても、単なるオンライン授業ではなく、オンデマン

ド型の授業の方が有効な場合があることもわかってきた。一

方、対面授業ならではのPBL（問題解決型学習）方式の授業メ

リットがより鮮明となり、今後教員にはそのための新たな技能

がこれまで以上に求められると考えられる。

また海外協定校への相互訪問や研修、私的な国内外旅行など

はこの間全面的に実施できなかった。「プロレスやライブにいけ

ない」「卒業旅行行きたかった」「海外旅行行きたい」など、コ

ロナ禍で実現できなかった夢や希望も、オンラインで一部可能

にはなった。だが、それはやはりリアルな体験とはいいがたい。

とはいいながら、こうした大学教育における新たな教育方法

の開発とノウハウ、またこれらを可能にする通信デバイスや機

器の整備と利用方法がコロナ危機を契機に大きく進むことに

なった。本学でも2022年度入学生から導入を検討していた

iPad端末の配布を、急遽2021年度後期から前倒し実施した。

今後、テレワークの普及とともに、女性の社会的活躍が大き

く進むことが期待される。また、AIやイノベーションの重要性

を考えると、理系人材の重要性がこれまで以上に増すことが考

えられる。その際、理系人材といっても求められるのは文理横

断型の資質であり、人文・社会科学系の学生には、AIなど最新

科学の基礎や数学の素養が求められることになる。本短大は経

営実務学科であり、卒業生の中には、一般事務職のほか、経理

やIT機器関連の事務職に多数の人材を輩出している。今後、短

大教育の中にさらなる情報関連の教育内容を整備すること、ま

た今回のコロナ感染対策として培った遠隔授業のノウハウを活

用し、遠隔授業方式で提供する新たなリカレント教育の在り方

が工夫される余地も生じているといえよう。

すでに文部科学省も2度目の緊急事態宣言の発出に伴い、学

生の学修機会の確保と感染防止対策の徹底を両立し、学生の修

学の継続への配慮や学生に対する注意喚起などを各大学に要

請、オンライン授業に関する特例的な措置（短期大学設置基準

第11条、18条関連）を認めている。

対人力

2022年 6月。『日経キャリアマガジン』「価値ある大学

2022-2023 就職力ランキング」小規模大学部門で、金沢星稜

大学が全国1位に選出された（http://www.seiryo-u.ac.jp/u/

new/2022/0602_2.html）。

「就職力」の中身は、「行動力」「対人力」「知力・学力」「創

造性」の4項目。「行動力」というのは①熱意がある、②主体性

がある、③チャレンジ精神がある。「対人力」というのは、①

コミュニケーション力がある、②ストレス耐性がある、③適応

力。「知力・学力」というのは、①論理的思考ができる、②高い

教養を身につけている、③理解力が優れている。「独創性」は、

①創造力がある、②個性がある、③着眼点がよい、というもの

である。

これは大学版ではあるが、本短大は金沢星稜大学以上の高い

就職率を誇る。進路支援課やエクステンション課における就職

支援も共通であり、きめ細かい指導とともにゼミの指導体制が

整っている。こうした「対人力」「行動力」「知力・学力」「創造

性」にさらに磨きをかけるためには、安全が確保される中での
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4．学生たちのコロナ・アーカイブから見たSei-Tan教育

冒険に一歩踏み出す知的好奇心、勇気、行動力、言語力などが

必要である。進路支援課の「ほしたび」「ムーンショット・ア

ブロード」「海外研修」「自分を超える旅」などの活動プログラ

ム、仲間とともに作り上げる「サークル活動」「各種行事」「音

楽・文化・ダンスイベント」など、学生生活の魅力や醍醐味を

高める学友会の積極的な活動支援、地域や地元企業とタイアッ

プした新商品開発や販売など「プロジェクト・ベースド・ラー

ニング」（PBL）などアクティヴ・ラーニングが一層進められ

なければならない。

コロナによって見えてきた本短大の良さと課題、学生たちの

思いと期待を今後の大学教育に反映させていきたいと思う。
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あとがき

新型コロナウイルスによって国内外が未曾有の危機に直面し

た2020年は、歴史的にも特別な一年でした。この世の中は想

定外のことが起こるのだという事実を知り、想定外の出来事が

起こることによって、それまで予定していたことが一瞬で白紙

に戻ってしまうという衝撃を体験しました。2021年は小康状

態を保ちつつもさまざまな変異株が出現し、2022年8月の現

在は、オミクロン株によって感染者数過去最多を更新しつづけ

ています。

このようなコロナ禍をどう過ごしたのか、2020年度と

2021年度に短大部に在学した学生の皆さんに対して感想文を

募集したところ、たいへん多くの方にご協力いただきました。

学業・課外活動・アルバイト・家族・就職・友人関係など、

様々な観点から学生の皆さんの率直な言葉が綴られ、普段、授

業でお会いするときとはまた違った一面を知ることができたよ

うに思います。

例えば、「コロナ禍でわたしは時間を有効活用できなかった。

資格取得も勉強もなにもしなかった」と正直に振り返る学生が

いました。この学生は「卒業旅行も海外研修も留学も諦めた。

しかし、そこで気持ちを落としてはいけなかった。限られた中

でどう行動するか、楽しむのもなにもしないのも、人生は自分

のせいである」と結んでいます。これほど自分を厳しく批判で

きる誠実さ、自分次第で人生が変わることに気付くことができ

た賢さに、勇気をもらいました。

コロナ禍を「これからもこのような生活が続き、だけど世界

の終わりとまでは思えない、不思議な狭間」と表現した学生が

いました。また、「元の生活に戻るよりかは変わってしまった今

の生活に慣れることを考えた方がきっと合理的なのでしょう。

それでも私は、何事もなく穏便に過ごせていた頃を夢見るので

す。いつか再び以前のように過ごせることを、マスクを外して

外の空気を吸えることを、願うのです」とコロナ後に思いを馳

せた学生もいました。まるで詩を読んでいるような瑞々しい言

葉です。豊かな感性、表現力に触れ、星短生の美しい心の内を

垣間見たように思いました。

そして、なんと言っても、星短生の優しさには感服しました。

「友達とは連絡を取っていても就職活動については話す事がで

きませんでした。聞くことも答える事も相手がどのような状況

か分からないので、周りに内定をいただいたことは言えません

でした」と書いてくれた学生のように、多くの星短生が他者へ

思いやりの気持ちを自分なりの言葉で表現していました。

私は、文学など国語系の教養科目を担当していますが、自分

の担当科目で「他の人のさまざまな考え方や心の機微を広く知

ること、そして豊かな情緒・他の人を思いやる気持ち・誠実

さ・ユーモアのような人間ならではの心の美しさを磨くこと」

を目標としています。「文は人なり」と言いますが、学生の皆

さんの文章からは、まさに私が目標としている人間の姿が見え

ました。新型コロナウイルスの影響から、思い描いた短大生活

とギャップがあったと思います。しかし、星短生は粘り強く笑

顔で学生生活を送り、一人ひとりがそれぞれの想いを乗り越え

て、大きく成長したように思います。この記録を広く発信する

ことで、きっと多くの方々に勇気と感動を届けられることで

しょう。

90周年の節目にこのような素敵な学生の皆さんと共に学べ

たことを心からうれしく思います。そして、来たる100周年に

向け、他者とともに考え、お互いに助け合い高め合える星短生

がこの北陸の地でリーダーシップを発揮していることを確信し

ています。

最後に、本冊子刊行にあたり、ご協力いただいた皆様にあら

ためてお礼申し上げます。ありがとうございました。

2022年8月

� 編集代表　山田　範子　　
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